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Getting Started

このセクションでは、できるだけ早く Pylons を始められるようになることと、
そのプロジェクトの quick overview を提供することを意図しています。
Pylons の種々な側面の探検を奨励するために、リンクが提供されます。


動作条件


	Python 2.3 以上 (Python 2.4 以上を強く推奨)






インストール


Warning

以下の instruction は Python 2.4 以上を必要とします。Python 2.3 と
ともにインストールするには Python 2.3 インストールガイド を見てくだ
さい。



システムにインストールされた Python ライブラリとの衝突を避けるために、
Pylons には “仮想” Python 環境をセットアップするブートストラップ
Python スクリプトが付属しています。そして Pylons は仮想環境にインストー
ルされます。


By the Way

virtualenv は独立した Python 環境を作成する便利なツールです。
潜在的なシステム衝突の可能性からパッケージを隔離することに加え、多
くのパッケージを system-wide の Python の中にばらまくことなく、
easy_install を使用して Python ライブラリを簡単にインストー
ルできるようにします。

もう一つのすばらしい利点は、すべてのモジュールを好きなディレクトリ
の下に置くことができるので、 root アクセスは全く必要でないというこ
とです。 これによって、共有ホスティングプロバイダーや、
system-wide へのアクセスが入手できないその他のシステムに、動作する
Pylons インストールをセットアップすることが簡単になります。




	go-pylons.py [http://www.pylonshq.com/download/0.9.7/go-pylons.py] スクリプトをダウンロードします。



	スクリプトを実行して、以下のように、仮想環境を作成するためのディレクトリを指定します:


$ python go-pylons.py mydevenv













Tip

これら 2 つのステップは、 Unix システム上では curl を用いて以下の
ショートカットでまとめて実行することができます:

$ curl http://pylonshq.com/download/0.9.7/go-pylons.py | python - mydevenv





system-wide の追加の Python ライブラリからも分離するためには、
–no-site-packages オプションを付けて実行します。

$ python go-pylons.py --no-site-packages mydevenv







この結果、動作する virtualenv と Pylons インストールが得られます。仮想
環境を activate してください (スクリプトは、 mydevenv/dir ディレクトリ
へのフルパスを指定することによって実行することもできます):

$ source mydevenv/bin/activate





Windows では、このように activate してください:

> mydevenv\Scripts\activate.bat






ソースコードから直接動かす

Pylons の最新の開発版ソースを取得するために、 Mercurial [http://www.selenic.com/mercurial/wiki/] をインストールしなければなり
ません。 Windows, MacOSX, および他の OS のための Mercurial パッケージ [http://www.selenic.com/mercurial/wiki/index.cgi/BinaryPackages] も利
用可能です。

最新のコードをチェクアウトします:

$ hg clone https://www.knowledgetap.com/hg/pylons-dev Pylons





setuptools に Pylons というディレクトリに含まれるバージョンを使用す
るように伝えるために:

$ cd Pylons
$ python setup.py develop





現在 Pylons のアクティブなバージョンは、このディレクトリの中のコピーで
あり、そこで行われた変更は実行される Pylons アプリケーションに反映され
るでしょう。






Pylons プロジェクトを作成する

以下のコマンドで helloworld という名前の新しいプロジェクトを作成し
てください:

$ paster create -t pylons helloworld






Note

Window ユーザーは、 Windows における注意点 で説明されているように
PATH を構成しなければなりません。さもなければ、 (仮想環境 bin
ディレクトリに含まれている) paster コマンドにフルパスを指定する
必要があります。



これを実行すると、 2 つのプロンプトが表示されます:


	どのテンプレートエンジンを使用するか

	SQLAlchemy サポートを含めるか



それぞれのプロンプトについて、デフォルトを受け入れるなら Enter キーを打っ
てください (デフォルトでは Mako テンプレート、 SQLAlchemy なしです)

これは作成されたディレクトリ構造と詳しい情報へのリンクです:


	
	helloworld

	
	MANIFEST.in

	README.txt

	development.ini - 実行時設定

	docs

	ez_setup.py

	helloworld (入れ子の helloworld ディレクトリ 参照)

	helloworld.egg-info

	setup.cfg

	setup.py - アプリケーション・セットアップ

	test.ini











入れ子の helloworld ディレクトリ はこんな風になっています:


	
	helloworld

	
	__init__.py



	
	config

	
	environment.py - 環境 (Environment)

	middleware.py - ミドルウェア

	routing.py - URL 設定









	controllers - コントローラ



	
	lib

	
	app_globals.py - app_globals

	base.py

	helpers.py - Helpers









	model - モデル



	public



	templates - テンプレート



	tests - ユニットテストと機能テスト



	websetup.py - 実行時設定
















アプリケーションを実行する

Web アプリケーションを起動する:

$ cd helloworld
$ paster serve --reload development.ini





このコマンドは、 development.ini からプロジェクトのサーバ構成ファ
イルを読み込んで、 Pylons アプリケーションを起動します。


Note

--reload オプションは、Python ファイルまたは
development.ini 構成ファイルに変更が加えられたら自動的にサー
バがリロードされるようにします。これは、開発中は非常に便利です。 サー
バを止めるには、 Ctrl+c あるいはプラットホームでそれに相
当するキーを押してください



サーバが稼働しているときに http://127.0.0.1:5000/ を訪問すると、ウェル
カムページが表示されるでしょう。




Hello World

基本的な hello world アプリケーションを作成するには、リクエストを扱うた
めの controller をプロジェクトに作成します。

$ paster controller hello





作成された helloworld/controllers/hello.py モジュールを開いてく
ださい。デフォルトコントローラは単に ‘Hello World’ 文字列を返すようになっ
ています。

import logging

from pylons import request, response, session, tmpl_context as c
from pylons.controllers.util import abort, redirect_to

from helloworld.lib.base import BaseController, render

log = logging.getLogger(__name__)

class HelloController(BaseController):

    def index(self):
        # Return a rendered template
        #return render('/hello.mako')
        # or, Return a response
        return 'Hello World'





モジュールの先頭で、コントローラで共通に使用されるいくつかのオブジェク
トが自動的にインポートされています。

http://127.0.0.1:5000/hello/index を開いてください。そこには “Hello
World” という短いテキスト文字列があるはずです。(必要ならアプリケーショ
ンを立ち上げます):

[image: _images/helloworld.png]

Tip

URL 設定 では URL がどのようにコントローラとそのメソッドに
マッピングされるかが説明されています。



environ の中にある情報のいくつかをレンダリングするためのテンプ
レートを加えます。

まず最初に、 templates ディレクトリに hello.mako を以下
の内容で作成してください:

Hello World, the environ variable looks like: <br />

${request.environ}





テンプレートの中の request 変数は、現在のリクエストの情報を得る
ために使用されます。 Pylons においてテンプレートの中で使えるすべての変
数は、 template グローバル変数 <template-globals> にリストされています。

次に、 controllers/hello.py モジュールを更新して index メソッド
を以下の通りにしてください:

class HelloController(BaseController):

    def index(self):
        return render('/hello.mako')





ブラウザでページをリフレッシュすると、今度はこのように見えるでしょう:

[image: _images/hellotemplate.png]
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Pylons のコンセプト

Pylons に関する基本コンセプトや、スタックを通したリクエストとレスポンス
の流れ、および Pylons がどのように作動するかを理解することは、ものごと
がなぜそのように振る舞うのかに関する誤解を解決することに加えて、必要な
際にはカスタマイズすることがより簡単になります。

このセクションは WSGI アプリケーションと WSGI
Middleware のコンセプトへの基本的な introduction として機能します。そ
して、Pylons が完全に動作するウェブフレームワークを組み立てるのにそれら
をどのように利用するかを示します。

以下の説明を読み進める際には、 Getting Started ガイドに従ってプ
ロジェクトを作成してください。


Pylons プロジェクトの ‘Why’

新しい Pylons プロジェクトは、他の多くのウェブフレームワークと少し異な
る動作をします。フレームワークをロードする (そして、新しいプロジェクト
コードを見つけてそれを実行する) のではなく、 Pylons はその正反対をする
Python パッケージを作成します。すなわち、それは実行されると Pylons から
オブジェクトをインポートして、 WSGI アプリケーションとスタックを組み立
てて、それを返します。

望むなら、新しいプロジェクトでは Pylons インポートを完全に除去してしま
い、代わりにどんな任意の WSGI アプリケーションを実行しても構いません。
これは、開発者が必要とする方法で動作するウェブアプリケーションを組み立
てることにおけるより大きな自由度と柔軟性のためです。

デフォルトでは、プロジェクトはほとんどの開発者が必要とする標準コンポー
ネント、例えばセッションや、テンプレートエンジンや、キャッシュや、高レ
ベルのリクエストおよびレスポンスオブジェクトや、 ORM などを使用
するように構成されます。すべてのセットアップが (‘フレームワーク’ コード
に遠く隠されているのではなく) プロジェクトの中にあることにより、開発者
は必要に応じてそれを自由に調整やカスタマイズができます。

このように、 Pylons は開発者によって必要とされるかもしれないものに関す
る 意見 を伴ってプロジェクトをセットアップしますが、開発者はプロジェ
クトの目標を達成するために必要なツールを自由に使用できます。 Pylons は、
プロジェクトを通してその機能を露出することによって、前例のないカスタマ
イズのレベルを提供する一方、コア構成要素の間でただ一つの標準インター
フェース (WSGI) を retain することによって、今もなお
remarkable amount of simplicity を維持しています。




WSGI アプリケーション

WSGI は、 PEP 333 [http://www.python.org/dev/peps/pep-0333] として知られる、HTTP サーバと対話するための方法を
記述する基本仕様です。これは、リクエストから HTTP ヘッダにアクセスする
方法と、HTTP ヘッダをどのようにセットして、内容をどのように返すかという
ことに関係します。

‘Hello World’ WSGI アプリケーション:

def simple_app(environ, start_response):
    start_response('200 OK', [('Content-type', 'text/html')])
    return ['<html><body>Hello World</body></html>']





この WSGI アプリケーションは、レスポンスに 200 ステータスコードを設定し
て、 HTTP ‘Content-type’ ヘッダーを設定して、多少の HTML を返す以外、何
もしていません。

WSGI 仕様は environ 辞書にセットされるキーの集合 [http://www.python.org/dev/peps/pep-0333/#environ-variables] を定めて
います。

WSGI インタフェース、すなわち上に示されるように 2 引数の関数 (または、
クラスのメソッド) を呼んでレスポンスを扱うというこの方法は、制御を次の
コンポーネントに渡すための標準インターフェースとして、 Pylons のいたる
ところで使用されています。

新しいプロジェクトの config/middleware.py の中では、 WSGI アプ
リケーションを作成し、それを WSGI ミドルウェア (以下で説明されます) で
ラップして、 HTTP サーバからのリクエストを扱うことができるようにそれを
返すことに対して make_app 関数が責任を持ちます。




WSGI ミドルウェア

config/middleware.py の中では、 Pylons アプリケーションは機能性
を加える連続した層でラップされます。 Pylons アプリケーションをミドルウェ
アでラップするプロセスは、概念的にたまねぎの中の層と同様の構造をもたら
します。

[image: Pylons middleware onion analogy]
ミドルウェアがいったん Pylons アプリケーションをラップするのに使用され
ると、 make_app 関数は以下の構造を持つ完成したアプリケーションを返しま
す (最外の層が最初に記載されています):

Registry Manager
    Status Code Redirect
        Error Handler
            Cache Middleware
                Session Middleware
                    Routes Middleware
                        Pylons App (WSGI Application)





WSGI ミドルウェアは、ベースの WSGI アプリケーションに機能性を追加するた
めに Pylons で幅広く使用されます。 Pylonsでは、 ‘ベース’ WSGI アプリケー
ションは PylonsApp です。それは (Routes
Middleware から) 渡される environ 辞書の中を looking in することに責
任を持ちます。

この機能がどのように作成されるかを理解するために、 HTTP_REFERER ヘッ
ダーを見てそれが Google かどうかを調べる小さなクラスを考えてください:

class GoogleRefMiddleware(object):
    def __init__(self, app):
        self.app = app

    def __call__(self, environ, start_response):
        environ['google'] = False
        if 'HTTP_REFERER' in environ:
            if environ['HTTP_REFERER'].startswith('http://google.com'):
                environ['google'] = True
        return self.app(environ, start_response)





これは WSGI アプリケーションのように呼ばれ、戻り値を返すことができるの
で、 WSGI ミドルウェアであるとみなすことができますが、それは environ に
何かを加えてから、初期化時に渡された WSGI アプリケーションを呼び出しま
す。新しい Pylons プロジェクトのために構成される WSGI スタック では、
このようにして層が確立されます。

Session, Routes, Cache ミドルウェアのようないくつかの層は、単に
environ 辞書にオブジェクトを加えるか、またはレスポンスに HTTP ヘッダ
を加えるだけです (例えば、 Session ミドルウェアはセッションクッキーヘッ
ダーを加えます)。 Status Code Redirect や、 Error Handler などの他のミ
ドルウェアは、リクエストを横取りして、そのレスポンスのしかたを全く変え
てしまうこともあります。




コントローラディスパッチ

リクエストがミドルウェアを伝わるとき、入って来た URL は
RoutesMiddleware で分析されます。そして、それが URL とマッチした場合は
(URL 設定 を見てください) PylonsApp
で使用するため、呼び出すべきコントローラの情報が environ 辞書に入れら
れます。

PylonsApp は次に、コントローラを見つけようとし
ます。 controllers ディレクトリでコントローラの名前と一致するファ
イルを探し、その中で同様のスキーム (コントローラ名 + ‘Controller’ 、こ
の場合は HelloController) に従ってクラスを検索します。コントローラが見
つかると、それは他の WSGI アプリケーションと全く同じように、
PylonsApp が呼び出されるのと同様の WSGI インタ
フェースで呼び出されます。

これが、プロジェクトの lib/base.py モジュールに置かれている
BaseController が WSGIController から派生している理由であり、
environ と start_response を受け取る __call__ メソッドを持ってい
る理由です。 WSGIController は、 Routes が見つけた action に対応する
メソッドの場所をクラスの中で見つけ、それを呼び出してリクエストを完了す
るレスポンスを返します。




Paster

paster コマンドを何の引数も付けずに単独で実行すると、受け付
けるコマンドの集合が表示されます:

$ paster
Usage: paster [paster_options] COMMAND [command_options]

Options:
  --version         show program's version number and exit
  --plugin=PLUGINS  Add a plugin to the list of commands (plugins are Egg
                    specs; will also require() the Egg)
  -h, --help        Show this help message

Commands:
  create          Create the file layout for a Python distribution
  grep            Search project for symbol
  help            Display help
  make-config     Install a package and create a fresh config file/directory
  points          Show information about entry points
  post            Run a request for the described application
  request         Run a request for the described application
  serve           Serve the described application
  setup-app       Setup an application, given a config file

pylons:
  controller      Create a Controller and accompanying functional test
  restcontroller  Create a REST Controller and accompanying functional test
  shell           Open an interactive shell with the Pylons app loaded



paster が Pylons プロジェクトの中で実行された場合、出力結果
はこのようになるはずです。最後のセクション pylons は、 Pylons プロジェ
クトの中で実行しなければ存在しないでしょう。これは、 paster
スクリプトが利用可能なコマンドを決定するために使用する、ダイナミックな
プラグインシステムのためです。

Pylons プロジェクトの中には、 .egg-info で終わるディレクトリがあり、
その中に paster_plugins.txt ファイルがあります。このファイルは
paster スクリプトによって検索され読み込まれます。そして、他
のどんなパッケージからコマンドを動的に検索すべきかを決定するために使わ
れます。上で示されるように、 Pylons でもいくつかのコマンドが提供されて
いて、 Pylons プロジェクトで使えるようになっています。




アプリケーションのロード

アプリケーションを実行する (したがってロードする) には、
paster コマンドが使用されます。

$ paster serve development.ini





これは、 paster スクリプトに ‘serve’ モードに入るよう指定します。
paster は指定された構成ファイルを構文解析して、サーバとサーブすべき
WSGI アプリケーションの両方をロードすることを試みるでしょう。それは
[server] ブロックを見てどんなサーバを使用するかを決定します。そして
[app] ブロックを見てどの WSGI アプリケーションを使用すればよいかを決
定します。

helloworld プロジェクトのための development.ini の中の基本的
な egg ブロック:

[app:main]
use = egg:helloworld





これは WSGI アプリケーションの場所を見つけるために helloworld
egg を読み込むことを paster に伝えます。新しい Pylons アプリケー
ションでは、 WSGI アプリケーションを作るためにどんな関数が呼ばれるかを
示す行が setup.py にあります:

entry_points="""
[paste.app_factory]
main = helloworld.config.middleware:make_app

[paste.app_install]
main = pylons.util:PylonsInstaller
""",





ここでは Paste (paster を提供しているパッケージ) が使用すべ
き main WSGI アプリケーションとして make_app 関数が指定されています。

その後プロジェクトの make_app 関数が呼ばれて、サーバ (デフォルトで、
HTTP サーバ) が WSGI アプリケーションを実行します。
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Quickwiki tutorial


Introduction

If you haven’t done so already, please first read the Getting Started guide.

In this tutorial we are going to create a working wiki from scratch using Pylons 0.9.7 and SQLAlchemy [http://www.sqlalchemy.org]. Our wiki will allow visitors to add, edit or delete formatted wiki pages.




Starting at the End

Pylons is designed to be easy for everyone, not just developers, so let’s start by downloading and installing the finished QuickWiki in exactly the same way that end users of QuickWiki might do. Once we have explored its features we will set about writing it from scratch.

After you have installed Easy Install [http://peak.telecommunity.com/DevCenter/EasyInstall] run these commands to install QuickWiki and create a config file:

$ easy_install QuickWiki==0.1.6
$ paster make-config QuickWiki test.ini





Next, ensure that the sqlalchemy.url variable in the [app:main] section of the configuration file (development.ini) specifies a value that is suitable for your setup. The data source name points to the database you wish to use.


Note

The default sqlite:///%(here)s/quickwiki.db uses a (file-based) SQLite database named quickwiki.db in the ini’s top-level directory. This SQLite database will be created for you when running the paster setup-app command below, but you could also use MySQL, Oracle or PostgreSQL. Firebird and MS-SQL may also work. See the SQLAlchemy documentation [http://www.sqlalchemy.org/docs/04/dbengine.html#dbengine_establishing] for more information on how to connect to different databases. SQLite for example requires additional forward slashes in its URI, where the client/server databases should only use two. You will also need to make sure you have the appropriate Python driver for the database you wish to use. If you’re using Python 2.5, a version of the pysqlite adapter [http://www.initd.org/tracker/pysqlite/wiki/pysqlite] is already included, so you can jump right in with the tutorial. You may need to get SQLite itself [http://www.sqlite.org/download.html].



Finally create the database tables and serve the finished application:

$ paster setup-app test.ini
$ paster serve test.ini





That’s it! Now you can visit http://127.0.0.1:5000 and experiment with the finished Wiki.

When you’ve finished, stop the server with Control-C so we can start developing our own version.

If you are interested in looking at the latest version of the QuickWiki source code it can be browsed online at http://bitbucket.org/bbangert/quickwiki/src/ or can be checked out using Mercurial:

$ hg clone http://bitbucket.org/bbangert/quickwiki






Note

To run the QuickWiki checked out from the repository, you’ll need to first run python setup.py develop from the project’s root directory. This will install its dependencies and generate Python Egg [http://peak.telecommunity.com/DevCenter/PythonEggs] metadata in a QuickWiki.egg-info directory. The latter is required for the paster command (among other things) .

$ cd QuickWiki
$ python setup.py develop










Developing QuickWiki

If you skipped the “Starting at the End” section you will need to assure yourself that you have Pylons installed. See the Getting Started.

Then create your project:

$ paster create -t pylons QuickWiki





When prompted for which templating engine to use, simply hit enter for the default (Mako). When prompted for SQLAlchemy configuration, enter True.

Now let’s start the server and see what we have:

$ cd QuickWiki
$ paster serve --reload development.ini






Note

We have started paster serve with the --reload option. This means any changes that we make to code will cause the server to restart (if necessary); your changes are immediately reflected on the live site.



Visit http://127.0.0.1:5000 where you will see the introduction page. Now delete the file public/index.html so we can see the front page of the wiki instead of this welcome page. If you now refresh the page, the Pylons built-in error document support will kick in and display an Error 404 page, indicating the file could not be found. We’ll setup a controller to handle this location later.




The Model

Pylons uses a Model-View-Controller architecture; we’ll start by creating the model. We could use any system we like for the model, including SQLAlchemy [http://www.sqlalchemy.org] or SQLObject [http://www.sqlobject.org]. Optional SQLAlchemy integration is provided for new Pylons projects, which we enabled when creating the project, and thus we’ll be using SQLAlchemy for the QuickWiki.


Note

SQLAlchemy [http://www.sqlalchemy.org] is a powerful Python SQL toolkit and Object Relational Mapper (ORM) that is widely used by the Python community.



SQLAlchemy provides a full suite of well known enterprise-level persistence patterns, designed for efficient and high-performance database access, adapted into a simple and Pythonic domain language. It has full and detailed documentation available on the SQLAlchemy website: http://sqlalchemy.org/docs/.

The most basic way of using SQLAlchemy is with explicit sessions where you create Session objects as needed.

Pylons applications typically employ a slightly more sophisticated setup, using SQLAlchemy’s “contextual” thread-local sessions created via the sqlalchemy.orm.scoped_session() function. With this configuration, the application can use a single Session instance per web request, avoiding the need to pass it around explicitly. Instantiating a new scoped Session will actually find an existing one in the current thread if available. Pylons has setup a Session for us in the model/meta.py file. For further details, refer to the SQLAlchemy documentation on the Session [http://www.sqlalchemy.org/docs/05/session.html#contextual-thread-local-sessions].


Note

It is important to recognize the difference between SQLAlchemy’s (or possibly another DB abstraction layer’s) Session object and Pylons’ standard session (with a lowercase ‘s’) for web requests. See beaker for more on the latter. It is customary to reference the database session by model.Session or (more recently) Session outside of model classes.



The default imports already present in model/__init__.py provide SQLAlchemy objects such as the sqlalchemy module (aliased as sa) as well as the metadata object. metadata is used when defining and managing tables. Next we’ll use these to build our wiki’s model: we can remove the commented out Foo example and add the following to the end of the model/__init__.py file:

pages_table = sa.Table('pages', meta.metadata,
                sa.Column('title', sa.types.Unicode(40), primary_key=True),
                sa.Column('content', sa.types.Unicode(), default='')
                )





We’ve defined a table called pages which has two columns, title (the primary key) and content.


Note

SQLAlchemy also supports reflecting table information directly from a database. If we had already created the pages table in our database, SQLAlchemy could have constructed the pages_table object for us via the autoload=True parameter in place of the Column definitions, like this:

pages_table = sa.Table('pages', meta.metadata, autoload=True
                       autoload_with_engine)





The ideal way to create autoloaded tables is within the init_model() function (lazily), so the database isn’t accessed when simply importing the model package. See SQLAlchemy table reflection documentation [http://www.sqlalchemy.org/docs/05/metadata.html#reflecting-tables] for more information.




Note

A primary key is a unique ID for each row in a database table. In the example above we are using the page title as a natural primary key. Some prefer to integer primary keys for all tables, so-called surrogate primary keys. The author of this tutorial uses both methods in his own code and is not advocating one method over the other, what’s important is to choose the best database structure for your application. See the Pylons Cookbook for a quick general overview of relational databases [http://wiki.pylonshq.com/display/pylonscookbook/Relational+databases+for+people+in+a+hurry] if you’re not familiar with these concepts.



A core philosophy of ORMs is that tables and domain classes are different beasts. So next we’ll create the Python class that represents the pages of our wiki, and map these domain objects to rows in the pages table via the sqlalchemy.orm.mapper() function. In a more complex application, you could break out model classes into separate .py files in your model directory, but for sake of simplicity in this case, we’ll just stick to __init__.py.

Add this to the bottom of model/__init__.py:

class Page(object):

    def __init__(self, title, content=None):
        self.title = title
        self.content = content

    def __unicode__(self):
        return self.title

    __str__ = __unicode__

orm.mapper(Page, pages_table)





A Page object represents a row in the pages table, so self.title and self.content will be the values of the title and content columns.

Looking ahead, our wiki could use a way of marking up the content field into HTML. Also, any ‘WikiWords’ (words made by joining together two or more capitalized words) should be converted to hyperlinks to wiki pages.

We can use Python’s docutils [http://docutils.sourceforge.net/] library to allow marking up content as reStructuredText. So next we’ll add a method to our Page class that formats content as HTML and converts the WikiWords to hyperlinks. Add the following at the top of the model/__init__.py file:

import logging
import re
import sets
from docutils.core import publish_parts

from pylons import url
from quickwiki.lib.helpers import link_to
from quickwiki.model import meta

log = logging.getLogger(__name__)

# disable docutils security hazards:
# http://docutils.sourceforge.net/docs/howto/security.html
SAFE_DOCUTILS = dict(file_insertion_enabled=False, raw_enabled=False)
wikiwords = re.compile(r"\b([A-Z]\w+[A-Z]+\w+)", re.UNICODE)





then add a get_wiki_content() method to the Page class:

class Page(object):

    def __init__(self, title, content=None):
        self.title = title
        self.content = content

    def get_wiki_content(self):
        """Convert reStructuredText content to HTML for display, and
        create links for WikiWords
        """
        content = publish_parts(self.content, writer_name='html',
                                settings_overrides=SAFE_DOCUTILS)['html_body']
        titles = sets.Set(wikiwords.findall(content))
        for title in titles:
            title_url = url(controller='pages', action='show', title=title)
            content = content.replace(title, link_to(title, title_url))
        return content

    def __unicode__(self):
        return self.title

    __str__ = __unicode__





The Set object provides us with only unique WikiWord names, so we don’t try replacing them more than once (a “wikiword” is of course defined by the regular expression set globally).


Note

Pylons uses a Model View Controller architecture and so the formatting of objects into HTML should properly be handled in the View, i.e. in a template. However in this example, converting reStructuredText into HTML in a template is inappropriate so we are treating the HTML representation of the content as part of the model. It also gives us the chance to demonstrate that SQLAlchemy domain classes are real Python classes that can have their own methods.



The link_to() and url() functions referenced in the controller code are respectively: a helper imported from the webhelpers.html module indirectly via lib/helpers.py, and a utility function imported directly from the pylons module. They are utilities for creating links to specific controller actions. In this case we have decided that all WikiWords should link to the show() action of the pages controller which we’ll create later. However, we need to ensure that the link_to() function is made available as a helper by adding an import statement to lib/helpers.py:

"""Helper functions

Consists of functions to typically be used within templates, but also
available to Controllers. This module is available to templates as 'h'.
"""
from webhelpers.html.tags import *





Since we have used docutils and SQLAlchemy, both third party packages, we need to edit our setup.py file so that anyone installing QuickWiki with Easy Install [http://peak.telecommunity.com/DevCenter/EasyInstall] will automatically have these dependencies installed too. Edit your setup.py in your project root directory and add a docutils entry to the install_requires line (there will already be one for SQLAlchemy):

install_requires=[
    "Pylons>=0.9.7",
    "SQLAlchemy>=0.5",
    "docutils==0.4",
],





While we are we are making changes to setup.py we might want to complete some of the other sections too. Set the version number to 0.1.6 and add a description and URL which will be used on PyPi when we release it:

version='0.1.6',
description='QuickWiki - Pylons 0.9.7 Tutorial application',
url='http://docs.pylonshq.com/tutorials/quickwiki_tutorial.html',





We might also want to make a full release rather than a development release in which case we would remove the following lines from setup.cfg:

[egg_info]
tag_build = dev
tag_svn_revision = true





To test the automatic installation of the dependencies, run the following command which will also install docutils and SQLAlchemy if you don’t already have them:

$ python setup.py develop






Note

The command python setup.py develop installs your application in a special mode so that it behaves exactly as if it had been installed as an egg file by an end user. This is really useful when you are developing an application because it saves you having to create an egg and install it every time you want to test a change.






Application Setup

Edit websetup.py, used by the paster setup-app command, to look like this:

"""Setup the QuickWiki application"""
import logging

from quickwiki import model
from quickwiki.config.environment import load_environment
from quickwiki.model import meta

log = logging.getLogger(__name__)

def setup_app(command, conf, vars):
    """Place any commands to setup quickwiki here"""
    load_environment(conf.global_conf, conf.local_conf)

    # Create the tables if they don't already exist
    log.info("Creating tables...")
    meta.metadata.create_all(bind=meta.engine)
    log.info("Successfully set up.")

    log.info("Adding front page data...")
    page = model.Page(title=u'FrontPage',
                      content=u'**Welcome** to the QuickWiki front page!')
    meta.Session.add(page)
    meta.Session.commit()
    log.info("Successfully set up.")





You can see that config/environment.py‘s load_environment() function is called (which calls model/__init__.py‘s init_model() function), so our engine is ready for binding and we can import the model. A SQLAlchemy MetaData object – which provides some utility methods for operating on database schema – usually needs to be connected to an engine, so the line

meta.metadata.bind = meta.engine





does exactly that and then

model.metadata.create_all(checkfirst=True)





uses the connection we’ve just set up and, creates the table(s) we’ve defined ... if they don’t already exist. After the tables are created, the other lines add some data for the simple front page to our wiki.

By default, SQLAlchemy specifies autocommit=False when creating the Session, which means that operations will be wrapped in a transaction and commit()‘ed atomically (unless your DB doesn’t support transactions, like MySQL’s default MyISAM tables – but that’s beyond the scope of this tutorial).

The database SQLAlchemy will use is specified in the ini file, under the [app:main] section, as sqlalchemy.url. We’ll customize the sqlalchemy.url value to point to a SQLite database named quickwiki.db that will reside in your project’s root directory. Edit the development.ini file in the root directory of your project:


Note

If you’ve decided to use a different database other than SQLite, see the SQLAlchemy note in the Starting at the End section for information on supported database URIs.



[app:main]
use = egg:QuickWiki
#...
# Specify the database for SQLAlchemy to use.
# SQLAlchemy database URL
sqlalchemy.url = sqlite:///%(here)s/quickwiki.db





You can now run the paster setup-app command to setup your tables in the same way an end user would, remembering to drop and recreate the database if the version tested earlier has already created the tables:

$ paster setup-app development.ini





You should see the SQL sent to the database as the default development.ini is setup to log SQLAlchemy’s SQL statements.

At this stage you will need to ensure you have the appropriate Python database drivers for the database you chose, otherwise you might find SQLAlchemy complains it can’t get the DBAPI module for the dialect it needs.

You should also edit quickwiki/config/deployment.ini_tmpl so that when users run paster make-config the configuration file that is produced for them will also use quickwiki.db. In the [app:main] section:

# Specify the database for SQLAlchemy to use.
sqlalchemy.url = sqlite:///%(here)s/quickwiki.db








Templates


Note

Pylons uses the Mako templating engine [http://www.makotemplates.org] by default, although as is the case with most aspects of Pylons, you are free to deviate from the default if you prefer.



In our project we will make use of the Mako inheritance feature [http://www.makotemplates.org/docs/inheritance.html]. Add the main page template in templates/base.mako:

<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.1//EN"
  "http://www.w3.org/TR/xhtml11/DTD/xhtml11.dtd">
<html>
  <head>
    <title>QuickWiki</title>
    ${h.stylesheet_link('/quick.css')}
  </head>

  <body>
    <div class="content">
      <h1 class="main">${self.header()}</h1>
      ${next.body()}\
      <p class="footer">
        Return to the ${h.link_to('FrontPage', url('FrontPage'))}
        | ${h.link_to('Edit ' + c.title, url('edit_page', title=c.title))}
      </p>
    </div>
  </body>
</html>





We’ll setup all our other templates to inherit from this one: they will be automatically inserted into the ${next.body()} line. Thus the whole page will be returned when we call the render() global from our controller. This lets us easily apply a consistent theme to all our templates.

If you are interested in learning some of the features of Mako templates have a look at the comprehensive Mako Documentation [http://www.makotemplates.org/docs/]. For now we just need to understand that next.body() is replaced with the child template and that anything within ${...} brackets is executed and replaced with the result. By default, the replacement content is HTML-escaped in order to meet modern standards of basic protection from accidentally making the app vulnerable to XSS exploit.

This base.mako also makes use of various helper functions attached to the h object. These are described in the WebHelpers documentation [http://pylonshq.com/WebHelpers/module-index.html]. We need to add some helpers to the h by importing them in the lib/helpers.py module (some are for later use):

"""Helper functions

Consists of functions to typically be used within templates, but also
available to Controllers. This module is available to templates as 'h'.
"""
from webhelpers.html import literal
from webhelpers.html.tags import *
from webhelpers.html.secure_form import secure_form





Note that the helpers module is available to templates as ‘h’, this is a good place to import or define directly any convenience functions that you want to make available to all templates.




Routing

Before we can add the actions we want to be able to route the requests to them correctly. Edit config/routing.py and adjust the ‘Custom Routes’ section to look like this:

# CUSTOM ROUTES HERE

map.connect('home', '/', controller='pages', action='show',
            title='FrontPage')
map.connect('pages', '/pages', controller='pages', action='index')
map.connect('show_page', '/pages/show/{title}', controller='pages',
            action='show')
map.connect('edit_page', '/pages/edit/{title}', controller='pages',
            action='edit')
map.connect('save_page', '/pages/save/{title}', controller='pages',
            action='save', conditions=dict(method='POST'))
map.connect('delete_page', '/pages/delete', controller='pages',
            action='delete')

# A bonus example - the specified defaults allow visiting
# example.com/FrontPage to view the page titled 'FrontPage':
map.connect('/{title}', controller='pages', action='show')

return map





Note that the default route has been replaced. This tells Pylons to route the root URL / to the show() method of the PageController class in controllers/pages.py and specify the title argument as 'FrontPage'. It also says that any URL of the form /SomePage should be routed to the same method but the title argument will contain the value of the first part of the URL, in this case SomePage. Any other URLs that can’t be matched by these maps are routed to the error controller as usual where they will result in a 404 error page being displayed.

One of the main benefits of using the Routes system is that you can also create URLs automatically, simply by specifying the routing arguments. For example if I want the URL for the page FrontPage I can create it with this code:

url(title='FrontPage')





Although the URL would be fairly simple to create manually, with complicated URLs this approach is much quicker. It also has the significant advantage that if you ever deploy your Pylons application at a URL other than /, all the URLs will be automatically adjusted for the new path without you needing to make any manual modifications. This flexibility is a real advantage.

Full information on the powerful things you can do to route requests to controllers and actions can be found in the Routes manual [http://routes.groovie.org/manual.html].




Controllers

Quick Recap: We’ve setup the model, configured the application, added the routes and setup the base template in base.mako, now we need to write the application logic and we do this with controllers. In your project’s root directory, add a controller called pages to your project with this command:

$ paster controller pages





If you are using Subversion, this will automatically be detected and the new controller and tests will be automatically added to your subversion repository.

We are going to need the following actions:

show(self, title)
displays a page based on the title

edit(self, title)
displays a from for editing the page title

save(self, title)
save the page title and show it with a saved message

index(self)
lists all of the titles of the pages in the database

delete(self, title)
deletes a page


show()

Let’s get to work on the new controller in controllers/pages.py. First we’ll import the Page class from our model, and the Session class from the model.meta module. We’ll also import the wikiwords regular expression object, which we’ll use in the show() method. Add this line with the imports at the top of the file:

from quickwiki.model import Page, wikiwords
from quickwiki.model.meta import Session





Next we’ll add the convenience method __before__() to the PagesController, which is a special method Pylons always calls before calling the actual action method. We’ll have __before__() obtain and make available the relevant query object from the database, ready to be queried. Our other action methods will need this query object, so we might as well create it one place.

class PagesController(BaseController):

    def __before__(self):
        self.page_q = Session.query(Page)





Now we can query the database using the query expression language provided by SQLAlchemy.
Add the following show() method to PagesController:

def show(self, title):
    page = self.page_q.filter_by(title=title).first()
    if page:
        c.content = page.get_wiki_content()
        return render('/pages/show.mako')
    elif wikiwords.match(title):
        return render('/pages/new.mako')
    abort(404)





Add a template called templates/pages/show.mako that looks like this:

<%inherit file="/base.mako"/>\

<%def name="header()">${c.title}</%def>

${h.literal(c.content)}





This template simply displays the page title and content.


Note

Pylons automatically assigns all the action parameters to the Pylons context object c so that you don’t have to assign them yourself. In this case, the value of title will be automatically assigned to c.title so that it can be used in the templates. We assign c.content manually in the controller.



We also need a template for pages that don’t already exist. The template needs to display a message and link to the edit() action so that they can be created. Add a template called templates/new.mako that looks like this:

<%inherit file="/base.mako"/>\

<%def name="header()">${c.title}</%def>

<p>This page doesn't exist yet.
  <a href="${url('edit_page', title=c.title)}">Create the page</a>.
</p>





At this point we can test our QuickWiki to see how it looks. If you don’t already have a server running, start it now with:

$ paster serve --reload development.ini





We can spruce up the appearance of page a little by adding the stylesheet we linked to in the templates/base.mako file earlier. Add the file public/quick.css with the following content and refresh the page to reveal a better looking wiki:

body {
  background-color: #888;
  margin: 25px;
}

div.content {
  margin: 0;
  margin-bottom: 10px;
  background-color: #d3e0ea;
  border: 5px solid #333;
  padding: 5px 25px 25px 25px;
}

h1.main {
  width: 100%;
}

p.footer{
  width: 100%;
  padding-top: 8px;
  border-top: 1px solid #000;
}

a {
  text-decoration: none;
}

a:hover {
  text-decoration: underline;
}





When you run the example you will notice that the word QuickWiki has been turned into a hyperlink by the get_wiki_content() method we added to our Page domain object earlier. You can click the link and will see an example of the new page screen from the new.mako template. If you follow the Create the page link you will see the Pylons automatic error handler kick in to tell you Action edit is not implemented. Well, we better write it next, but before we do, have a play with the インタラクティブなデバッグ, try clicking on the + or >> arrows and you will be able to interactively debug your application. It is a tremendously useful tool.




edit()

To edit the wiki page we need to get the content from the database without changing it to HTML to display it in a simple form for editing. Add the edit() action:

def edit(self, title):
    page = self.page_q.filter_by(title=title).first()
    if page:
        c.content = page.content
    return render('/pages/edit.mako')





and then create the templates/edit.mako file:

<%inherit file="/base.mako"/>\

<%def name="header()">Editing ${c.title}</%def>

${h.secure_form(url('save_page', title=c.title))}
  ${h.textarea(name='content', rows=7, cols=40, content=c.content)} <br />
  ${h.submit(value='Save changes', name='commit')}
${h.end_form()}






Note

You may have noticed that we only set c.content if the page exists but that it is accessed in h.text_area() even for pages that don’t exist and yet it doesn’t raise an AttributeError.



We are making use of the fact that the c object returns an empty string "" for any attribute that is accessed which doesn’t exist. This can be a very useful feature of the c object, but can catch you on occasions where you don’t expect this behavior. It can be disabled by setting config['pylons.strict_c'] = True in your project’s config/environment.py.

We are making use of the h object to create our form and field objects. This saves a bit of manual HTML writing. The form submits to the save() action to save the new or updated content so let’s write that next.




save()

The first thing the save() action has to do is to see if the page being saved already exists. If not it creates it with page = model.Page(title). Next it needs the updated content. In Pylons you can get request parameters from form submissions via GET and POST requests from the appropriately named request object. For form submissions from only GET or POST requests, use request.GET or request.POST. Only POST requests should generate side effects (like changing data), so the save action will only reference request.POST for the parameters.

Then add the save() action:

@authenticate_form
def save(self, title):
    page = self.page_q.filter_by(title=title).first()
    if not page:
        page = Page(title)
    # In a real application, you should validate and sanitize
    # submitted data throughly! escape is a minimal example here.
    page.content = escape(request.POST.getone('content'))
    Session.add(page)
    Session.commit()
    flash('Successfully saved %s!' % title)
    redirect_to('show_page', title=title)






Note

request.POST is a MultiDict object: an ordered dictionary that may contain multiple values for each key. The MultiDict will always return one value for any existing key via the normal dict accessors request.POST[key] and request.POST.get(). When multiple values are expected, use the request.POST.getall() method to return all values in a list. request.POST.getone() ensures one value for key was sent, raising a KeyError when there are 0 or more than 1 values.



The @authenticate_form() decorator that appears immediately before the  save() action checks the value of the hidden form field placed there by the secure_form() helper that we used in templates/edit.mako to create the form. The hidden form field carries an authorization token for prevention of certain Cross-site request forgery (CSRF) [http://en.wikipedia.org/wiki/Cross-site_request_forgery] attacks.

Upon a successful save, we want to redirect back to the show() action and ‘flash’ a Successfully saved message at the top of the page. ‘Flashing’ a status message immediately after an action is a common requirement, and the WebHelpers package provides the webhelpers.pylonslib.Flash class that makes it easy. To utilize it, we’ll create a flash object at the bottom of our lib/helpers.py module:

from webhelpers.pylonslib import Flash as _Flash

flash = _Flash()





And import it into our controllers/pages.py. Our new show() method
is escaping the content via Python’s cgi.escape() function, so we need to
import that too, and also @authenticate_form().

from cgi import escape

from pylons.decorators.secure import authenticate_form

from quickwiki.lib.helpers import flash





And finally utilize the flash object in our templates/base.mako template:

<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.1//EN"
  "http://www.w3.org/TR/xhtml11/DTD/xhtml11.dtd">
<html>
  <head>
    <title>QuickWiki</title>
    ${h.stylesheet_link('/quick.css')}
  </head>

  <body>
    <div class="content">
      <h1 class="main">${self.header()}</h1>

      <% flashes = h.flash.pop_messages() %>
      % if flashes:
        % for flash in flashes:
        <div id="flash">
          <span class="message">${flash}</span>
        </div>
        % endfor
      % endif

      ${next.body()}\
      <p class="footer">
        Return to the ${h.link_to('FrontPage', url('FrontPage'))}
        | ${h.link_to('Edit ' + c.title, url('edit_page', title=c.title))}
      </p>
    </div>
  </body>
</html>





And add the following to the public/quick.css file:

div#flash .message {
  color: orangered;
}





The % syntax is used for control structures in mako – conditionals and loops. You must ‘close’ them with an ‘end’ tag as shown here. At this point we have a fully functioning wiki that lets you create and edit pages and can be installed and deployed by an end user with just a few simple commands.

Visit http://127.0.0.1:5000 and have a play.

It would be nice to get a title list and to be able to delete pages, so that’s what we’ll do next!




index()

Add the index() action:

def index(self):
    c.titles = [page.title for page in self.page_q.all()]
    return render('/pages/index.mako')





The index() action simply gets all the pages from the database. Create the templates/index.mako file to display the list:

<%inherit file="/base.mako"/>\

<%def name="header()">Title List</%def>

${h.secure_form(url('delete_page'))}

<ul id="titles">
  % for title in c.titles:
  <li>
    ${h.link_to(title, url('show_page', title=title))} -
    ${h.checkbox('title', title)}
  </li>
  % endfor
</ul>

${h.submit('delete', 'Delete')}

${h.end_form()}





This displays a form listing a link to all pages along with a checkbox. When submitted, the selected titles will be sent to a delete() action we’ll create in the next step.

We need to edit templates/base.mako to add a link to the title list in the footer, but while we’re at it, let’s introduce a Mako function to make the footer a little smarter. Edit base.mako like this:

<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.1//EN"
  "http://www.w3.org/TR/xhtml11/DTD/xhtml11.dtd">
<html>
  <head>
    <title>QuickWiki</title>
    ${h.stylesheet_link('/quick.css')}
  </head>

  <body>
    <div class="content">
      <h1 class="main">${self.header()}</h1>

      <% flashes = h.flash.pop_messages() %>
      % if flashes:
        % for flash in flashes:
        <div id="flash">
          <span class="message">${flash}</span>
        </div>
        % endfor
      % endif

      ${next.body()}\

      <p class="footer">
        ${self.footer(request.environ['pylons.routes_dict']['action'])}\
      </p>
    </div>
  </body>
</html>

## Don't show links that are redundant for particular pages
<%def name="footer(action)">\
  Return to the ${h.link_to('FrontPage', url('home'))}
  % if action == "index":
    <% return %>
  % endif
  % if action != 'edit':
    | ${h.link_to('Edit ' + c.title, url('edit_page', title=c.title))}
  % endif
  | ${h.link_to('Title List', url('pages'))}
</%def>





The <%def name="footer(action"> creates a Mako function for display logic. As you can see, the function builds the HTML for the footer, but doesn’t display the ‘Edit’ link when you’re on the ‘Title List’ page or already on an edit page. It also won’t show a ‘Title List’ link when you’re already on that page. The <% ... %> tags shown on the return statement are the final new piece of Mako syntax: they’re used much like the ${...} tags, but for arbitrary Python code that does not directly render HTML. Also, the double hash (##) denotes a single-line comment in Mako.

So the footer() function is called in place of our old ‘static’ footer markup. We pass it a value from pylons.routes_dict which holds the name of the action for the current request. The trailing \ character just tells Mako not to render an extra newline.

If you visit http://127.0.0.1:5000/pages you should see the full titles list and you should be able to visit each page.




delete()

We need to add a delete() action that deletes pages submitted from templates/index.mako, then returns us back to the list of titles (excluding those that were deleted):

@authenticate_form
def delete(self):
    titles = request.POST.getall('title')
    pages = self.page_q.filter(Page.title.in_(titles))
    for page in pages:
        Session.delete(page)
    Session.commit()
    # flash only after a successful commit
    for title in titles:
        flash('Deleted %s.' % title)
    redirect_to('pages')





Again we use the @authenticate_form() decorator along with secure_form() used in templates/index.mako. We’re expecting potentially multiple titles, so we use request.POST.getall() to return a list of titles. The titles are used to identify and load the Page objects, which are then deleted.

We use the SQL IN operator to match multiple titles in one query. We can do this via the more flexible filter() method which can accept an in_() clause created via the title column’s attribute.

The filter_by() method we used in previous methods is a shortcut for the most typical filtering clauses. For example, the show() method’s:

self.page_q.filter_by(title=title)





is equivalent to:

self.page_q.filter(Page.title == title)





After deleting the pages, the changes are committed, and only after successfully committing do we flash deletion messages. That way if there was a problem with the commit no flash messages are shown. Finally we redirect back to the index page, which re-renders the list of remaining titles.

Visit http://127.0.0.1:5000/index and have a go at deleting some pages. You may need to go back to the FrontPage and create some more if you get carried away!

That’s it! A working, production-ready wiki in 20 mins. You can visit http://127.0.0.1:5000/ once more to admire your work.






Publishing the Finished Product

After all that hard work it would be good to distribute the finished package wouldn’t it? Luckily this is really easy in Pylons too. In the project root directory run this command:

$ python setup.py bdist_egg





This will create an egg file in the dist directory which contains everything anyone needs to run your program. They can install it with:

$ easy_install QuickWiki-0.1.6-py2.5.egg





You should probably make eggs for each version of Python your users might require by running the above commands with both Python 2.4 and 2.5 to create both versions of the eggs.

If you want to register your project with PyPi at http://www.python.org/pypi you can run the command below. Please only do this with your own projects though because QuickWiki has already been registered!

$ python setup.py register






Warning

The PyPi authentication is very weak and passwords are transmitted in plain text. Don’t use any sign in details that you use for important applications as they could be easily intercepted.



You will be asked a number of questions and then the information you entered in setup.py will be used as a basis for the page that is created.

Now visit http://www.python.org/pypi to see the new index with your new package listed.


Note

A CheeseShop Tutorial [http://wiki.python.org/moin/CheeseShopTutorial] has been written and full documentation on setup.py [http://docs.python.org/dist/dist.html] is available from the Python website. You can even use reStructuredText in the description and long_description areas of setup.py to add formatting to the pages produced on PyPi (PyPi used to be called “the CheeseShop”). There is also another tutorial here [http://www.python.org/~jeremy/weblog/030924.html].



Finally you can sign in to PyPi with the account details you used when you registered your application and upload the eggs you’ve created. If that seems too difficult you can even use this command which should be run for each version of Python supported to upload the eggs for you:

$ python setup.py bdist_egg upload





Before this will work you will need to create a .pypirc file in your home directory containing your username and password so that the upload command knows who to sign in as. It should look similar to this:

[server-login]
username: james
password: password




Note

This works on windows too but you will need to set your HOME environment variable first. If your home directory is C:Documents and SettingsJames you would put your .pypirc file in that directory and set your HOME environment variable with this command:



> SET HOME=C:\Documents and Settings\James





You can now use the python setup.py bdist_egg upload as normal.

Now that the application is on PyPi anyone can install it with the easy_install command exactly as we did right at the very start of this tutorial.




Security

A final word about security.


Warning

Always set debug = false in configuration files for production sites and make sure your users do too.



You should NEVER run a production site accessible to the public with debug mode on. If there was a problem with your application and an interactive error page was shown, the visitor would be able to run any Python commands they liked in the same way you can when you are debugging. This would obviously allow them to do all sorts of malicious things so it is very important you turn off interactive debugging for production sites by setting debug = false in configuration files and also that you make users of your software do the same.




Summary

We’ve gone through the whole cycle of creating and distributing a Pylons application looking at setup and configuration, routing, models, controllers and templates. Hopefully you have an idea of how powerful Pylons is and, once you get used to the concepts introduced in this tutorial, how easy it is to create sophisticated, distributable applications with Pylons.

That’s it, I hope you found the tutorial useful. You are encouraged to email any comments to the Pylons mailing list [http://groups.google.com/group/pylons-discuss] where they will be welcomed.




Thanks

A big thanks to Ches Martin for updating this document and the QuickWiki project for Pylons 0.9.6 / Pylons 0.9.7 / QuickWiki 0.1.5 / QuickWiki 0.1.6, Graham Higgins, and others in the Pylons community who contributed bug fixes and suggestions.




Todo


	Provide paster shell examples

	Incorporate testing into the tutorial

	Explain Ches’s validate_title() method in the actual QuickWiki project

	Provide snapshots of every file modified at each step, to help resolve mistakes
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Understanding Unicode

If you’ve ever come across text in a foreign language that contains lots of ???? characters or have written some Python code and received a message such as UnicodeDecodeError: 'ascii' codec can't decode byte 0xff in position 6: ordinal not in range(128) then you have run into a problem with character sets, encodings, Unicode and the like.

The truth is that many developers are put off by Unicode because most of the time it is possible to muddle through rather than take the time to learn the basics. To make the problem worse if you have a system that manages to fudge the issues and just about work and then start trying to do things properly with
Unicode it often highlights problems in other parts of your code.

The good news is that Python has great Unicode support, so the rest of
this article will show you how to correctly use Unicode in Pylons to avoid
unwanted ? characters and UnicodeDecodeErrors.


What is Unicode?

When computers were first being used the characters that were most important
were unaccented English letters. Each of these letters could be represented by
a number between 32 and 127 and thus was born ASCII, a character set where
space was 32, the letter “A” was 65 and everything could be stored in 7 bits.

Most computers in those days were using 8-bit bytes so people quickly realized
that they could use the codes 128-255 for their own purposes. Different people
used the codes 128-255 to represent different characters and before long these
different sets of characters were also standardized into code pages. This
meant that if you needed some non-ASCII characters in a document you could also
specify a codepage which would define which extra characters were available.
For example Israel DOS used a code page called 862, while Greek users used 737.
This just about worked for Western languages provided you didn’t want to write
an Israeli document with Greek characters but it didn’t work at all for Asian
languages where there are many more characters than can be represented in 8
bits.

Unicode is a character set that solves these problems by uniquely defining
every character that is used anywhere in the world. Rather than defining a
character as a particular combination of bits in the way ASCII does, each
character is assigned a code point. For example the word hello is made
from code points U+0048 U+0065 U+006C U+006C U+006F. The full list of code
points can be found at http://www.unicode.org/charts/.

There are lots of different ways of encoding Unicode code points into bits but
the most popular encoding is UTF-8. Using UTF-8, every code point from 0-127 is
stored in a single byte. Only code points 128 and above are stored using 2, 3,
in fact, up to 6 bytes. This has the useful side effect that English text looks
exactly the same in UTF-8 as it did in ASCII, because for every
ASCII character with hexadecimal value 0xXY, the corresponding Unicode
code point is U+00XY. This backwards compatibility is why if you are developing
an application that is only used by English speakers you can often get away
without handling characters properly and still expect things to work most of
the time. Of course, if you use a different encoding such as UTF-16 this
doesn’t apply since none of the code points are encoded to 8 bits.

The important things to note from the discussion so far are that:


	Unicode can represent pretty much any character in any writing system in widespread use today



	Unicode uses code points to represent characters and the way these map to bits in memory depends on the encoding



	
	The most popular encoding is UTF-8 which has several convenient properties

	
	It can handle any Unicode code point

	A Unicode string is turned into a string of bytes containing no embedded  zero bytes. This avoids byte-ordering issues, and means UTF-8 strings can be  processed by C functions such as strcpy() and sent through protocols that can’t handle zero bytes

	A string of ASCII text is also valid UTF-8 text

	UTF-8 is fairly compact; the majority of code points are turned into two  bytes, and values less than 128 occupy only a single byte.

	If bytes are corrupted or lost, it’s possible to determine the start of  the next UTF-8-encoded code point and resynchronize.












Note

Since Unicode 3.1, some extensions have even been defined so that the defined range is now U+000000 to U+10FFFF (21 bits), and formally, the character set is defined as 31-bits to allow for future expansion. It is a myth that there are 65,536 Unicode code points and that every Unicode letter can really be squeezed into two bytes. It is also incorrect to think that UTF-8 can represent less characters than UTF-16. UTF-8 simply uses a variable number of bytes for a character, sometimes just one byte (8 bits).






Unicode in Python

In Python Unicode strings are expressed as instances of the built-in
unicode type. Under the hood, Python represents Unicode strings as either
16 or 32 bit integers, depending on how the Python interpreter was compiled.

The unicode() constructor has the signature unicode(string[, encoding,
errors]). All of its arguments should be 8-bit strings. The first argument is
converted to Unicode using the specified encoding; if you leave off the
encoding argument, the ASCII encoding is used for the conversion, so characters
greater than 127 will be treated as errors:

>>> unicode('hello')
u'hello'
>>> s = unicode('hello')
>>> type(s)
<type 'unicode'>
>>> unicode('hello' + chr(255))
Traceback (most recent call last):
File "<stdin>", line 1, in ?
UnicodeDecodeError: 'ascii' codec can't decode byte 0xff in position 6:
ordinal not in range(128)



The errors argument specifies what to do if the string can’t be decoded to
ascii. Legal values for this argument are 'strict' (raise a
UnicodeDecodeError exception), 'replace' (replace the character that
can’t be decoded with another one), or 'ignore' (just leave the character
out of the Unicode result).

>>> unicode('\x80abc', errors='strict')
Traceback (most recent call last):
File "<stdin>", line 1, in ?
UnicodeDecodeError: 'ascii' codec can't decode byte 0x80 in position 0:
ordinal not in range(128)
>>> unicode('\x80abc', errors='replace')
u'\ufffdabc'
>>> unicode('\x80abc', errors='ignore')
u'abc'



It is important to understand the difference between encoding and decoding.
Unicode strings are considered to be the Unicode code points but any
representation of the Unicode string has to be encoded to something else, for
example UTF-8 or ASCII. So when you are converting an ASCII or UTF-8 string to
Unicode you are decoding it and when you are converting from Unicode to UTF-8
or ASCII you are encoding it. This is why the error in the example above says
that the ASCII codec cannot decode the byte 0x80 from ASCII to Unicode
because it is not in the range(128) or 0-127. In fact 0x80 is hex for 128
which the first number outside the ASCII range. However if we tell Python that
the character 0x80 is encoded with the 'latin-1', 'iso_8859_1' or
'8859' character sets (which incidentally are different names for the same
thing) we get the result we expected:

>>> unicode('\x80', encoding='latin-1')
u'\x80'






Note

The character encodings Python supports are listed at http://docs.python.org/lib/standard-encodings.html



Unicode objects in Python have most of the same methods that normal Python
strings provide. Python will try to use the 'ascii' codec to convert
strings to Unicode if you do an operation on both types:

>>> a = 'hello'
>>> b = unicode(' world!')
>>> print a + b
u'hello world!'





You can encode a Unicode string using a particular encoding like this:

>>> u'Hello World!'.encode('utf-8')
'Hello World!'








Unicode Literals in Python Source Code

In Python source code, Unicode literals are written as strings prefixed with
the ‘u’ or ‘U’ character:

>>> u'abcdefghijk'
>>> U'lmnopqrstuv'





You can also use ", """` or ''' versions too. For example:

>>> u"""This
... is a really long
... Unicode string"""





Specific code points can be written using the \u escape sequence, which is
followed by four hex digits giving the code point. If you use \U instead
you specify 8 hex digits instead of 4. Unicode literals can also use the same
escape sequences as 8-bit strings, including \x, but \x only takes two
hex digits so it can’t express all the available code points. You can add
characters to Unicode strings using the unichr() built-in function and find
out what the ordinal is with ord().

Here is an example demonstrating the different alternatives:

>>> s = u"\x66\u0072\u0061\U0000006e" + unichr(231) + u"ais"
>>> # ^^^^ two-digit hex escape
>>> # ^^^^^^ four-digit Unicode escape
>>> # ^^^^^^^^^^ eight-digit Unicode escape
>>> for c in s: print ord(c),
...
97 102 114 97 110 231 97 105 115
>>> print s
français





Using escape sequences for code points greater than 127 is fine in small doses
but Python 2.4 and above support writing Unicode literals in any encoding as
long as you declare the encoding being used by including a special comment as
either the first or second line of the source file:

#!/usr/bin/env python
# -*- coding: latin-1 -*-
u = u'abcdé'
print ord(u[-1])





If you don’t include such a comment, the default encoding used will be ASCII.
Versions of Python before 2.4 were Euro-centric and assumed Latin-1 as a
default encoding for string literals; in Python 2.4, characters greater than
127 still work but result in a warning. For example, the following program has
no encoding declaration:

#!/usr/bin/env python
u = u'abcdé'
print ord(u[-1])





When you run it with Python 2.4, it will output the following warning:

sys:1: DeprecationWarning: Non-ASCII character '\xe9' in file testas.py on line 2, but
 no encoding declared; see http://www.python.org/peps/pep-0263.html for details





and then the following output:

233





For real world use it is recommended that you use the UTF-8 encoding for your
file but you must be sure that your text editor actually saves the file as
UTF-8 otherwise the Python interpreter will try to parse UTF-8 characters but
they will actually be stored as something else.


Note

Windows users who use the SciTE [http://www.scintilla.org/SciTE.html] editor can specify the encoding of their file from the menu using the  File->Encoding.




Note

If you are working with Unicode in detail you might also be interested in the unicodedata module which can be used to find out Unicode properties  such as a character’s name, category, numeric value and the like.






Input and Output

We now know how to use Unicode in Python source code but input and output can
also be different using Unicode. Of course, some libraries natively support
Unicode and if these libraries return Unicode objects you will not have to do
anything special to support them. XML parsers and SQL databases frequently
support Unicode for example.

If you remember from the discussion earlier, Unicode data consists of code
points. In order to send Unicode data via a socket or write it to a file you
usually need to encode it to a series of bytes and then decode the data back to
Unicode when reading it. You can of course perform the encoding manually
reading a byte at the time but since encodings such as UTF-8 can have variable
numbers of bytes per character it is usually much easier to use Python’s
built-in support in the form of the codecs module.

The codecs module includes a version of the open() function that
returns a file-like object that assumes the file’s contents are in a specified
encoding and accepts Unicode parameters for methods such as .read() and
.write().

The function’s parameters are open(filename, mode=’rb’, encoding=None,
errors=’strict’, buffering=1). mode can be ‘r’, ‘w’, or ‘a’, just like the
corresponding parameter to the regular built-in open() function. You can
add a + character to update the file. buffering is similar to the
standard function’s parameter. encoding is a string giving the encoding to
use, if not specified or specified as None, a regular Python file object
that accepts 8-bit strings is returned. Otherwise, a wrapper object is
returned, and data written to or read from the wrapper object will be converted
as needed. errors specifies the action for encoding errors and can be one
of the usual values of 'strict', 'ignore', or 'replace' which we
saw right at the begining of this document when we were encoding strings in
Python source files.

Here is an example of how to read Unicode from a UTF-8 encoded file:

import codecs
f = codecs.open('unicode.txt', encoding='utf-8')
for line in f:
    print repr(line)





It’s also possible to open files in update mode, allowing both reading and writing:

f = codecs.open('unicode.txt', encoding='utf-8', mode='w+')
f.write(u"\x66\u0072\u0061\U0000006e" + unichr(231) + u"ais")
f.seek(0)
print repr(f.readline()[:1])
f.close()





Notice that we used the repr() function to display the Unicode data. This
is very useful because if you tried to print the Unicode data directly, Python
would need to encode it before it could be sent the console and depending on
which characters were present and the character set used by the console, an
error might be raised. This is avoided if you use repr().

The Unicode character U+FEFF is used as a byte-order mark or BOM, and is often written as the first character of a file in order to assist with auto-detection of the file’s byte ordering. Some encodings, such as UTF-16, expect a BOM to be present at the start of a file, but with others such as UTF-8 it isn’t necessary.

When such an encoding is used, the BOM will be automatically written as the
first character and will be silently dropped when the file is read. There are
variants of these encodings, such as ‘utf-16-le’ and ‘utf-16-be’ for
little-endian and big-endian encodings, that specify one particular byte
ordering and don’t skip the BOM.


Note

Some editors including SciTE will put a byte order mark (BOM) in the text
file when saved as UTF-8, which is strange because UTF-8 doesn’t need BOMs.






Unicode Filenames

Most modern operating systems support the use of Unicode filenames. The
filenames are transparently converted to the underlying filesystem encoding.
The type of encoding depends on the operating system.

On Windows 9x, the encoding is mbcs.

On Mac OS X, the encoding is utf-8.

On Unix, the encoding is the user’s preference according to the
result of nl_langinfo(CODESET), or None if the nl_langinfo(CODESET) failed.

On Windows NT+, file names are Unicode natively, so no conversion is performed.
getfilesystemencoding still returns mbcs, as this is the encoding that
applications should use when they explicitly want to convert Unicode strings to
byte strings that are equivalent when used as file names.

mbcs is a special encoding for Windows that effectively means “use
whichever encoding is appropriate”. In Python 2.3 and above you can find out
the system encoding with sys.getfilesystemencoding().

Most file and directory functions and methods support Unicode. For example:

filename = u"\x66\u0072\u0061\U0000006e" + unichr(231) + u"ais"
f = open(filename, 'w')
f.write('Some data\n')
f.close()





Other functions such as os.listdir() will return Unicode if you pass a
Unicode argument and will try to return strings if you pass an ordinary 8 bit
string. For example running this example as test.py:

filename = u"Sample " + unichar(5000)
f = open(filename, 'w')
f.close()

import os
print os.listdir('.')
print os.listdir(u'.')





will produce the following output:

['Sample?', 'test.py']
[u'Sample\u1388', u'test.py']






Applying this to Web Programming

So far we’ve seen how to use encoding in source files and seen how to decode
text to Unicode and encode it back to text. We’ve also seen that Unicode
objects can be manipulated in similar ways to strings and we’ve seen how to
perform input and output operations on files. Next we are going to look at how
best to use Unicode in a web app.

The main rule is this:

Your application should use Unicode for all strings internally, decoding any
input to Unicode as soon as it enters the application and encoding the Unicode
to UTF-8 or another encoding only on output.

If you fail to do this you will find that UnicodeDecodeError s will start
popping up in unexpected places when Unicode strings are used with normal 8-bit
strings because Python’s default encoding is ASCII and it will try to decode
the text to ASCII and fail. It is always better to do any encoding or decoding
at the edges of your application otherwise you will end up patching lots of
different parts of your application unnecessarily as and when errors pop up.

Unless you have a very good reason not to it is wise to use UTF-8 as the
default encoding since it is so widely supported.

The second rule is:

Always test your application with characters above 127 and above 255 wherever
possible.

If you fail to do this you might think your application is working fine, but as
soon as your users do put in non-ASCII characters you will have problems.
Using arabic is always a good test and www.google.ae is a good source of sample
text.

The third rule is:

Always do any checking of a string for illegal characters once it’s in the
form that will be used or stored, otherwise the illegal characters might be
disguised.

For example, let’s say you have a content management system that takes a
Unicode filename, and you want to disallow paths with a ‘/’ character. You
might write this code:

def read_file(filename, encoding):
    if '/' in filename:
        raise ValueError("'/' not allowed in filenames")
    unicode_name = filename.decode(encoding)
    f = open(unicode_name, 'r')
    # ... return contents of file ...





This is INCORRECT. If an attacker could specify the ‘base64’ encoding, they
could pass L2V0Yy9wYXNzd2Q= which is the base-64 encoded form of the string
'/etc/passwd' which is a file you clearly don’t want an attacker to get
hold of. The above code looks for / characters in the encoded form and
misses the dangerous character in the resulting decoded form.

Those are the three basic rules so now we will look at some of the places you
might want to perform Unicode decoding in a Pylons application.






Request Parameters

Pylons automatically coerces incoming form parameters (request.POST, GET (quote GET) and params) into unicode objects (as of Pylons 0.9.6).

The request object contains a charset (encoding) attribute defining what the parameters should be decoded to (via value.decode(charset, errors)), and the decoding errors handler.

The unicode conversion of parameters can be disabled when charset is set to
None.

def index(self):
    #request.charset = 'utf-8' # utf-8 is the default charset
    #request.errors = 'replace' # replace is the default error handler
    # a MultiDict-like object of string names and unicode values
    decoded_get = request.GET

    # The raw data is always still available when charset is None
    request.charset = None
    raw_get = request.GET
    raw_params = request.params





Pylons can also be configured to not coerece parameters to unicode objects by
default. This is done by setting the following in the Pylons config object (at
the bottom of your project’s config/environment.py):

# Don't coerce parameters to unicode
config['pylons.request_options']['charset'] = None
# You can also change the default error handler
#config['pylons.request_options']['errors'] = 'strict'





When the request object is instructed to always automatically decode to
unicode via the request_settings dictionary, the dictionary’s charset
value acts as a fallback charset. If a charset was sent by the browser (via
the Content-Type header), the browser’s value will take precedent: this
takes place when the request object is constructed.

FieldStorage (file upload) objects will be handled specially for unicode
parameters: what’s provided is a copy of the original FieldStorage object
with a unicode version of its filename attribute.

See ファイルアップロード for more information on working with file uploads/FieldStorage objects.


Note

Only parameter values (not their associated names) are decoded to unicode
by default. Since parameter names commonly map directly to Python variable
names (which are restricted to the ASCII character set), it’s usually
preferable to handle them as strings. For example, passing form parameters
to a function as keyword arguments (e.g. **request.params.mixed())
doesn’t work with unicode keys.

To make WSGIRequest decode parameter names anyway, enable the
decode_param_names option on either the WSGIRequest object or the
request_settings dictionary. FieldStorage's name attributes are
also decoded to unicode when this option is enabled.






Templating

Pylons uses Mako as its default templating language. Mako handles all content
as unicode internally. It only deals in raw strings upon the final rendering of
the template (the Mako render() function, used by the Pylons render()
function/Buffet plugin). The encoding of the rendered string can be configured;
Pylons sets the default value to UTF-8. To change this value, edit your
project’s config/environment.py file and add the following option:

# Customize templating options via this variable
tmpl_options = config['buffet.template_options']

tmpl_options['mako.output_encoding'] = 'utf-8'





replacing utf-8 with the encoding you wish to use.

More information can be found at Mako’s Unicode Chapter [http://www.makotemplates.org/docs/unicode.html].




Output Encoding

Web pages should be generated with a specific encoding, most likely UTF-8. At
the very least, that means you should specify the following in the <head>
section:

<meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=utf-8" />





The charset should also be specified in the Content-Type header (which
Pylons automatically does for you):

response.headers['Content-type'] = 'text/html; charset=utf-8'





Pylons has a notion of response_options, complimenting the
request_options mentioned in the Request Parameters section above. The
default request charset can be changed by setting the following in the Pylons
config object (at the bottom of your project’s config/environment.py):

config['pylons.response_options']['charset'] = 'utf-8'





replacing utf-8 with the charset you wish to use.

If you specify that your output is UTF-8, generally the web browser will
give you UTF-8. If you want the browser to submit data using a different
character set, you can set the encoding by adding the accept-encoding
tag to your form. Here is an example:

<form accept-encoding="US-ASCII" ...>



However, be forewarned that if the user tries to give you non-ASCII
text, then:


	Firefox will translate the non-ASCII text into HTML entities.

	IE will ignore your suggested encoding and give you UTF-8 anyway.



The lesson to be learned is that if you output UTF-8, you had better be
prepared to accept UTF-8 by decoding the data in request.params as
described in the section above entitled Request Parameters‘.

Another technique which is sometimes used to determine the character set is to
use an algorithm to analyse the input and guess the encoding based on
probabilities.

For instance, if you get a file, and you don’t know what encoding it is encoded
in, you can often rename the file with a .txt extension and then try to open it
in Firefox. Then you can use the “View->Character Encoding” menu to try to
auto-detect the encoding.




Databases

Your database driver should automatically convert from Unicode objects to a
particular charset when writing and back again when reading. Again it is normal
to use UTF-8 which is well supported.

You should check your database’s documentation for information on how it handles Unicode.

For example MySQL’s Unicode documentation is here http://dev.mysql.com/doc/refman/5.0/en/charset-unicode.html

Also note that you need to consider both the encoding of the database and the encoding used by the database driver.

If you’re using MySQL together with SQLAlchemy, see the following, as
there are some bugs in MySQLdb that you’ll need to work around:

http://www.mail-archive.com/sqlalchemy@googlegroups.com/msg00366.html


Summary

Hopefully you now understand the history of Unicode, how to use it in Python  and where to apply Unicode encoding and decoding in a Pylons application. You  should also be able to use Unicode in your web app remembering the basic rule to use UTF-8 to talk to the world, do the encode and decode at the edge of your  application.




Further Reading

This information is based partly on the following articles which can be
consulted for further information.:

http://www.joelonsoftware.com/articles/Unicode.html

http://www.amk.ca/python/howto/unicode

Please feel free to report any mistakes to the Pylons mailing list or to the
author. Any corrections or clarifications would be gratefully received.
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コントローラ
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MVC パラダイムでは、 コントローラ は入力を解釈し、モデル
and/or ビューに対して適切に変化するように命令します。 Pylons の下ではこ
の概念はわずかに拡張されています。Pylons コントローラは直接クライアント
要求を解釈するのではなく、モデルからデータを集め、正しいテンプレートで
それをレンダリングする適切な方法を決定するために振る舞います。

コントローラはユーザからのリクエストを解釈して、そのリクエストを実現す
るために必要に応じてモデルとビューの一部を呼びます。したがって、ユーザ
がウェブリンクをクリックしたり HTML フォームを送信したりするとき、コン
トローラ自体は何も出力せず、実際の処理は何も実行しません。 それはリクエ
ストを受け取って、どのモデルの部品を呼び出すか、そして、結果として起こ
るデータにどのフォーマットを適用したらよいかを決定します。

Pylons はクラスを使用します。その親クラスは WSGI インタフェース
を提供し、サブクラスがアプリケーション固有のコントローラロジックを実装
します。

Pylons WSGI コントローラは Pylons WSGI アプリケーション
PylonsApp からディスパッチされて来るウェブリク
エストを扱います。

これらのリクエストによって
WSGIController の新しいインスタンスが
作られます。それは次に、 Routes マッチからの dict オプションと共に呼ば
れます。そして、 WSGI 仕様に従って start_response が呼ばれるとともに標
準のWSGI レスポンスが返ります。

Pylons コントローラが実際に WSGI インタフェースで呼ばれるので、通常の
WSGI アプリケーションもまた Pylons コントローラ になることができます。


標準のコントローラ

標準のコントローラは、ウェブ開発者がサブクラス化することを意図しています。


メソッドをプライベートに保つ

デフォルトのルーティングはあらゆるコントローラとアクションをマッピング
するので、おそらくコントローラメソッドのいくつかを URL から呼べないよう
にしたいと思うでしょう。

Routes は、プライベートなメソッドを _ で始めるという Python のデフォ
ルト規約を使用します。クラスの edit_generic メソッドを隠すためには、
単に _ で始まるように名前を変更するだけで十分です。

class UserController(BaseController):
    def index(self):
        return "This is the index."

    def _edit_generic(self):
        """I can't be called from the web!"""
        return True








特殊メソッド

以下の特殊コントローラメソッドを定義することができます:


	__before__

	このメソッドは、アクションが実行される前に呼ばれます。変数/オブジェ
クトをセットアップしたり、他のアクションへのアクセスを制限したり、
またはアクションが呼ばれる前に実行すべき他のタスクのために使用でき
ます。

	__after__

	このメソッドは、予期しない例外が raise されない限り、アクションが実
行された後で実行されます。 HTTPException のサブ
クラス (例えば redirect_to や abort で raise されるもの) は
予期された例外です。従ってリダイレクトされた場合も __after__ は
呼ばれます。






コントローラを動的に追加する

アプリケーションをリスタートすることなしにコントローラを加えることは可
能です。そのためには、 Routes にコントローラディレクトリを再スキャンす
るように伝えます。

新しいコントローラは、コマンドラインから paster コマンドを用いるか (同
時にテストハーネスのファイルも作成されるのでおすすめです) 、またはコン
トローラファイルを作成する他の手段で追加することができます。

Routes がコントローラディレクトリに存在している新しいコントローラを認識
するように、 Routes がディレクトリを再スキャンすべきことを示すための内
部フラグを切り換えます:

from routes import request_config

mapper = request_config().mapper
mapper._created_regs = False





次回のリクエストのときに Routes が controllers ディレクトリを再スキャン
し、パスの動的部分に :controller を使っているルートが新しいコントロー
ラにマッチするようになります。




WSGI アプリケーションを接続する


Note

このレシピは WSGI Specification (PEP 333) の基本的なレベルに馴染み
があることを仮定しています。



WSGI は Pylons を深く貫いており、アーキテクチャの多くの部分に存在してい
ます。 Pylons コントローラが実際に WSGI インタフェースで呼ばれるので、
通常の WSGI アプリケーションもまた Pylons ‘コントローラ’ になることがで
きます。

オプションで、もし完全な WSGI アプリケーションをマウントして URL の残り
の部分を処理させたいなら、 Routes は自動的に URL の正しい部分を
SCRIPT_NAME に移動することができます。これによって WSGI アプ
リケーションが適切に PATH_INFO 部分を処理できるようになります。

このレシピは、基本的な WSGI アプリケーションを Pylons コントローラとし
て加えることを実演します。

Pylons プロジェクトディレクトリに新しいコントローラファイルを作成してく
ださい:

$ paster controller wsgiapp



これは、他の WSGI アプリケーションを使用する際に利用したいであろう基本
的な インポートをセットアップします。

このようにコントローラを編集してください:

import logging

from YOURPROJ.lib.base import *

log = logging.getLogger(__name__)

def WsgiappController(environ, start_response):
    start_response('200 OK', [('Content-type', 'text/plain')])
    return ["Hello World"]





他の WSGI アプリケーションを接続するとき、それはこのコントローラを得る
ために使用された URL の部分が SCRIPT_NAME に移動されているこ
とを期待します。このコントローラのためのマップルートが
config/routing.py ファイルに追加されるなら、 Routes は environ を 適切に調整することができます。

# CUSTOM ROUTES HERE

# Map the WSGI application
map.connect('wsgiapp/{path_info:.*}', controller='wsgiapp')





path_info 変数を指定することによって、 Routes は path_info に
leading up to するすべてを SCRIPT_NAME に入れて、残りは
PATH_INFO に入るでしょう。






WSGI サービスを提供するために WSGI コントローラを使用する


Pylons WSGI コントローラ

Pylons 自身の WSGI コントローラは、呼び出しと値の返却のために WSGI 仕様
に従います。

Pylons の WSGI コントローラは PylonsApp からディスパッチされて来る
ウェブリクエストを扱います。これらのリクエストによって
WSGIController の新しいインスタンスが作成されます。次に、 Routes マッ
チからの dict オプションを伴って呼ばれます。そして、 WSGI 仕様に従っ
て:meth:start_response が呼ばれ、標準の WSGI 応答を返します




WSGIController のメソッド

WSGIController の以下の特殊メソッドを定義することができます:


	__before__

	このメソッドは、アクションが実行される前に実行されます。変数/オブジェ
クトをセットアップしたり、他のアクションへのアクセスを制限したり、
またはアクションが呼ばれる前に実行すべき他のタスクのために使用でき
ます。

	__after__

	アクションが実行された後で実行されるメソッドです。このメソッドは、
たとえ例外が上がっても、リダイレクトしても、他のメソッドが呼ばれた
後に 必ず 呼ばれます。



(訳注: 特殊メソッド と重複している?)

呼ばれる各アクションは、 _inspect_call() で inspect されて
Routes の match dict の中から必要な値だけが引数として渡されます。アクショ
ンに渡される引数は _get_method_args() 関数をオーバーライドするこ
とでカスタマイズできます。この関数は dict を返すことが期待されます。

リクエストを扱うアクションが見つからない場合、コントローラはデバッグモー
ドでは “Action Not Found” エラーを raise します。デバッグモードでなけれ
ば 404 Not Found エラーが返されます。






RESTful API で REST コントローラを使う


paster restcontroller テンプレートを使う

$ paster restcontroller --help





REST Controller とそれに付属する機能テストを作成してください。

RestController コマンドは REST ベースのディスパッチング
resource() と共に使用される、 REST ベースのコ
ントローラファイルを作成します。このテンプレートには
resource() がディスパッチするメソッドと、その
メソッドがいつ呼ばれるか明確にするための docstring が含まれています。

最初の引数は REST リソースの単数形であるべきです。 2番目の引数はその単
語の複数形です。 それが入れ子になったコントローラなら、以下の 2 番目の
例に示されるように、ディレクトリ情報をその前に入れてください。

使用例:

yourproj% paster restcontroller comment comments
Creating yourproj/yourproj/controllers/comments.py
Creating yourproj/yourproj/tests/functional/test_comments.py





コントローラをディレクトリの下に置きたければ、単にコントローラ名にパス
を含めてください。そうすれば必要なディレクトリが作成されます:

$ paster restcontroller admin/trackback admin/trackbacks
Creating yourproj/controllers/admin
Creating yourproj/yourproj/controllers/admin/trackbacks.py
Creating yourproj/yourproj/tests/functional/test_admin_trackbacks.py








Atom スタイルのユーザ REST コントローラ

# From http://pylonshq.com/pasties/503
import logging

from formencode.api import Invalid
from pylons import url
from simplejson import dumps

from restmarks.lib.base import *

log = logging.getLogger(__name__)

class UsersController(BaseController):
    """REST Controller styled on the Atom Publishing Protocol"""
    # To properly map this controller, ensure your
    # config/routing.py file has a resource setup:
    #     map.resource('user', 'users')

    def index(self, format='html'):
        """GET /users: All items in the collection.<br>
            @param format the format passed from the URI.
        """
        #url('users')
        users = model.User.select()
        if format == 'json':
            data = []
            for user in users:
                d = user._state['original'].data
                del d['password']
                d['link'] = url('user', id=user.name)
                data.append(d)
            response.headers['content-type'] = 'text/javascript'
            return dumps(data)
        else:
            c.users = users
            return render('/users/index_user.mako')

    def create(self):
        """POST /users: Create a new item."""
        # url('users')
        user = model.User.get_by(name=request.params['name'])
        if user:
            # The client tried to create a user that already exists
            abort(409, '409 Conflict',
                  headers=[('location', url('user', id=user.name))])
        else:
            try:
                # Validate the data that was sent to us
                params = model.forms.UserForm.to_python(request.params)
            except Invalid, e:
                # Something didn't validate correctly
                abort(400, '400 Bad Request -- %s' % e)
            user = model.User(**params)
            model.objectstore.flush()
            response.headers['location'] = url('user', id=user.name)
            response.status_code = 201
            c.user_name = user.name
            return render('/users/created_user.mako')

    def new(self, format='html'):
        """GET /users/new: Form to create a new item.
            @param format the format passed from the URI.
        """
        # url('new_user')
        return render('/users/new_user.mako')

    def update(self, id):
        """PUT /users/id: Update an existing item.
            @param id the id (name) of the user to be updated
        """
        # Forms posted to this method should contain a hidden field:
        #    <input type="hidden" name="_method" value="PUT" />
        # Or using helpers:
        #    h.form(url('user', id=ID),
        #           method='put')
        # url('user', id=ID)
        old_name = id
        new_name = request.params['name']
        user = model.User.get_by(name=id)

        if user:
            if (old_name != new_name) and model.User.get_by(name=new_name):
                abort(409, '409 Conflict')
            else:
                params = model.forms.UserForm.to_python(request.params)
                user.name = params['name']
                user.full_name = params['full_name']
                user.email = params['email']
                user.password = params['password']
                model.objectstore.flush()
                if user.name != old_name:
                    abort(301, '301 Moved Permanently',
                          [('Location', url('users', id=user.name))])
                else:
                    return

    def delete(self, id):
        """DELETE /users/id: Delete an existing item.
            @param id the id (name) of the user to be updated
        """
        # Forms posted to this method should contain a hidden field:
        #    <input type="hidden" name="_method" value="DELETE" />
        # Or using helpers:
        #    h.form(url('user', id=ID),
        #           method='delete')
        # url('user', id=ID)
        user = model.User.get_by(name=id)
        user.delete()
        model.objectstore.flush()
        return

    def show(self, id, format='html'):
        """GET /users/id: Show a specific item.
            @param id the id (name) of the user to be updated.
            @param format the format of the URI requested.
        """
        # url('user', id=ID)
        user = model.User.get_by(name=id)
        if user:
            if format=='json':
                data = user._state['original'].data
                del data['password']
                data['link'] = url('user', id=user.name)
                response.headers['content-type'] = 'text/javascript'
                return dumps(data)
            else:
                c.data = user
                return render('/users/show_user.mako')
        else:
            abort(404, '404 Not Found')

    def edit(self, id, format='html'):
        """GET /users/id;edit: Form to edit an existing item.
            @param id the id (name) of the user to be updated.
            @param format the format of the URI requested.
        """
        # url('edit_user', id=ID)
        user = model.User.get_by(name=id)
        if not user:
            abort(404, '404 Not Found')
        # Get the form values from the table
        c.values = model.forms.UserForm.from_python(user.__dict__)
        return render('/users/edit_user.mako')










XML-RPC リクエストに XML-RPC コントローラを使う

このコントローラを deploy するために、少なくとも XML-RPC それ自身に対す
るちょっとした慣れが必要でしょう。この文書では、最初に XML-RPC の基礎を
復習した後で、 Pylons XMLRPCController の働きについて説明します。最
後に、簡単なウェブサービスを実行するために、このコントローラをどのよう
に使用するかに関する例を示します。

この文書を読んだ後で、 XML-RPC についてより詳しく説明している “A blog
publishing web service in XML-RPC” を読んだほうが良いでしょう。このガイ
ドでは MetaWeblog API (ポピュラーな XML-RPC サービス) の細部をカバーす
るとともに、MetaWeblog ブログ公開サービスの中核として機能するいくつかの
基本サービス方法を構成する方法が示されています。


XML-RPC の簡単なイントロダクション

XML-RPC は Remote Procedure Call (RPC) インタフェースを記述する仕様です。
XML-RPC を使えば、アプリケーションはインターネットを介して特定のプロシー
ジャ呼び出しをリモート XML-RPC サーバ上で実行することができます。呼び出
されるプロシージャの名前とすべての必須パラメータ値は XML 形式に “直列化”
(marshal) されます。この XML は、 HTTP を経由して XML-RPC サーバへと送
信される POST リクエストのボディーを形成します。サーバではプロシージャ
が実行され、その戻り値が XML 形式に直列化されてアプリケーションに返され
ます。 XML-RPC は、できるだけ単純になるように設計されている一方で、複雑
なデータ構造を送受信して処理を行わせることができます。




WSGI を話す XML-RPC コントローラ

Pylons は Python の xmlrpclib ライブラリを使用して独自の
XMLRPCController クラスを提供します。このクラスはサービスメソッ
ドの中で使用することができる様々な XML-RPC イントロスペクション機能を提
供しています。また、(ブログ公開インタフェースのような) 便利なウェブサー
ビスを提供する 1 セットの独自のサービスメソッドを構成するための基礎を提
供します。

このコントローラは XML-RPC レスポンスを扱い、 XML-RPC 仕様 [http://www.xmlrpc.com/spec] と XML-RPC イントロスペクション [http://scripts.incutio.com/xmlrpc/introspection.html] 仕様に従います。

基本機能の一部として、 XML-RPC サーバは 3 つの標準的なイントロスペクショ
ン・プロシージャ、あるいは「サービスメソッド」を提供します (as they
are called)。 Pylons の XMLRPCController クラスは、これらの標
準サービスメソッドを ready-made で提供します:


	system.listMethods() XML-RPC リソースのメソッド一覧を返します。

	system.methodSignature() メソッドの有効なシグネチャを表す配列の配列を返します。それぞれの配列の最初の値はメソッドの戻り値です。 その結果はメソッドが処理できる複数のシグネチャを表す配列です。

	system.methodHelp() メソッドのドキュメンテーションを返します



デフォルトでは、メソッド名に含まれるドットはアンダースコアに変換されま
す。 例えば、 system.methodHelp はメソッド
system_methodHelp() によって処理されることになります。

XML-RPC コントローラのメソッドは XML-RPC ボディに与えられたメソッドで呼
ばれます。 メソッドは signature 属性でアノテートすることによって、有効
な引数と戻り値の型を宣言することができます。

以下に例を示します:

class MyXML(XMLRPCController):
    def userstatus(self):
        return 'basic string'
    userstatus.signature = [['string']]

    def userinfo(self, username, age=None):
        user = LookUpUser(username)
        result = {'username': user.name}
        if age and age > 10:
            result['age'] = age
        return result
    userinfo.signature = [['struct', 'string'],
                          ['struct', 'string', 'int']]





XML-RPC メソッドは異なったデータセットを受け取ることができるので、それ
ぞれの有効な引数のセットはそれ自身のリストです。 リストにおける最初の値
は戻り値の型です。 引数の残りはそれに対して渡さなければならないデータの
型です。

上の例における最後のメソッドでは、メソッドがオプションの整数値を取るこ
とができるので、有効なパラメータリストの両方のセットを与える必要があり
ます。

シグネチャでチェックできる有効な型と Python 型の対応表を以下の表に示します:







	XMLRPC
	Python




	string
	str


	array
	list


	boolean
	bool


	int
	int


	double
	float


	struct
	dict


	dateTime.iso8601
	xmlrpclib.DateTime


	base64
	xmlrpclib.Binary





シグネチャを与えるかどうかはオプションであることに注意してください。

また、便利な fault handler 関数が提供されることに注意してください。

def xmlrpc_fault(code, message):
    """Convenience method to return a Pylons response XMLRPC Fault"""





(XML-RPC ホームページ [http://www.xmlrpc.com/] と XML-RPC HOW-TO [http://www.faqs.org/docs/Linux-HOWTO/XML-RPC-HOWTO.html] の両方が、
XML-RPC 仕様に関する詳細を提供します。)




単純な XML-RPC サービス

この単純なサービス test.battingOrder は、 posn というパラメタで
51 未満の正の整数を受け取り、憲法を批准した/組合に加盟した順番でランク
付けしたアメリカの州名を含む文字列を返します。

import xmlrpclib

from pylons import request
from pylons.controllers import XMLRPCController

states = ['Delaware', 'Pennsylvania', 'New Jersey', 'Georgia',
          'Connecticut', 'Massachusetts', 'Maryland', 'South Carolina',
          'New Hampshire', 'Virginia', 'New York', 'North Carolina',
          'Rhode Island', 'Vermont', 'Kentucky', 'Tennessee', 'Ohio',
          'Louisiana', 'Indiana', 'Mississippi', 'Illinois', 'Alabama',
          'Maine', 'Missouri', 'Arkansas', 'Michigan', 'Florida', 'Texas',
          'Iowa', 'Wisconsin', 'California', 'Minnesota', 'Oregon',
          'Kansas', 'West Virginia', 'Nevada', 'Nebraska', 'Colorado',
          'North Dakota', 'South Dakota', 'Montana', 'Washington', 'Idaho',
          'Wyoming', 'Utah', 'Oklahoma', 'New Mexico', 'Arizona', 'Alaska',
          'Hawaii']

class RpctestController(XMLRPCController):

    def test_battingOrder(self, posn):
        """This docstring becomes the content of the
        returned value for system.methodHelp called with
        the parameter "test.battingOrder"). The method
        signature will be appended below ...
        """
        # XML-RPC checks agreement for arity and parameter datatype, so
        # by the time we get called, we know we have an int.
        if posn > 0 and posn < 51:
            return states[posn-1]
        else:
            # Technically, the param value is correct: it is an int.
            # Raising an error is inappropriate, so instead we
            # return a facetious message as a string.
            return 'Out of cheese error.'
    test_battingOrder.signature = [['string', 'int']]








サービスをテストする

OS X を使用している開発者のために XML/RPC クライアント [http://www.ditchnet.org/xmlrpc/] があります。 それは XML-RPC を開発
する際には非常に役に立つ診断用ツールです (それはフリーです… しかし、全
くバグがないわけではありません)。 あるいは Python インタプリタを使うこ
ともできます:

>>> from pprint import pprint
>>> import xmlrpclib
>>> srvr = xmlrpclib.Server("http://example.com/rpctest/")
>>> pprint(srvr.system.listMethods())
['system.listMethods',
 'system.methodHelp',
 'system.methodSignature',
 'test.battingOrder']
>>> print srvr.system.methodHelp('test.battingOrder')
This docstring becomes the content of the
returned value for system.methodHelp called with
the parameter "test.battingOrder"). The method
signature will be appended below ...

Method signature: [['string', 'int']]
>>> pprint(srvr.system.methodSignature('test.battingOrder'))
[['string', 'int']]
>>> pprint(srvr.test.battingOrder(12))
'North Carolina'





Python から XML-RPC サーバをデバッグするには、クライアントオブジェクト
を作成するときにオプショナルな verbose=1 パラメタを指定してください。そ
うすると、クライアントを通常通り使うことができ、 XML-RPC リクエストとレ
スポンスがコンソールに表示されるのを観察することができます。
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ビュー
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MVC パラダイムでは、 ビュー はモデルのプレゼンテーションを管理します。

ビューはユーザが見て、対話するインタフェースです。 ウェブアプリケーショ
ンにおいて、これは歴史的に HTML インタフェースです。 HTML は依然として
ウェブアプリケーションのための代表的なインタフェースですが、新しいビュー
オプションが急速に現れています。

それには Macromedia Flash や JSON 、それに XHTML, XML/XSL, WML, ウェブ
サービスのような代替のマークアップ言語で表現されたビューがあります。ウェ
ブアプリケーションが REST API の形式で特別なビューを提供して、プログラ
ムにデータモデルを読み書きできるようにすることはますます一般的になって
います。

より複雑な API は、データモデルに対するさらに異なる種類のビューである
SOAP サービスを経由して全く容易に実装されます。

RDF (セマンティックウェブを支援するグラフベースの表現スキーム) の採用が
増えていることは、機械可読性に関して強い重み付けがなされるという展望を
もたらします。

アプリケーションでこれらのインタフェースのすべてを扱うのはますます困難
になっています。 MVC の大きな利点の 1 つは、これらのインタフェースを作
成することがより簡単になり、多くの異なったビューをサポートして、それに
よって広範囲なサービスを提供するウェブアプリの開発がより簡単になること
です。

通常、ビューではどんな重要な処理も起こりません。 それは単にデータを出力
して、ユーザ (またはアプリケーション) がそのデータにアクセスするための
手段として機能します。このことは、オンラインストアであっても従業員リス
トであっても変わりません。


テンプレート

テンプレートレンダリングエンジンは、ビューのプレゼンテーションに関する
タスクを扱うための一般的な選択です。

処理されたテンプレートを返すために、コントローラはそれをレンダリングし
て結果を返さなければなりません:

from helloworld.lib.base import BaseController, render

class HelloController(BaseController):
    def sample(self):
        return render('/sample.mako')





デフォルトの Mako テンプレートエンジンを使用すると、Mako は
helloworld/templates ディレクトリから sample.mako とい
うテンプレートファイルを検索します。(ここで、プロジェクトが
‘helloworld’ であると仮定します)

ここで使用された render() 関数は、実際には Pylons の
render_mako() 関数のためにプロジェクトの
base.py で定義された別名です。


直接サポートされるテンプレートエンジン

Pylons は Mako [http://www.makotemplates.org/] 、 Genshi [http://genshi.edgewall.org/] 、 Jinja2 [http://jinja.pocoo.org/] テンプレートレンダリング
エンジンを使用するための設定済みのオプションを提供します。このオプショ
ンは、新しい Pylons プロジェクト作成の際に自動的にセットアップされます。
あるいは後で手動で加えることができます。






変数をテンプレートに渡す

オブジェクトをテンプレートに渡すために、 Pylons 標準の方法は、それらを
コントローラ の中で tmpl_context オブジェ
クト (それはコントローラとテンプレートの中ではデフォルトで c という別
名にエイリアスされています) に追加することです:

import logging

from pylons import request, response, session, tmpl_context as c
from pylons.controllers.util import abort, redirect_to

from helloworld.lib.base import BaseController, render

log = logging.getLogger(__name__)

class HelloController(BaseController):

    def index(self):
        c.name = "Fred Smith"
        return render('/sample.mako')





テンプレートで変数を使用します:

Hi there ${c.name}!






厳格な vs 属性安全な tmpl_context オブジェクト

tmpl_context オブジェクトはあらゆるリクエストの始めに作成されま
す。それはデフォルトで AttribSafeContextObj クラ
スのインスタンスです。このクラスは属性安全なオブジェクトです。つまり、
存在 しない 属性へのアクセスは AttributeError エラーを投げる
代わりに 空文字列を返します。

これはデフォルトとして機能するので、テンプレートで使用するには便利です。

Hi there ${c.name}





これは c.name が設定されていないときにも動作し、厳格な
ContextObj コンテキストオブジェクトを使用したとき
よりも少し短く書くことができます。

tmpl_context オブジェクトの厳格なバージョンに切り替えるには、
config/environment.py で (config.init_app の後に) 以下を追加し
ます:

config['pylons.strict_c'] = True










デフォルトテンプレート変数

一般的なオブジェクトに簡単にアクセスできるように、デフォルトですべての
テンプレートの中で参照できるいくつかの変数があります。テンプレートのグ
ローバルスコープに存在する利用可能な名前に関する完全リストは以下の通り
です:


	c – テンプレートコンテキストオブジェクト
(tmpl_context のエイリアス)

	tmpl_context – テンプレートコンテキストオブジェクト

	config – Pylons の PylonsConfig
オブジェクト (辞書のように振る舞う)

	g – プロジェクトのアプリケーショングローバル変数
(app_globals のエイリアス)

	app_globals – プロジェクトのアプリケーショングローバル変数

	h – プロジェクトの helpers モジュールへの参照

	request – 現在のリクエストに対する Pylons の
Request オブジェクト

	response – 現在のリクエストに対する Pylons の
Response オブジェクト

	session – Pylons のセッションオブジェクト (セッションが削除
されていなければ)

	translator – 現在のロケールに設定された Gettext translator
オブジェクト

	ungettext() – Unicode 版の gettext ngettext 関数 (単数形変換を
処理する)

	_() – Unicode 版の gettext translate 関数

	N_() – 文字列を翻訳対象とマークするための gettext no-op 関数。
しかし実際には翻訳はされません。






テンプレートエンジンを設定する

新しい Pylons プロジェクトは、プロジェクトの
config/environment.py の中でテンプレートエンジンがセットアップ
された状態で開始します。このセクションでは、 Mako テンプレート検索オブ
ジェクトを作成して、それをテンプレートレンダリング関数で使用するために
app_globals オブジェクトに取り付けます。

# these imports are at the top
from mako.lookup import TemplateLookup
from pylons.error import handle_mako_error

# this section is inside the load_environment function
# Create the Mako TemplateLookup, with the default auto-escaping
config['pylons.app_globals'].mako_lookup = TemplateLookup(
    directories=paths['templates'],
    error_handler=handle_mako_error,
    module_directory=os.path.join(app_conf['cache_dir'], 'templates'),
    input_encoding='utf-8', default_filters=['escape'],
    imports=['from webhelpers.html import escape'])






複数のテンプレートエンジンを使う

テンプレートエンジンは config/environment.py で構成されて
render 関数によって使用されるので、追加のテンプレートエンジンや、単一の
テンプレートエンジンの異なる設定をセットアップするのも trivial です。し
かし、追加のテンプレートエンジンオブジェクトを利用するためには、カスタ
ムな render 関数がしばしば必要になるでしょう。

admin に対して別のテンプレートディレクトリを使い、通常のテンプレートディ
レクトリに fall back する追加の Mako テンプレートローダーの例:

# Add the additional path for the admin template
paths = dict(root=root,
             controllers=os.path.join(root, 'controllers'),
             static_files=os.path.join(root, 'public'),
             templates=[os.path.join(root, 'templates')],
             admintemplates=[os.path.join(root, 'admintemplates'),
                             os.path.join(root, 'templates')])

config['pylons.app_globals'].mako_admin_lookup = TemplateLookup(
    directories=paths['admin_templates'],
    error_handler=handle_mako_error,
    module_directory=os.path.join(app_conf['cache_dir'], 'admintemplates'),
    input_encoding='utf-8', default_filters=['escape'],
    imports=['from webhelpers.html import escape'])





それは追加のテンプレート検索インスタンスを加えます。次にそれを利用す
る カスタム render 関数 が必要です:

Pylons が提供する render_mako() 関数との唯一の
違いは、 mako_lookup の代わりに mako_admin_lookup をデフォルトで使
用することです。






カスタム render() 関数

カスタム render 関数を書くことで、 (例えば Genshi でデフォルトの
render_genshi() の機能性を越えるような) テンプ
レートエンジンの特定の特徴にアクセスしたり、テンプレートエンジンの追加
サポートを加えることができます。

キャッシュ機能を簡単に使用できるようにするとともに、テンプレートの中で
有用な共通の Pylons グローバル変数を簡単にインクルードできるようにする、
render 関数とともに使用する 2 つのヘルパー関数が提供されています。
pylons_globals() と cached_template() 関数も使うことができ
ます。

一般に、カスタム render 関数はプロジェクトの lib/ ディレクトリの中
(おそらく base.py) に置かれます。

これはプロジェクトの lib/base.py で見られるような Genshi render 関
数のサンプルです。それは結果を文字列に完全にレンダリングせず、また
c を使う代わりにテンプレートのグローバルな名前空間の中で使用で
きる辞書が渡されると仮定します。そして、レンダリングされた文字列の代わ
りに Genshi のストリームを返します。

from pylons.templating import pylons_globals

def render(template_name, tmpl_vars):
    # First, get the globals
    globs = pylons_globals()

    # Update the passed in vars with the globals
    tmpl_vars.update(globs)

    # Grab a template reference
    template = globs['app_globals'].genshi_loader.load(template_name)

    # Render the template
    return template.generate(**tmpl_vars)





pylons_globals() 関数を使うと、
config/environment.py の中でテンプレートエンジンが取り付けられ
た app_globals オブジェクトを受け取るのが簡単になります。






Changed in version 0.9.7: 0.9.7 より以前は、すべてのテンプレートが ‘Buffet’ と呼ばれる層を通
して扱われていました。Buffet では、どんなカスタマイズも追加の
plugin モジュールがインストールされる必要があるため、この層はしばし
ばテンプレートエンジンのカスタマイズを難しくしました。Pylons 0.9.7
は現在、 Buffet プラグイン層の使用を非推奨 (deprecated) としています。


See also

pylons.templating - Pylons テンプレート API






Mako によるテンプレート処理


イントロダクション

テンプレートライブラリは ビュー を扱い、モデルを提示します。それはブ
ラウザに送られる (X)HTML コード、 CSS 、 および Javascript を生成します。
(このセクションの例では、プロジェクトルートは ``myapp`` です)


静的 vs 動的

動的なウェブコンテンツを生成するテンプレートは myapp/templates に保存
され、静的なファイルは myapp/public に保存されます。

その両方がサーバルートから serve されます。 名前の衝突があれば、静的
なファイルが優先的に serve されます






テンプレート階層を作る


ベーステンプレートを作る

myapp/templates に base.mako というファイルを作成してください。そし
て、以下のように編集してください:

<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.0 Transitional//EN"
"http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-transitional.dtd">
<html>
  <head>
    ${self.head_tags()}
  </head>
  <body>
    ${self.body()}
  </body>
</html>





上の非常に基本的なベーステンプレートを Mako によってレンダリングされる
すべてのページで使用することができます。これはアプリケーションに一貫し
た外観を与えるのに役立ちます。


	${...} で囲まれた式は Mako によって評価され文字列として返されます

	${ と } は複数行にまたがっても構いませんが、閉じ括弧が 1 行に単独
で存在してはいけません (さもなければ Mako はエラーを throw します)

	self 名前空間の一部である関数は Mako テンプレートの中で定義されます






子テンプレートを作る

myapp/templates に my_action.mako という名前の別のファイルを作成し
てください。そして、以下のように編集してください:

<%inherit file="/base.mako" />

<%def name="head_tags()">
  <!-- add some head tags here -->
</%def>

<h1>My Controller</h1>

<p>Lorem ipsum dolor ...</p>





このファイルは base.mako によって呼ばれる関数を定義します。


	inherit タグはプログラムの流れを渡すための親ファイルを指定します

	Mako は <%def name=”function_name()”>...</%def> で関数を定義します。
タグの内容が返されます。

	Mako タグが解析された後に残ったものは自動的に body() 関数の中に入れ
られます



すべてのアプリケーションページが単一のファイル (この場合 base.mako)
を参照するなら、アプリケーションの一貫した印象をより簡単に達成できます。




動作を確認する

コントローラのアクションでは、 return() 値として以下を使用してくださ
い。

return render('/my_action.mako')





さあ、アクションを実行しましょう。通常ブラウザで
http://localhost:5000/my_controller/my_action のようなページを訪問
することになります。ブラウザで View Source を選択すると、以下の出力が
明らかになるでしょう:

<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD XHTML 1.0 Transitional//EN"
"http://www.w3.org/TR/xhtml1/DTD/xhtml1-transitional.dtd">
<html>
  <head>
  <!-- add some head tags here -->
  </head>
  <body>

<h1>My Controller</h1>

<p>Lorem ipsum dolor ...</p>

  </body>
</html>






See also


	Mako ドキュメント [http://www.makotemplates.org/docs/]

	かなり分かりやすいです




	国際化とローカライズ

	アプリケーションをより世界的にするための助けになります。
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モデル


モデルについて

[image: ]
MVC パラダイムでは、 モデル はアプリケーションドメインに関する振舞い
とデータを管理します。そして、状態に関する情報のリクエストに応じて、状
態を変えるための指示に応じます。

モデルはエンタープライズデータとビジネスルールを表します。 MVC デザイン
パターンを使用するとき、大部分の処理はモデルで行われるます。データベー
スは in the remit of the model 。それは EJBs や
ColdFusion Components のようなコンポーネントオブジェクトです。

モデルの返すデータは表示中立です。すなわち、モデルはどんなフォーマット
も適用されません。単一のモデルが任意の数の表示インタフェースに対してデー
タを提供できます。 モデルコードは一度だけ書かれるので、これはコードの重
複を抑えて、すべてのビューで再利用されます。

モデルは何のフォーマットも適用しない状態でデータを返すので、同じコンポー
ネントをあらゆるインタフェースで使うことができます。例えば、ほとんどの
データは通常 HTML でフォーマットされますが、 Macromedia Flash や WAP で
フォーマットすることもできます。

モデルはまた、状態管理とデータ永続を分割し、扱います。例えば、 Flash サ
イトとワイヤレスアプリケーションが、ともに同じセッションベースのショッ
ピングカートと電子商取引プロセスに依存することができます。

モデルは自己完結的であって、コントローラとビューからは独立しているので、
データ層やビジネスルールを変えるのはそれほど苦痛ではありません。 例えば、
データベースを MySQL から Oracle に切り換えたり、データソースを RDBMS
から LDAP に変えたりする必要があると判明したら、唯一の必要なタスクはモ
デルを変更することです。ビューが正しく書かれていれば、ユーザーリストが
データベースから来たのか、それとも LDAP サーバから来たのか、それは全く
気にしないでしょう。

この自由度は、 MVC ベースのアプリケーションの 3 つの部分が ブラックボッ
クス として振る舞い、それぞれの内部の作業が他から隠されていて、他の 2
つから独立していることから生じます。このアプローチは明確なインタフェー
スと自己完結的なコンポーネントを促進します。


Note

adapted from an Oct 2002 TechRepublic article by by Brian Kotek:
“MVC design pattern brings about better organization and code
reuse” -
http://articles.techrepublic.com.com/5100-10878_11-1049862.html






モデルの基本

Pylons は、データベースコードを置くために model パッケージを提
供していますが、データベースエンジンや API は提供しません。 代わりに、
選択できるいくつかのサードパーティ製 API があります。


SQL データベース


SQLAlchemy

SQLAlchemy [http://www.sqlalchemy.org/] は Pylons データベースのため
の極めて一般的なアプローチです。 それはコネクションプール、 SQL 文ビル
ダー、オブジェクト・リレーション・マッパー (ORM) 、およびトランザクショ
ンサポートを提供します。 SQLAlchemy はいくつかのデータベースエンジン
(MySQL 、 PostgreSQL 、 SQLite 、 Oracle 、 Firebird 、 MS-SQL 、 ODBC
経由の Access など) とともに働きます。そして、それぞれの独自の SQL 方言
を理解します。これにより、単にコネクション文字列を変えることによって、
あるエンジンから別のエンジンにプログラムを移植することが可能になります。
そのAPI はまだ徐々に変化していますが、 SQLAlchemy は十分テストされ、広
く普及しており、素晴らしいドキュメンテーションがあります。そして、メー
リングリストでは素早く答えが返ってきます。 Using SQLAlchemy は、 Pylons アプリケーションを構成するお勧め
の方法を述べます。

SQLAlchemy は次のような 3 つの異なったレベルで動かすことができ、しかも
同じアプリケーションの中で複数のレベルを混在させることもできます:


	オブジェクトリレーションマッパー (ORM) は、 SQL コードを書く代わりに
オブジェクトクラスを使用してデータベースと対話することを可能にします。

	SQL 式言語には、カスタマイズされた SQL 文を作成するための多くのメソッ
ドがあり、結果のカーソルは DBAPI のものより使いやすいです。

	低レベル execute メソッドは、 SQL ビルダーができないこと(既存のテーブ
ルにカラムを追加することや、カラムの型を変更することなど) が見つかっ
た場合に、リテラルの SQL 文字列を受け付けます。それらが結果を返すなら、
あなたはまだ SQLAlchemy の結果カーソルの利益を得ています。



最初の 2 つのレベルは データベース中立 です。その意味は、それらはデー
タベースの SQL 方言の違いを隠すということです。異なるデータベースに変更
するのは、単に新しいコネクション URL を与えるだけです。 これに対する限
界がもちろんありますが、 SQLAlchemy はすべての SQL クエリを書き直すより
90% 簡単です。

SQLAlchemy マニュアル [http://www.sqlalchemy.org/docs/] はここで
カバーされなかった質問のために次に読むべきです。 それは、非常に良く書か
れており網羅的です。




SQLAlchemy 拡張

これらの大部分は、テーブル定義と ORM クラス定義をワンステップで結合する
か、 “active record” スタイルのアクセスをサポートすることで、より高レベ
ルの ORM を提供します。 製品アプリケーションでこれらのショートカットを
使用する前に、「通常のやり方」で物事を行う方法を学ぶ時間を取ってくださ
い 。これらの add-ons が舞台裏で何をしているのかを理解することで、デー
タベースエラーの障害調査をしなければならない場合や、または add-on の層
での制限に対処しなければならない場合に役に立つでしょう。

SQLSoup [http://www.sqlalchemy.org/docs/05/plugins.html#plugins_sqlsoup] は
SQLAlchemy の拡張で、既存のデータベースのテーブルに基づいて ORM クラス
を生成する迅速な方法を提供します。

Ruby on Rails で使われている ActiveRecord になじみ深いなら、
SQLAlchemy の上で Elixir [http://elixir.ematia.de/] 層を使用するとよ
いかもしれません。

Tesla [http://code.google.com/p/tesla-pylons-elixir/] は Pylons と
Elixir/SQLAlchemy の上に築き上げられたフレームワークです。




SQLAlchemy 以外のライブラリ

これらの大部分は object-relation マッパーだけを露出します。それらの
SQL ビルダーとコネクションプールは直接使用されることは想定されていませ
ん。

Storm [http://storm.canonical.com]


DB-API

上記のすべての SQL ライブラリは、 Python の DB-API の上に構築されていま
す。 DB-API は MySQL 、 PostgreSQL 、 SQLite 、 Oracle 、Firebird 、
MS-SQL 、 ODBC 経由の Access など、いくつかのデータベースエンジンと対話
するための共通の低レベルインタフェースを提供します。 DB-API は低レベル
で繰り返しが多く、コネクションプールを提供しないので、ほとんどのプログ
ラマは DB-API を直接使用しません。それはソフトウェアというよりむしろ抽
象的なインタフェースなので、インストールするための「DB-APIパッケージ」
というものはありません。代わりに、あなたが興味のある特定のエンジンのた
めの Python パッケージをインストールしてください。 Python Database
Topic Guide [http://www.python.org/topics/database/] は、 DB-API につ
いて説明し、各エンジンのために必要とされるパッケージをリストします。
SQLite のための sqlite3 [http://docs.python.org/lib/module-sqlite3.html] パッケージは Python
2.5 に含まれています。








オブジェクトデータベース

オブジェクトデータベースは、 Python 辞書、リスト、およびクラスを
pickle 形式で保存できます。階層データをテーブル、リレーション、および外
国語 (SQL) に写像する代わりに、通常の Python 文を使用してそれらにアクセ
スすることができます。

ZODB [http://wiki.zope.org/ZODB/FrontPage]

Durus [http://www.mems-exchange.org/software/durus/] [1]




	[1]	Durus はスレッド・セーフではないので、アプリケーションがデータベー
スに書き込むなら Durus のサーバモードを使用するべきです。スレッド間
でコネクションを共有してはいけません。 ZODB はスレッド・セーフなので、
それはより便利な代替手段になるかもしれません。







その他のデータベース

Pylons は以下のような他のデータベース・システムとも動かすことができます:

Schevo [http://schevo.org/] は、リレーショナルデータベースとオブジェ
クトデータベースのいくつかの特徴を結合するために Durus を使用します。
それは Python で書かれています。

CouchDb [http://couchdb.org/] はドキュメントベースのデータベースです。
それは Python API [http://code.google.com/p/couchdb-python/] を特徴
としています。

Google App Engine の Datastore データベース。






SQLAlchemy を使う


SQLAlchemy のインストール

あなたが既に Pylons をインストールして、 easy_install コマンドを持っ
ていると仮定します。 コマンドラインで、以下を実行してください:

easy_install SQLAlchemy





次に、データベースエンジンとその Python バインディングをインストールし
なければなりません。 どれを選んだらよいか分からなければ、 SQLite は最初
に選択するのに良いものです。それは小さくて、インストールするのが簡単で
あり、Python 2.5 はそのためのバインディングを含んでいます。 データベー
スエンジンをインストールすることはこの記事の範囲を超えていますが、これ
らは最もポピュラーなエンジンに必要とされる Python バインディングです:

easy_install pysqlite # If you use SQLite and Python 2.4 (not needed for Python 2.5)
easy_install MySQL-python # If you use MySQL
easy_install psycopg2 # If you use PostgreSQL





他のデータベースドライバーは Python Package Index [http://pypi.python.org/] (以前の Cheeseshop)を見てください。


バージョンをチェックする

SQLAlchemy のどのバージョンがインストールされているかを確認するために、
Python シェルに行き、 sqlalchemy.__version__ を見てください:

>>> import sqlalchemy
>>> sqlalchemy.__version__
0.5.0










Defining tables and ORM classes

Pylons プロジェクトを作るときに SQLAlchemy の質問に “yes” と答えた場合、
簡単なデフォルトモデルが構成されます。 モデルは 2 つのファイルから成り
ます: __init__.py と meta.py です。 __init__.py はテーブル定義と
ORM のクラス、およびアプリケーション開始時に呼ばなければならない
init_model() 関数を含んでいます。 meta.py は単に SQLAlchemy のハ
ウスキーピングのオブジェクト (Session, metadata, engine) の
ためのコンテナです。これらはすべてのアプリケーションで使用するわけでは
ないでしょう。アプリケーションが小さいなら、簡潔さのためにテーブル定義
を __init__.py に入れることができます。アプリケーションに多くのテーブ
ルや複数のデータベースがあるなら、それらをモデルの中の複数のモジュール
に分けると良いかもしれません。

ここに、サンプルの model/__init__.py と “persons” テーブルがあります
(which is based on the default model with the comments removed):

"""The application's model objects"""
import sqlalchemy as sa
from sqlalchemy import orm

from myapp.model import meta

def init_model(engine):
    """Call me before using any of the tables or classes in the model"""
    ## Reflected tables must be defined and mapped here
    #global reflected_table
    #reflected_table = sa.Table("Reflected", meta.metadata, autoload=True,
    #                           autoload_with=engine)
    #orm.mapper(Reflected, reflected_table)
    #
    meta.Session.configure(bind=engine)
    meta.engine = engine


t_persons = sa.Table("persons", meta.metadata,
    sa.Column("id", sa.types.Integer, primary_key=True),
    sa.Column("name", sa.types.String(100), primary_key=True),
    sa.Column("email", sa.types.String(100)),
    )

class Person(object):
    pass

orm.mapper(Person, t_persons)





このモデルには、 変数 t_persons に割り当てられた 1 個のテーブル
“persons” があります。 Person はマッパーを通してテーブルに結びつけ
られた ORM のクラスです。

テーブルが既に存在しているなら、手動でカラム定義を指定する代わりにデー
タベースからそれを読むことができます。 これはテーブルの リフレクション
と呼ばれます。 利点は Python コードでカラムタイプを指定する必要がないと
いうことです。リフレクションは生きたデータベースエンジンを必要とするた
め、 init_model() の中で行わなければなりません。モジュールがインポー
トされるときにエンジンは利用可能でないからです (エンジン とは、特定の
データベースにどのように接続すればよいかを知っている SQLAlchemy のオブ
ジェクトです)。ここに、リフレクションを使用した 2 番目の例があります:

"""The application's model objects"""
import sqlalchemy as sa
from sqlalchemy import orm

from myapp.model import meta

def init_model(engine):
    """Call me before using any of the tables or classes in the model"""
    # Reflected tables must be defined and mapped here
    global t_persons
    t_persons = sa.Table("persons", meta.metadata, autoload=True,
                         autoload_with=engine)
    orm.mapper(Person, t_persons)

    meta.Session.configure(bind=engine)
    meta.engine = engine


t_persons = None

class Person(object):
    pass





t_persons と orm.mapper() 呼び出しがどのように
init_model() に移動されたか、その一方で Person クラスを移動する
必要がなかったことに注意してください。また、 global t_persons 文に
注意してください。これは t_persons が関数外の大域変数であると
Python に伝えます。関数内部で大域変数に代入するときは global が必要
です。単に mutable なオブジェクトを in place で変更するだけなら、それは
必要ではありません (これは meta を global と宣言する必要がない理由
です)。

SQLAlchemy 0.5 には、 1 ステップでテーブルと ORM クラスを定義するための
オプションの Declarative (宣言的) 構文があります:

"""The application's model objects"""
import sqlalchemy as sa
from sqlalchemy import orm
from sqlalchemy.ext.declarative import declarative_base

from myapp.model import meta

_Base = declarative_base()

def init_model(engine):
    """Call me before using any of the tables or classes in the model"""
    meta.Session.configure(bind=engine)
    meta.engine = engine


class Person(_Base):
    __tablename__ = "persons"

    id = sa.Column(sa.types.Integer, primary_key=True)
    name = sa.Column(sa.types.String(100))
    email = sa.Column(sa.types.String(100))






関連の例

ここに、 Person クラスと Address クラス、そして
people.my_addresses 上の多対他関連に関する例があります。詳細に関して
は Relational Databases for People in a Hurry [http://wiki.pylonshq.com/display/pylonscookbook/Relational+databases+for+people+in+a+hurry]
と SQLAlchemy マニュアルを見てください。

t_people = sa.Table('people', meta.metadata,
    sa.Column('id', sa.types.Integer, primary_key=True),
    sa.Column('name', sa.types.String(100)),
    sa.Column('email', sa.types.String(100)),
    )

t_addresses_people = sa.Table('addresses_people', meta.metadata,
    sa.Column('id', sa.types.Integer, primary_key=True),
    sa.Column('person_id', sa.types.Integer, sa.ForeignKey('people.id')),
    sa.Column('address_id', sa.types.Integer, sa.ForeignKey('addresses.id')),
    )

t_addresses = sa.Table('addresses', meta.metadata,
    sa.Column('id', sa.types.Integer, primary_key=True),
    sa.Column('address', sa.types.String(100)),
    )

class Person(object):
    pass

class Address(object):
    pass

orm.mapper(Address, t_addresses)
orm.mapper(Person, t_people, properties = {
    'my_addresses' : orm.relation(Address, secondary = t_addresses_people),
    })








スタンドアローンでモデルを使用する

ここまでで cron ジョブなどのスタンドアロンスクリプトでモデルを使用した
り、インタラクティブにモデルをテストするために必要なものはすべて揃って
います。あなたは、ただ SQLAlchemy engine を作成して、それをモデルに接続
する必要があります。 この例はカレントディレクトリ中の “test.sqlite” と
いうデータベースを使用します:

% python
Python 2.5.1 (r251:54863, Oct 5 2007, 13:36:32)
[GCC 4.1.3 20070929 (prerelease) (Ubuntu 4.1.2-16ubuntu2)] on linux2
Type "help", "copyright", "credits" or "license" for more information.
>>> import sqlalchemy as sa
>>> engine = sa.create_engine("sqlite:///test.sqlite")
>>> from myapp import model
>>> model.init_model(engine)





すると、 SLQAlchemy マニュアルで説明されるようにテーブル、クラス、およ
び Session を使用できます。例えば:

#!/usr/bin/env python
import sqlalchemy as sa
import tmpapp.model as model
import tmpapp.model.meta as meta

DB_URL = "sqlite:///test.sqlite"

engine = sa.create_engine(DB_URL)
model.init_model(engine)

# Create all tables, overwriting them if they exist.
if hasattr(model, "_Base"):
    # SQLAlchemy 0.5 Declarative syntax
    model._Base.metadata.drop_all(bind=engine, checkfirst=True)
    model._Base.metadata.create_all(bind=engine)
else:
    # SQLAlchemy 0.4 and 0.5 syntax without Declarative
    meta.metadata.drop_all(bind=engine, checkfirst=True)
    meta.metadataa.create_all(bind=engine)

# Create two records and insert them into the database using the ORM.
a = model.Person()
a.name = "Aaa"
a.email = "aaa@example.com"
meta.Session.add(a)

b = model.Person()
b.name = "Bbb"
b.email = "bbb@example.com"
meta.Session.add(b)

meta.Session.commit()

# Display all records in the persons table.
print "Database data:"
for p in meta.Session.query(model.Person):
    print "id:", p.id
    print "name:", p.name
    print "email:", p.email
    print










設定ファイル

Pylons アプリケーションは、実行されるときにどのデータベースに接続するか
を知る必要があります。 通常、 development.ini にこの情報を入れて、
environment.py でモデルを activate します。使用するデータベースに応じ
て、以下を development.ini の [app:main] セクションに置いてくださ
い:


SQLite の設定

sqlalchemy.url = sqlite:///%(here)s/mydatabasefilename.sqlite





ここで mydatabasefilename.db は SQLite データベースファイルへのパスで
す。”%(here)s” は development.ini ファイルを含むディレクトリを表します。
絶対パスを使用するなら、コロンの後に 4 つのスラッシュを使用してください:
“sqlite:////var/lib/myapp/database.sqlite” 。カレントディレクトリが何で
あるか分からないので、相対パス (スラッシュ 3 つ) は使用しないでください。
例では 3 つのスラッシュが使われていますが、これは “%(here)s” の値は常に
スラッシュ (またはプラットホームの同等物; 例えば Windows では
“C:\foo”) から始まるためです。




MySQL の設定

sqlalchemy.url = mysql://username:password@host:port/database
sqlalchemy.pool_recycle = 3600





ユーザ名、パスワード、ホスト (自分のマシン上であれば localhost)、ポート
番号 (通常は 3306)、およびデータベースの名前を入力してください。2 行目
は engine オプション [http://www.sqlalchemy.org/docs/04/dbengine.html#dbengine_options] を
設定する例です。

MySQL の場合、 “MySQL server has gone away” エラーを防ぐために
“pool_recycle” をセットすることは重要です。これは、 MySQL がアプリケー
ションに知らせずに idle なデータベースコネクションを自動的に閉じるから
です。 コネクション存続期間を 3600 秒 (1時間) に設定することで、コネク
ションがidle であると MySQL が判断する前に有効期限が切れて再接続するよ
うになります。

SQL ログを有効にするのに ”.echo” オプションを使いたくなるかもしれません
が、それは重複するログ出力を引き起こすので使わないようにしてください。
代わりに下の “Logging” セクションを見て、 MySQL ログを Paste のログシス
テムに統合してください。




PostgreSQL の設定

sqlalchemy.url = postgres://username:password@host:port/database





ユーザ名、パスワード、ホスト (自分のマシン上なら localhost)、ポート番号
(通常は 5432)、およびデータベースの名前を入力してください。






エンジン

myapp/config/environment.py の先頭にこれを置いてください:

from sqlalchemy import engine_from_config
from myapp.model import init_model





そしてこれを load_environment 関数に置いてください:

engine = engine_from_config(config, 'sqlalchemy.')
init_model(engine)





2番目の引数は検索する接頭語です。キーが “sqlalchemy.default.url” という
名前なら、これは “sqlalchemy.default.” になります。設定ファイルとこの関
数呼び出しの間で一貫している限り、接頭語は何でも構いません。




コントローラ

paster create SQLAlchemy オプションは myapp/lib/base.py (ベースコント
ローラ) の先頭に以下を追加します:

from myapp.model import meta





そして、 .__call__ メソッドを以下のように変更します:

def __call__(self, environ, start_response):
    try:
        return WSGIController.__call__(self, environ, start_response)
    finally:
        meta.Session.remove()





.remove() メソッドは、現在のウェブリクエストにおける ORM データのあらゆ
る残り物が捨てられるようにします。これは通常ガーベージコレクションの
product として自動的に起こりますが、.remove() を呼ぶことでそれを確実に
します。




データベースを構築する

データベースに実際にテーブルを作成するために、メタデータの
.create_all() メソッドを呼びます。インタラクティブにこれをするか、ま
たは paster のアプリケーション初期化機能を使用できます。これをするた
めに、 myapp/websetup.py にコードを追加します。 load_environment()
呼び出しの後に、以下を置いてください:

from myapp.model import meta
log.info("Creating tables")
meta.metadata.drop_all(bind=meta.engine, checkfirst=True)
meta.metadata.create_all(bind=meta.engine)
log.info("Successfully setup")





または、 SQLAlchemy 0.5 の新しい Declarative 構文に対しては:

from myapp import model
log.info("Creating tables")
model._Base.metadata.drop_all(bind=meta.engine, checkfirst=True)
model._Base.metadata.create_all(bind=meta.engine)
log.info("Successfully setup")





そしてコマンドラインから以下を実行します:

$ paster setup-app development.ini








データのクエリと修正


Important

このセクションは、コードを高レベルのモデル関数に入れること
を想定しています。 コントローラメソッドに直接コードを入れるなら、
モデルで定義されたあらゆるオブジェクトの前に model. を置くか、オ
ブジェクトを個別にインポートする必要があるでしょう。また、ここでの
Session オブジェクト (大文字の s) が、コントローラにおける
Beaker session オブジェクト (小文字の s) と同じでないことに注意し
てください。



これは、新しいデータをデータベースに入力する方法です:

mr_jones = Person()
mr_jones.name = 'Mr Jones'
meta.Session.add(mr_jones)
meta.Session.commit()





ここで mr_jones は Person のインスタンスです。そのプロパティが
t_people のカラムに対応していて、選択された行からのデータを含んでいま
す。より精巧なアプリケーションには、引数に基づいて自動的に属性を設定す
る Person.__init__ メソッドがあるでしょう。

コントローラメソッドでデータベースエントリをロードして、性別の変化を実
行して、それを保存する例です:

person_q = meta.Session.query(Person) # An ORM Query object for accessing the Person table
mr_jones = person_q.filter(Person.name=='Mr Jones').one()
print mr_jones.name # prints 'Mr Jones'
mr_jones.name = 'Mrs Jones' # only the object instance is changed here ...
meta.Session.commit() # ... only now is the database updated





エントリのリストを返すのに、以下を使用してください。

all_mr_joneses = person_q.filter(Person.name=='Mr Jones').all()





テーブルのすべての人のすべてのリストを得るには、以下を使用してください。

everyone = person_q.all()





id で検索する場合:

someuser = person_q.get(5)





もっと簡単に、すべての人に対して繰り返すことができます:

print "All people"
for p in person_q:
    print p.name
print
print "All Mr Joneses:"
for p in person_q.filter(Person.name=='Mr Jones'):
    print p.name





エントリーを削除するには、以下を使用してください:

mr_jones = person_q.filter(Person.name=='Mr Jones').one()
meta.Session.delete(mr_jones)
meta.Session.commit()






join されたオブジェクトを使う

my_addresses プロパティは Address オブジェクトのリストであったこと
を思い出してください。

print mr_jones.my_addresses[0].address # prints first address





‘Mr Jones’ に既存のアドレスを加えるためには、以下をします:

address_q = meta.Session.query(Address)

# Retrieve an existing address
address = address_q.filter(Address.address=='33 Pine Marten Lane, Pleasantville').one()

# Add to the list
mr_jones.my_addresses.append(new_address)

# issue updates to the join table
meta.Session.commit()





‘Mr Jones’ にまったく新しいアドレスを追加するために、以下をします:

new_address = Address() # Construct an empty address object
new_address.address = '33 Pine Marten Lane, Pleasantville'
mr_jones.my_addresses.append(new_address) # Add to the list
meta.Session.commit() # Commit changes to the database





変更を行った後に、 meta.Session.commit() を呼んでそれらをデータベース
に永久に格納する必要があります。さもなければ、それらはウェブリクエスト
の終わりに捨てられるでしょう。 また、コミットされていないあらゆる変更を
元に戻すために、いつでも meta.Session.rollback() を呼ぶことができます。

join されたオブジェクトを対象に検索するために、クエリとしてオブジェクト
全体を渡すことができます:

search_address = Address()
search_address.address = '33 Pine Marten Lane, Pleasantville'
residents_at_33_pine_marten_lane = \
    person_q.filter(Person.my_addresses.contains(search_address)).all()





クエリオブジェクトのすべての属性がマッチしなければなりません。

または、 join されたオブジェクトのプロパティを検索することができます。

residents_at_33_pine_marten_lane = \
 person_q.join('my_addresses').filter(
    Address.address=='33 Pine Marten Lane, Pleasantville').all()





上記の近道は any() を使用することです:

residents_at_33_pine_marten_lane = \
 person_q.filter(Person.my_addresses.any(
    Address.address=='33 Pine Marten Lane, Pleasantville')).all()





Mr Jones からアドレスを分離するために、以下をします:

del mr_jones.my_addresses[0] # Delete the reference to the address
meta.Session.commit()





address テーブルのアドレス自体を削除するために、通常 Address オブジェ
クト自体のために別々の delete() を発行しなければなりません:

meta.Session.delete(mr_jones.my_addresses[0]) # Delete the Address object
del mr_jones.my_addresses[0]
meta.Session.commit() # Commit both operations to the database





しかしながら、 SQLAlchemy は上の操作のために近道をサポートします。マッ
パーリレーションを構成する際に、代わりに cascade = “all,
delete-orphan” を使用してください:

orm.mapper(Address, t_addresses)
orm.mapper(Person, t_people, properties = {
'my_addresses': orm.relation(
        Address, secondary=t_addresses_people, cascade="all,delete-orphan"),
})





すると、 mr_jones.my_addresses から取り除かれた項目は、データベースか
らも自動的に削除されます:

del mr_jones.my_addresses[0] # Delete the reference to the address,
                             # also deletes the Address
meta.Session.commit()





マッパーのどんな関係にも、 join が削除されたときに join されたオブジェ
クトも同時に削除されるように relation() の追加の引数として`cascade =
“all, delete-orphan”` を渡すことができます。従って上の delete() 操作は
必要ありません。 my_addresses リストから削除するだけです。ただし、そ
の名前にもかかわらず delete-orphan は、別のオブジェクトがそれに join
していたとしても、 join されたオブジェクトを取り除くことに注意してくだ
さい




非 ORM SQL クエリ

セッションのトランザクション中で 非 ORM SQL クエリを実行するには、
meta.Session.execute() を使用してください。 bulk update と delete は、
クエリでループして ORM インスタンスを変更するよりかなり速くレコードを変
更できます。

q = sa.select([table1.c.id, table1.c.name], order_by=[table1.c.name])
records = meta.Session.execute(q).fetchall()

# Example of a bulk SQL UPDATE.
update = table1.update(table1.c.name=="Jack")
meta.Session.execute(update, name="Ed")
meta.Session.commit()

# Example of updating all matching records using an expression.
update = table1.update(values={table1.c.entry_id: table1.c.entry_id + 1000})
meta.Session.exececute(update)
meta.Session.commit()

# Example of a bulk SQL DELETE.
delete = table1.delete(table1.c.name.like("M%"))
meta.Session.execute(delete)
meta.Session.commit()

# Database specific, use only if SQLAlchemy doesn't have methods to construct the desired query.
meta.Session.execute("ALTER TABLE Foo ADD new_column (VARCHAR(255)) NOT NULL")






Warning

最後の例は、データベース構造を変えるので、ORM 操作に悪影響を及ぼす
かもしれません。






Further reading

Query オブジェクトには、条件によるフィルタリング、結果の並び替え、グルー
ピングを含む他の多くの特徴があります。これらは SQLAlchemy マニュアルに
優れた説明があります。 特に Data Mapping [http://www.sqlalchemy.org/docs/datamapping.html] と Session / Unit
of Work [http://www.sqlalchemy.org/docs/unitofwork.html] の章を見てく
ださい。






モデルをテストする

通常のモデルの使い方はモデルテストでも同様にうまく働きますが、メタデー
タを使用するためには、そのためのエンジンコネクションを指定しなければな
りません。プロジェクトの中で毎回ユニットテストの度にテーブルを作成する
ために、以下のような test_models.py を使用してください。

from myapp.tests import *
from myapp import model
from myapp.model import meta

class TestModels(TestController):

    def setUp(self):
        meta.Session.remove()
        meta.metadata.create_all(meta.engine)

    def test_index(self):
        # test your models
        pass






Note

テストが TestController から派生されることに注意してください。 これ
は、モデルが動くようにアプリケーションがセットアップされることを保
証するためのものです。



“nosetests –with-pylons=/path/to/test.ini ...” は、テストが実行される
前にモデルが適切に初期化されるのを保証する別の方法です。これは非コント
ローラテストを実行するときに使用できます。




複数のエンジン

いくつかのアプリケーションでは、複数のデータベース (エンジン) に接続す
る必要があります。 あるアプリケーションは、特定のテーブルをいつも同じエ
ンジンに bind します (例えば、一般的なデータベースとログデータベース)。
これは「水平パーティショニング」と呼ばれます。 他のアプリケーションは、
同じ構造を持ついくつかのデータベースを持っていて、現在のリクエストによっ
て、どれかを選びます。 例えば、それぞれのブログのための別々のデータベー
スを持ったウェブログアプリです。 大きなアプリケーションでは、データベー
スサイズが大きくなり過ぎるのを防ぐために、同じ論理的なテーブルからの別
のレコードを別のデータベースに保存します。これは「垂直パーティショニン
グまたは sharding」と呼ばれます。 上のパターンはいくつかのマイナーチェ
ンジがあるこれらの体系のいずれにも対応できます。

まず最初に、設定ファイルに複数のエンジンをこのように定義することができ
ます:

sqlalchemy.default.url = "mysql://..."
sqlalchemy.default.pool_recycle = 3600
sqlalchemy.log.url = "sqlite://..."





これは 2 つのエンジン “default” および “log” を、それぞれに固有のオプショ
ンで定義しています。 次に、使用するすべてのエンジンをインスタンス化しな
ければなりません。

default_engine = engine_from_config(config, 'sqlalchemy.default.')
log_engine = engine_from_config(config, 'sqlalchemy.log.')
init_model(default_engine, log_engine)





もちろん、 init_model() が両方の引数を受け取って 2 つのエンジンを作成
するように変更しなければならないでしょう。

異なるテーブルを異なるデータベースに bind するが、いつも特定のテーブル
が同じエンジンに bind されるようにするには、 sessionmaker の引数とし
て bind ではなく binds を使用してください。

binds = {"table1": engine1, "table2": engine2}
Session = scoped_session(sessionmaker(binds=binds))





リクエスト毎に binding を選択するなら、 sessionmaker の bind(s) 引数を
省略して、代わりにベースコントローラの __call__ メソッドのスーパーク
ラス呼び出しの前か、特定のアクションメソッドで、直接これを実行してくだ
さい:

meta.Session.configure(bind=meta.engine)





binds= はここでも同じように働いています。




コーディングスタイル、セッションオブジェクト、 bind されたメタデータに関する議論

すべての ORM 操作は Session とエンジンを必要とします。 すべての非
ORM SQL 操作は、エンジンを必要とします。 (厳密に言うと、それらは代わり
にコネクションを使用できますが、それはこのチュートリアルの範囲を超えて
います。) 実際のデータベースクエリを行うあらゆる SQLAlchemy メソッドに
対して`bind=` 引数でエンジンを渡すか、またはセッションまたはメタデータ
にエンジンを bind することができます。このチュートリアルは、それが最も
柔軟性があるので、上の “Multiple Engines” セクションで示されるように、
セッションを bind することを勧めます。

MetaData(engine) 構文を使用することで、メタデータをエンジンに bind し
たり、 metadata.bind = engine で binding を変えることも可能です。これ
は autoload_with 引数なしにオートロードをできるようにします。そして、
エンジンまたはセッションを指定することなく特定の SQL 操作を実行できるよ
うにします。 bind されたメタデータは SQLAlchemy の以前のバージョンでは
一般的でしたが、 ORM 操作と非 ORM 操作が混在しているときに予期しない振
舞いを引き起こす場合があるので、初心者にはもはや推奨されません。

SQLAlchemy のセッションと Pylons のセッションを混同しないでください。
それら2つは別物です! コントローラで使用される session オブジェクト
(pylons.session) は、ウェブアプリケーションで使用される業界標準で、同
じユーザによるウェブリクエストの間の状態を維持します。 SQLAlchemy のセッ
ションは、メモリ上の ORM オブジェクトとそれが対応するデータベースのレコー
ドを同期させるオブジェクトです。

本章の Session 変数は SQLAlchemy のセッションオブジェクトでは
ありません 。 それは “contextual session” クラスです。 それを呼ぶと、
スレッドとミドルウェア問題を考慮してこのウェブリクエストに適切な (新し
いまたは既存の) セッションオブジェクトを返します。そのクラスメソッド
(Session.commit() 、 Session.query(…) など) を呼ぶと、対応するメソッ
ドが適切なセッションを使用して暗黙的に呼ばれます。通常は Session クラ
スメソッドだけを呼んで、内部のセッションオブジェクトを完全に無視できま
す。 詳しい情報に関して SQLAlchemy マニュアルの
“Contextual/Thread-local Sessions” を見てください。これは SQLAlchemy
0.3 の SessionContext と同等のものですが、 API が異なっています。

「トランザクション」セッションは SQLAlchemy 0.4 の新機能です。 これは私
たちが Session.flush() の代わりに Session.commit() を使用している理
由です。 sessionmaker に対する autocommit=False (SQLALchemy 0.4 で
は transactional=True) と autoflush=True 引数 (これはデフォルトです)
はこれを可能にして、通常それらは一緒に使用されるはずです。




Fancy classes

これは、いくつかの追加機能を持つ ORM クラスです:

class Person(object):

    def __init__(self, firstname, lastname, sex):
        if not firstname:
            raise ValueError("arg 'firstname' cannot be blank")
        if not lastname:
            raise ValueError("arg 'lastname' cannot be blank")
        if sex not in ["M", "F"]:
            raise ValueError("sex must be 'M' or 'F'")
        self.firstname = firstname
        self.lastname = lastname
        self.sex = sex

    def __repr__(self):
        myclass = self.__class__.__name__
        return "<%s %s %s>" % (myclass, self.firstname, self.lastname)
        #return "%s(%r, %r)" % (myclass, self.firstname, self.lastname, self.sex)
        #return "<%s %s>" % (self.firstname, self.lastname)

    @property
    def name(self):
        return "%s %s" % (self.firstname, self.lastname)

    @classmethod
    def all(cls, order=None, sex=None):
        """Return a Query of all Persons. The caller can iterate this,
        do q.count(), add additional conditions, etc.
        """
        q = meta.Session.query(Person)
        if order and order.lower().startswith("d"):
            q = q.order_by([Person.birthdate.desc()])
        else:
            q = q.order_by([Person.lastname, Person.firstname])
        return q

    @classmethod
    def recent(self, cutoff_days=30):
        cutoff = datetime.date.today() - datetime.timedelta(days=cutoff_days)
        q = meta.Session.query(Person).order_by(
                [Person.last_transaction_date.desc()])
        q = q.filter(Person.last_transaction_date >= cutoff)
        return q





このクラスを使うと、コンストラクタ引数と共に新しいレコードを作成できま
す。 これは、便利であるだけでなく、レコードが有効なデータによって始めら
れることを確実にします (空の required フィールドがありません)。データベー
スから既存のレコードをロードするときは . __init__ が呼ばれないので、
それは干渉しません。インスタンスは読みやすく表示されます。そして、書き
込み禁止のプロパティが複数のフィールドから計算されます。

クラスメソッドはコントローラに、高レベルのクエリを返します。 クラスメソッ
ドが好きでないなら、そのための別々の PersonSearch クラスを作ることが
できます。 そのメソッドはそれを保存した myapp.model.meta モジュールか
らセッションを得ます。 このモジュールが直接 Session オブジェクトをイ
ンポートせずに`meta` モジュールをインポートしたことに注意してください。
init_model() が Session オブジェクトを置き換えるので、直接
Session オブジェクトをインポートすると現在の値ではなく元の値を得るた
めです。

あなたは、隠れたカラムの読み書き可能プロパティや orm.mapper 呼び出し
にデフォルトの並び順を指定することなど、 SQLAlchemy のずっと多くのこと
をすることができます。 latitude と longitude が異なるテーブルカラム
から来る person.location.latitude と person.location.longitude のよ
うな合成プロパティを作ることができます。リストや辞書に見えるが、あるテー
ブルに関連しているクラスを作ることができます。これらのプロパティのいく
つかは Pylons の通常のプロパティのメカニズムで作ることができます。その
他は orm.mapper の property 引数で実現できます。そして gazoo との関
連を lazy に読み込むか (gazoo を関連の one side にあまり使用しないなら)、
または eager に読み込む (クエリの数を最小にするために) ことができます。
(後者だけがSQL join を使用します) クラスの中のあるカラムを lazy に読み
込ませることができます。ただし SQLAlchemy では、これを “lazy” ではなく
“deferred” と呼んでいます。カラムまたは関連するテーブルがアクセスされた
とき、SQLAlchemy は自動的にそれらを読み込むでしょう。

fancy classes に対してより巧妙なアイデアがあれば、この記事にコメントを
追加してください。




ログ出力

SQLAlchemy は、操作の様々な側面について chat するいくつかのロガーを持っ
ています。実行されたすべての SQL 文をそのパラメタ値と共にログに記録する
には、 development.ini に以下を入れてください:

[logger_sqlalchemy]
level = INFO
handlers =
qualname = sqlalchemy.engine





次に、新しいロガーを有効にするように “[logger]” セクションを変更します:

[loggers]
keys = root, myapp, sqlalchemy





SQL 文の結果をログに記録するには、レベルを DEBUG に設定してください。
これは大量の出力を引き起こす場合があります! SQL を登録するのを止めるに
は、レベルを WARN か ERROR に設定してください。

SQLAlchemy には、同様の方法で構成できる他のロガーがいくつかあります。
“sqlalchemy.pool” レベル INFO は、コネクションがエンジンのコネクション
プールからいつ調べられるか、そして、それらがいつ返されるかを伝えます。
“sqlalchemy.orm” と buddies は様々な ORM 操作を記録します。 SQLAlchemy
マニュアルの “Configuring Logging” を見てください。




複数のアプリケーションインスタンス

同じ Pylons アプリケーションの複数のインスタンスを同じ WSGI プロセス
で (例えば、 Paste HTTPServerの “composite” アプリケーションで) 実行し
ているなら、並行性問題に出くわすでしょう。この問題は、
Session はスレッドローカルであってアプリケーションインスタンス
ローカルではないということです。ベースコントローラの中で
Session.remove() が適切に呼ばれるなら、これが実際にはどれほど問題に
なるかはっきりしませんが、もしそれが問題になる場合、可能な療法がありま
す:


	meta モジュールの代わりに pylons.app_globals (別名
config["pylons.app_globals"]) にエンジンを取り付けます。 globals オブジェ
クトはアプリケーションインスタンスの間で共有されません。




	スコープ関数を加えます。 これは、アプリケーションインスタンスが同じ
セッションオブジェクトを共有するのを防ぎます。 以下の関数をモデルに
追加してください。そして、scoped_session に対する 2 番目の引数とし
てそれを渡してください:



def pylons_scope():
    import thread
    from pylons import config
    return "Pylons|%s|%s" % (thread.get_ident(), config._current_obj())

Session = scoped_session(sessionmaker(), pylons_scope)





これによって影響を受けるか、または影響を受けると思うなら、それを
pylons-discuss メーリングリストに提起してください。ここでのアドバイスが
正しいことを検証するために、私たちはこの状況に直面している実際のユーザ
からのフィードバックを必要としています。
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設定 (Configuration)

Pylons でアプリケーションを設定する方法は主に 2 つあります:


	設定ファイル (実行時設定)

	アプリケーションの config ディレクトリ



config ディレクトリのファイルはアプリケーションの振る舞いに関する特
定の側面を変更します。 ウェブ管理者がデプロイの際に変えることのできるど
んなオプションも設定ファイルで指定されるべきです。


Tip

あるオプションが config ディレクトリのコードと設定ファイルのど
ちらで設定されるべきかということに関する良い指標は、そのオプション
がアプリケーションの機能に必要であるかどうかということです。アプリ
ケーションがその設定なしには機能しないなら、それは適切な
config/ に置かれるべきです。もしそのオプションがデプロイに
よって変わりうるなら 実行時設定 に含まれます。



アプリケーションの config/ ディレクトリは以下のファイルを含んで
います:


	config/environment.py は 環境 (Environment) で説明されます

	config/middleware.py は ミドルウェア で説明されます

	config/deployment.ini_tmpl は プロダクション設定ファイル で説明されます

	config/routing.py は URL 設定 で説明されます



これらそれぞれのファイルによって、開発者はアプリケーションの振る舞いに
関する重要な側面を変えることができます。


実行時設定

新しいプロジェクトが作られるとき、プロジェクトのファイルの 1 つとして
development.ini と呼ばれる設定ファイルのサンプルが自動的に生成
されます。このデフォルトの設定ファイルは開発のために使用するのに適切な
オプションを含んでいます。例えば、 Pylons アプリケーションの開発中は、
エラーが発生する度にデバッグレポートを見ることができると非常に便利です。
development.ini ファイルはデバッグモードを有効にするオプション
を含んでいるので、このようなエラーが表示されます。

どのアプリケーションを実行するかを決定するために設定ファイルが使われる
ので、複数の設定ファイルを使用することで簡単にオプションのセットを切り
換えることができます。典型的に、開発者はテスト (訳注: 開発) のための
development.ini 設定ファイルと paster make-config コマン
ドで生成された production.ini ファイルを使います。
production.ini ファイルは paster make-config コマンドが
適切なプロダクション用ファイルを生成することをテストするために使用され
ます。また、 test.ini 設定は、テスト専用のオプションのためにプ
ロジェクトに含まれています。

アプリケーションを実行するときに使用する設定ファイルを指定するには、
paster serve の最後の部分に必要な設定ファイルを含めるように
変えてください:

$ paster serve production.ini






See also

設定ファイルのフォーマット とオプション は、 Paste Deploy
documentation [http://pythonpaste.org/deploy/] で丹念に説明されて
います。




設定ファイルから情報を得る

設定ファイルからのすべての情報は pylons.config オブジェクトで利用可
能です。 また、 pylons.config はプロジェクトの
config.environment モジュールで定義されたアプリケーション設定を
含んでいます。

from pylons import config





pylons.config は辞書のように振る舞います。例えば設定ファイルの
[app:main] ブロックの中に以下のエントリがある場合:

cache_dir = %(here)s/data





プロジェクトコードではこれを次のようにして読み込むことができます:

from pylons import config
cache_dir = config['cache_dir']





あるいは現在のデバッグ状態については:

debug = config['debug']






設定ファイルの中の非文字列データを評価する

デフォルトでは、設定ファイルのすべての値は文字列であるとみなされます。
ブール値をより簡単に扱えるようにするために、 Paste ライブラリは
true と false を適切な Python ブール値へと変換する関数を提供し
ています:

from paste.deploy.converters import asbool

debug = asbool(config['debug'])





この関数は、既にデフォルトプロジェクトの ミドルウェア の中
で、開発モード (debug で表される) が true にセットされているときだ
け使用されるミドルウェアを切り換えるために使用されています。






プロダクション設定ファイル

アプリケーションをデプロイするときに使用される設定 INI ファイルのデフォ
ルトを変えるには、 config/deployment.ini_tmpl ファイルを編集し
てください。このファイルはデプロイの際にテンプレートとして使用されて、
デプロイを行う人にとってアプリケーションに設定する必要のある最小限のオ
プションの出発点となります。

deployment ini で設定される中で最も重要なオプションの 1 つは、 debug
= true という設定です。アプリケーションエラーが発生した場合に適切な開
発者またはウェブ管理者にメールが送られるように、メールオプションがセッ
トアップされるべきです。


プロダクション設定を生成する

プロジェクトの config/deployment.ini_tmpl から production.ini
を生成するには、それを最初に egg として、または開発モードでイン
ストールしなければなりません。 Pylons アプリケーションの名前が
helloworld であるとすると、以下を実行してください:

$ paster make-config helloworld production.ini






Note

このコマンドは、開発中のプロジェクトの中からでも実行できます。



ウェブ管理者が paster make-config コマンドを使用したときに適切なデ
フォルト設定値が存在することを保証するのは、開発者の責任です。


Warning

常に Pylons アプリケーションをデプロイするときは、確実に
debug を false に設定するようにしてください。










環境 (Environment)

config/environment.py モジュールは、アプリケーションを実行する
のに必要とされる基本的な Pylons 環境変数をセットアップします。アプリケー
ション全体のために一度だけセットアップされるオブジェクトは、ここか、も
しくは lib/app_globals の __init__() メソッドでセットアッ
プすべきです。

それはまた、 URL がどのように コントローラ とマッチされるかをセッ
トアップする URL 設定 関数を呼び出します。そして
app_globals オブジェクトを作り、どのモジュールが h とし
て参照できるようになるかを設定します。さらに、テンプレートエンジンがセッ
トアップされる場所でもあります。

SQLAlchemy を使用するとき、このモジュールで SQLAlchemy エンジンをセット
アップすることが推奨されます。 Pylons のデフォルトの SQLAlchemy 設定で
はここでエンジンが作成されます。そのエンジンは後に
model/__init__.py で使用されます。




URL 設定

Routes と呼ばれる Python ライブラリが、 URL からコントローラとそのメソッ
ド (Routes はそれを action と呼びます) へのマッピングを扱います。
デフォルトで、 Pylons は以下の route をセットアップします (それ
らは config/routing.py で見つかります):

map.connect('/{controller}/{action}')
map.connect('/{controller}/{action}/{id}')


.. Prior to Routes 1.9, all map.connect statements required
.. variable parts to begin with a ``:`` like
.. ``map.connect(':controller/:action')``. This syntax is now
.. optional, and the new ``{}`` syntax is recommended.






Changed in version 0.9.7: Routes 1.9 より前は、 map.connect(':controller/:action') のよう
に、すべての map.connect 文が : で始まる可変部分を必要としてい
ました。現在この構文はオプションであり、新しい {} 構文が推奨さ
れます。

すべての中括弧の内側のパス部分は、その ‘部分’ が URL 内のどんなテキスト
にもマッチする変数 (可変部分) です。 URLの ‘部分’ とは、 2つのスラッ
シュの間のテキストのことです。 URL のすべての部分が route にマッ
チしなければ、 404 が返されます。

上記の route は、高性能な URL マッチングのために Routes ライブラリによっ
て正規表現に変換されます。デフォルトで、すべての可変部分は、
({controller} の特別な場合を除いて) スラッシュ以外の全ての文字とマッ
チするように [^/]+ という正規表現になります。これは簡単に変えること
ができて、例えば {id} が数字だけにマッチするようにするには、このよ
うにします:

map.connect('/{controller}/{action}/{id:\d+}')





正規表現が {} を含んでいるなら、それを可変部分とは別に指定しなけれ
ばなりません。 {id} が 2-4 桁の数字にしかマッチしないように制限する
ためには:

map.connect('/{controller}/{action}/{id}',  requirements=dict(id='\d{2,4}'))





また、キーワード引数としてコントローラとアクションを指定することができ、
その場合にはそれらが URL に含まれている必要はありません:

# Archives by 2 digit year -> /archives/08
map.connect('/archives/{year:\d\d}', controller='articles',  action='archives')





map.connect 文における可変部分、またはキーワード引数は、アクション
の中で利用することが可能です。上の route の場合、 article コントロー
ラに解決されます:

class ArticlesController(BaseController):

    def archives(self, year):
        ...





year とマッチした URL 部分は、関数引数の中で名前によって参照できます。


Note

Routes は、 URLの ‘最小化’ 機能も含んでいます。 この振舞いは一般に
直感的でなく、 Pylons 0.9.7 からは map.minimization=False 設定
によって、デフォルトでオフになっています。



デフォルトのマッピングは、あらゆるコントローラのあらゆるアクションにマッ
チします。これは以下の URL がマッチすることを意味します:

/hello/index       >>    controller: hello, action: index
/entry/view/4      >>    controller: entry, action: view, id:4
/comment/edit/2    >>    controller: comment, action: edit, id:2





複雑な URL が必要でない場合、この簡単な方法は大規模なアプリケーションに
さえ適していることがあります。

また、コントローラをディレクトリにまとめることができます。例えば管理画
面用に別の comments コントローラが必要なら:

$ paster controller admin/comments





これにより admin ディレクトリの下に適切な comments コントローラ
が作成されます。 comments コントローラに到達するために:

/admin/comments/index    >>    controller: admin/comments, action: index






Note

{controller} マッチは特別です。というのも、次のスラッシュ
(/) で常に停止するわけではないからです。上記の例が示すように、
それはディレクトリの下に入れ子になったコントローラとマッチします。




/ にマッチする route を追加する

map.connect() 文において、生の URL がマッチするのと同時に、コント
ローラとアクションを直接指定することができます:

map.connect('/', controller='main', action='index')





これにより、 / が main コントローラの index メソッドで扱わ
れるようになります。


Note

デフォルトでは、 プロジェクトの静的 (public/ ディレクトリの
中の) ファイルはコントローラよりも優先されます。新しい Pylons プロ
ジェクトは / URL で表示されるウェルカムページ
(public/index.html) を含んでいるので、ルーティング設定をす
る前にこのファイルを取り除いた方が良いでしょう。






URL を生成する

URL は callable な routes.util.URLGenerator オブジェクトを通し
て生成されます。Pylons は pylons.url でこの特別なオブジェクトの
インスタンスを提供します。このオブジェクトはキーワード引数として route
で定義されたコントローラ、アクション、および追加の変数を受け取ります。

# generates /content/view/2
url(controller='content', action='view', id=2)





現在のリクエストにマッチする route の URL を生成するには、
routes.util.URLGenerator.current() をこのように呼んでください:

# Generates /content/view/3 during a request for /content/view/3
url.current()





routes.util.URLGenerator.current() は url() と同じ引数を受け
取ります。これは、関連するすべての引数を指定することなく現在の URL に対
する小さな変更を生成するために Routes memory [http://routes.groovie.org/manual.html#route-memory] を使用します。

# Generates /content/view/2 during a request for /content/view/3
url.current(id=2)






See also

Routes manual [http://routes.groovie.org/manual.html]
完全な詳細とソースコード。








ミドルウェア

プロジェクト WSGI スタックは config/middleware.py モジュールで
セットアップされます。観念的に、このファイルは必要とするミドルウェアを
インポートして、 make_app 関数でそれをセットアップします。

Pylons アプリケーションのためのセットアップであるデフォルトスタックは
WSGI ミドルウェア で詳細に説明されます。

デフォルトミドルウェアスタック:

# The Pylons WSGI app
app = PylonsApp()

# Routing/Session/Cache Middleware
app = RoutesMiddleware(app, config['routes.map'])
app = SessionMiddleware(app, config)
app = CacheMiddleware(app, config)

# CUSTOM MIDDLEWARE HERE (filtered by error handling middlewares)

if asbool(full_stack):
    # Handle Python exceptions
    app = ErrorHandler(app, global_conf, **config['pylons.errorware'])

    # Display error documents for 401, 403, 404 status codes (and
    # 500 when debug is disabled)
    if asbool(config['debug']):
        app = StatusCodeRedirect(app)
    else:
        app = StatusCodeRedirect(app, [400, 401, 403, 404, 500])

# Establish the Registry for this application
app = RegistryManager(app)

if asbool(static_files):
    # Serve static files
    static_app = StaticURLParser(config['pylons.paths']['static_files'])
    app = Cascade([static_app, app])

return app





それぞれのミドルウェアはそれより前のものをラップするので、スタックはそ
れが呼ばれる順の逆順で組み立てられる必要があります。 すなわち、 WSGI
Application をラップする最後のミドルウェアは、サーバによって最初に呼ば
れます。

スタックの中のミドルウェアの最後の断片は Cascade と呼ばれ、開発の間、静
的な内容ファイルを返すのに使用されます。最高の性能のためには、設定ファ
イルの中で static_files = false と設定することで Cascade ミドルウェ
アを無効にすることを考慮してください。そして、ウェブサーバあるいは
CDN が静的なファイルを返します。


Warning

ミドルウェアを変更するかどうか自信がなければ、 変更しないでくださ
い 。ミドルウェアの順番は Pylons アプリケーションが適切に機能する
ために重要であり、必要でない場合には変更するべきではありません。




カスタムミドルウェアを追加する

カスタムミドルウェアは config/middleware.py のコメントマーカー
のところに追加します:

# CUSTOM MIDDLEWARE HERE (filtered by error handling middlewares)





例えば、 MyMiddleware というミドルウェア・コンポーネントを加える場合、
config/middleware.py でそれを含めてください:

# The Pylons WSGI app
app = PylonsApp()

# Routing/Session/Cache Middleware
app = RoutesMiddleware(app, config['routes.map'])
app = SessionMiddleware(app, config)
app = CacheMiddleware(app, config)

# CUSTOM MIDDLEWARE HERE (filtered by error handling middlewares)
app = MyMiddleware(app)





app オブジェクトは単にパラメタとして MyMiddleware ミドルウェアに渡さ
れ、それは順次ラップされた WSGI アプリケーションを返します。

カスタムミドルウェアをどの層の中に置くか決めるときは注意が必要です。 多
くの場合、ミドルウェアは Pylons WSGI アプリケーションとそれをサポートす
る Routes/Session/Cache ミドルウェアの前に置かれるべきですが、そのミド
ルウェアが CacheMiddleware の 後に 実行すべきなら、このようにします:

# Routing/Session/Cache Middleware
app = RoutesMiddleware(app, config['routes.map'])
app = SessionMiddleware(app, config)

# MyMiddleware can only see the cache object, nothing *above* here
app = MyMiddleware(app)

app = CacheMiddleware(app, config)








full_stack とは何か

Pylons iniファイル (development.ini または
production.ini) では、このブロックで full_stack フラグが true
にセットされているか false にセットされているかを調べます:

[app:main]
use = egg:app_name
full_stack = true



full_stack フラグは、ミドルウェアをラップするプロセスの中に
ErrorHandler とStatusCodeRedirect が層として含まれているかどうか決定し
ます。このオプションが false に設定される唯一の状況は、複数の Pylons
アプリケーションが走っていて、他の場所で適切なミドルウェアによってラッ
プされる場合です。






アプリケーション・セットアップ

Pylons を使用するプロジェクトに関して、言及されることのある ‘アプリケー
ション・セットアップ’ には 2 種類あります。


	新しいアプリケーションをセットアップする

	プロジェクト情報とパッケージの依存を設定する




新しいアプリケーションをセットアップする

プロジェクトの新しいインスタンスをより簡単にセットアップできるように、
基本的なデータベース・スキーマをセットアップしたり、必要なデフォルト値
を生成したりといった、セットアップ・スクリプトを作成できます。

Pylons プロジェクトでは、実行されるセットアップ・スクリプトはプロジェク
トの websetup.py ファイルに配置されています。アプリケーション・
セットアップ手順をより簡単に書けるように、デフォルトのスクリプトはプロ
ジェクト設定を読み込みます:

import logging

from helloworld.config.environment import load_environment

log = logging.getLogger(__name__)

def setup_app(command, conf, vars):
    """Place any commands to setup helloworld here"""
    load_environment(conf.global_conf, conf.local_conf)






Note

プロジェクトが作成される際に SQLAlchemy を使用するように設定された
なら、このファイルはより簡単にデータベースのテーブルをセットアップ
できるように、データベース接続をセットアップするいくつかのコマンド
を含むでしょう。



開発設定を使用してセットアップ・スクリプトを実行するには:

$ paster setup-app development.ini








パッケージを設定する

Pylons を用いて新たに作成されたプロジェクトは標準の Python パッケージで
す。 Python パッケージなので、パッケージのメタ情報を記録する
setup.py ファイルがあります。そのオプションの大部分はかなり一目
瞭然ですが、最も重要なオプションは ‘install_requires’ です:

install_requires=[
    "Pylons>=0.9.7",
],





これらの行は、アプリケーションの適切な機能のためにどんなパッケージが必
要かを表し、必要に応じてそれらをアップデートすべきであることを表します。
新しい依存性のために setup.py 行を再解析するには:

$ python setup.py develop





このコマンドは、依存性の要求が満たされるように必要に応じてパッケージを
アップデートすることに加えて、パッケージがシステムで確実にアクティブに
なるようにします (伝統的な python setup.py install を必要と
せずに)。


See also

Declaring Dependencies [http://peak.telecommunity.com/DevCenter/setuptools#declaring-dependencies]











          

      

      

    

    
         Copyright 2008, 2009, Ben Bangert, James Gardner, Philip Jenvey.
      Last updated on Dec 31, 2013.
      Created using Sphinx 1.1.3.
    

  
    
      Navigation

      
        	
          index

        	
          modules |

        	
          next |

        	
          previous |

        	Pylons 0.9.7 documentation 
 
      

    


    
      
          
            
  
  
ログの出力


ログにメッセージを出力する

Pylons 0.9.6 からは、 Pylons コントローラ (paster
controller/restcontroller で作成されたもの) と websetup.py は、
Python の logging モジュール [http://docs.python.org/lib/module-logging.html] を通して自身の
Logger オブジェクトを作るようになります。

例えば、 helloworld プロジェクトの hello コントローラ
(helloworld/controllers/hello.py) ではこのようになります:

import logging

from pylons import request, response, session, tmpl_context as c
from pylons.controllers.util import abort, redirect_to

log = logging.getLogger(__name__)

class HelloController(BaseController):

    def index(self):
        ...





Python の特殊変数 __name__ は現在のモジュールの完全修飾された名前を
参照します。この場合は helloworld.controllers.hello です。

メッセージをログ出力するには、単に Logger オブジェクトで利用できるメソッ
ドを使うだけです。

import logging

from pylons import request, response, session, tmpl_context as c
from pylons.controllers.util import abort, redirect_to

log = logging.getLogger(__name__)

class HelloController(BaseController):

    def index(self):
        content_type = 'text/plain'
        content = 'Hello World!'

        log.debug('Returning: %s (content-type: %s)', content, content_type)
        response.content_type = content_type
        return content





これは標準エラーに以下の出力を行います (コンソールに出力されます):

16:20:20,440 DEBUG [helloworld.controllers.hello] Returning: Hello World!
                   (content-type: text/plain)








基本的な logging の設定

Pylons 0.9.6 からはデフォルトの ini ファイルに logging モジュール用の基
本的な設定が含まれています。 Paste の ini ファイルは Python の標準的な
ConfigParser フォーマット [http://docs.python.org/lib/module-ConfigParser.html] を使います;
logging モジュールの設定ファイルフォーマット [http://docs.python.org/lib/logging-config-fileformat.html] も同じ
フォーマットを使います。

paster は、 serve, shell, setup-app の各コマンドによっ
てアプリケーションをロードする際に、指定された ini ファイルが
‘loggers’ エントリを含んでいれば logging.fileConfig 関数 [http://docs.python.org/lib/logging-config-api.html] を呼び出します。
logging.fileConfig は ConfigParser ファイルから logging 設定を
読み込みます。

logging 設定はデフォルトの development.ini と (paster
make-config <package_name> <ini_file> で作られる) プロダクション ini
ファイルの両方で提供されます。プロダクション ini ファイルの logging セッ
トアップは development.ini より少し単純で、次のようになります:

# Logging configuration
[loggers]
keys = root

[handlers]
keys = console

[formatters]
keys = generic

[logger_root]
level = INFO
handlers = console

[handler_console]
class = StreamHandler
args = (sys.stderr,)
level = NOTSET
formatter = generic

[formatter_generic]
format = %(asctime)s %(levelname)-5.5s [%(name)s] [%(threadName)s] %(message)s





一つのルートロガーが作られ、 INFO レベル以上のメッセージのみを標準
エラーに出力するようになります。フォーマットは以下のようになります:

2007-08-17 15:04:08,704 INFO [helloworld.controllers.hello] Loading resource, id: 86





logging.basicConfig 関数のことをよく知っている人にとっては、この設
定は以下のコードと等価です:

logging.basicConfig(level=logging.INFO,
format='%(asctime)s %(levelname)-5.5s [%(name)s] %(message)s')





デフォルトの development.ini の logging セクションは、 2 つの点で異
なっています。 より冗長でないタイムスタンプを使うことと、アプリケーショ
ンのログメッセージをデフォルトで DEBUG レベルとすることです。 (次の
セクションで記述されます)

Pylons と他のたくさんのライブラリ (Beaker, SQLAlchemy, Paste など) はデ
バッグ目的のために大量のメッセージを出力します。ルートロガーのレベルを
DEBUG に変更するとそれが明らかになります:

[logger_root]
#level = INFO
level = DEBUG
handlers = console








ログメッセージのフィルタリング

ルートロガーのレベルを DEBUG に変更した場合など、しばしば取捨選択で
きないほどたくさんのログ出力が行われることがあります。

例: あなたは、アプリケーションにおけるデータベース接続の問題を診断して
いて、コネクションプーリングに関連した SQLAlchemy の DEBUG メッセー
ジだけを見たいと思っています。ルートロガーのレベルを、それほど冗長でな
い INFO レベルのままにしておき、ルートロガートとは別に特定の
SQLAlchemy のロガーを DEBUG に設定できます:

[logger_sqlalchemy.pool]
level = DEBUG
handlers =
qualname = sqlalchemy.pool





次にこれをロガーのリストに追加します:

[loggers]
keys = root, sqlalchemy.pool





このロガーのために Handlers を構成する必要はありません。ルート以外のロ
ガーは、デフォルトでログレコードを親のロガーの Handlers に伝播するから
です。ルートロガーはすべてのロガーのトップレベルの親です。

このテクニックはデフォルトの development.ini で使用されています。ルー
トロガーのレベルは INFO に設定される一方で、アプリケーションのログ
レベルは DEBUG に設定されます:

# Logging configuration
[loggers]
keys = root, helloworld





[logger_helloworld]
level = DEBUG
handlers =
qualname = helloworld





明示的に異なる設定がされていない限り、 helloworld ロガーの子供ロガーの
すべてが DEBUG レベルを引き継ぐことになります。 つまり、
helloworld.controllers.hello, helloworld.websetup (そしてアプリ
ケーションの他のモジュールの) ロガーも、デフォルトで実効レベル
DEBUG になります。

より高度なフィルタリングのために、 logging モジュールは Filter [http://docs.python.org/lib/node423.html] オブジェクトを提供していま
す。ただし Filter オブジェクトを設定ファイルから直接使用することはでき
ません。




高度な構成

ログ出力を個別のファイルに記録するためには、 FileHandler [http://docs.python.org/lib/node412.html] (または
RotatingFileHandler [http://docs.python.org/lib/node413.html]) を使
います:

[handler_accesslog]
class = FileHandler
args = ('access.log','a')
level = INFO
formatter = generic





それが認識される前に、 Handlers のリストに追加される必要があります:

[handlers]
keys = console, accesslog





最後にロガーによって使われます。

[logger_root]
level = INFO
handlers = console, accesslog





この最後の 3 行の構成が、ルートロガーの出力のすべてをコンソールに加えて
access.log に向けます。次のセクションではこれを無効にしたいと思うでしょう。




Paste の TransLogger によるリクエストログ

Paste は Apache Combined Log Format [http://httpd.apache.org/docs/2.2/logs.html#combined] を使ってリクエ
ストを記録するための TransLogger [http://pythonpaste.org/module-paste.translogger.html] ミドルウェアを
提供しています。 FileHandler と TransLogger を組み合わせると、 Apache
のログファイルのような access.log を作成することができます。

Paste エントリーポイントを持つ他の標準的なミドルウェアと同様に、 ini ファ
イルの [app:main] セクションでアプリケーションをラップするように
TransLogger を構成できます:

filter-with = translogger

[filter:translogger]
use = egg:Paste#translogger
setup_console_handler = False





これは、プロジェクトの config/middleware.py ファイルの最後でアプリ
ケーションを TransLogger インスタンスでラップするのと同等です:

from paste.translogger import TransLogger
app = TransLogger(app, setup_console_handler=False)
return app





TransLogger は、引数なしで呼ばれると自動的に logging Handler をコンソー
ルに設定するので、 logging を構成しない環境でもそのままで動きます
(‘just works’)。 私たちは自身の logging Handlers を構成したので、
setup_console_handler = False によってそのオプションを無効にする必
要があります。

フィルタが適切な場所にあると、ページがリクエストされたときに
TransLogger のロガー (‘wsgi’ ロガーという名前になります) は親ロガー (ルー
トロガー) にログメッセージを伝播し、その出力はコンソールに送られます:

00:50:53,694 INFO [helloworld.controllers.hello] Returning: Hello World!
                  (content-type: text/plain)
00:50:53,695 INFO [wsgi] 192.168.1.111 - - [11/Aug/2007:20:09:33 -0700] "GET /hello
HTTP/1.1" 404 - "-"
"Mozilla/5.0 (Macintosh; U; Intel Mac OS X; en-US; rv:1.8.1.6) Gecko/20070725
Firefox/2.0.0.6"





TransLogger を上で定義された access.log FileHandler に向けるために、
wsgi ロガーの Handlers リストにその FileHandler を追加する必要がありま
す:

# Logging configuration
[loggers]
keys = root, wsgi





[logger_wsgi]
level = INFO
handlers = handler_accesslog
qualname = wsgi
propagate = 0





前述のように、ルート以外のロガーはデフォルトでルートロガーの Handlers
(現在はコンソール Handler) にログレコードを伝播します。ここで
propagate を 0 (false) に設定すると、これを無効にできます。そのため、
wsgi ロガーは accesslog Handler だけに記録を向けます。

TransLogger 自身が必要とするすべての情報を提供するので、最終的に、
TransLogger と共に generic Formatter を使用する必要は全くありません。
ログメッセージをそのまま素通しする Formatter を使用することにします:

[formatters]
keys = generic, accesslog





[formatter_accesslog]
format = %(message)s





次に、この新しい accesslog Formatter を FileHandler に接続してくだ
さい:

[handler_accesslog]
class = FileHandler
args = ('access.log','a')
level = INFO
formatter = accesslog








wsgi.errors に対するログ出力

Pylons は WSGI サーバのエラーストリーム environ['wsgi.errors'] (詳
しくは WSGI Spefification, PEP 333 [http://www.python.org/dev/peps/pep-0333/] を参照) にログ出力するため
のカスタムな logging Handler クラス pylons.log.WSGIErrorsHandler [http://pylonshq.com/docs/class-pylons.log.WSGIErrorsHandler.html] を
提供しています。 wsgi.errors は特定の状況、例えば Apache
mod_wsgi/mod_python のもとでデプロイされているような場合には、ログ出力
に便利です。その場合、 wsgi.errors ストリームは、Apache エラーログ
です。

ERROR (と CRITICAL) メッセージだけを wsgi.errors にログ出力
するように構成するには、 ini ファイルに以下を追加してください:

[handlers]
keys = console, wsgierrors





[handler_wsgierrors]
class = pylons.log.WSGIErrorsHandler
args = ()
level = ERROR
format = generic





次に、 ルートロガーによって使用される Handlers のリストに新しい
Handler 名を追加してください:

[logger_root]
level = INFO
handlers = console, wsgierrors






Warning

WSGIErrorsHandler はアプリケーションを開始する間に作成されたロ
グメッセージを受け取りません。 これは wsgi.errors ストリームは
environ 辞書を通してのみ利用可能だからです。リクエストがあるま
でそれは利用可能ではありません。






log4j の Chainsaw による lumberjacking

Java の log4j プロジェクトは、ログメッセージを表示したり管理したり
するために Java GUI アプリケーション Chainsaw [http://logging.apache.org/log4j/docs/chainsaw.html] を提供しています。
その特徴として、 on the fly でログメッセージをフィルタリングする機能、
およびカスタマイズ可能なカラーハイライトがあります。

Python の logging モジュールを、 Chainsaw でパース可能な形式
(log4j の XMLLayout [http://logging.apache.org/log4j/docs/api/org/apache/log4j/xml/XMLLayout.html]
形式) で出力するように構成できます。

それをするために、最初に Python XMLLayout package [http://pypi.python.org/pypi/XMLLayout] をインストールする必要があり
ます:

$ easy_install XMLLayout





このモジュールは XMLLayout XML を生成するログフォーマッタを提供しま
す。 また、 RawSocketHandler を提供します。それは、 logging モジュー
ルの SocketHandler のようにネットワークの向こう側にログメッセージを
送りますが、それらを pickle しません。

以下は、 XMLLayout ログメッセージをネットワーク経由で Chainsaw
(localhost の 4448 ポート で listen している場合) へ送付するための
構成例です:

[handlers]
keys = console, chainsaw

[formatters]
keys = generic, xmllayout

[logger_root]
level = INFO
handlers = console, chainsaw





[handler_chainsaw]
class = xmllayout.RawSocketHandler
args = ('localhost', 4448)
level = NOTSET
formatter = xmllayout





[formatter_xmllayout]
class = xmllayout.XMLLayout





これは、ルートロガーによって扱われたすべてのログメッセージを Chainsaw
に送るように構成します。デフォルトの development.ini はルートロガー
を INFO レベルに構成しますが、 Chainsaw を使用する場合はルートロガー
を NOTSET に構成して すべての ログメッセージを Chainsaw に送るの
が望ましいでしょう。代わりに、コンソールハンドラを INFO レベルに制
限することができます:

[logger_root]
level = NOTSET
handlers = console

[handler_console]
class = StreamHandler
args = (sys.stderr,)
level = INFO
formatter = generic





Chainsaw は ホームページ [http://logging.apache.org/log4j/docs/chainsaw.html] からダウンロード
できますが、 Java が有効なブラウザで以下のリンクから直接実行することも
できます: Chainsaw web start [http://logging.apache.org/log4j/docs/webstart/chainsaw/chainsawWebStart.jnlp].

Chainsaw は GUI から構成することもできますが、 log4j.xml ファイルか
ら構成を読み込むこともサポートしています。

以下の log4j.xml ファイルは、ポート 4448 で XMLLayout スタイ
ルのログメッセージを listen するように Chainsaw を構成します。また、
WARN レベルより下の Chainsaw 自身のログメッセージを隠すので、あなた
のアプリケーションのログメッセージだけを表示します:

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<!DOCTYPE configuration>
<configuration xmlns="http://logging.apache.org/">

<plugin name="XMLSocketReceiver" class="org.apache.log4j.net.XMLSocketReceiver">
    <param name="decoder" value="org.apache.log4j.xml.XMLDecoder"/>
    <param name="port" value="4448"/>
</plugin>

<logger name="org.apache.log4j">
    <level value="warn"/>
</logger>

<root>
    <level value="debug"/>
</root>

</configuration>





Chainsaw は開始時に構成ファイルについてのプロンプトを表示します。また、
File/Load Log4J File... をクリックすることで、後で構成をロードする
こともできます。 Chainsaw の Receiver リストに XMLSocketReceiver インス
タンスがロードされているのが見られるはずです。それはポート 4448 で構
成されて、ログメッセージを受け取る準備ができています。

これは、 Pylons スタックのログメッセージが定義済みの色でどのように見え
るかを示しています (OS X で Chainsaw を使用):

[image: _images/Pylons_Stack-Chainsaw-OSX.png]



ログ出力設定の別のスタイル

Pylons のデフォルト ini ファイルは Python の logging モジュールのための
基本構成を含んでいます。 そのフォーマットは標準 Python logging
モジュールの 設定ファイルフォーマット [http://docs.python.org/lib/logging-config-fileformat.html] に適合し
ています。より簡潔なフォーマットが好みなら、 Max Ischenko が実証したロ
グ出力設定の別のスタイルがあります。

以下の関数はアプリケーション開始時に呼ばれます (例えば、Global コンスト
ラクタ):

def setup_logging():
    logfile = config['logfile']
    if logfile == 'STDOUT': # special value, used for unit testing
        logging.basicConfig(stream=sys.stdout, level=logging.DEBUG,
               #format='%(name)s %(levelname)s %(message)s',
               #format='%(asctime)s,%(msecs)d %(levelname)s %(message)s',
               format='%(asctime)s,%(msecs)d %(name)s %(levelname)s %(message)s',
               datefmt='%H:%M:%S')
    else:
        logdir = os.path.dirname(os.path.abspath(logfile))
        if not os.path.exists(logdir):
            os.makedirs(logdir)
        logging.basicConfig(filename=logfile, mode='at+',
             level=logging.DEBUG,
             format='%(asctime)s,%(msecs)d %(name)s %(levelname)s %(message)s',
             datefmt='%Y-%b-%d %H:%M:%S')
    setup_thirdparty_logging()





setup_thirdparty_logging 関数は、アプリケーション .ini ファイルから
特定の logger (モジュール) に logging レベルを指定するキーを検索します。

def setup_thirdparty_logging():
    for key in config:
        if not key.endswith('logging'):
            continue
        value = config.get(key)
        key = key.rstrip('.logging')
        loglevel = logging.getLevelName(value)
        log.info('Set %s logging for %s', logging.getLevelName(loglevel), key)
        logging.getLogger(key).setLevel(loglevel)





.ini ファイルの関連セクション (例):

sqlalchemy.logging = WARNING
sqlalchemy.orm.unitofwork.logging = INFO
sqlalchemy.engine.logging = DEBUG
sqlalchemy.orm.logging = INFO
routes.logging = WARNING





これは routes logger (そして routes.mapper などのすべての sub-logger)
が WARNING レベル以上のメッセージのみを通すことを表しています。
sqlalachemy はデフォルトで WARNING レベルですが、いくつかの logger は
デバッグを支援するためにより冗長なレベルによって構成されています。
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Helpers

helpers はテンプレートで使用することを想定した関数で、一般的な HTML と
テキスト処理、 HTML タグビルダー (それは変数を安全にエスケープする) の
ようなより高レベルの構築、およびデータセットのページングのような高度な
機能性を補助します。

Pylons で利用可能な helpers の大部分は webhelpers パッケージによっ
て提供されます。また、これらの helpers のいくつかは、テンプレートの中で
他の helpers によって使われるデータを準備するため、コントローラでも使用
されます。例えば authenticate_form() に
対応する secure_form_tag() 関数などです。

個々の helpers をテンプレートの中で h の下で使えるように、適切
な関数が lib/helpers.py でインポートされる必要があります。そう
すると、このファイルで利用可能なすべての関数が、他のモジュール参照と全
く同じように h の下で利用可能です。

lib/helpers.py モジュールをカスタマイズすることで、テンプレート
で使うためのカスタム関数とクラスをすぐに加えることができます。

ヘルパー関数はテーマ別にモジュールに組織化されます。 webhelpers 直
下のいくつかのサードパーティー製のモジュールを除き、すべての HTML ジェ
ネレータは webhelpers_html パッケージの下にあります。 webhelpers モ
ジュールは別にドキュメント化されます。 webhelpers を参照してくだ
さい。


ページング


Note

paginate モジュールは、 Webhelpers パッケージの以前のバージョンで
提供されていた非推奨 (deprecated) の pagination モジュールとは互
換性がありません。




paginator の目的

SQL クエリの結果のような多量のデータを表示する場合、通常すべての結果を
1 ページに表示できるわけではありません。 それは単純にあまりに多いでしょ
う。 そこで、データをより小さな塊に分割します。 これは paginator が行う
ことです。 それは一度に 1 ページ分のデータの塊を表示します。例えば、
Web を通して会社の電話帳を提供していて、ユーザにエントリを検索させるこ
とを想像してください。検索結果が 23 のエントリを含むと仮定します。 あな
たは 1 ページあたり 10 未満のエントリを表示すると決めることができます。
最初のページはエントリ 1-10 、 2 番目は 11-20 、そして 3 番目は 21-23
を含んでいます。 そして、ユーザが利用可能なページを切り換えることができ
る Page 1 of 3: [1] 2 3 のようなナビゲーション要素を表示します。




Page クラス

webhelpers パッケージはこのために使用できる paginate モジュー
ルを提供します。 それは簡単な Python リストに加えて SQLAlchemy のクエリ
と select オブジェクトからページを作成することができます。そのモジュー
ルは、より大きな結果セットからの 1 ページ分のアイテムを表現する
Page オブジェクトを提供します。 そのような Page は主にそのペー
ジのアイテムのリストのように振る舞います。上記の、 23 アイテムが 3 ペー
ジに分割された例を挙げましょう:

# Create a list of items from 1 to 23
>>> items = range(1,24)

# Import the paginate module
>>> import webhelpers.paginate

# Create a Page object from the 'items' for the second page
>>> page2 = webhelpers.paginate.Page(items, page=2, items_per_page=10)

# The Page object can be printed (__repr__) to show details on the page
>>> page2

    Page:
    Collection type:  <type 'list'>
    (Current) page:   2
    First item:       11
    Last item:        20
    First page:       1
    Last page:        3
    Previous page:    1
    Next page:        3
    Items per page:   10
    Number of items:  23
    Number of pages:  3

# Show the items on this page
>>> list(page2)

    [11, 12, 13, 14, 15, 16, 17, 18, 19, 20]

# Print the items in a for loop
>>> for i in page2: print "This is entry", i

    This is entry 11
    This is entry 12
    This is entry 13
    This is entry 14
    This is entry 15
    This is entry 16
    This is entry 17
    This is entry 18
    This is entry 19
    This is entry 20





Page オブジェクトを呼び出すためのさらなるパラメタがあります。
webhelpers.paginate.Page を見てください。


Note

ページ番号とアイテム番号は 1 から始まります。インデックスによってペー
ジアイテムにアクセスしているなら、最初のアイテムは item[0] では
なく item[1] であることに注意してください。






pager を使用してページを切り替える

ユーザは他のページに移動する方法を必要とします。 これは通常、 Page 3
of 41 - 1 2 [3] 4 5 .. 41 のようなリンクのリストによって実現されます。
そのようなリストは Page の pager() メソッ
ドで作成できます。 もう一度上記の例を見てください:

>>> page2.pager()

    <a class="pager_link" href="/content?page=1">1</a>
    <span class="pager_curpage">2</span>
    <a class="pager_link" href="/content?page=3">3</a>





HTML タグがなければ、それは 1 [2] 3 のように見えます。それらのリン
クは各ページが見つかる URL を指しています。そして、現在のページ (2) は
強調されています。

pager の見た目はカスタマイズできます。デフォルトではフォーマット文字列
は ~2~ で、現在のページから最大半径 2 の隣接するページを表示するこ
とを意味します。より大きなセットでは、これは 1 .. 34 35 [36] 37 38
.. 176 のように表示されるでしょう。半径 2 は、現在のページ 36 の前後
に 2 ページが表示されることを意味します。

フォーマット文字列でいくつかの特別な変数を使用できます。 全リストについ
ては pager() を見てください。 20 ページ
のうち現在 10ページ目を表示している pager のいくつかの例:

>>> page.pager()

    1 .. 8 9 [10] 11 12 .. 20

>>> page.pager('~4~')

    1 .. 6 7 8 9 [10] 11 12 13 14 .. 20

>>> page.pager('Page $page of $page_count - ~3~')

    Page 10 of 20 - 1 .. 7 8 9 [10] 11 12 13 .. 20

>>> page.pager('$link_previous $link_next ~2~')

    < > 1 .. 8 9 [10] 11 12 .. 20

>>> page.pager('Items $first_item - $last_item / ~2~')

    Items 91 - 100 / 1 .. 8 9 [10] 11 12 .. 20








SQLAlchemy query に対するページング

ページのデータが SQLAlchemy を通してデータベースからやって来たものなら、
paginate モジュールは直接 query オブジェクトにアクセスできます。
これは ORM にマッピングされたモデルを使用するときに便利です。 例:

>>> employee_query = Session.query(Employee)
>>> page2 = webhelpers.paginate.Page(
        employee_query,
        page=2,
        items_per_page=10)
>>> for employee in page2: print employee.first_name

    John
    Jack
    Joseph
    Kay
    Lars
    Lynn
    Pamela
    Sandra
    Thomas
    Tim





paginate モジュールは十分賢いので、このページで必要なオブジェクトだけ
をデータベースに問い合わせることができます。例えば、 1 ページがアイテム
11-20 から成る場合、 SQLAlchemy は実際の SQL クエリにおいて LIMIT と
OFFSET を通してまさにその 10 列を取得するように依頼されるでしょう。
そのため、完全な結果セットをメモリに読み込んでからそれを渡してはいけま
せん。 Page を作成するときには代わりにいつも query を渡してください。




SQLAlchemy select に対するページング

また、 SQLAlchemy はデータベースのテーブルに対する任意の SELECT 文を実
行することが可能です。これは非 ORM クエリに便利です。 paginate はその
ような select オブジェクトも使用できます。 例:

>>> selection = sqlalchemy.select([Employee.c.first_name])
>>> page2 = webhelpers.paginate.Page(
        selection,
        page=2,
        items_per_page=10,
        sqlalchemy_session=model.Session)
>>> for first_name in page2: print first_name

    John
    Jack
    Joseph
    Kay
    Lars
    Lynn
    Pamela
    Sandra
    Thomas
    Tim





SQLAlchemy query オブジェクトを使用することとの唯一の違いは、
sqlalchemy_session パラメタで SQLAlchemy session を渡す必要がある
ということです。 素の select は割り当てられたデータベース接続を持っ
ていません。 しかし、セッションは持っています。




Pylons コントローラとテンプレートにおける使用法

始めるための簡単な例。

Controller:

def list(self):
    c.employees = webhelpers.paginate.Page(
        model.Session.query(model.Employee),
        page = int(request.params['page']),
        items_per_page = 5)
    return render('/employees/list.mako')





Template:

${c.employees.pager('Page $page: $link_previous $link_next ~4~')}
<ul>
% for employee in c.employees:
    <li>${employee.first_name} ${employee.last_name}</li>
% endfor
</ul>





pager() は以前の URL へのリンクを作成して、単に適切に page パラメタ
を設定します。そんなわけで、 Page を作成するときにリクエストされたペー
ジ番号 (request.params['page']) を渡す必要があります。




AJAX による部分アップデート

ページを部分的にアップデートすることは簡単です。それに必要なのは、 (完
全なページをロードする代わりに) ページングアイテムを含むページの一部を
アップデートする小さな Javascript だけです。 pager() メソッドはその
目的のために onclick パラメタを受け付けます。その値は onclick
パラメタとして A-HREF タグに追加されます。それで、 href パラメタは
完全なページをロードする URL を指す一方、 onclick パラメタが部分的
なページをロードする Javascript を提供します。例 (簡単のために jQuery
Javascript ライブラリを使用します) は、その説明の助けになるでしょう。

Controller:

def list(self):
    c.employees = webhelpers.paginate.Page(
        model.Session.query(model.Employee),
        page = int(request.params['page']),
        items_per_page = 5)
    if 'partial' in request.params:
        # Render the partial page
        return render('/employees/list-partial.mako')
    else:
        # Render the full page
        return render('/employees/list-full.mako')





Template list-full.mako:

<html>
    <head>
        ${webhelpers.html.tags.javascript_link('/public/jQuery.js')}
    </head>
    <body>
        <div id="page-area">
            <%include file="list-partial.mako"/>
        </div>
    </body>
</html>





Template list-partial.mako:

${c.employees.pager(
    'Page $page: $link_previous $link_next ~4~',
    onclick="$('#my-page-area').load('%s'); return false;")}
<ul>
% for employee in c.employees:
    <li>${employee.first_name} ${employee.last_name}</li>
% endfor
</ul>





テンプレートのコードが重複するのを避けるため、完全なテンプレートは部分
的なテンプレートを include しています。 部分的なページロードがリクエス
トされるなら、 list-partial.mako だけがレンダリングされます。 また、
全ページロードがリクエストされるなら、 list-partial.mako がレンダリ
ングされ、それが今度は list-full.mako を include します。

onclick 文字列中の %s 変数は、それぞれのページを示す URL に
partial=1 が加えられたものと置き換えられます (パラメタの名前は
partial_param パラメタを通してカスタマイズできます)。 例:


	href パラメータは /employees/list?page=3 を指す

	onclick パラメータは /employees/list?page=3&partial=1 をロー
ドする Javascript を含む



ある DOM オブジェクト (例えば、 DIV) に URL をロードする jQuery の構文
は単に以下の通りです:

$('#some-id').load('/the/url')





このテクニックの利点は優雅に退行 (degrade) するということです。もしユー
ザが Javascript を有効にしていなければ全ページがロードされます。そして、
Javascript が動作しているなら onclick 動作で部分ロードが行われます。






Secure Form Tag Helpers

クロスサイトリクエストフォージェリ (CSRF) 攻撃防止のために。

destined のウェブアプリによって検証されるクライアント固有の権限トークン
を含むフォームタグを生成します。

権限トークンはクライアントのセッションの中に保存されます。 そして、ウェ
ブアプリはリクエストの送信された権限トークンをクライアントのセッション
の中にある値と共に検証することができます。

これは、リクエストが元のページから来たことを保証します。詳しい情報に関
しては wikipedia の クロスサイトリクエストフォージェリ [http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%82%B9%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%AF%E3%82%A8%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%AA] の項を見てく
ださい。

Pylons はコントローラに代わってこの検証を行う authenticate_form デ
コレータを提供します。

これらの helpers は Pylons の session オブジェクトに依存しています。
それらの大部分は、API 呼び出しを変えることによって別のフレームワークに
容易に移植できます。

それらの helpers は、 AJAX 呼び出しに helpers を使用するなら開発者が簡
単に自身の helpers を作成できるような方法で実装されています。
(訳注: この段落が前後の段落とどうつながるのかちょっと分からない)

authentication_token() は現在の認証トークンを返します。まだ存在し
ていないなら、認証トークンを 1 つ作成して、それをセッションの中に保存し
ます。

auth_token_hidden_field() は認証トークンを含む hidden フィールド
を作成します。

secure_form() は form() + auth_token_hidden_field()
です。
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フォーム


基本

ユーザがウェブサイトのフォームを送信すると、 <form> タグの action
属性で指定された URL にデータが送信されます。データは <form> タグの
method 属性によって指定された HTTP GET または POST によって送信さ
れます。フォームに action が指定されていなければ、それは現在の URL に
送信されます。一般に action を指定した方が良いでしょう。また、
<input type=”file” name=”file” /> のようなファイルアップロードフィー
ルドが存在している場合、 HTML <form> タグで
enctype=”multipart/form-data” を指定しなければならず、 method は
POST でなければなりません。




Getting Started

このような 2 つのアクションを加えてください:

# in the controller

def form(self):
    return render('/form.mako')

def email(self):
    return 'Your email is: %s' % request.params['email']





templates ディレクトリに以下の内容で form.mako という名前の新しいテ
ンプレートを加えてください:

<form name="test" method="GET" action="/hello/email">
Email Address: <input type="text" name="email" />
<input type="submit" name="submit" value="Submit" />
</form>





サーバが実行されているなら (Getting Started Guide を参照)、 http://localhost:5000/hello/form を訪問す
ることができて、フォームが表示されるでしょう。 E メールアドレス
test@example.com を入力して、 Submit をクリックしてみてください。URL
は http://localhost:5000/hello/email?email=test%40example.com に変
化して、テキスト Your email is test@example.com が見られるはずです。

Pylons では、すべてのフォーム変数は辞書のように振る舞う
request.params オブジェクトからアクセスできます。 そのキーは
フォームのフィールドの名前で、値はすべての文字実体がデコードされた文字
列です。 例えば、 @ 文字列はブラウザによって URL の中で %40 に変換
されている一方、 request.params の中ではすぐに使用できるように
元に戻されていることに注意してください。


Note

request と response は WebOb ライブラリのオブジェクトです。そ
の属性とメソッドの完全なドキュメントは ここ [http://pythonpaste.org/webob/] にあります。



フォームに同じ名前を持った 2 つのフィールドがある場合、辞書インタフェー
スを使用すると、最初の文字列が返されます。 .getall() メソッドを使用す
ることによって、すべての文字列をリストとして返させることができます。 1
つの値しか期待していなくて、これを強制したいなら .getone() を使用する
べきです。これは同じ名前がある 1 つ以上の値が送信されたらエラーを発生し
ます。

デフォルトでは、値のないフィールドが送信されると辞書インタフェースは空
の文字列を返します。つまり、 request.params の .get(key, default)
を使用すると、フォームに値が存在しなかった場合にだけ default が返される
ことを意味します。


POST vs GET とデータの再送信の問題

もし form.mako テンプレートで method を POST に変えて例を再実行する
と、同じメッセージがこれまでと同様に表示されるのを見るでしょう。 しかし、
ブラウザで表示された URL は、クエリ文字列のないただの
http://localhost:5000/hello/email です。データは URL の代わりにリクエス
トのボディーで送られますが、Pylons はそれを GET リクエストの場合と同様
request.params を使用して参照できるようにします。


Note

パスワードフィールドを含むフォームを書く場合、パスワードがユーザの
画面を見ているかもしれない誰かの目に入るのを防ぐのに、通常は POST
を使用するべきです。



フォームベースのアプリケーションを書いていると、時折ユーザがフォームを
送信した直後に再読み込みを押すことがわかるでしょう。これには、最初に
フォームが送信されたときに実行されたあらゆるアクションが繰り返されると
いう効果がありますが、ユーザはしばしば現在のページが再表示されると予想
するでしょう。フォームが POST によって送信されたなら、ほとんどのブラウ
ザがユーザにデータを再送信するかどうかを尋ねるメッセージを表示します。
これは GET を使った場合には起こらないので、この点で POST は GET より望
ましいです。

もちろん、この問題を解決する最も良い方法は、異なるやり方でコードを構造
化することです:

# in the controller

def form(self):
    return render('/form.mako')

def email(self):
    # Code to perform some action based on the form data
    # ...
    redirect_to(action='result')

def result(self):
    return 'Your data was successfully submitted'





この場合、いったんフォームが送信されるとデータが保存されて HTTP リダイ
レクトが起こり、ブラウザが http://localhost:5000/hello/result にリダイ
レクトされます。次にユーザがページを再読み込みすると、それはアクション
を再実行する代わりに単にメッセージを再度表示します。






helpers を使う

また、フォームを作成するのに WebHelpers を使用することができます。それ
は Pylons に付属しています。これは前のセクションで作成したのと同じフォー
ムですが、今回は helpers を使用しています:

${h.form(h.url(action='email'), method='get')}
Email Address: ${h.text('email')}
${h.submit('Submit')}
${h.end_form()}





これをする前に、使用したい helper をプロジェクトの lib/helpers.py ファ
イルの中にインポートする必要があるでしょう。そうすれば、それらは
Pylons の h グローバル変数の下で利用可能になります。 ほとんどのプロ
ジェクトでは少なくともこれらをインポートするとよいでしょう:

from webhelpers.html import escape, HTML, literal, url_escape
from webhelpers.html.tags import *





他にもテキスト整形やコンテナーオブジェクト、統計、および巨大なクエリ結
果をページに分割するための多くの helper があります。 WebHelpers
のドキュメント を見て、あなたが必要とする helper を選んで
ください。




ファイルアップロード

ファイルアップロードフィールドは、入力フィールドのタイプ file を使用
することによって作成されます。 file_field ヘルパーは、これらのフォー
ムフィールドを作成するための近道を提供します:

${h.file_field('myfile')}





HTML フォームはブラウザがファイルをアップロードできるように enctype
属性を multipart/form-data に設定しなければなりません。 form ヘルパー
の multipart キーワード引数は、適切な enctype 値を設定するための近
道を提供します:

${h.form(h.url(action='upload'), multipart=True)}
Upload file: ${h.file_field('myfile')} <br />
File description: ${h.text_field('description')} <br />
${h.submit('Submit')}
${h.end_form()}





ファイルアップロードが成功したとき、 request.POST (または
request.params) MultiDict は、フィールドの値として
cgi.FieldStorage オブジェクトを含むでしょう。

FieldStorage オブジェクトには、ファイルアップロードのための3つの重要
な属性があります:

filename


アップロードしたユーザのファイルシステム上での、アップロードされた
ファイルの名前


file


ファイルのデータを読むことができる file(-like) オブジェクト:
Python tempfile か StringIO オブジェクト。


value


事前にファイルオブジェクトから直接読み込まれた、アップロードされた
ファイルの中身


ファイルのデータへアクセスする最も簡単な方法は value 属性を使用するこ
とです: それは文字列としてファイル全体の内容を返します:

def upload(self):
    myfile = request.POST['myfile']
    return 'Successfully uploaded: %s, size: %i, description: %s' % \
        (myfile.filename, len(myfile.value), request.POST['description'])





しかしながら、特に大きなファイルのアップロードでは、メモリからファイル
の全体のコンテンツを読み取ることは望ましくありません。ファイルアップロー
ドの一般的な取り扱い手段は、ファイルをファイルシステムのどこかに保存す
ることです。 FieldStorage は通常ファイルをファイルシステムへ読み込み
ますが、それは Python tempfile オブジェクトを通して非永久的な位置に保
存されます (非常に小さいアップロードに対しては、代わりに StringIO オ
ブジェクトが使われることもあります)。

Python tempfiles は、 close されるとき (ガベージコレクションによって
暗黙的に close される場合を含む) に自動的に破壊される、 secure なファイ
ルオブジェクトです。それらのセキュリティ機能の 1 つは、それらのパスが決
定できないということです: tempfile のパスからは単純な os.rename が
できません。代わりに、 shutil.copyfileobj はファイルデータを永久的な
位置へ効率的にコピーすることができます:

permanent_store = '/uploads/'

class Uploader(BaseController):
    def upload(self):
        myfile = request.POST['myfile']
        permanent_file = open(os.path.join(permanent_store,
                                myfile.filename.lstrip(os.sep)),
                                'w')

    shutil.copyfileobj(myfile.file, permanent_file)
    myfile.file.close()
    permanent_file.close()

    return 'Successfully uploaded: %s, description: %s' % \
        (myfile.filename, request.POST['description'])






Warning

前の基本的な例では、ファイルをアップロードするユーザは
permanent_store ディレクトリ内でウェブアプリケーションがパーミッ
ションを持っているあらゆるファイルを上書きすることができます。



また、ここで myfile.filename.lstrip(os.sep) を使用していることに注意
してください: それがなければ、 os.path.join は危険です。
os.path.join は (os.sep で始まる) 絶対パスを join しません。つまり、
os.path.join(‘/uploads/’, ‘/uploaded_file.txt’) ==
‘/uploaded_file.txt’ です。ユーザが送信したデータを os.path.join と
共に使用する場合、常にチェックして下さい。




FormEncode を使用してユーザの入力をバリデーションする


簡単な方法

これまでのところ、フォームにどんな値でも入力することができます。そして、
有効な E メールアドレスではなかったとしても、それをメッセージに表示する
でしょう。多くの場合、ユーザの入力に対してバリデーションを行う必要があ
るので、これは許容できません。 Pylons でフォームのバリデーションを行う
ためのお勧めのツールは FormEncode [http://www.formencode.org] です。

また、作成した各フォームのためにバリデーションスキーマを作成します。今
の場合、これはかなり簡単です:

import formencode

class EmailForm(formencode.Schema):
    allow_extra_fields = True
    filter_extra_fields = True
    email = formencode.validators.Email(not_empty=True)






Note

通常、フォームのスキーマを一緒にしておいて、スキーマを更新するため
の単一の場所を持つことを勧めます。新しいフォームスキーマを既存のも
のの上に作ることができるので、それは継承にも便利です。フォームを
models/form.py ファイルに入れるなら、この例ではコントローラ中で
model.form.EmailForm として容易にそれらを使用できます。



このフォームには、実際に 2 つのフィールド、メールテキストフィールドと送
信ボタンがあります。余分なフィールドが送信された場合 FormEncode のデフォ
ルトの振舞いではフォームが無効とみなされるので、 allow_extra_fields =
True を指定します。また、余分なフィールドの値を使用したいとは思わない
ので、 filter_extra_fields = True を指定します。 最後の行は、メール
フィールドが Email() バリデータでバリデーションされるべきであると指定
します。 また、バリデータを作成する際に、メールフィールドが入力を必要と
するように not_empty=True を指定します。

Pylons は簡単に使える validate デコレータを含んでいます。それを使用し
たければ、このように lib/base.py でそれをインポートしてください:

# other imports

from pylons.decorators import validate





コントローラでそれを使用するのはとても簡単です:

# in the controller

def form(self):
    return render('/form.mako')

@validate(schema=EmailForm(), form='form')
def email(self):
    return 'Your email is: %s' % self.form_result.get('email')





バリデーションは POST リクエストのときにだけ起こります。そのため、フォー
ム定義を変更して method を POST にする必要があります:

${h.form(h.url(action='email'), method='post')}





バリデーションが成功すると、バリデーション結果の辞書がアクションで使用
できるように self.form_result として保存されます。 さもなければ、アク
ションはまるでそれが form で指定されたコントローラアクションへの GET
リクエストであるかのように再実行されるでしょう。そして、その出力は、
FormEncode の htmlfill によってフォームフィールドエラーが埋め込まれます。
簡単なケースでは、テンプレートに (存在しているなら) エラーメッセージを
表示するためのコードを書かなくても済むので、これは本当に便利です。

これは上記の例とまさに同じことをします。しかし、それはオリジナルのフォー
ム定義と共に動いています。 validate デコレータは formencode.htmlfill
を使用して HTML フィールドを見つけて、それらを元々送信された値に置き換
えているので、事実上 HTML フォームがどのように生成されたかにかかわらず、
それはどんなフォームとも共に動くでしょう。


Note

Python 2.3 はデコレータをサポートしていません。そのため、
@validate() 構文を使用する代わりに email =
validate(schema=EmailForm(), form=’form’)(email) を email 関数の宣
言の後に置く必要があります。






長い方法

validate デコレータは作業の一部を隠します。そして、必要に応じて隠され
た FormEncode の能力に直接アクセスする必要があるかもしれません。

これは EmailForm スキーマを使用するもっと長い方法です:

# in the controller

def email(self):
    schema = EmailForm()
    try:
        form_result = schema.to_python(request.params)
    except formencode.validators.Invalid, error:
        return 'Invalid: %s' % error
    else:
        return 'Your email is: %s' % form_result.get('email')





入力された値が有効なら、スキーマの to_python() メソッドはバリデーショ
ンと型変換 (coerce) された form_result の辞書を返します。 これは、
form_result 辞書が期待するデータ型に対して有効で正しい Python オブジェ
クトである値を含んでいることを信用できることを意味します。

この場合 E メールアドレスが文字列なので、 request.params[‘email’] は
たまたま form_result[‘email’] と同じです。 もしフォームが年齢フィール
ドを含んでいて、 formencode.validators.Int() バリデータを使用したなら、
年齢に対する form_result の値は正しい型になるでしょう。この場合は
Python 整数型です。

FormEncode は役に立つバリデータのセットを含んでいますが、独自のバリ
データを作成することも容易にできます。 独自のバリデータを作成する場
合、 FormEncode のすべての schemas の .to_python() メソッドが
state という2番目の引数を取るのが非常に役に立つことがわかるでしょ
う。これは、バリデータが特定のフィールドをバリデーションするために
必要とするどんな変数も c オブジェクトの属性として設定できるように、
Pylons c オブジェクトをバリデータに渡すことができることを意味しま
す。そして、以下のようにそれを c オブジェクトとしてスキーマに渡す
ことができます:

c.domain = 'example.com'
form_result = schema.to_python(request.params, c)





スキーマは c を各バリデータに順番に渡すので、このようなことができます:

class SimpleEmail(formencode.validators.Email):
    def _to_python(self, value, c):
        if not value.endswith(c.domain):
            raise formencode.validators.Invalid(
                'Email addresses must end in: %s' % \
                    c.domain, value, c)
        return formencode.validators.Email._to_python(self, value, c)





これが動作するように、定義済みの EmailForm スキーマを新しい
SimpleEmail バリデータを使用するように変えてください。言い換えれば、

email = formencode.validators.Email(not_empty=True)
# becomes:
email = SimpleEmail(not_empty=True)





実際には、有効な E メールアドレスを入力しなかった場合に得られる
invalid エラーメッセージはそれほど役に立ちません。入力された値と生成さ
れたエラーメッセージが入ったフォームを再表示したいと思うでしょう。次の
行を、

return 'Invalid: %s' % error





以下のように置き換えてください:

c.form_result = error.value
c.form_errors = error.error_dict or {}
return render('/form.mako')





次に、 form.mako にいくつかの修正をする必要があります。このようにして
ください:

${h.form(h.url(action='email'), method='get')}

% if c.form_errors:
<h2>Please correct the errors</h2>
% else:
<h2>Enter Email Address</h2>
% endif

% if c.form_errors:
Email Address: ${h.text_field('email', value=c.form_result['email'] or '')}
<p>${c.form_errors['email']}</p>
% else:
Email Address: ${h.text_field('email')}
% endif

${h.submit('Submit')}
${h.end_form()}





これで、フォームが無効なときに form.mako テンプレートはエラーメッセー
ジと共に再レンダリングされます。






その他のフォームツール

大量のフォームを作成するつもりなら、フォームの作成を補助するために
FormBuild [http://formbuild.org] を使用することを検討すると良いかも
しれません。 FormBuild を使用するためには、カスタム Form オブジェクトを
作成します。そして、そのオブジェクトを使用してすべてのフォームを作成し
てください。そうすると、カスタム Form の定義を変更することによって、
フォームテンプレートを少しも変更する必要なく、カスタム Form を使って構
築されたすべてのフォームの生成と使用のあらゆる側面を API を使用して変更
することができます。

これは、コントローラでフォーム送信を扱うのに FormBuild をどのように使用
するかに関する 1 つの例です:

# in the controller

def form(self):
    results, errors, response = formbuild.handle(
        schema=Schema(), # Your FormEncode schema for the form
                         # to be validated
        template='form.mako', # The template containg the code
                              # that builds your form
        form=Form # The FormBuild Form definition you wish to use
    )
    if response:
        # The form validation failed so re-display
        # the form with the auto-generted response
        # containing submitted values and errors or
        # do something with the errors
        return response
    else:
        # The form validated, do something useful with results.
        ...





すべての特徴の完全なドキュメンテーションは FormBuild manual [http://formbuild.org/manual.html] にあります。それを読んだら、次は
Using FormBuild in Pylons [http://formbuild.org/pylons.html] を見る
とよいでしょう。

将来的には、 Pylons はもうすぐ TurboGears ウィジェットシステムを使用で
きるようになりそうです。それはおそらく Pylons でフォームを構築するお勧
めの方法になるでしょう。
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国際化とローカライズ


はじめに

国際化とローカライズは、ソフトウェアを非ネイティブの環境、特に他の国や
文化のために適合させる手段です。

ローカライズが必要なアプリケーションの部分は以下のようなものがあります:


	言語

	日付/時間の形式

	数の形式、例えば小数点やセパレータの位置、セパレータとして使用される文字

	タイムゾーン (国際化環境では UTC)

	通貨

	重さと長さ



国際化とローカライズの区別は微妙ですが、重要です。国際化とは潜在的にあ
らゆる場所で使用できるように製品を適合させることです。一方、ローカライ
ズは特定のロケールで使用するための特別な機能追加です。

例えば、ソフトウェアで使用される言語に関して、国際化は翻訳が必要になる
可能性のあるすべての文字列に印をつけるプロセスであり、ローカライズは特
定のロケールのための翻訳を行うプロセスです。

Pylons は言語を国際化することを可能にする標準サポートを提供しますが、ア
プリケーションに特有の国際化の他の側面はすべてあなたに任されています。


Note

国際化はしばしば I18N (または i18n, I18n) と省略されます。ここで
18 という数字は、省略された文字の数を表しています。同様に、ローカラ
イズはしばしば L10n または l10n と省略されます。これらの略語はまた、
2つのスペル (internationalisation か internationalization か) から
1 つを選ぶことを回避します。



複数の言語の文字を表現するためにはユニコードを使用する必要があります。
この文書では、読者がすでに Understanding Unicode を読んでいることを前提として
います。

あなたはすでに、ユニコードが何であるか、 Python でそれをどのように使用
するか、そしてアプリケーションのどの領域でユニコードデータのデコーディ
ングとエンコーディングに特別な注意を向ける必要があるかについて、よく理
解していることでしょう。

この最終章では、アプリケーションを複数の言語で動かす際の問題について見
ていきます。

Pylons は国際化のために Python gettext モジュール [http://docs.python.org/lib/module-gettext.html] を使用します。それは
GNU gettext API [http://www.gnu.org/software/gettext/] に基づいてい
ます。




Getting Started

コードのあらゆる場所で、異なる言語で利用できるようにしたい文字列を
_() 関数で囲みます。その他にも多数の翻訳関数があり、それらは
http://pylonshq.com/docs/module-pylons.i18n.translation.html の API リ
ファレンスに記載されています。


Note

_() 関数は ugettext() 関数への参照です。 _() は、翻訳す
べきテキストに印をつけるための規約であり、キーストロークを節約しま
す。 ugettext() は gettext() のユニコードバージョンです; そ
れはユニコード文字列を返します。



ここでの例では、文字列 'Hello' を英語、フランス語、スペイン語という
異なる 3 つの言語で表示したいとします。 また、デフォルトの言語で
'Hello' という言葉を表示したいと思います。 さらに、いくつかの複数形
の単語も使用します。

プロジェクト名を translate_demo としましょう:

$ paster create -t pylons translate_demo





次に hello と挨拶するフレンドリーなコントローラを追加します。

$ cd translate_demo
$ paster controller hello





controllers/hello.py を編集して、文字列 Hello が現れるすべての
場所で _() 関数を使うようにします:

import logging

from pylons.i18n import get_lang, set_lang

from translate_demo.lib.base import *

log = logging.getLogger(__name__)

class HelloController(BaseController):

    def index(self):
        response.write('Default: %s<br />' % _('Hello'))
        for lang in ['fr','en','es']:
            set_lang(lang)
        response.write("%s: %s<br />" % (get_lang(), _('Hello')))





gettext 関数で囲まれた文字列を書くとき、文の断片を手動で連結しないこと
が重要です; ある言語では文法を逆にする必要があるかもしれません。 これを
しないでください:

# BAD!
msg = _("He told her ")
msg += _("not to go outside.")





かわりにこれなら何の問題もありません:

# GOOD
msg = _("He told her not to go outside")





これでコントローラは国際化されましたが、代替の言語カタログをセットアッ
プするまで LanguageError 例外が raise されます。

GNU gettext は、翻訳フレームワークの中で 3 種類のファイルを使用します。


POT (Portable Object Template) ファイル

ローカライズプロセスの第一歩。プログラムを使用して、プロジェクトのソー
スコード全体から _() のような翻訳関数に渡されたあらゆる文字列を検索
します。このリストは、すべての翻訳の元になる、特別にフォーマットされた
テンプレートファイルの中にまとめられます。これが .pot ファイルです。




PO (Portable Object) ファイル

ローカライズプロセスにおける第 2 ステップ。 POT ファイルをテンプレート
として使用して、メッセージのリストが翻訳されて .po ファイルとして保
存されます。




MO (Machine Object) ファイル

ローカライズプロセスの最終的なステップ。 PO ファイルをプログラムで処理
することによって、最適化された機械可読なバイナリーファイルに変換します。
それが .mo ファイルです。翻訳を機械コードにコンパイルするので、ロー
カライズされたプログラムは実行中に翻訳を検索するのに比べてはるかに速く
なります。

GNU gettext は、ソースコードからメッセージを抽出したり、関連する
gettext カタログを処理したりするための、コマンドラインプログラム一式を
提供します。 Babel [http://babel.edgewall.org/] プロジェクトはこれら
のツールの pure Python による代替実装を提供します。 GNU gettext ツール
xgettext と比較すると、 Babel は Python テンプレート言語 (現在は
Mako と Genshi) からの翻訳可能な文字列の抽出をサポートしています。






Babel を使う

[image: _images/babel_logo.png]
Babel を使用するためには、最初に easy_install でインストールしなければ
なりません。次のコマンドを実行してください:

$ easy_install Babel





Pylons (0.9.6 以降) では、 setup.cfg ファイルに Babel distutils コマン
ドのための適切なデフォルト値が含まれています。

setup.py ファイルには抽出方法マッピングも含まれています。それはデフォル
トではコメントアウトされていて、 Babel がインストールされていないときに
distutils が認識できないオプションに対して警告を出さないようになってい
ます。この文書の続きを行うために、これらの行のコメントを外して有効にし
なければなりません:

message_extractors = {'translate_demo': [
        ('**.py', 'python', None),
        ('templates/**.mako', 'mako', None),
        ('public/**', 'ignore', None)]},





Babel を使って、プロジェクトの i18n ディレクトリの中の .pot ファ
イルにメッセージを抽出します。最初にディレクトリは作成しておく必要があ
ります。リビジョンコントロールシステムを使用しているなら、それにもディ
レクトリを追加するのを忘れないでください:

$ cd translate_demo
$ mkdir translate_demo/i18n
$ svn add translate_demo/i18n





次に、以下のコマンドですべてのメッセージをプロジェクトから抽出すること
ができます:

$ python setup.py extract_messages
running extract_messages
extracting messages from translate_demo/__init__.py
extracting messages from translate_demo/websetup.py
...
extracting messages from translate_demo/tests/functional/test_hello.py
writing PO template file to translate_demo/i18n/translate_demo.pot





これは i18n ディレクトリに次のような .pot ファイルを作成します:

# Translations template for translate_demo.
# Copyright (C) 2007 ORGANIZATION
# This file is distributed under the same license as the translate_demo project.
# FIRST AUTHOR <EMAIL@ADDRESS>, 2007.
#
#, fuzzy
msgid ""
msgstr ""
"Project-Id-Version: translate_demo 0.0.0\n"
"Report-Msgid-Bugs-To: EMAIL@ADDRESS\n"
"POT-Creation-Date: 2007-08-02 18:01-0700\n"
"PO-Revision-Date: YEAR-MO-DA HO:MI+ZONE\n"
"Last-Translator: FULL NAME <EMAIL@ADDRESS>\n"
"Language-Team: LANGUAGE <LL@li.org>\n"
"MIME-Version: 1.0\n"
"Content-Type: text/plain; charset=utf-8\n"
"Content-Transfer-Encoding: 8bit\n"
"Generated-By: Babel 0.9dev-r215\n"

#: translate_demo/controllers/hello.py:10 translate_demo/controllers/hello.py:13
msgid "Hello"
msgstr ""





ここで生成される .pot の詳細は、プロジェクトの setup.cfg の
extract_messages 設定を通してカスタマイズすることができます (すべて
の設定オプションについては、 Babel コマンドラインインタフェースのドキュ
メンテーション [http://babel.edgewall.org/wiki/Documentation/cmdline.html#extract]
を見てください)。

次に、スペイン語のためのカタログ (.po ファイル) を初期化します:

$ python setup.py init_catalog -l es
running init_catalog
creating catalog 'translate_demo/i18n/es/LC_MESSAGES/translate_demo.po' based on
'translate_demo/i18n/translate_demo.pot'





そうすると、 "Hello" の翻訳を加えるために、新しいスペイン語の
.po ファイルの最後の行を編集することができます:

msgid "Hello"
msgstr "¡Hola!"





最後に、アプリケーションでこれらの翻訳を利用するために .po ファイル
を .mo ファイルにコンパイルする必要があります:

$ python setup.py compile_catalog
running compile_catalog
1 of 1 messages (100%) translated in 'translate_demo/i18n/es/LC_MESSAGES/translate_demo.po'
compiling catalog 'translate_demo/i18n/es/LC_MESSAGES/translate_demo.po' to
'translate_demo/i18n/es/LC_MESSAGES/translate_demo.mo'





.pot ファイルから .po ファイルに新しいメッセージをマージするた
めに update_catalog コマンドを使うこともできます。たとえば、後で
HelloController の index メソッドの最後に以下のコードを加えたなら:

response.write('Goodbye: %s' % _('Goodbye'))





プロジェクトからメッセージを再抽出する必要があり、そのため
update_catalog コマンドを実行します:

$ python setup.py extract_messages
running extract_messages
extracting messages from translate_demo/__init__.py
extracting messages from translate_demo/websetup.py
...
extracting messages from translate_demo/tests/functional/test_hello.py
writing PO template file to translate_demo/i18n/translate_demo.pot
$ python setup.py update_catalog
running update_catalog
updating catalog 'translate_demo/i18n/es/LC_MESSAGES/translate_demo.po' based on
'translate_demo/i18n/translate_demo.pot'





それから、カタログを編集して “Goodbye” の翻訳を追加して、先ほどしたよう
に .po ファイルを再コンパイルします。

詳細については Babel ドキュメンテーション [http://babel.edgewall.org/wiki/Documentation/index.html] と GNU
Gettext マニュアル [http://www.gnu.org/software/gettext/manual/gettext.html] を見てくだ
さい。




作業に戻る

次に、 en ロケールと fr ロケールのために .mo ファイルを作成
するプロセスを繰り返す必要があります:

$ python setup.py init_catalog -l en
running init_catalog
creating catalog 'translate_demo/i18n/en/LC_MESSAGES/translate_demo.po' based on
'translate_demo/i18n/translate_demo.pot'
$ python setup.py init_catalog -l fr
running init_catalog
creating catalog 'translate_demo/i18n/fr/LC_MESSAGES/translate_demo.po' based on
'translate_demo/i18n/translate_demo.pot'





fr カタログの最後の行をこのように修正してください:

#: translate_demo/controllers/hello.py:10 translate_demo/controllers/hello.py:13
msgid "Hello"
msgstr "Bonjour"





オリジナルのメッセージはもともと英語なので、 en カタログは空白のま
まにすることができます; gettext はオリジナルへ fallback します。

これらの新しい .po ファイルを編集して、それらを .mo ファイルに
コンパイルしたら、 i18n ディレクトリには以下のファイルが含まれてい
るでしょう:

i18n/translate_demo.pot
i18n/en/LC_MESSAGES/translate_demo.po
i18n/en/LC_MESSAGES/translate_demo.mo
i18n/es/LC_MESSAGES/translate_demo.po
i18n/es/LC_MESSAGES/translate_demo.mo
i18n/fr/LC_MESSAGES/translate_demo.po
i18n/fr/LC_MESSAGES/translate_demo.mo








アプリケーションをテストする

次のコマンドでサーバを動かしてください:

$ paster serve --reload development.ini





http://localhost:5000/hello を訪問してコントローラをテストしてください。
以下の出力が見られるはずです:

Default: Hello
fr: Bonjour
en: Hello
es: ¡Hola!





コントローラで使用される言語を on the fly でセットすることができます。

たとえば、ユーザーがアプリケーションに対してどの言語で動作するかを設定
できるようにするためにこれを用いることができます。セッションオブジェク
トに値を保存することができます:

session['lang'] = 'en'
session.save()





そして、コントローラが呼び出される毎に使用する言語をセッションから読み
こみ、コントローラの __before__() メソッドでそれを設定することによっ
て、他のページでも以前設定されたのと同じ言語を維持するようにできます。

def __before__(self):
    if 'lang' in session:
        set_lang(session['lang'])





また、 Pylons は使用するデフォルト言語を設定ファイルで定義することもサ
ポートしています。 development.ini ファイルで lang 変数を望まし
いデフォルト言語に設定してください。すると、 Pylons はあらゆるリクエス
トの始めにその言語で set_lang を自動的に呼び出します。

例えば、デフォルト言語をスペイン語に設定するためには、
development.ini に lang = es を加えます:

[app:main]
use = egg:translate_demo
lang = es





サーバーを --reload オプションで動かしているなら、
development.ini ファイルを変更するとサーバーは自動的に再起動します。
そうでなければ、手動でサーバーを再起動してください。そして、今度は出力
は以下のようになります:

Default: ¡Hola!
fr: Bonjour
en: Hello
es: ¡Hola!








fallback 言語

言語カタログの中に存在しない文字列で _() が呼ばれた場合、代わりに
_() に渡された文字列が返されます。

hello コントローラの最後の行を、このように修正してください:

response.write("%s %s, %s" % (_('Hello'), _('World'), _('Hi!')))






Warning

もちろん、現実の世界においてこのように文を分割することは非常に危険
です。いくつかの文法では異なる語順を要求するかもしれないからです。



例を再び実行すると、出力はこのようになります:

Default: ¡Hola!
fr: Bonjour World!
en: Hello World!
es: ¡Hola! World!





これは文字列 'World!' に対して翻訳を用意しなかったからで、そのため
文字列自体が使われています。

Pylons も fallback 言語のためのメカニズムを提供しています。これは、ある
単語がメインの言語カタログで省略されていた場合に使われる他の言語を指定
することができるようにします。

この例では、メインの言語として fr を、fallback として es を選択
しています。

import logging

from pylons.i18n import set_lang

from translate_demo.lib.base import *

log = logging.getLogger(__name__)

class HelloController(BaseController):

    def index(self):
        set_lang(['fr', 'es'])
        return "%s %s, %s" % (_('Hello'), _('World'), _('Hi!'))





もし Hello が fr .mo ファイルの中に Bonjour として存在
し、 World が es の中にだけ Mundo として存在し、そして、カ
タログのどれも Hi! を含まないなら、多国語メッセージを得ます:
Bonjour Mundo, Hi! 。これは、フランス語とスペイン語と原語 (このケー
スでは英語がソースコードの中で定義されています) の組合せです。

set_lang を呼んだ後で pylons.i18n.add_fallback 関数によって
fallback 言語を追加することもできます。翻訳は追加された順番でテストされ
ます。


Note

fallback は set_lang(lang) を呼んだ後でリセットされます – すな
わち、 fallback は現在選択されている言語に関連付けられます。



このように fallback 使うことが特に役に立つ 1 つのケースは、
HTTP_ACCEPT_LANGUAGE ヘッダによってブラウザからリクエストされた言語
に基づいてコンテンツを表示したい場合です。一般に、ブラウザは多くの言語
を送信するので、ブラウザによって指定された順番で fallback を追加するこ
とは有用です。それによって、常に望ましい言語で単語を表示しようとし、も
し翻訳が見つけられない場合には順番に他の言語を探すことができます。
HTTP_ACCEPT_LANGUAGE ヘッダで宣言された言語は、 Pylons では
request.languages オブジェクトとして利用でき、このように使うことが
できます:

for lang in request.languages:
    add_fallback(lang)








テンプレートの翻訳

テンプレートの中でも、コードの中で行うのとまったく同じ方法で _() 関
数を使用することができます。たとえば Mako テンプレートで:

${_('Hello')}





これは設定された言語で文字列 'Hello' を表示します。

Babel は現在、 Mako と Genshi テンプレートからの gettext メッセージの抽
出をサポートしています。 Mako の抽出では、翻訳者コメントのサポートも提
供しています。 Babel は、 カスタム抽出方法プラグイン [http://babel.edgewall.org/wiki/Documentation/messages.html#writing-extraction-methods]
によって他のソースからメッセージを抽出するように拡張することができます。

Pylons (0.9.6 以降) は、 Python ソースコードと Mako テンプレートのため
の Babel 抽出マッピングを自動的に設定します。これはプロジェクトの
setup.py ファイルで定義されます:

message_extractors = {'translate_demo': [
        ('**.py', 'python', None),
        ('templates/**.mako', 'mako', None),
        ('public/**', 'ignore', None)]},





Mako の代わりに Genshi を使用しているプロジェクトでは、 Mako の行は次の
ように置き換えられるでしょう:

('templates/**.html, 'genshi', None),





詳細は、 メッセージ抽出に関する Babel の ドキュメンテーション [http://babel.edgewall.org/wiki/Documentation/messages.html#message-extraction]
を参照してください。




遅延翻訳

時々、 _() または他の関数が呼ばれるときでなく、文字列にアクセスされ
たときに翻訳を行う必要があるような状況に出くわすかもしれません。

この例を見てください:

import logging

from pylons.i18n import get_lang, set_lang

from translate_demo.lib.base import *

log = logging.getLogger(__name__)

text = _('Hello')

class HelloController(BaseController):

    def index(self):
        response.write('Default: %s<br />' % _('Hello'))
        for lang in ['fr','en','es']:
            set_lang(lang)
        response.write("%s: %s<br />" % (get_lang(), _('Hello')))
        response.write('Text: %s<br />' % text)





これを実行すると、以下の出力を得ます:

Default: Hello
['fr']: Bonjour
['en']: Good morning
['es']: Hola
Text: Hello





これは、 import の直後の関数 _('Hello') が、デフォルト言語が
en のときに呼ばれたためで、文字列が使われたときのデフォルト言語がス
ペイン語であったとしても、変数 text の値は英語の翻訳になります。

これらの状況の経験則は、リクエスト毎に実行されない状況では、翻訳関数を
使わないように努めるということです。これが可能でない状況 (おそらくレガ
シーコードや国際化をサポートしないライブラリを扱っているような場合) で
は、遅延翻訳を使う必要があります。

上の例で import 文と text への代入をこんな風に修正すれば:

from pylons.i18n import get_lang, lazy_gettext, set_lang

from helloworld.lib.base import *

log = logging.getLogger(__name__)

text = lazy_gettext('Hello')





期待する出力が得られます:

Default: Hello
['fr']: Bonjour
['en']: Good morning
['es']: Hola
Text: Hola





すべての標準的な Pylons 翻訳関数 [http://pylonshq.com/docs/module-pylons.i18n.translation.html] に遅延
バージョンが存在します。

遅延翻訳を使う場合に気をつけなければならない欠点が 1 つあります: それは
実際には文字列でありません。つまり、先ほどの例で以下のコードを使用して
いたら、エラー cannot concatenate 'str' and 'LazyString' objects で
失敗したでしょう。

response.write('Text: ' + text + '<br />')





この理由から、絶対に必要な場所でだけ遅延翻訳を使用すべきであり、本物の
文字列との操作に使用される前に str() または repr() を呼ぶことに
よって、それらが確実に文字列に変換されるようにすべきです。




Python Egg の生成

最後に、翻訳ファイルを含むプロジェクトの egg をこのように生成することが
できます:

$ python setup.py bdist_egg





setup.py は、アプリケーションを egg として配布することができるよう
に、アプリケーションが必要とする .mo 言語カタログを自動的に含めます。
これは、 setup.py ファイルの中の以下の行で行われます:

package_data={'translate_demo': ['i18n/*/LC_MESSAGES/*.mo']},








複数形

Pylons は、 ungettext() 関数も提供しています。それは複数形の単語を
国際化するために設計されており、以下のように使用することができます:

ungettext('There is %(num)d file here', 'There are %(num)d files here',
          n) % {'num': n}





GNU Gettext マニュアル [http://www.gnu.org/software/gettext/manual/gettext.html] の PO ファ
イルフォーマット [http://www.gnu.org/software/gettext/manual/html_chapter/gettext_10.html#PO-Files]
で説明されるように、複数形は .pot/.po ファイルにおいて異なった種類
のエントリーを持っています:

#: translate_demo/controllers/hello.py:12
#, python-format
msgid "There is %(num)d file here"
msgid_plural "There are %(num)d files here"
msgstr[0] ""
msgstr[1] ""





気をつけるべきことの 1 つは、他の言語の複数形は英語と同じではないという
ことです。英語には 2 種類の複数形、単数と複数しかありませんが、スロベニ
ア語には 4 つの複数形があります! これは、複数形を適切に扱うためには
ugettext を使用し なければならない ということを意味します。特に、以下
は正しく動かないでしょう:

# BAD!
if n == 1:
    msg = _("There was no dog.")
else:
    msg = _("There were no dogs.")








まとめ

このドキュメントは、ウェブアプリケーションの国際化とローカライズのため
のほんの基礎的な部分だけをカバーしています。

GNU Gettext は大規模なライブラリであり、詳しい情報を得るために GNU
Gettext マニュアルは非常に推奨されます。

Babel は CLDR (Common Locale Data Repository) へのインターフェースのサ
ポートも提供します。 CLDR は、様々なロケール表示名やローカライズされた
数、日付の形式などへのアクセスを提供しています。

Pylons の GNU gettext サポートを使用することで、アプリケーションを国際
化して、さらにローカライズすることができるでしょう。




さらに詳しく知るために

http://en.wikipedia.org/wiki/Internationalization

あらゆる誤りは遠慮なく Pylons メーリングリスト、または、著者に報告して
ください。どんな修正または明確化も感謝して受けつけます。


Note

この文書はまだ未完成です。 Pylons における国際化、ローカライズ、お
よびユニコードサポートが現在、頑健かつ柔軟であることを願っています
が、何か問題があれば喜んで聞きたいと思います。 Google Groupsの
pylons-discuss メーリングリストにメールを出して下さい。
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セッション


セッション


Note

セッションコードは大幅な書き直しが必要です。それはキャッシングにお
いてより一般的な使用パターン (たまにしかないアップデート/頻繁な読み
取り) に最適化された Beaker の Caching コンテナ API を使用していま
す。キャッシュとは異なり、セッションは一度だけロードされ、そして一
度だけ保存されます。そして同じセッションに対して複数の書き込みが同
時に起こることはめったにありません。そのため、現在のキャッシュイン
タフェースが行う過剰な、しかし必要なロックは、セッションに関しては
単なる性能の浪費です。






セッションオブジェクト


SessionObject

このセッションプロキシ/遅延作成オブジェクトは、本物のセッションオブジェ
クトへのアクセスを処理します。セッションがそれまでに使用されたことがな
ければ、セッションオブジェクトは自動的に作成されてセットアップされます。
本物のセッションオブジェクトへのアクセスを扱うのにこのようなやり方でプ
ロキシを使用するのは、リクエストの間にセッションが実際に使用されない場
合に、セッションを作成して永続的なストレージからロードするのを避けるた
めです。




CookieSession

純粋なクッキーベースのセッション。クッキーベースのセッションを使用する
際に認識されるオプションは、一般的なセッションよりわずかに制限されてい
ます。


	key


クッキーにセットされる名前。






	timeout


セッションデータがどの程度の期間有効とみなすか。これはクッキーが存
在しているかどうかにかかわらず、セッションデータがまだ有効であるか
どうかを決定するために使用されます。






	encrypt_key


セッション暗号化のために使用するキー。指定しなければセッションは暗
号化されません。






	validate_key


暗号化されたセッションに署名するために使用されるキー。






	cookie_domain


クッキーに使用するドメイン。






	secure


クッキーが SSL を通じてのみ送られるかどうか。













Beaker

beaker.session.key = wiki
beaker.session.secret = ${app_instance_secret}





Pylons にはキャッシュミドルウェアが有効な状態で付属しています。それはセッ
ションの取り扱いを提供するのと同じパッケージである Beaker [http://beaker.groovie.org] の一部です。 Beaker はいくつかの異なる種
類のキャッシュバックエンドをサポートします: メモリ, ファイルシステム,
memcached, そしてデータベースです。サポートされるデータベースパッケージ
は、 SQLite, SQLAlchemy, および Google BigTable です。

Beaker のキャッシュとセッションオプションは辞書で構成されます。


Note

Paste パッケージと共に使用する場合、 Beaker が自身のオプションと他
のアプリケーションの設定オプションを区別できるように、すべての
Beaker オプションは beaker. プリフィックスをつけるべきです。




一般的な設定オプション

設定オプションは session. または cache. プリフィックスをつける
べきです。


data_dir

Accepts: string
Default: None

キャッシュデータが保存されるデータディレクトリ。この引数が存在していな
いなら、通常の data_dir パラメータに ”./sessions” を追加したものが
使用されます。




type

Accepts: string
Default: dbm

セッションに使用されるストレージのタイプ。現在のタイプは “dbm”,
“file”, “memcached”, “database”, および “memory” です。ストレージはキャッ
シュシステムも使用する Container API を使用します。

dbm ファイルを使用する場合、各ユーザのセッションは
beaker.container.DBMNamespaceManager クラスを通してそれぞれ別
の dbm ファイルに保存されます。

‘database’ または ‘memcached’ を使用する場合、以下の対応するセクション
で文書化されるように、追加の設定オプションが必要です。

セッションオンリーには、 “cookie” タイプの追加選択があります。
それはセッションに “secret” オプションが設定されることを必要とします。






データベース設定

タイプが ‘database’ にセットされているとき、以下の追加オプションを使用
できます。


url (required)

Accepts: string (SQLAlchemy db uri [http://www.sqlalchemy.org/docs/04/dbengine.html#dbengine_establishing] と同じ書式)
Default: None

SQLAlchemy がデータベースに対して使用する書式と同様のデータベース URI 。
データベースのための適切なデータベースパッケージもインストールしなけれ
ばなりません。




table_name

Accepts: string
Default: beaker_cache

Beaker のストレージに使用するテーブル名。




optimistic

Accepts: boolean
Default: False

楽観的なセッションロックを使用します。この場合、キャッシュ値をアップデー
トするときに、バージョン番号を比較するために select が行われることに注
意してください。




sa_opts (Only for SQLAlchemy 0.3)

Accepts: dict
Default: None

SQLAlchemy のエンジンに直接渡される値の辞書。これは SQLAlchemy 0.3 に対
してのみ適切であることに注意してください。




sa.*

Accepts: 有効な SQLAlchemy 0.4 データベースオプション [http://www.sqlalchemy.org/docs/04/dbengine.html#dbengine_options]
Default: None

SQLAlchemy 0.4 以上を使用するとき、プリフィックスに sa. を持つすべ
てのオプションが SQLAlchemyデータベースエンジンに渡されます。 一般的な
パラメータは pool_size, pool_recycle などです。






memcached オプション


url (required)

Accepts: string
Default: None

url は memcached のための 単一の IP アドレスか、セミコロンで区切られた
IP アドレスのリストです。

Beaker は memcached と通信するのに py-memcached または cmemcache のどち
らかを使用できますが、 cmemcache は memcached に接続できなくなったとき
に Python を segfault させることがあることに注意してください。






セッションオプション


cookie_expires

Accepts: boolean, datetime, timedelta
Default: True

セッションクッキーの有効期限。デフォルトは “True” で、有効期限を設定し
ません (ブラウザが閉じられたときにクッキーの期限が切れます)。 “False”
値は無期限を意味します (datetime オブジェクトに格納できる最大の日時を指
定して、それを使用します)。この値は現在時刻に加算される
datetime.timedelta() オブジェクトまたは datetime.datetime() オ
ブジェクトにすることもできます。




cookie_domain

Accepts: string
Default: The entire domain name being used, including sub-domain, etc.

デフォルトでは Beaker のセッションはクッキードメインとして完全なホスト
名が設定されます。サブドメインにおいてはこの値をクッキーを有効にしたい
トップドメインに設定する必要があります。




id

Accepts: string
Default: None

このセッションのためのセッション id。 クッキーとともにセッションを使用
する場合、セッションはリクエストから自動的に値を作成、保存、取得するの
で、このパラメータは必要ありません。セッションに URL ベースの方法を使用
する場合、セッションが最初に作成されるときに id は id データメンバーか
ら取得され、次に新しい URL を出力する際に使用されます。




key

Accepts: string
Default: beaker_session_id

セッションを特定するためにクッキーのキーとして使用されるキー。これを変
えることで、いくつかの異なったアプリケーションが同じホスト名の下で異な
るセッションを持つことができます。




secret

Accepts: string
Default: None

暗号化セッション id を有効にする秘密鍵。 None でないときに、セッション
id はこの値に対して作成された MD5 署名で生成されます。

“cookie” セッションタイプで使用されると、 secret はクッキーの内容を暗号
化するために使用されます。十分にセキュアな、少なくとも 54 文字以上のラ
ンダムに生成された文字列にすべきです。




timeout

Accepts: integer
Default: None

セッションがタイムアウトするまでの秒数。セッションが timeout 秒以上ロー
ドされなかった場合、タイムアウトが起こります。






セッションオプション (クッキーベースセッションを使う場合)


encrypt_key

Accepts: string
Default: None

セッション暗号化に使用するキー。指定しなければセッションは暗号化されま
せん。これは pycryptopp や Python 2.5 の hashlib.sha256 のような強いハッ
シュスキームが利用可能である場合にだけ働きます。




validate_key

Accepts: string
Default: None

暗号化されたセッションに署名するために使用されるキー。これは secret オ
プションの代わりに使用されます。








カスタムミドルウェア

カスタムミドルウェアをどのレイヤーに置くかを決める際には注意が必要です。
多くの場合、ミドルウェアは Pylons WSGI アプリケーションインスタンスと
Routes ミドルウェアの間に置かれるべきです。しかし、ミドルウェアがセッショ
ンオブジェクトやルーティングが扱われるより 前で 実行する必要があるな
ら:

# Routing/Session/Cache Middleware
app = RoutesMiddleware(app, config['routes.map'])
app = SessionMiddleware(app, config)

# MyMiddleware can only see the cache object, nothing *above* here
app = MyMiddleware(app)

app = CacheMiddleware(app, config)





Session, Routes, Cache ミドルウェアなどのいくつかの Pylons
ミドルウェア層は、単に environ 辞書にオブジェクトを加えるか、またはレ
スポンスに HTTP ヘッダを加えるだけです (例えば Session ミドルウェアはセッ
ションクッキーヘッダーを加えます)。一方、 Status Code Redirect や
Error Handler は、リクエスト全体を完全に横取りして、そのレスポンス
を変えるかもしれません。




db に保持されたセッションの bulk 削除

Session のための db スキーマは、各セッションについて「最後にアクセスさ
れた時間」を格納します。これによって、簡単な SQL コマンドを使用すること
で期限切れのセッションの bulk 削除が可能になります。 SQL コマンドは毎日
実行され、「最後にアクセスされた」タイムスタンプが 2 日より前 (あるいは
その他の任意の条件で) 期限切れのセッションをクリアします。




国際化に Session を使用する

コントローラで使用される言語を動的に (on the fly) 設定する方法。

例えばこれを使えば、ユーザがアプリケーションをどの言語で動かしたいか
設定できるようになります。セッションオブジェクトに値を保存してください:

session['lang'] = 'en'
session.save()





そうすると、各コントローラが呼び出された時にコントローラの
__before__() メソッドでセッションから言語を読み込んで設定することに
よって、継続して設定された言語でページが表示されるようになります。

def __before__(self):
    if 'lang' in session:
        set_lang(session['lang'])








Secure Form で Session を使用する

権限トークンはクライアントのセッションに格納されます。そして、ウェブア
プリは、送信されたリクエストの権限トークンをクライアントのセッションに
保存された値に対して検証することができます。

これはリクエストが originating ページから来たことを保証します。 クロス
サイト・リクエスト・フォージュリ [http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AF%E3%83%AD%E3%82%B9%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%AF%E3%82%A8%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%82%A7%E3%83%AA] に関して詳しい情報は wikipedia のエ
ントリーを見てください。

Pylons はコントローラに代わってこの検証を行う authenticate_form デ
コレータを提供しています。

これらの helpers は Pylons の session オブジェクトに依存しています。
それらの大部分は、 API 呼び出しを変えることによって容易に別のフレームワー
クに移植できるでしょう。




クッキーを使用しないセッションの hack

(From a paste #441 [http://pylonshq.com/pasties/441] baked by Ben Bangert)

dev.ini ファイルでセッションにクッキーを使用しないように設定してください。

beaker.session.use_cookies = False





そしてコントローラアクションの中で mode d’emploi (使用法、取扱説明書)
としてこのようにします:

from beaker.session import Session as BeakerSession

# Get the actual session object through the global proxy
real_session = session._get_current_obj()

# Duplicate the session init options to avoid screwing up other sessions in
# other threads
params = real_session.__dict__['_params']

# Now set the id param used to make a session to our session maker,
# if id is None, a new id will be made automatically
params['id'] = find_id_func()
real_session.__dict__['_sess'] = BeakerSession({}, **params)

# Now we can use the session as usual
session['fred'] = 42
session.save()

# At the end, we need to see if the session was used and handle its id
if session.is_new:
    # do something with session.id to make sure its around next time
    pass








(Beaker) ミドルウェアを composite app と共に使用する

呼び出された WSGI アプリケーションが共通のセッション管理ユーティリティ
を共有するのを許可する方法。

(From a paste #616 [http://pylonshq.com/pasties/616] baked by Mark Luffel)

# Here's an example of configuring multiple apps to use a common
# middleware filter
# The [app:home] section is a standard pylons app
# The ``/servicebroker`` and ``/proxy`` apps both want to be able
# to use the same session management

[server:main]
use = egg:Paste#http
host = 0.0.0.0
port = 5000

[filter-app:main]
use = egg:Beaker#beaker_session
next = sessioned
beaker.session.key = my_project_key
beaker.session.secret = i_wear_two_layers_of_socks

[composite:sessioned]
use = egg:Paste#urlmap
/ = home
/servicebroker = servicebroker
/proxy = cross_domain_proxy

[app:servicebroker]
use = egg:Appcelerator#service_broker

[app:cross_domain_proxy]
use = egg:Appcelerator#cross_domain_proxy

[app:home]
use = egg:my_project
full_stack = true
cache_dir = %(here)s/data








SA マップされたオブジェクトを Beaker セッションに保存する

pylons-discuss Google グループの議論から:

> I wouldn't expect a SA object to be serializable.  It just doesn't
> make sense to me.  I don't even want to think about complications with
> the database and ACID, nor do I want to consider the scalability
> concerns (the SA object should be tied to a particular SA session,
> right?).

(直訳)
私は SA オブジェクトがシリアライズ可能とは思っていません。それは単
に私には理解できません。私はデータベースと ACID の複雑さについて考
えたくありませんし、スケーラビリティについても関心を持ちたくありま
せん。 (SA オブジェクトは特定の SA セッションに結びつけられるべきで
すよね?)





SA オブジェクトはシリアライズ可能です。 (assign_mapper() を使って
いない場合。それは __getstate__() を定義しないと物事を複雑にします)

上記のエラーは entity が元のセッションから detach されていないことが原
因です。シリアライズする際は、オブジェクトを手動で適切なセッションの間
を往復させなければなりません。

シリアライズしたオブジェクトを SA Session に戻すには、以下の 3 通りの方
法があります:


	__getstate__() を持っているマップされたクラスは desired プロパ
ティだけをコピーして、SA セッションポインタをコピーしません。


beaker.put(key, obj)
...
obj = beaker.get(key)
Session.add(obj)













	通常の古いマップされたクラス。 expunge() ステップを加えてください。


Session.expunge(obj)
beaker.put(key, obj)
...
obj = beaker.get(key)
Session.add(obj)













	オリジナルのオブジェクトについては __getstate__() や
expunge() について気にする必要はありません。 merge() を
使用してください。これは上で示した expunge() メソッドよりクリー
ンな方法ですが、通常はデータベースからオブジェクトをロードすることを
強制するので、必ずしも「効率的」ではないかもしれません。またそれは与
えられたオブジェクトの状態を対象のオブジェクトにコピーしますが、これ
は間違いの元かもしれません。


beaker.put(key, obj)
...
obj = beaker.get(key)
obj = Session.merge(obj)
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キャッシュ

必然的に (Inevitably)、アプリケーション開発やデプロイの際に何らかのタス
クが完了するのに非常に時間がかかることがあります。このような場合、処理
を速くする最も良い方法が caching です。

Pylons にはキャッシュミドルウェアが有効な状態で付属しています。それはセッ
ションの取り扱いを提供するのと同じパッケージである Beaker [http://beaker.groovie.org]. の一部です。 Beaker はいくつかの異なる種
類のキャッシュバックエンドをサポートします: メモリベース, ファイルシス
テム, そして特別な memcached です。

Pylons では、速度低下が起こる場所に応じて、データをキャッシュするいくつ
かの方法があります:


	ブラウザサイドのキャッシング - HTTP/1.1 は丸ごと 1 ページの再生成を必
要とする代わりにブラウザが自身のキャッシュを使用できるようにする
ETag キャッシングシステムをサポートしています。 ETag ベースの
キャッシュは、コンテンツを繰り返し生成することを避けますが、それでも
ブラウザがそれまでに一度もページを参照したことがないと、ページが生成
されます。したがって、 ETag キャッシュをここに記述された他のキャッシュ
タイプのひとつと組み合わせて使用することで、最適のスループットを達成
して、資源集約的な操作での不必要な呼び出しを避けることができるでしょう。




Note

後者はまるまる 1 ページをキャッシュできる場合にだけ有効です。
(訳注: 後者が何を指しているのか不明)




	テンプレート - レンダリングされたテンプレートの結果全体は render 呼
び出しに対する 3 種類のキャッシュキーワード引数 [http://pylonshq.com/docs/class-pylons.templating.Buffet.html#render]
を使ってキャッシュすることができます。これらの render コマンドは、テ
ンプレートの中で使用できます。




	Mako/Myghty テンプレート - Mako [http://www.makotemplates.org/docs/caching.html] と Myghty [http://www.myghty.org/docs/cache.myt] テンプレートエンジンの両方で
内蔵のキャッシュオプションが利用可能です。それらはテンプレート全体の
キャッシュだけでなく、テンプレートのある一定のセクションだけの粒度の
細かいキャッシュを許します。



キャッシュを行うときに覚えておくべき 2 つの基本概念は i) キャッシュには
名前空間 があり、 ii) 名前空間の下でキャッシュは キー を持つことが
できるということです。この理由は、単一のテンプレートに対して複数のテン
プレートのバージョンがそれぞれ自身のキャッシュされたバージョンを必要と
するかもしれないからです。名前空間におけるキーは バージョン です。
そしてテンプレートの名前は 名前空間 です。 これらの値の両方とも、
Python 文字列でなければなりません。

テンプレート中では、キャッシュの「名前空間」はレンダリングされるテンプ
レートの名前に自動的に設定されるでしょう。基本的なキャッシュに対して他
には何も必要ありません。例外は、テンプレートがどれくらい長い間キャッシュ
されるかを開発者が制御したい場合、かつ/または、テンプレートの複数のバー
ジョンのキャッシュを維持したい場合です。

Stephen Pierzchala の Caching for Performance [http://web.archive.org/web/20060424171425/http://www.webperformance.org/caching/caching_for_performance.pdf]
(stephen@pierzchala.com) も読んでください。


cache オブジェクトを使う

コントローラの中では、 cache オブジェクトが利用可能です。リソースや時
間を集中的に使用するアクションまたはブロックがコード中にあれば、結果を
キャッシュすることは有効な場合があります。 cache オブジェクトは
pickle [http://www.python.jp/doc/release/lib/module-pickle.html] 可
能などんな Python 構造もキャッシュすることができます。

あるアクションについて、時間を費やしたりリソースの集中的な参照をしたり
して pickle できるオブジェクト (リスト, 辞書, タプルなど) を返す何らか
のコードをキャッシュしたいとします:

# Add to existing imports
from pylons import cache


# Under the controller class
def some_action(self, day):
    # hypothetical action that uses a 'day' variable as its key

    def expensive_function():
        # do something that takes a lot of cpu/resources
        return expensive_call()

    # Get a cache for a specific namespace, you can name it whatever
    # you want, in this case its 'my_function'
    mycache = cache.get_cache('my_function', type="memory")

    # Get the value, this will create the cache copy the first time
    # and any time it expires (in seconds, so 3600 = one hour)
    c.myvalue = mycache.get_value(key=day, createfunc=expensive_function,
                                  expiretime=3600)

    return render('/some/template.myt')





createfunc オプションには callable オブジェクトまたは関数を渡します。
引数に対する値がキャッシュ中に存在しないか有効期限を過ぎていた場合は、
常にキャッシュによってそれが呼び出されます。

createfunc は引数なしで呼ばれるので、リソースまたは時間を大量消費する
関数もそれに対応して引数をとることはできません。


その他のキャッシュオプション

キャッシュはキーを指定してキャッシュされた値を削除することをサポートし
ます。また、リセットする際に必要となる、キャッシュの完全なクリアもサポー
トします。

# Clear the cache
mycache.clear()

# Remove a specific key
mycache.remove_value('some_key')










render に対するキャッシュキーワードを使う


Warning

Needs to be extended to cover the specific render_* calls
introduced in Pylons 0.9.7



すべての render コマンドは、
キャッシュ機能を内蔵しています。それを使用するには、単に render 呼び出
しに適切なキャッシュキーワードを加えてください。

class SampleController(BaseController):

    def index(self):
        # Cache the template for 10 mins
        return render('/index.myt', cache_expire=600)

    def show(self, id):
        # Cache this version of the template for 3 mins
        return render('/show.myt', cache_key=id, cache_expire=180)

    def feed(self):
        # Cache for 20 mins to memory
        return render('/feed.myt', cache_type='memory', cache_expire=1200)

    def home(self, user):
        # Cache this version of a page forever (until the cache dir
        # is cleaned)
        return render('/home.myt', cache_key=user, cache_expire='never')








キャッシュデコレータを使う

Pylons はまた、関数呼び出し全体の結果をキャッシュする (memoizing) ため
に、 pylons.cache で beaker_cache() デ
コレータを提供します。

beaker_cache デコレータは、 render 関数と同じ (それらから cache_ プ
リフィックスを除いた) キャッシュ引数を取ります。

from pylons.decorators.cache import beaker_cache

class SampleController(BaseController):

    # Cache this controller action forever (until the cache dir is
    # cleaned)
    @beaker_cache()
    def home(self):
        c.data = expensive_call()
        return render('/home.myt')

    # Cache this controller action by its GET args for 10 mins to memory
    @beaker_cache(expire=600, type='memory', query_args=True)
    def show(self, id):
        c.data = expensive_call(id)
        return render('/show.myt')





デフォルトでは、 beaker_cache デコレータはキャッシュキーとしてデコレー
ト対象の関数のすべての引数を合成したものを使用します。 query_args オ
プションが有効なときは、代わりにキャッシュキーとして request.GET クエ
リ引数を合成したものを使用することができます。

key 引数でさらにキャッシュキーをカスタマイズすることができます。




Caching Arbitrary Functions

任意の関数で beaker_cache() デコレータを
使用できますが、追加のオプションを渡す必要があります。デコレーターは
response オブジェクトをキャッシュするため、非コントローラメソッ
ドでステータスコードやヘッダーをキャッシュしなければならないことはほと
んどありません。そのようなデータをキャッシュするのを避けるために、
cache_response キーワード引数は false に設定されるべきです。

from pylons.decorators.cache import beaker_cache

@beaker_cache(expire=600, cache_response=False)
def generate_data():
    # do expensive data generation
    return data






Warning

When caching arbitrary functions, the query_args argument should not
be used since the result of arbitrary functions shouldn’t depend on
the request parameters.






ETag キャッシュ

ETag によるキャッシュは、 ETag ヘッダーをブラウザに送ることでブラウザが
ページのキャッシュされたコピーを保存し、(アプリケーションがそれを送る代
わりに) ブラウザ自身のキャッシュが使用できると知らせることを含みます。

ETag キャッシュはブラウザにヘッダーを送ることに頼っているので、上述した
他のキャッシュ機構とはやや異なる方法で働きます。

ブラウザにページのコピーがまだなければ、
etag_cache() 関数は適切な HTTP ヘッダが
セットされた Response オブジェクトを返します。そうでなければ 304 HTTP
Exception が投げられ、これは Paste ミドルウェアによって捕捉されてブラウ
ザへの適切な 304 レスポンスになります。これにより、ブラウザはそれ自身の
持つコピーを使用するようになります。

etag_cache() は レガシー目的のために
Response を返します (代わりに
Response を直接使用すべきです)。

ETag ベースのキャッシュは ETag HTTP ヘッダでブラウザに送られる単一のキー
を必要とします。 HTTP ヘッダの RFC 仕様 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html] では、 ETag
ヘッダーは文字列であることだけが要求されています。ブラウザ自身がキャッ
シュを使用するかどうかを決定するため、この値はあらゆる URL でユニークで
ある必要はありません。その決定は URL と ETag キーに基づいて行われます。

def my_action(self):
    etag_cache('somekey')
    return render('/show.myt', cache_expire=3600)





または、response の他の側面を変える場合:

def my_action(self):
    etag_cache('somekey')
    response.headers['content-type'] = 'text/plain'
    return render('/show.myt', cache_expire=3600)






Note

この例では ETag キャッシュに加えてテンプレートキャッシュも使用して
います。新しい訪問者がサイトを訪れた場合、キャッシュされたコピーが
存在しているならテンプレートを再レンダリングすることを避けます。そ
して、そのユーザが再びそのページに訪れたなら ETag キャッシュの引き
金となるでしょう。さらにこの例では ETag キーは決して変わらないので、
ブラウザがキャッシュを持っているなら常に使用されるでしょう。



ETag キャッシュキーを変更する頻度は、 Web アプリケーションによって、そ
してブラウザに対してどのぐらい頻繁にページの新しいコピーを取得させたい
かに関する開発者の判断によって決まるでしょう。


Warning

Stolen from Philip Cooper’s OpenVest wiki [http://www.openvest.com/trac/wiki/BeakerCache] after which it
was updated and edited ...






Beaker Cache の内部


Caching

最初に、キャッシュしたいと思う何らかの 遅い 関数と共に始めましょう。
この関数は遅くありませんが、それがいつキャッシュされたかが分かるので、
期待通りにいろいろなことが働いているのを見ることができるでしょう:

import time
def slooow(myarg):
  # some slow database or template stuff here
  return "%s at %s" % (myarg,time.asctime())





キャッシュされた関数があるとき、複数の呼び出しを行うことでキャッシュさ
れたバージョンか新しいバージョンのどちらを見ているかが分かります。




DBM キャッシュ

DBM キャッシュはレスポンスを dbm スタイルのデータベースに保存します (実
際には pickle します)。

必ずしも明白でないことは、キーに 2 つのレベルがあるということです。それ
らは原則として、一つは関数またはテンプレート名のために (名前空間と呼ば
れます)、一つは名前空間の中での「キー」のために (キーと呼ばれます) 作成
されます。そのため Some_Function_name に対しては 1つの dbm ファイル/
データベースとして作成されたキャッシュが存在します。その関数が異なった
引数で呼ばれるなら、それらの引数は dbm ファイルの中のキーになります。
最初にキャッシュを作成してデータを投入してみます。このキャッシュは 3 つ
の異なる引数 x, yy, zzz によって3 回呼び出された
Some_Function_name 関数のためのキャッシュとみなすことができます:

from beaker.cache import CacheManager
cm = CacheManager(type='dbm', data_dir='beaker.cache')
cache = cm.get_cache('Some_Function_name')
# the cache is setup but the dbm file is not created until needed
# so let's populate it with three values:
cache.get_value('x', createfunc=lambda: slooow('x'), expiretime=15)
cache.get_value('yy', createfunc=lambda: slooow('yy'), expiretime=15)
cache.get_value('zzz', createfunc=lambda: slooow('zzz'), expiretime=15)





まだそんなに新しいことはありません。キャッシュを作成した後は、 Beaker
ドキュメントに従ってキャッシュを使用できます。

import beaker.container as container
cc = container.ContainerContext()
nsm = cc.get_namespace_manager('Some_Function_name',
                               container.DBMContainer,data_dir='beaker.cache')
filename = nsm.file





ファイル名を取得しました。ファイル名は(get_cache 関数呼び出しで使われ
た) コンテナクラス名と関数名を繋げた文字列の sha ハッシュです。その戻
り値は以下のようになるでしょう。

'beaker.cache/container_dbm/a/a7/a768f120e39d0248d3d2f23d15ee0a20be5226de.dbm'





そのファイル名を使って、キャッシュデータベースの中身を直接見ることがで
きます (ただし教育目的とデバッグ経験のために限ります。 not your
cache interactions!)

## this file name can be used directly (for debug ONLY)
import anydbm
import pickle
db = anydbm.open(filename)
old_t, old_v = pickle.loads(db['zzz'])





データベースは単に古い時刻と値を含むだけです。有効期限や、値を作成したり
アップデートしたりする機能はどこにあるのでしょうか?  それらはデータベー
スまで到達することはありません。それらは上の get_cache 呼び出しから返
された cache オブジェクトに備わっています。

createfunc と expiretime の値が get_value の最初の呼び出しの時に保存
されることに注意してください。その後の呼び出しで (例えば) 異なる有効期
限を渡しても、その値は更新 されません 。これは、キャッシュの
tricky な部分ですが、異なるプロセスは事実上異なるポリシーを持つことにな
るので、おそらく良いことです。

これらの値に関して困難があれば、 cache.clear() を呼び出せばすべて
がリセットされることを覚えておいてください。




Database キャッシュ

ext:database キャッシュタイプの使い方。

from beaker.cache import CacheManager
#cm = CacheManager(type='dbm', data_dir='beaker.cache')
cm = CacheManager(type='ext:database',
                  url="sqlite:///beaker.cache/beaker.sqlite",
                  data_dir='beaker.cache')
cache = cm.get_cache('Some_Function_name')
# the cache is setup but the dbm file is not created until needed
# so let's populate it with three values:
cache.get_value('x', createfunc=lambda: slooow('x'), expiretime=15)
cache.get_value('yy', createfunc=lambda: slooow('yy'), expiretime=15)
cache.get_value('zzz', createfunc=lambda: slooow('zzz'), expiretime=15)





これは CacheManager の作成における唯一の違いを除き、上述のキャッシュ
の使用法と同じです。 beaker コードの外でキャッシュを見るのは非常に簡単
です (繰り返しますが、これは啓発とデバッグのためであり、api の使用法で
はありません)。

この場合は SQLite を使用しました。 SQLite データファイルは SQLite コマ
ンドラインユーティリティか Firefox プラグインを使用することで直接アクセ
スできます:

sqlite3 beaker.cache/beaker.sqlite
# from inside sqlite:
sqlite> .schema
CREATE TABLE beaker_cache (
        id INTEGER NOT NULL,
        namespace VARCHAR(255) NOT NULL,
        key VARCHAR(255) NOT NULL,
        value BLOB NOT NULL,
        PRIMARY KEY (id),
         UNIQUE (namespace, key)
);
select * from beaker_cache;






Warning

データ構造は Beaker 0.8 では異なっています ...



cache = sa.Table(table_name, meta,
                 sa.Column('id', types.Integer, primary_key=True),
                 sa.Column('namespace', types.String(255), nullable=False),
                 sa.Column('accessed', types.DateTime, nullable=False),
                 sa.Column('created', types.DateTime, nullable=False),
                 sa.Column('data', types.BLOB(), nullable=False),
                 sa.UniqueConstraint('namespace')
)





これは、アクセスタイムを含んでいますが、名前空間/キーの組み合わせ 1 つ
に対して 1 列ではなく、名前空間 1 つに対して 1 列ベースで列を格納します
(pickle された辞書を格納します)。これは、問題が限られたキーと多くの名前
空間を扱っているとき、より効率的なアプローチです — セッションのように。




memcached キャッシュ

キーの数が多く、事前にキーをルックアップするのにコストがかかる
(expensive pre-key lookups) 場合、 memcached は良い方法です。

memcached がデフォルトの 11211 ポートで動いているなら:

from beaker.cache import CacheManager
cm = CacheManager(type='ext:memcached', url='127.0.0.1:11211',
                  lock_dir='beaker.cache')
cache = cm.get_cache('Some_Function_name')
# the cache is setup but the dbm file is not created until needed
# so let's populate it with three values:
cache.get_value('x', createfunc=lambda: slooow('x'), expiretime=15)
cache.get_value('yy', createfunc=lambda: slooow('yy'), expiretime=15)
cache.get_value('zzz', createfunc=lambda: slooow('zzz'), expiretime=15)
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ユニットテストと機能テスト


webtest を用いたユニットテスト

Pylons は、 Web アプリケーションに対するリクエストをエミュレートするた
めに webtest [http://pythonpaste.org/webtest/] を使用している Web ア
プリケーションに強力なユニットテストの機能を提供します。そして、レスポ
ンスが適切に扱われ、コントローラーが適切に値を処理していることを保障す
ることができます。

Web アプリケーションのテストスイートを走らせるために、 Pylons は nose [http://somethingaboutorange.com/mrl/projects/nose/] というテスト実行
/発見パッケージを利用しています。プロジェクトディレクトリにおいて
nosetests を実行すると、 tests ディレクトリで作成した全てのテストが
実行されます。システム上に nose がインストールされていない場合は、以下
のコードを用いて setuptools でインストール可能です。

$ easy_install -U nose





開発用の設定と衝突するのを避けるために、テストは実行するときに
test.ini 設定ファイルを使用します。 これは、 test.ini ファイルでデー
タベースなどの設定をしなければ、テストはデータベース設定を見つけられな
い ということを意味します。


Warning

nose が doctest を検索している際にエラーが起きる場合があります。こ
れは、アプリケーションがロードされる 前に 、nose がモジュールを一
度にインポートしようとするためです。このため、アプリケーションが起
動していることに依存している moduls/ 以下のファイルが失敗します。



Pylons 0.9.6.1 以降は nose の plugin を含んでいます。それは doctest が
モジュールをスキャンする前にアプリケーションをロードするためのもので、
モデルに対して doctest を行うことを可能にします。コマンドラインから
nose と共にこのオプションを使用できます:

nosetests --with-pylons=test.ini





または setup.cfg で [nosetests] ブロックをセットアップすることによっ
て:

[nosetests]
verbose=True
verbosity=2
with-pylons=test.ini
detailed-errors=1
with-doctest=True





テストを実行するには以下を実行します:

python setup.py nosetests








Example: Testing a Controller

まず、下の例のように新しいプロジェクトとコントローラーを作成しましょう。

$ paster create -t pylons TestExample
$ cd TestExample
$ paster controller comments





コントローラーを作成すると、 2 つのファイルが生成されるのがわかるでしょ
う。スタブ・コントローラーと、 testexample/tests/functional/ 以下の
テストです。

testexample/controllers/comments.py ファイルを以下のように修正して
ください。

from testexample.lib.base import *

class CommentsController(BaseController):

    def index(self):
        return 'Basic output'

    def sess(self):
        session['name'] = 'Joe Smith'
        session.save()
        return 'Saved a session'





そうしたら、コントローラーのアクションが適切に機能していることを確かめ
るために基本的なテストを書きましょう。
testexample/tests/functional/test_comments.py を以下のように編集し
てください。

from testexample.tests import *

class TestCommentsController(TestController):
    def test_index(self):
        response = self.app.get(url(controller='/comments'))
        assert 'Basic output' in response

    def test_sess(self):
        response = self.app.get(url(controller='/comments', action='sess'))
        assert response.session['name'] == 'Joe Smith'
        assert 'Saved a session' in response





メインプロジェクトのディレクトリの中で nosetests を実行すると、すべ
てのテストが通ることが確認できるはずです。

..
----------------------------------------------------------------------
Ran 2 tests in 2.999s

OK





残念ながら、 通常の assert 文は、第 2 引数を指定しない限り、失敗したア
サーションの結果に関する詳細な情報を提供しません。例えば、
test_sess 関数に以下のテストを追加してみてください。

assert response.session.has_key('address') == True





nosetests を実行すると、以下のようなあまり親切でない結果が返ってき
ます:

.F
======================================================================
FAIL: test_sess (testexample.tests.functional.test_comments.TestCommentsController)
----------------------------------------------------------------------
Traceback (most recent call last):
File "~/TestExample/testexample/tests/functional/test_comments.py", line 12, in test_sess
assert response.session.has_key('address') == True
AssertionError:


----------------------------------------------------------------------
Ran 2 tests in 1.417s

FAILED (failures=1)



次のようにすることで、この結果を変えることができます:

assert response.session.has_key('address') == True, "address not found in session"





その結果はこうなります:

.F
======================================================================
FAIL: test_sess (testexample.tests.functional.test_comments.TestCommentsController)
----------------------------------------------------------------------
Traceback (most recent call last):
File "~/TestExample/testexample/tests/functional/test_comments.py", line 12, in test_sess
assert response.session.has_key('address') == True
AssertionError: address not found in session


----------------------------------------------------------------------
Ran 2 tests in 1.417s

FAILED (failures=1)



しかし、すべての assert 文でこのようなことをしなければならないのは時間
の無駄というものです。 TestController は Python 標準の
unittest.TestCase クラスのサブクラスなので、より詳細な
AssertionError を自動的に提供する assertEqual などのヘルパーメソッ
ドを使うことができます。新しいテストコードは以下のようになります。

self.assertEqual(response.session.has_key('address'), True)





これは、より有用な失敗メッセージを出力します:

.F
======================================================================
FAIL: test_sess (testexample.tests.functional.test_comments.TestCommentsController)
----------------------------------------------------------------------
Traceback (most recent call last):
File "~/TestExample/testexample/tests/functional/test_comments.py", line 12, in test_sess
self.assertEqual(response.session.has_key('address'), True)
AssertionError: False != True






Pylon のオブジェクトをテストする

Pylons は webtest の webtest.TestResponse オブジェクト
に属性をいくつか追加するので、その属性を通して Web リクエストの間に生成
された様々な変数にアクセスできます。

session


セッションオブジェクト


req


リクエストオブジェクト


c


テンプレートに渡される変数を含んだオブジェクト


g


グローバルオブジェクト


これらの変数を使うには、単に get/post コマンドを利用した 後で
response の属性にアクセスします。

response = app.get('/some/url')
assert response.session['var'] == 4
assert 'REQUEST_METHOD' in response.req.environ






Note

response オブジェクトはすでに
TestRequest オブジェクトを持っているため、 Pylons は request オ
ブジェクトを response の req 属性として割り当てています。






独自のオブジェクトをテストする

WebTest の fixture テストでは、テストの中でアクセスしたい独自オブジェク
トを指定することができます。この強力な機能のおかげで、 1 回のリクエスト
の間だけ保持されているようなオブジェクトの値のテストを簡単に行うことが
できます。

テストのためにオブジェクトを使えるようにする前に、アプリケーションがい
つテストされるかを知ることは役に立ちます。 WebTest は
paste.testing という環境変数を提供しており、その存在や真偽を確認す
ることで必要な時だけアプリケーションがテストオブジェクトを投入すること
ができます。

webtest のレスポンスオブジェクトへの独自オブジェクトの投入は、独
自オブジェクトを environ 辞書の paste.testing_variables キーに追加
することによって行います。 Pylons はこの辞書をアプリケーションが呼ばれ
る前に作成するので、存在を確かめてから新しい値を追加することが推奨され
ます。 paste.testing_variables 辞書に割り当てられているすべての変数
は、そのキーを属性名にすることで、レスポンスオブジェクトで利用可能です。


Note

WebTest は paste.fixture と呼ばれる Paste コンポーネントから抽出さ
れたスタンドアロンバージョンです。 後方互換性のため、 WebTest は
environ の paste.testing_variables キーを尊重し続けています。



例:

# testexample/lib/base.py

from pylons import request
from pylons.controllers import WSGIController
from pylons.templating import render_mako as render

class BaseController(WSGIController):
    def __call__(self, environ, start_response):
        # Create a custom email object
        email = MyCustomEmailObj()
        email.name = 'Fred Smith'
        if 'paste.testing_variables' in request.environ:
            request.environ['paste.testing_variables']['email'] = email
        return WSGIController.__call__(self, environ, start_response)


# testexample/tests/functional/test_controller.py
from testexample.tests import *

class TestCommentsController(TestController):
    def test_index(self):
        response = self.app.get(url(controller='/'))
        assert response.email.name == 'Fred Smith'






See also


	WebTest Documentation [http://pythonpaste.org/webtest/]

	webtest とその使用法をカバーしたドキュメント




	WebTest Module docs

	アプリケーションをテストするときに使用できるメソッドに対するモ
ジュール API リファレンス








Unit Testing

XXX: Describe unit testing an applications models, libraries




Functional Testing

XXX: Describe functional/integrated testing, WebTest
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トラブルシューティングとデバッグ


インタラクティブなデバッグ

どんなものも、いずれ壊れます (Things break)。そんなとき、何がうまく行っ
ていないのか、なぜ大きな違いが生まれるのかを即座に明らかにすることは大
きな価値があります。 Pylons は、 Ian Bicking [http://blog.ianbicking.org/] の EvalException ミドルウェアを
Mako/Myghty の完全なトレースバックの情報を含むようにカスタマイズしたも
のをデフォルトで利用しています。




デバッグ画面

デバッグ画面の上部には3つのタブがあります。

Traceback


生の例外トレースと、インタラクティブなデバッガを提供します。


Extra Data


例外発生時の CGI, WSGI 変数と設定情報を表示します。


Template


人間が読みやすい Mako または Myghty テンプレートのトレースバックで
す。


Mako と Myghty はテンプレートを Python モジュールにコンパイルするので、
テンプレートのどの行でエラーが起きたのかを正確に見出すのは難しい場合が
あります。 Template タブは、 Mako や Myghty の完全なトレースバックを
提供し、テンプレート内の正確な行番号と、エラーがどこで起こっているのか
の情報を提供します。例外がテンプレートを描画する前に発生した場合には、
この項目にはテンプレートに関する情報は表示されません。




例: トレースバックを探索する

インタラクティブなデバッガを利用することは、 session や
request といった Web リクエスト中にしか現れないオブジェクトの中身を
深く知るのにも役に立ちます。

エラーを起こして何が起きているかを知るためには、単に興味を持っているア
クションの中で例外を raise します。この例では、今あなたが見ているページ
を表示するのに使われているアクション (訳注: この記述は原文が間違ってい
るのでは?) の中でエラーを raise します。 docs コントローラは以下のよう
なものです。

class DocsController(BaseController):
    def view(self, url):
        if request.path_info.endswith('docs'):
            redirect_to('/docs/')
        return render('/docs/' + url)





session や request の中身を知りたいので、最初にそれらの値を束縛
(bind) しておく必要があります。ここで、値の束縛と例外の発生でアクション
がどのようになるか見てみましょう。

def view(self, url):
    raise "hi"
    if request.path_info.endswith('docs'):
        redirect_to('/docs/')
    return render('/docs/' + url)





ここに、上記の例に対応したトレースバックを探索している様子を示します
(関連部分を抜粋しています):


Note

訳注:

以下の例では、例外が発生した時点で self に束縛されていた
session や request が表示されていることがわかります。



[image: _images/doctraceback.png]



Email オプション

デバッグの動作のしかたについて、あらゆる変更を行うことができます。たと
えば設定ファイルの中で debug 変数を無効にすると、設定ファイルの先頭
でメールアドレスを設定さえしておけば、画面にエラーレポートを表示する代
わりに、 Pylons はそれをメールしてくれます。

error_email_from = you@example.com





この機能はプロダクション・サイトでとても便利です。メールは SMTP を介し
て送られるので、適切な SMTP サーバも設定しておく必要があります。


エラー処理オプション

多くのエラー処理オプションを設定ファイルで指定することができます。それ
らは インタラクティブなデバッグ で説明されますが、覚えておくべき重要
なポイントは、プロダクション環境では debug を常に false にセットし
なければならないということです。そうしなければ、エラーが発生した場合に、
悪意のあるコードを実行するために使用できる開発者のインタラクティブ・ト
レースバックを、サイト訪問者に与えてしまうことになります。
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アップグレード

プロジェクトのアップグレードは、どのバージョンからどのバージョンへアッ
プグレードしようとしているかに応じて、方法がやや異なります。アップグレー
ドは、マイナーリビジョン間で行うことをお勧めします。なぜなら、リビジョ
ン間でアップグレードの過程で役に立つ deprecation warnings が加えられる
からです

例えば、もし 0.9.4 を動かしているなら、最初に 0.9.5 にアップグレードし
て、次に 0.9.6 に、最後に 0.9.7 に任意のタイミングでアップグレードしま
す。 0.9.7 への変更は、過去のアップグレードとは異なり 2 ステップで行う
ことができます。過去のアップグレードについては、このページの 0.9.7 アッ
プグレードの後に書かれているプロセスに従う必要があります。


0.9.6 -> 0.9.7 へのアップグレード

Pylons 0.9.7 は 0.9.6 におけるいくつかの暗黙的な振る舞いを変更します。
それと同時に、 Routes の新しいオプションが切り替えられ、 Mako の自動的
な HTML エスケープが有効になっています。これらの変更は順番に行っていく
ことができ、 0.9.6 プロジェクトを 0.9.7 で動かすためにすべてを一度に終
わらせる必要はありません。


0.9.6 プロジェクトを 0.9.7 で動かす最短の方法

以下の行を config/middleware.py に追加してください:

# Add these imports to the top
from beaker.middleware import CacheMiddleware, SessionMiddleware
from routes.middleware import RoutesMiddleware

# Add these below the 'CUSTOM MIDDLEWARE HERE' line, or if you removed
# that, add them immediately after the PylonsApp initialization
app = RoutesMiddleware(app, config['routes.map'])
app = SessionMiddleware(app, config)
app = CacheMiddleware(app, config)





WebHelpers の Rails helpers は webhelpers パッケージに自動的にインポー
トされなくなりました。それらを使用するためには、 ‘lib/helpers.py’ でそ
れらをインポートするように変えてください:

from webhelpers.rails import *





これで、あなたの Pylons 0.9.6 プロジェクトは Pylons 0.9.7 で問題なく実
行できるはずです。おそらく、他の部分をアップグレードする必要があること
を知らせるために、いくつかの deprecation warning が投げられることに注意
してください。




0.9.7 の新機能を使うための変更

自動 HTML エスケープ、新しい webhelpers 、新しいエラーミドルウェアのよ
うな、 0.9.7 の新機能のすべてを使用するためには、 What’s new in
Pylons 0.9.7 overview [http://wiki.pylonshq.com/pages/viewpage.action?pageId=11174779] に従っ
て、新機能を使うためにあなたのプロジェクトで他のファイルをどのように変
更するか判断してください。






0.9.6 以前から 0.9.6 へのアップグレード

Pylons のプロジェクトは paster create コマンドを用いて更新できます。
paster create は、新しいプロジェクトを作成するだけでなく、既存のプロジェ
クトに対して実行することで、プロジェクトテンプレートを最新のバージョン
に更新する幾つかの方法を提供します。

この機能を適切に用いると、更新作業をとても小さなタスクとして片づけるこ
とができます。本文書では説明のため、更新対象のプロジェクトを ‘demoapp’
と呼び、すべてのコマンドにおいてこの名前を利用します。


更新のために paster create を実行する

まずはじめに、プロジェクトのメインディレクトリの 1 つ上の ディレクト
リに移動してください。メインディレクトリとは、 setup.py や
setup.cfg, development.ini といったファイルを含んでいるディレク
トリのことです。

/home/joe/demoapp $ cd ..
/home/joe $



次に、プロジェクトディレクトリに対して paster create を実行して下さい。

/home/joe $ paster create demoapp -t pylons





paster は、既存のプロジェクトファイルに対する衝突と更新をどのように処理
するかを尋ねます。オプションは以下の通りです (操作を実行するには丸括弧
の中のキーを入力してください):


(d) diff を実行し、あなたのプロジェクトのファイルと Pylons で変更の
あったファイルの違いを表示します。

(b) ファイルをバックアップし、新しいバージョンを適切な場所にコピー
します。古いファイルは .bak という拡張子で保存されます。

(y) 新しいファイルで既存のファイルを上書きします (yes to
overwrite) 。この方法は一般に推奨されません。置換されるファイルの中
身を確認することができず、後で内容を回復する機会がまったくなくなっ
てしまうためです。最初に diff を見て、上書きによってどんな変更が失
われるかを確かめることで、このオプションの危険性を減らすことができ
ます。

(n) 上書きしないで、既存のファイルを維持します (no to overwite) 。
これは、何も変更がない場合に安全です。




プロジェクトをアップグレードする際には、何が変更されたかを知るためにま
ず diff で確認することをお勧めします。それから、必要な変更が失わわれる
ことがない場合には既存のファイルを上書きし、そうでなければ既存のファイ
ルをバックアップして新しいファイルを書き込んでください。そうすることで、
手動で変更点を比較し、あなたの加えた変更点を元に戻すことができます。
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Packaging and Deployment Overview

TODO: some of this is redundant to the (more current) 設定 (Configuration) doc – should be consolidated and cross-referenced

This document describes how a developer can take advantage of Pylons’ application setup functionality to allow webmasters to easily set up their application.

Installation refers to the process of downloading and installing the application with easy_install whereas setup refers to the process of setting up an instance of an installed application so it is ready to be deployed.

For example, a wiki application might need to create database tables to use. The webmaster would only install the wiki .egg file once using easy_install but might want to run 5 wikis on the site so would setup the wiki 5 times, each time specifying a different database to use so that 5 wikis can run from the same code, but store their data in different databases.


Egg Files

Before you can understand how a user configures an application you have to understand how Pylons applications are distributed. All Pylons applications are distributed in .egg format. An egg is simply a Python executable package that has been put together into a single file.

You create an egg from your project by going into the project root directory and running the command:

$ python setup.py bdist_egg





If everything goes smoothly a .egg file with the correct name and version number appears in a newly created dist directory.

When a webmaster wants to install a Pylons application he will do so by downloading the egg and then installing it.




Installing as a Non-root User

It’s quite possible when using shared hosting accounts that you do not have root access to install packages. In this case you can install setuptools based packages like Pylons and Pylons web applications in your home directory using a virtualenv setup. This way you can install all the packages you want to use without super-user access.




Understanding the Setup Process

Say you have written a Pylons wiki application called wiki. When a webmaster wants to install your wiki application he will run the following command to generate a config file:

$ paster make-config wiki wiki_production.ini





He will then edit the config file for his production environment with the settings he wants and then run this command to setup the application:

$ paster setup-app wiki_production.ini





Finally he might choose to deploy the wiki application through the paste server like this (although he could have chosen CGI/FastCGI/SCGI etc):

$ paster serve wiki_production.ini





The idea is that an application only needs to be installed once but if necessary can be set up multiple times, each with a different configuration.

All Pylons applications are installed in the same way, so you as the developer need to know how the above commands work.


Make Config

The paster make-config command looks for the file deployment.ini_tmpl and uses it as a basis for generating a new .ini file.

Using our new wiki example again, the wiki/config/deployment.ini_tmpl file contains the text:

[DEFAULT]
debug = true
email_to = you@yourdomain.com
smtp_server = localhost
error_email_from = paste@localhost

[server:main]
use = egg:Paste#http
host = 0.0.0.0
port = 5000

[app:main]
use = egg:wiki
full_stack = true
static_files = true
cache_dir = %(here)s/data
beaker.session.key = wiki
beaker.session.secret = ${app_instance_secret}
app_instance_uuid = ${app_instance_uuid}

# If you'd like to fine-tune the individual locations of the cache data dirs
# for the Cache data, or the Session saves, un-comment the desired settings
# here:
#beaker.cache.data_dir = %(here)s/data/cache
#beaker.session.data_dir = %(here)s/data/sessions

# WARNING: *THE LINE BELOW MUST BE UNCOMMENTED ON A PRODUCTION ENVIRONMENT*
# Debug mode will enable the interactive debugging tool, allowing ANYONE to
# execute malicious code after an exception is raised.
set debug = false


# Logging configuration
[loggers]
keys = root

[handlers]
keys = console

[formatters]
keys = generic

[logger_root]
level = INFO
handlers = console

[handler_console]
class = StreamHandler
args = (sys.stderr,)
level = NOTSET
formatter = generic

[formatter_generic]
format = %(asctime)s %(levelname)-5.5s [%(name)s] [%(threadName)s] %(message)s





When the command paster make-config wiki wiki_production.ini is run, the contents of this file are produced so you should tweak this file to provide sensible default configuration for production deployment of your app.




Setup App

The paster setup-app command references the newly created .ini file and calls the function wiki.websetup.setup_app() to set up the application. If your application needs to be set up before it can be used, you should edit the websetup.py file.

Here’s an example which just prints the location of the cache directory via Python’s logging facilities:

"""Setup the helloworld application"""
import logging

from pylons import config
from helloworld.config.environment import load_environment

log = logging.getLogger(__name__)

def setup_app(command, conf, vars):
    """Place any commands to setup helloworld here"""
    load_environment(conf.global_conf, conf.local_conf)
    log.info("Using cache dirctory %s" % config['cache.dir'])





For a more useful example, say your application needs a database set up and loaded with initial data. The user will specify the location of the database to use by editing the config file before running the paster setup-app command. The setup_app() function will then be able to load the configuration and act on it in the function body. This way, the setup_app() function can be used to initialize the database when paster setup-app is run. Using the optional SQLAlchemy project template support when creating a Pylons project will set all of this up for you in a basic way. The quickwiki_tutorial illustrates an example of this configuration.






Deploying the Application

Once the application is setup it is ready to be deployed. There are lots of ways of deploying an application, one of which is to use the paster serve command which takes the configuration file that has already been used to setup the application and serves it on a local HTTP server for production use:

$ paster serve wiki_production.ini





More information on Paste deployment options is available on the Paste website at http://pythonpaste.org. See Running Pylons Apps with Other Web Servers for alternative Pylons deployment scenarios.




Advanced Usage

So far everything we have done has happened through the paste.script.appinstall.Installer class which looks for the deployment.ini_tmpl and websetup.py file and behaves accordingly.

If you need more control over how your application is installed you can use your own installer class. Create a file, for example wiki/installer.py and code your new installer class in the file by deriving it from the existing one:

from paste.script.appinstall import Installer
class MyInstaller(Installer):
    pass





You then override the functionality as necessary (have a look at the source code for Installer as a basis. You then change your application’s setup.py file so that the paste.app_install entry point main points to your new installer:

entry_points="""
...
[paste.app_install]
main=wiki.installer:MyInstaller
...
""",





Depending on how you code your MyInstaller class you may not even need your websetup.py or deployment.ini_tmpl as you might have decided to create the .ini file and setup the application in an entirely different way.






Running Pylons Apps with Other Web Servers

This document assumes that you have already installed a Pylons web application, and 実行時設定 for it.  Pylons applications use PasteDeploy [http://pythonpaste.org/deploy/] to  start up your Pylons WSGI application, and can use the flup package to provide a Fast-CGI, SCGI, or AJP connection to it.


Using Fast-CGI

Fast-CGI [http://fastcgi.com/] is a gateway to connect web severs like Apache [http://httpd.apache.org/] and lighttpd [http://lighttpd.net/] to a CGI-style application. Out of the box, Pylons applications can run with Fast-CGI in either a threaded or forking mode. (Threaded is the recommended choice)

Setting a Pylons application to use Fast-CGI is very easy, and merely requires you to change the config line like so:

# default
[server:main]
use = egg:Paste#http

# Use Fastcgi threaded
[server:main]
use = egg:PasteScript#flup_fcgi_thread
host = 0.0.0.0
port = 6500





Note that you will need to install the flup [http://www.saddi.com/software/flup/dist/] package, which can be
installed via easy_install:

$ easy_install -U flup





The options in the config file are passed onto flup. The two common ways to run Fast CGI is either using a socket to listen for requests, or listening on a port/host which allows a webserver to send your requests to web applications on a different machine.

To configure for a socket, your server:main section should look like this:

[server:main]
use = egg:PasteScript#flup_fcgi_thread
socket = /location/to/app.socket





If you want to listen on a host/port, the configuration cited in the first example will do the trick.




Apache Configuration

For this example, we will assume you’re using Apache 2, though Apache 1 configuration will be very similar. First, make sure that you have the Apache mod_fastcgi [http://fastcgi.com/mod_fastcgi/docs/mod_fastcgi.html] module installed in
your Apache.

There will most likely be a section where you declare your FastCGI servers, and whether they’re external:

<IfModule mod_fastcgi.c>
FastCgiIpcDir /tmp
FastCgiExternalServer /some/path/to/app/myapp.fcgi -host some.host.com:6200
</IfModule>





In our example we’ll assume you’re going to run a Pylons web application listening on a host/port. Changing -host to -socket will let you use a Pylons web application listening on a socket.

The filename you give in the second option does not need to physically exist on the webserver, URIs that Apache resolve to this filename will be handled by the FastCGI application.

The other important line to ensure that your Apache webserver has is to indicate that fcgi scripts should be handled with Fast-CGI:

AddHandler fastcgi-script .fcgi





Finally, to configure your website to use the Fast CGI application you will need to indicate the script to be used:

<VirtualHost *:80>
    ServerAdmin george@monkey.com
    ServerName monkey.com
    ServerAlias www.monkey.com
    DocumentRoot /some/path/to/app

    ScriptAliasMatch ^(/.*)$ /some/path/to/app/myapp.fcgi$1
</VirtualHost>





Other useful directives should be added as needed, for example, the ErrorLog directive, etc. This configuration will result in all requests being sent to your FastCGI application.




PrefixMiddleware

PrefixMiddleware provides a way to manually override the root prefix (SCRIPT_NAME) of your application for certain situations.

When running an application under a prefix (such as ‘/james‘) in FastCGI/apache, the SCRIPT_NAME environment variable is automatically set to to the appropriate value: ‘/james‘. Pylons’ URL generators such as url always take the SCRIPT_NAME value into account.

One situation where PrefixMiddleware is required is when an application is accessed via a reverse proxy with a prefix. The application is accessed through the reverse proxy via the the URL prefix ‘/james‘, whereas the reverse proxy forwards those requests to the application at the prefix ‘/‘.

The reverse proxy, being an entirely separate web server, has no way of specifying the SCRIPT_NAME variable; it must be manually set by a PrefixMiddleware instance. Without setting SCRIPT_NAME, url will generate URLs such as: ‘/purchase_orders/1‘, when it should be generating: ‘/james/purchase_orders/1‘.

To filter your application through a PrefixMiddleware instance, add the following to the ‘[app:main]‘ section of your .ini file:

filter-with = proxy-prefix

[filter:proxy-prefix]
use = egg:PasteDeploy#prefix
prefix = /james





The name proxy-prefix simply acts as an identifier of the filter section; feel free to rename it.

These .ini settings are equivalent to adding the following to the end of your application’s config/middleware.py, right before the return app line:

# This app is served behind a proxy via the following prefix (SCRIPT_NAME)
app = PrefixMiddleware(app, global_conf, prefix='/james')





This requires the additional import line:

from paste.deploy.config import PrefixMiddleware





Whereas the modification to config/middleware.py will setup an instance of PrefixMiddleware under every environment (.ini).




Using Java Web Servers with Jython

See Deploying to Java Web servers.






Documenting Your Application

TODO: this needs to be rewritten – Pudge is effectively dead

While the information in this document should be correct, it may not be entirely complete... Pudge is somewhat unruly to work with at this time, and you may need to experiment to find a working combination of package versions. In particular, it has been noted that an older version of Kid, like 0.9.1, may be required. You might also need to install {{RuleDispatch}} if you get errors related to {{FormEncode}} when attempting to build documentation.

Apologies for this suboptimal situation. Considerations are being taken to fix Pudge or supplant it for future versions of Pylons.


Introduction

Pylons comes with support for automatic documentation generation tools like Pudge [http://pudge.lesscode.org].

Automatic documentation generation allows you to write your main documentation in the docs directory of your project as well as throughout the code itself using docstrings.

When you run a simple command all the documentation is built into sophisticated HTML.




Tutorial

First create a project as described in Getting Started.

You will notice a docs directory within your main project directory. This is where you should write your main documentation.

There is already an index.txt file in docs so you can already generate documentation. First we’ll install Pudge and buildutils. By default, Pylons sets an option to use Pygments [http://pygments.org] for syntax-highlighting of code in your documentation, so you’ll need to install it too (unless you wish to remove the option from setup.cfg):

$ easy_install pudge buildutils
$ easy_install Pygments





then run the following command from your project’s main directory where the setup.py file is:

$ python setup.py pudge






Note

The pudge command is currently disabled by default. Run the following command first to enable it:

..code-block:: bash


$ python setup.py addcommand -p buildutils.pudge_command


Thanks to Yannick Gingras for the tip.



Pudge will produce output similar to the following to tell you what it is doing and show you any problems:

running pudge
generating documentation
copying: pudge\template\pythonpaste.org\rst.css -> do/docs/html\rst.css
copying: pudge\template\base\pudge.css -> do/docs/html\pudge.css
copying: pudge\template\pythonpaste.org\layout.css -> do/docs/html\layout.css
rendering: pudge\template\pythonpaste.org\site.css.kid -> site.css
colorizing: do/docs/html\do/__init__.py.html
colorizing: do/docs/html\do/tests/__init__.py.html
colorizing: do/docs/html\do/i18n/__init__.py.html
colorizing: do/docs/html\do/lib/__init__.py.html
colorizing: do/docs/html\do/controllers/__init__.py.html
colorizing: do/docs/html\do/model.py.html





Once finished you will notice a docs/html directory. The index.html is the main file which was generated from docs/index.txt.




Learning ReStructuredText

Python programs typically use a rather odd format for documentation called reStructuredText [http://docutils.sourceforge.net/rst.html]. It is designed so that the text file used to generate the HTML is as readable as possible but as a result can be a bit confusing for beginners.

Read the reStructuredText tutorial which is part of the docutils [http://docutils.sf.net] project.

Once you have mastered reStructuredText you can write documentation until your heart’s content.




Using Docstrings

Docstrings are one of Python’s most useful features if used properly. They are described in detail in the Python documentation but basically allow you to document any module, class, method or function, in fact just about anything. Users can then access this documentation interactively.

Try this:

>>> import pylons
>>> help(pylons)
...





As you can see if you tried it you get detailed information about the pylons module including the information in the docstring.

Docstrings are also extracted by Pudge so you can describe how to use all the controllers, actions and modules that make up your application. Pudge will extract that information and turn it into useful API documentation automatically.

Try clicking the Modules link in the HTML documentation you generated earlier or look at the Pylons source code for some examples of how to use docstrings.




Using doctest

The final useful thing about docstrings is that you can use the doctest module with them. doctest again is described in the Python documentation but it looks through your docstrings for things that look like Python code written at a Python prompt. Consider this example:

>>> a = 2
>>> b = 3
>>> a + b
5





If doctest was run on this file it would have found the example above and executed it. If when the expression a + b is executed the result was not 5, doctest would raise an Exception.

This is a very handy way of checking that the examples in your documentation are actually correct.

To run doctest on a module use:

if __name__ == "__main__":
    import doctest
    doctest.testmod()





The if __name__ == "__main__": part ensures that your module won’t be tested if it is just imported, only if it is run from the command line

To run doctest on a file use:

import doctest
doctest.testfile("docs/index.txt")





You might consider incorporating this functionality in your tests/test.py file to improve the testing of your application.




Summary

So if you write your documentation in reStructuredText, in the docs directory and in your code’s docstrings, liberally scattered with example code, Pylons provides a very useful and powerful system for you.

If you want to find out more information have a look at the Pudge documentation or try tinkering with your project’s setup.cfg file which contains the Pudge settings.






Distributing Your Application

TODO: this assumes helloworld tutorial context that is no longer present, and could be consolidated with packaging info in Packaging and Deployment Overview

As mentioned earlier eggs are a convenient format for packaging applications. You can create an egg for your project like this:

$ cd helloworld
$ python setup.py bdist_egg





Your egg will be in the dist directory and will be called helloworld-0.0.0dev-py2.4.egg.

You can change options in setup.py to change information about your project. For example change version to version="0.1.0", and run python setup.py bdist_egg again to produce a new egg with an updated version number.

You can then register your application with the Python Package Index [http://pypi.python.org/pypi] (PyPI) with the following command:

$ python setup.py register






Note

You should not do this unless you actually want to register a package!



If users want to install your software and have installed easy_install they can install your new egg as follows:

$ easy_install helloworld==0.1.0





This will retrieve the package from PyPI and install it. Alternatively you can install the egg locally:

$ easy_install -f C:\path\with\the\egg\files\in helloworld==0.1.0





In order to use the egg in a website you need to use Paste. You have already used Paste to create your Pylons template and to run a test server to test the tutorial application.

Paste is a set of tools available at http://pythonpaste.org for providing a uniform way in which all compatible Python web frameworks can work together. To run a paste application such as any Pylons application you need to create a Paste configuration file. The idea is that the your paste configuration file will contain all the configuration for all the different Paste applications you run. A configuration file suitable for development is in the helloworld/development.ini file of the tutorial but the idea is that the person using your egg will add relevant configuration options to their own Paste configuration file so that your egg behaves they way they want. See the section below for more on this configuration.

Paste configuration files can be run in many different ways, from CGI scripts, as standalone servers, with FastCGI, SCGI, mod_python and more. This flexibility means that your Pylons application can be run in virtually any environment and also take advantage of the speed benefits that the deployment option offers.


See also

Running Pylons Apps with Other Web Servers




Running Your Application

In order to run your application your users will need to install it as described above but then generate a config file and setup your application before deploying it. This is described in 実行時設定 and Packaging and Deployment Overview.
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Python 2.3 インストールガイド


Python 2.3 のサポート終了 に対するアドバイス


Warning

Python 2.3 のサポート終了 これは Python 2.3 をサポートする 最
後の バージョンです。 BEGIN UPGRADING OR DIE






準備

最初に、 Windows の Python 2.3 ユーザは、インストールを始める前に
subprocess.exe [http://www.pylonshq.com/download/subprocess-0.1-20041012.win32-py2.3.exe] をインストールする必要があることに注意してください
(それに対して Windows の Python 2.4 ユーザはその必要はありません)。すべ
ての Windows ユーザは、インストールの後で Windows における注意点 も読むべ
きです。また、 Ubuntu/debian ユーザは、おそらく python-dev パッケージを
インストールする必要があるでしょう。




システム全体へのインストール

全員が Pylons を使用できるようにインストールする (root アクセスが必要で
す)。

すでに easy install がインストールされているなら:

$ easy_install Pylons==0.9.7






Note

たまに python.org Cheeseshop が落ちていることがあります。その場合で
も、以下のように私たちのローカルパッケージディレクトリを指定するこ
とで Pylons と依存するパッケージをインストールすることが可能です:

$ easy_install -f http://pylonshq.com/download/ Pylons==0.9.7





これは最新のリリースに必要なパッケージを使用します。 Pylons の過去
のバージョンを使用しているなら、それと共にバージョンを指定すること
によって必要なパッケージを入手することができます:

$ easy_install -f http://pylonshq.com/download/0.9.7/ Pylons==0.9.7







別の方法:


	http://peak.telecommunity.com/dist/ez_setup.py から easy install セットアップファイルをダウンロードする

	以下を実行:



$ python ez_setup.py Pylons==0.9.7






Warning

Python 2.3 のサポート終了 これは Python 2.3 をサポートする 最
後の バージョンです。 BEGIN UPGRADING OR DIE
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Windows における注意点

Pylons のインストール過程でインストールされる Python スクリプト群は、
Python インストールディレクトリの Scripts ディレクトリ（標準では
C:\Python24\Scripts ）におかれます。Windows のデフォルトでは、この
ディレクトリは PATH に含まれていません。そのため、 paster のよ
うなコマンドを実行した際に、次のようなエラーがコマンドプロンプトに表示
される可能性があります。

C:\Documents and Settings\James>paster
'paster' is not recognized as an internal or external command,
operable program or batch file.





Pylons でインストールされたスクリプトを実行するためには、フルパスで指定するか、

C:\Documents and Settings\James>C:\Python24\Scripts\paster
Usage: C:\Python24\Scripts\paster-script.py COMMAND
usage: paster-script.py [paster_options] COMMAND [command_options]

options:
  --version         show program's version number and exit
  --plugin=PLUGINS  Add a plugin to the list of commands (plugins are Egg
                    specs; will also require() the Egg)
  -h, --help        Show this help message

... etc ...





（より好ましい解決方法として、）以下に示すように Scripts ディレクト
リを PATH に追加する必要があります。


Windows 2000 または Windows XP の場合


	デスクトップかスタートメニューで「マイ コンピュータ」を右クリックし、「プロパティ」を選択してください。

	「システムのプロパティ」ウィンドウで「詳細設定」タブを選択してください。

	「詳細設定」項目で「環境変数」のボタンをクリックしてください。

	最後に「環境変数」のウィンドウにおいて、「システム環境変数」の中の path 変数の項目をハイライトさせ、「編集」をクリックしてください。コンピュータにアクセスしてほしいパスを path の行に追加するか、行を編集してください。各ディレクトリは、以下に示すようにセミコロンで区切ります。



C:\Program Files;C:\WINDOWS;C:\WINDOWS\System32






	スクリプトディレクトリへのパスを追加してください。



C:\Program Files;C:\WINDOWS;C:\WINDOWS\System32;C:\Python24\Scripts





最後に を読んでください。




Windows 95, 98, ME の場合

autoexec.bat を編集し、ファイルの最後に以下の行を追加してください。

set PATH=%PATH%;C:\Python24\Scripts





最後に を読んでください。




最後に

PATH の変更を有効にするためには、コンピュータの再起動が必要かも知れ
ません。これにより、コマンドは任意の場所から実行できるようになります。

C:\Documents and Settings\James>paster
Usage: C:\Python24\Scripts\paster-script.py COMMAND
usage: paster-script.py [paster_options] COMMAND [command_options]

options:
  --version         show program's version number and exit
  --plugin=PLUGINS  Add a plugin to the list of commands (plugins are Egg
                    specs; will also require() the Egg)
  -h, --help        Show this help message

... etc ...





すべてのドキュメントにおいて、このように PATH が適切に設定されてい
ることを想定しています。
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Pylons on Jython

Pylons supports Jython [http://www.jython.org] as of v0.9.7.


Installation

The installation process is the same as CPython, as described in
Getting Started. At least Jython 2.5b2 is required.




Deploying to Java Web servers

The Java platform defines the Servlet API [http://en.wikipedia.org/wiki/Java_Servlet] for creating web applications. The
modjy [http://modjy.xhaus.com/] library included with Jython provides a gateway between Java Servlets
and WSGI applications.

The snakefight [http://pypi.python.org/pypi/snakefight] tool can create a WAR file [http://en.wikipedia.org/wiki/Sun_WAR_(file_format)] from a Pylons application (and
modjy) that’s suitable for deployment to the various Servlet containers [http://en.wikipedia.org/wiki/Servlet_container] (such
as Apache Tomcat [http://tomcat.apache.org/] or Sun’s Glassfish [http://glassfish.org/]).


Creating .wars with snakefight

First, install snakefight:

$ easy_install snakefight





This adds an additional command to distutils: bdist_war.

Pylons applications are loaded from Paste, via its paste.app_factory entry
point and a Paste style configuration file. bdist_war knows how to
setup Paste apps for deployment when specified the --paste-config
option:

$ paster make-config MyApp production.ini
$ jython setup.py bdist_war --paste-config production.ini





As with any distutils command the preferred options can instead be added to the
setup.cfg in the root directory of the project:

[bdist_war]
paste-config = production.ini





Then we can simply run:

$ jython setup.py bdist_war





bdist_war creates a .war with the following:


	Jython’s jar files in WEB-INF/lib

	Jython’s stdlib in WEB-INF/lib-python

	Your application’s required eggs in WEB-INF/lib-python



With the --paste-config option, it also:


	Creates a simple loader for the application/config

	Generates a web.xml deployment descriptor configuring modjy to load
the application with the simple loader



For further information/usages, see snakefight’s documentation [http://pypi.python.org/pypi/snakefight].
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Security policy for bugs


Receiving Security Updates

The Pylons team have set up a mailing list at wsgi-security-announce@googlegroups.com to which any security vulnerabilities that affect Pylons will be announced. Anyone wishing to be notified of vulnerabilities in Pylons should subscribe to this list. Security announcements will only be made once a solution to the problem has been discovered.




Reporting Security Issues

Please report security issues by email to both the lead developers of Pylons at the following addresses:

ben[image: at]groovie.org

security[image: at]3aims.com

Please DO NOT announce the vulnerability to any mailing lists or on the ticket system because we would not want any malicious person to be aware of the problem before a solution is available.

In the event of a confirmed vulnerability in Pylons itself, we will take the following actions:


	Acknowledge to the reporter that we’ve received the report and that a fix is forthcoming. We’ll give a rough timeline and ask the reporter to keep the issue confidential until we announce it.

	Halt all other development as long as is needed to develop a fix, including patches against the current release.

	Publicly announce the vulnerability and the fix as soon as it is available to the WSGI security list at wsgi-security-announce@googlegroups.com.



This will probably mean a new release of Pylons, but in some cases it may simply be the release of documentation explaining how to avoid the vulnerability.

In the event of a confirmed vulnerability in one of the components that Pylons uses, we will take the following actions:


	Acknowledge to the reporter that we’ve received the report and ask the reporter to keep the issue confidential until we announce it.

	Contact the developer or maintainer of the package containing the vulnerability.

	If the developer or maintainer fails to release a new version in a reasonable time-scale and the vulnerability is serious we will either create documentation explaining how to avoid the problem or as a last resort, create a patched version.

	Publicly announce the vulnerability and the fix as soon as it is available to the WSGI security list at wsgi-security-announce@googlegroups.com.






Minimising Risk


	Only use official production versions of Pylons released publicly on the Python Package Index [http://python.org/pypi].

	Only use stable releases of third party software not development, alpha, beta or release candidate code.

	Do not assume that related software is of the same quality as Pylons itself, even if Pylons users frequently make use of it.

	Subscribe to the wsgi-security-announce@googlegroups.com mailing list to be informed of security issues and their solutions.
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WSGI support

The Web Server Gateway Interface defined in PEP 333 [http://www.python.org/dev/peps/pep-0333/] is a standard interface between web servers and Python web applications or frameworks, to promote web application portability across a variety of web servers.

Pylons supports the Web Server Gateway Interface (or WSGI for short, pronounced “wizgy”) throughout its stack. This is important for developers because it means that as well coming with all the features you would expect of a modern web framework, Pylons is also extremely flexible. With the WSGI it is possible to change any part of the Pylons stack to add new functionality or modify a request or a response without having to take apart the whole framework.


Paste and WSGI

Most of Pylons’ WSGI capability comes from its close integration with Paste. Paste provides all the tools and middleware necessary to deploy WSGI applications. It can be thought of as a low-level WSGI framework designed for other web frameworks to build upon. Pylons is an example of a framework which makes full use of the possibilities of Paste.

If you want to, you can get the WSGI application object from your Pylons configuration file like this:

from paste.deploy import loadapp
wsgi_app = loadapp('config:/path/to/config.ini')





You can then serve the file using a WSGI server. Here is an example using the WSGI Reference Implementation to be included with Python 2.5:

from paste.deploy import loadapp
wsgi_app = loadapp('config:/path/to/config.ini')

from wsgiref import simple_server
httpd = simple_server.WSGIServer(('',8000), simple_server.WSGIRequestHandler)
httpd.set_app(wsgi_app)
httpd.serve_forever()





The paster serve command you will be used to using during the development of Pylons projects combines these two steps of creating a WSGI app from the config file and serving the resulting file to give the illusion that it is serving the config file directly.

Because the resulting Pylons application is a WSGI application it means you can do the same things with it that you can do with any WSGI application. For example add a middleware chain to it or serve it via FastCGI/SCGI/CGI/mod_python/AJP or standalone.

You can also configure extra WSGI middleware, applications and more directly using the configuration file. The various options are described in the Paste Deploy Documentation [http://pythonpaste.org/deploy/] so we won’t repeat them here.




Using a WSGI Application as a Pylons 0.9 Controller

In Pylons 0.9 controllers are derived from pylons.controllers.WSGIController and are also valid WSGI applications. Unless your controller is derived from the legacy pylons.controllers.Controller class it is also assumed to be a WSGI application. This means that you don’t actually need to use a Pylons controller class in your controller, any WSGI application will work as long as you give it the same name.

For example, if you added a hello controller by executing paster controller hello, you could modify it to look like this:

def HelloController(environ, start_response):
    start_response('200 OK', [('Content-Type','text/html')])
    return ['Hello World!']





or use yield statements like this:

def HelloController(environ, start_response):
    start_response('200 OK', [('Content-Type','text/html')])
    yield 'Hello '
    yield 'World!'





or use the standard Pylons Response object which is a valid WSGI response which takes care of calling start_response() for you:

def HelloController(environ, start_response):
    return Response('Hello World!')





and you could use the render() and render_response() objects exactly like you would in a normal controller action.

As well as writing your WSGI application as a function you could write it as a class:

class HelloController:

    def __call__(self, environ, start_response):
        start_response('200 OK', [('Content-Type','text/html')])
        return ['Hello World!']





All the standard Pylons middleware defined in config/middleware.py is still available.




Running a WSGI Application From Within a Controller

There may be occasions where you don’t want to replace your entire controller with a WSGI application but simply want to run a WSGI application from with a controller action. If your project was called test and you had a WSGI application called wsgi_app you could even do this:

from test.lib.base import *

def wsgi_app(environ, start_response):
    start_response('200 OK',[('Content-type','text/html')])
    return ['<html>\n<body>\nHello World!\n</body>\n</html>']

class HelloController(BaseController):
    def index(self):
        return wsgi_app(request.environ, self.start_response)








Configuring Middleware Within a Pylons Application

A Pylons application middleware stack is directly exposed in the project’s config/middleware.py file. This means that you can add and remove pieces from the stack as you choose.


Warning

If you remove any of the default middleware you are likely to find that various parts of Pylons stop working!



As an example, if you wanted to add middleware that added a new key to the environ dictionary you might do this:

# YOUR MIDDLEWARE
# Put your own middleware here, so that any problems are caught by the error
# handling middleware underneath

class KeyAdder:
def __init__(self, app, key, value):
    self.app = app
    if '.' not in key:
        raise Exception("WSGI environ keys must contain a '.' character")
    self.key = key
    self.value = value

def __call__(self, environ, start_response):
    environ[self.key] = self.value
    return self.app(environ, start_response)

app = KeyAdder(app, 'test.hello', 'Hello World')





Then in your controller you could write:

return Response(request.environ['test.hello'])





and you would see your Hello World! message.

Of course, this isn’t a particularly useful thing to do. Middleware classes can do one of four things or a combination of them:


	Change the environ dictionary

	Change the status

	Change the HTTP headers

	Change the response body of the application



With the ability to do these things as a middleware you can create authentication code, error handling middleware and more but the great thing about WSGI is that someone probably already has so you can consult the wsgi.org middleware list [http://wsgi.org/wsgi/Middleware_and_Utilities] or have a look at the Paste project [http://pythonpaste.org] and reuse an exisiting piece of middleware.




The Cascade

Towards the end of the middleware stack in your project’s config/middleware.py file you will find a special piece of middleware called the cascade:

app = Cascade([static_app, javascripts_app, app])





Passed a list of applications, Cascade will try each of them in turn. If one returns a 404 status code then the next application is tried until one of the applications returns a code other than 200 in which case its response is returned. If all applications fail, then the last application’s failure response is used.

The three WSGI applications in the cascade serve files from your project’s public directory first then if nothing matches, the WebHelpers module JavaScripts are searched and finally if no JavaScripts are found your Pylons app is tried. This is why the public/index.html file is served before your controller is executed and why you can put /javascripts/ into your HTML and the files will be found.

You are free to change the order of the cascade or add extra WSGI applications to it before app so that other locations are checked before your Pylons application is executed.




Useful Resources

Whilst other frameworks have put WSGI adapters at the end of their stacks so that their applications can be served by WSGI servers, we hope you can see how fully Pylons embraces WSGI throughout its design to be the most flexible and extensible of the main Python web frameworks.

To find out more about the Web Server Gateway Interface you might find the following resources useful:


	PEP 333 [http://www.python.org/dev/peps/pep-0333/]

	The WSGI website at wsgi.org [http://wsgi.org]

	XML.com articles: Introducing WSGI - Pythons Secret Web Weapon.html Part 1 [http://www.xml.com/pub/a/2006/09/27/introducing-wsgi-pythons-secret-web-weapon.html] Part 2 [http://www.xml.com/pub/a/2006/10/04/introducing-wsgi-pythons-secret-web-weapon-part-two.html]
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Advanced Pylons
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	Creating Paste templates

	Using Entry Points to Write Plugins
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WSGI, CLI scripts


Working with wsgiwrappers.WSGIRequest

Pylons uses a specialised WSGIRequest class that is accessible via the
paste.wsgiwrappers module.

The wsgiwrappers.WSGIRequest object represents a WSGI request that has
a more programmer-friendly interface. This interface does not expose every
detail of the WSGI environment (why?) and does not attempt to express
anything beyond what is available in the environment dictionary.

The only state maintained in this object is the desired charset, an
associated errors handler and a decode_param_names option.


Unicode notes

When charset is set, the incoming parameter values will be
automatically coerced to unicode objects of the charset encoding.

When unicode is expected, charset will be overridden by the the value
of the charset parameter set in the Content-Type header, if one was
specified by the client.

The incoming parameter names are not decoded to unicode unless the
decode_param_names option is enabled.




The class variable defaults specifies default values for charset, errors,
and language. These default values can be overridden for the current request
via the registry (what’s a registry?).

The language default value is considered the fallback during i18n
translations to ensure in odd cases that mixed languages don’t occur should
the language file contain the string but not another language in the accepted
languages list. The language value only applies when getting a list of
accepted languages from the HTTP Accept header.

This behavior is duplicated from Aquarium, and may seem strange but is very
useful. Normally, everything in the code is in “en-us”. However, the “en-us”
translation catalog is usually empty. If the user requests [“en-us”, “zh-cn”]
and a translation isn’t found for a string in “en-us”, you don’t want gettext
to fallback to “zh-cn”. You want it to just use the string itself. Hence, if
a string isn’t found in the language catalog, the string in the source code
will be used.

All other state is kept in the environment dictionary; this is essential for
interoperability.

You are free to subclass this object.




Attributes


GET

A dictionary-like object representing the QUERY_STRING parameters. Always present, possibly empty.

If the same key is present in the query string multiple times, a list of its
values can be retrieved from the MultiDict via the :meth:getall
method.

Returns a MultiDict container or, when charset is set, a UnicodeMultiDict.




POST

A dictionary-like object representing the POST body.

Most values are encoded strings, or unicode strings when charset is set.
There may also be FieldStorage objects representing file uploads. If this is
not a POST request, or the body is not encoded fields (e.g., an XMLRPC
request) then this will be empty.

This will consume wsgi.input when first accessed if applicable, but the raw
version will be put in environ[‘paste.parsed_formvars’].

Returns a MultiDict container or a UnicodeMultiDict when charset is set.




cookies

A dictionary of cookies, keyed by cookie name.

Just a plain dictionary, may be empty but not None.




defaults

{'errors': 'replace',
 'decode_param_names': False,
 'charset': None,
 'language': 'en-us'}








host

The host name, as provided in HTTP_HOST with a fall-back to SERVER_NAME




is_xhr

Returns a boolean if X-Requested-With is present and is a XMLHttpRequest




languages

Returns a (possibly empty) list of preferred languages, most preferred first.




params

A dictionary-like object of keys from POST, GET, URL dicts

Return a key value from the parameters, they are checked in the following order: POST, GET, URL






Additional methods supported:


getlist(key)

Returns a list of all the values by that key, collected from POST, GET, URL dicts

Returns a MultiDict container or a UnicodeMultiDict when charset is set.




urlvars

Return any variables matched in the URL (e.g. wsgiorg.routing_args).






Methods


__init__(self, environ)




determine_browser_charset(self)

Determine the encoding as specified by the browser via the Content-Type’s charset parameter, if one is set




match_accept(self, mimetypes)

Return a list of specified mime-types that the browser’s HTTP Accept header allows in the order provided.
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Adding commands to Paster


Paster command

The command line will be paster my-command arg1 arg2 if the current directory is the application egg, or paster --plugin=MyPylonsApp my-command arg1 arg2 otherwise.  In the latter case, MyPylonsApp must have been installed via easy_install or python setup.py develop.

Make a package directory for your commands:

$ mkdir myapp/commands
$ touch myapp/commands/__init__.py





Create a module myapp/commands/my_command.py like this:

from paste.script.command import Command

class MyCommand(Command):
        # Parser configuration
        summary = "--NO SUMMARY--"
        usage = "--NO USAGE--"
        group_name = "myapp"
        parser = Command.standard_parser(verbose=False)

        def command(self):
                import pprint
                print "Hello, app script world!"
                print
                print "My options are:"
                print "    ", pprint.pformat(vars(self.options))
                print "My args are:"
                print "    ", pprint.pformat(self.args)
                print
                print "My parser help is:"
                print
                print self.parser.format_help()






Note

The class _must_ define .command, .parser, and .summary



Modify the entry_points argument in setup.py to contain:

[paste.paster_command]
my-command = myapp.commands.my_command:MyCommand





Run python setup.py develop or easy_install . to update the entry points in the egg in sys.path.

Now you should be able to run:

$ paster --plugin=MyApp my-command arg1 arg2
Hello, MyApp script world!

My options are:
         {'interactive': False, 'overwrite': False, 'quiet': 0, 'verbose': 0}
My args are:
         ['arg1', 'arg2']

My parser help is:

Usage: /usr/local/bin/paster my-command [options] --NO USAGE--
--NO SUMMARY--

Options:
  -h, --help  show this help message and exit

$ paster --plugin=MyApp --help
Usage: paster [paster_options] COMMAND [command_options]

...
myapp:
  my-command      --NO SUMMARY--

pylons:
  controller      Create a Controller and accompanying functional test
  restcontroller  Create a REST Controller and accompanying functional test
  shell           Open an interactive shell with the Pylons app loaded








Required class attributes

In addition to the .command method, the class should define .parser and .summary.




Command-line options

Command.standard_parser() returns a Python OptionParser.  Calling parser.add_option enables the developer to add as many options as desired.  Inside the .command method, the user’s options are available under self.options, and any additional arguments are in self.args.

There are several other class attributes that affect the parser; see them defined in paste.script.command:Command.  The most useful attributes are .usage, .description, .min_args, and .max_args.   .usage is the part of the usage string _after_ the command name.  The .standard_parser() method has several optional arguments to add standardized options; some of these got added to my parser although I don’t see how.

See the paster shell command, pylons.commands:ShellCommand, for an example of using command-line options and loading the .ini file and model.

Also see “paster setup-app” where it is defined in paste.script.appinstall.SetupCommand.  This is evident from the entry point in PasteScript  (PasteScript-VERSION.egg/EGG_INFO/entry_points.txt).  It is a complex example of reading a config file and delegating to another entry point.

The code for calling myapp.websetup:setup_config is in paste.script.appinstall.

The Command class also has several convenience methods to handle console prompts, enable logging, verify directories exist and that files have expected content, insert text into a file, run a shell command, add files to Subversion, parse “var=value” arguments, add variables to an .ini file.




Using paster to access a Pylons app

Paster provides request and post commands for running requests on an application. These commands will be run in the full configuration context of a normal application.  Useful for cron jobs, the error handler will also be in place and you can get email reports of failed requests.

Because arguments all just go in QUERY_STRING, request.GET and request.PARAMS won’t look like you expect.  But you can parse them with
something like:

parser = optparse.OptionParser()
parser.add_option(etc)

args = [item[0] for item in
        cgi.parse_qsl(request.environ['QUERY_STRING'])]

options, args = parser.parse_args(args)






paster request / post

Usage: paster request / post [options] CONFIG_FILE URL [OPTIONS/ARGUMENTS]

Run a request for the described application

This command makes an artifical request to a web application that uses a
paste.deploy configuration file for the server and application.  Use ‘paster
request config.ini /url’ to request /url.

Use ‘paster post config.ini /url < data’ to do a POST with the given request body.

If the URL is relative (i.e. doesn’t begin with /) it is interpreted as relative to /.command/.

The variable environ['paste.command_request'] will be set to True in the request, so your application can distinguish these calls from normal requests.

Note that you can pass options besides the options listed here; any unknown options will be passed to the application in environ['QUERY_STRING'].

Options:
  -h, --help            show this help message and exit
  -v, --verbose
  -q, --quiet
  -n NAME, --app-name=NAME
                        Load the named application (default main)
  --config-var=NAME:VALUE
                        Variable to make available in the config for %()s
                        substitution (you can use this option multiple times)
  --header=NAME:VALUE   Header to add to request (you can use this option
                        multiple times)
  --display-headers     Display headers before the response body








Future development

A Pylons controller that handled some of this would probably be quite
useful.  Probably even nicer with additions to the current template, so
that /.command/ all gets routed to a single controller that uses actions
for the various sub-commands, and can provide a useful response to
/.command/?-h, etc.
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Creating Paste templates


Introduction

Python Paste [http://pythonpaste.org/] is an extremely powerful package that isn’t just about WSGI middleware. The related document Using Entry Points to Write Plugins demonstrates how to use entry_points to create simple plugins. This document describes how to write just such a plugin for use Paste’s project template creation facility and how to add a command to Paste’s paster script.

The example task is to create a template for an imaginary content management system. The template is going to produce a project directory structure for a Python package, so we need to be able to specify a package name.




Creating The Directory Structure and Templates

The directory structure for the new project needs to look like this:

- default_project
    - +package+
        - __init__.py
        - static
            - layout
            - region
            - renderer
        - service
            - layout
                - __init__.py
            - region
                - __init__.py
            - renderer
                - __init__.py
    - setup.py_tmpl
    - setup.cfg_tmpl
    - development.ini_tmpl
    - README.txt_tmpl
    - ez_setup.py





Of course, the actual project’s directory structure might look very different. In fact the paster create command can even be used to generate directory structures which aren’t project templates — although this wasn’t what it was designed for.

When the paster create command is run, any directories with +package+ in their name will have that portion of the name replaced by a simplified package name and likewise any directories with +egg+ in their name will have that portion replaced by the name of the egg directory, although we don’t make use of that feature in this example.

All of the files with _tmpl at the end of their filenames are treated as templates and will have the variables they contain replaced automatically. All other files will remain unchanged.


Note

The small templating language used with paster create in files ending in _tmpl is described in detail in the Paste util module documentation [http://pythonpaste.org/module-paste.util.template.html]



When specifying a package name it can include capitalisation and _ characters but it should be borne in mind that the actual name of the package will be the lowercase package name with the _ characters removed. If the package name contains an _, the egg name will contain a _ character so occasionally the +egg+ name is different to the +package+ name.

To avoid difficulty always recommend to users that they stick with package names that contain no _ characters so that the names remain unique when made lowercase.




Implementing the Code

Now that the directory structure has been defined, the next step is to implement the commands that will convert this to a ready-to-run project. The template creation commands are implemented by a class derived from paste.script.templates.Template. This is how our example appears:

from paste.script.templates import Template, var

vars = [
    var('version', 'Version (like 0.1)'),
    var('description', 'One-line description of the package'),
    var('long_description', 'Multi-line description (in reST)'),
    var('keywords', 'Space-separated keywords/tags'),
    var('author', 'Author name'),
    var('author_email', 'Author email'),
    var('url', 'URL of homepage'),
    var('license_name', 'License name'),
    var('zip_safe', 'True/False: if the package can be distributed as a .zip file',
        default=False),
]

class ArtProjectTemplate(Template):
    _template_dir = 'templates/default_project'
    summary = 'Art project template'
    vars = vars





The vars arguments can all be set at run time and will be available to be used as (in this instance) Cheetah template variables in the files which end _tmpl. For example the setup.py_tmpl file for the default_project might look like this:

from setuptools import setup, find_packages

version = ${repr(version)|"0.0"}

setup(name=${repr(project)},
    version=version,
    description="${description|nothing}",
    long_description="""\
    ${long_description|nothing}""",
    classifiers=[],
    keywords=${repr(keywords)|empty},
    author=${repr(author)|empty},
    author_email=${repr(author_email)|empty},
    url=${repr(url)|empty},
    license=${repr(license_name)|empty},
    packages=find_packages(exclude=['ez_setup']),
    include_package_data=True,
    zip_safe=${repr(bool(zip_safe))|False},
    install_requires=[
      # Extra requirements go here #
    ],
    entry_points="""
        [paste.app_factory]
        main=${package}:make_app
    """,
)





Note how the variables specified in vars earlier are used to generate the actual setup.py file.

In order to use the new templates they must be hooked up to the paster create command by means of an entry point. In the setup.py file of the project (in which created the project template is going to be stored) we need to add the following:

entry_points="""
    [paste.paster_create_template]
    art_project=art.entry.template:ArtProjectTemplate
""",





We also need to add PasteScript>=1.3 to the install_requires line.

install_requires=["PasteScript>=1.3"],





We just need to install the entry points now by running:

python setup.py develop





We should now be able to see a list of available templates with this command:

$ paster create --list-templates






Note

Windows users will need to add their Python scripts directory to their path or enter the full version of the command, similar to this:

C:\Python24\Scripts\paster.exe create --list-templates







You should see the following:

Available templates:
art_project:              Art project template
basic_package:            A basic setuptools-enabled package





There may be other projects too.




Troubleshooting

If the Art entries don’t show up, check whether it is possible to import the template.py file because any errors are simply ignored by the paster create command rather than output as a warning.

If the code is correct, the issue might be that the entry points data hasn’t been updated. Examine the Python site-packages directory and delete the Art.egg-link files, any Art*.egg files or directories and remove any entries for art from easy_install.pth (replacing Art with the name chosen for the project of course). Then re-run python setup.py develop to install the correct information.

If problems are still evident, then running the following code will print out a list of all entry points. It might help track the problem down:

import pkg_resources
    for x in pkg_resources.iter_group_name(None, None):
        print x








Using the Template

Now that the entry point is working, a new project can be created:

$ paster create --template=art TestProject





Paster will ask lots of questions based on the variables set up in vars earlier. Pressing return will cause the default to be used. The final result is a nice project template ready for people to start coding with.




Implementing Pylons Templates

If the development context is subject to a frequent need to create lots of Pylons projects, each with a slightly different setup from the standard Pylons defaults then it is probably desirable to create a customised Pylons template to use when generating projects. This can be done in exactly the way described in this document.

First, set up a new Python package, perhaps called something like CustomPylons (obviously, don’t use the Pylons name because Pylons itself is already using it). Then check out the Pylons source code and copy the pylons/templates/default_project [http://pylonshq.com/project/pylonshq/browser/Pylons/trunk/pylons/templates/default_project] directory into the new project as a starting point. The next stage is to add the custom vars and Template class and set up the entry points in the CustomPylons setup.py file.

After those tasks have been completed, it is then possible to create customised templates (ultimately based on the Pylons one) by using the CustomPylons package.
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Using Entry Points to Write Plugins


Introduction

An entry point is a Python object in a project’s code that is identified by a string in the project’s setup.py file. The entry point is referenced by a group and a name so that the object may be discoverabe. This means that another application can search for all the installed software that has an entry point with a particular group name, and then access the Python object associated with that name.

This is extremely useful because it means it is possible to write plugins for an appropriately-designed application that can be loaded at run time. This document describes just such an application.

It is important to understand that entry points are a feature of the new Python eggs package format and are not a standard feature of Python. To learn about eggs, their benefits, how to install them and how to set them up, see:


	Python Eggs [http://peak.telecommunity.com/DevCenter/PythonEggs]

	Easy Install [http://peak.telecommunity.com/DevCenter/EasyInstall]

	Setuptools [http://peak.telecommunity.com/DevCenter/setuptools]



If reading the above documentation is inconvenient, suffice it to say that eggs are created via a similar setup.py file to the one used by Python’s own distutils [http://docs.python.org/lib/module-distutils.html] module — except that eggs have some powerful extra features such as entry points and the ability to specify module dependencies and have them automatically installed by easy_install when the application itself is installed.

For those developers unfamiliar with distutils: it is the standard mechanism by which Python packages should be distributed. To use it, add a setup.py file to the desired project, insert the required metadata and specify the important files. The setup.py file can be used to issue various commands which create distributions of the pacakge in various formats for users to install.




Creating Plugins

This document describes how to use entry points to create a plugin mechansim which allows new types of content to be added to a content management system but we are going to start by looking at the plugin.

Say the standard way the CMS creates a plugin is with the make_plugin() function. In order for a plugin to be a plugin it must therefore have the function which takes the same arguments as the make_plugin() function and returns a plugin. We are going to add some image plugins to the CMS so we setup a project with the following directory structure:

+ image_plugins
  + __init__.py
+ setup.py





The image_plugins/__init__.py file looks like this:

def make_jpeg_image_plugin():
    return "This would return the JPEG image plugin"

def make_png_image_plugin():
    return "This would return the PNG image plugin"





We have now defined our plugins so we need to define our entry points. First lets write a basic setup.py for the project:

from setuptools import setup, find_packages

setup(
    name='ImagePlugins',
    version="1.0",
    description="Image plugins for the imaginary CMS 1.0 project",
    author="James Gardner",
    packages=find_packages(),
    include_package_data=True,
)





When using setuptools we can specify the find_packages() function and include_package_data=True rather than having to manually list all the modules and package data like we had to do in the old distutils setup.py.

Because the plugin is designed to work with the (imaginary) CMS 1.0 package, we need to specify that the plugin requires the CMS to be installed too and so we add this line to the setup() function:

install_requires=["CMS>=1.0"],





Now when the plugins are installed, CMS 1.0 or above will be installed automatically if it is not already present.

There are lots of other arguments such as author_email or url which you can add to the setup.py function too.

We are interested in adding the entry points. We need to decide on a group name for the entry points. It is traditional to use the name of the package using the entry point, separated by a . character and then use a name that describes what the entry point does. For our example cms.plugin might be an appropriate name for the entry point. Since the image_plugin module contains two plugins we will need two entries. Add the following to the setup.py function:

entry_points="""
    [cms.plugin]
    jpg_image=image_plugin:make_jpeg_image_plugin
    png_image=image_plugin:make_jpeg_image_plugin
""",





Group names are specified in square brackets, plugin names are specified in the format name=module.import.path:object_within_the_module. The object doesn’t have to be a function and can have any valid Python name. The module import path doesn’t have to be a top level component as it is in this example and the name of the entry point doesn’t have to be the same as the name of the object it is pointing to.

The developer can add as many entries as desired in each group as long as the names are different and the same holds for adding groups. It is also possible to specify the entry points as a Python dictionary rather than a string if that approach is preferred.

There are two more things we need to do to complete the plugin. The first is to include an ez_setup module so that if the user installing the plugin doesn’t have setuptools installed, it will be installed for them. We do this by adding the follwoing to the very top of the setup.py file before the import:

from ez_setup import use_setuptools
use_setuptools()





We also need to download the ez_setup.py file into our project directory at the same level as setup.py.


Note

If you keep your project in SVN there is a trick you can use with the `SVN:externals [http://peak.telecommunity.com/DevCenter/setuptools#managing-multiple-projects] to keep the ez_setup.py file up to date.



Finally in order for the CMS to find the plugins we need to install them. We can do this with:

$ python setup.py install





as usual or, since we might go on to develop the plugins further we can install them using a special development mode which sets up the paths to run the plugins from the source rather than installing them to Python’s site-packages directory:

$ python setup.py develop





Both commands will download and install setuptools if you don’t already have it installed.




Using Plugins

Now that the plugin is written we need to write the code in the CMS package to load it. Luckily this is even easier.

There are actually lots of ways of discovering plugins. For example: by distribution name and version requirement (such as ImagePlugins>=1.0) or by the entry point group and name (eg jpg_image). For this example we are choosing the latter, here is a simple script for loading the plugins:

from pkg_resources import iter_entry_points
for object in iter_entry_points(group='cms.plugin', name=None):
    print object()

from pkg_resources import iter_entry_points
available_methods = []
for method_handler in iter_entry_points(group='authkit.method', name=None):
    available_methods.append(method_handler.load())





Executing this short script, will result in the following output:

This would return the JPEG image plugin
This would return the PNG image plugin





The iter_entry_points() function has looped though all the objects in the cms.plugin group and returned the function they were associated with. The application then called the function that the enrty point was pointing to.

We hope that we have demonstrated the power of entry points for building extensible code and developers are encouraged to read the pkg_resources [http://peak.telecommunity.com/DevCenter/PkgResources] module documentation to learn about some more features of the eggs format.
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pylons.commands – Command line functions

Paster Commands, for use with paster in your project

The following commands are made available via paster utilizing
setuptools points discovery. These can be used from the command line
when the directory is the Pylons project.

Commands available:


	controller

	Create a Controller and accompanying functional test

	restcontroller

	Create a REST Controller and accompanying functional test

	shell

	Open an interactive shell with the Pylons app loaded



Example usage:

~/sample$ paster controller account
Creating /Users/ben/sample/sample/controllers/account.py
Creating /Users/ben/sample/sample/tests/functional/test_account.py
~/sample$




How it Works

paster is a command line script (from the PasteScript
package) that allows the creation of context sensitive commands.
paster looks in the current directory for a
.egg-info directory, then loads the paster_plugins.txt
file.

Using setuptools entry points, paster looks for
functions registered with setuptools as
paste.paster_command(). These are defined in the entry_points
block in each packages setup.py module.

This same system is used when running paster create to
determine what templates are available when creating new projects.




Module Contents


	
class pylons.commands.ControllerCommand(name)

	Create a Controller and accompanying functional test

The Controller command will create the standard controller template
file and associated functional test to speed creation of
controllers.

Example usage:

yourproj% paster controller comments
Creating yourproj/yourproj/controllers/comments.py
Creating yourproj/yourproj/tests/functional/test_comments.py





If you’d like to have controllers underneath a directory, just
include the path as the controller name and the necessary
directories will be created for you:

yourproj% paster controller admin/trackback
Creating yourproj/controllers/admin
Creating yourproj/yourproj/controllers/admin/trackback.py
Creating yourproj/yourproj/tests/functional/test_admin_trackback.py










	
class pylons.commands.RestControllerCommand(name)

	Create a REST Controller and accompanying functional test

The RestController command will create a REST-based Controller file
for use with the resource()
REST-based dispatching. This template includes the methods that
resource() dispatches to in
addition to doc strings for clarification on when the methods will
be called.

The first argument should be the singular form of the REST
resource. The second argument is the plural form of the word. If
its a nested controller, put the directory information in front as
shown in the second example below.

Example usage:

yourproj% paster restcontroller comment comments
Creating yourproj/yourproj/controllers/comments.py
Creating yourproj/yourproj/tests/functional/test_comments.py





If you’d like to have controllers underneath a directory, just
include the path as the controller name and the necessary
directories will be created for you:

yourproj% paster restcontroller admin/tracback admin/trackbacks
Creating yourproj/controllers/admin
Creating yourproj/yourproj/controllers/admin/trackbacks.py
Creating yourproj/yourproj/tests/functional/test_admin_trackbacks.py










	
class pylons.commands.ShellCommand(name)

	Open an interactive shell with the Pylons app loaded

The optional CONFIG_FILE argument specifies the config file to use for
the interactive shell. CONFIG_FILE defaults to ‘development.ini’.

This allows you to test your mapper, models, and simulate web requests
using paste.fixture.

Example:

$ paster shell my-development.ini















          

      

      

    

    
         Copyright 2008, 2009, Ben Bangert, James Gardner, Philip Jenvey.
      Last updated on Dec 31, 2013.
      Created using Sphinx 1.1.3.
    

  
    
      Navigation

      
        	
          index

        	
          modules |

        	
          next |

        	
          previous |

        	Pylons 0.9.7 documentation 

          	Pylons Modules 
 
      

    


    
      
          
            
  
  
pylons.configuration – Configuration object and defaults setup

Configuration object and defaults setup

The PylonsConfig object is initialized in pylons projects inside the
config/environment.py module. Importing the config
object from module causes the PylonsConfig object to be created, and
setup in  app-safe manner so that multiple apps being setup avoid
conflicts.

After importing config, the project should then call
init_app() with the appropriate options to setup
the configuration. In the config data passed with
init_app(), various defaults are set use with Paste
and Routes.


Module Contents


	
class pylons.configuration.PylonsConfig

	Pylons configuration object

The Pylons configuration object is a per-application instance
object that retains the information regarding the global and app
conf’s as well as per-application instance specific data such as
the mapper, and the paths for this instance.

The config object is available in your application as the Pylons
global pylons.config. For example:

from pylons import config

template_paths = config['pylons.paths']['templates']





There’s several useful keys of the config object most people will
be interested in:


	pylons.paths

	A dict of absolute paths that were defined in the applications
config/environment.py module.

	pylons.environ_config

	Dict of environ keys for where in the environ to pickup various
objects for registering with Pylons. If these are present then
PylonsApp will use them from environ rather than using default
middleware from Beaker. Valid keys are: session, cache

	pylons.strict_tmpl_context

	Whether or not the tmpl_context object should throw an
attribute error when access is attempted to an attribute that
doesn’t exist. Defaults to True.

	pylons.tmpl_context_attach_args

	Whethor or not Routes variables should automatically be
attached to the tmpl_context object when specified in a
controllers method.

	pylons.request_options

	A dict of Content-Type related default settings for new
instances of Request. May
contain the values charset and errors and
decode_param_names. Overrides the Pylons default values
specified by the request_defaults dict.

	pylons.response_options

	A dict of Content-Type related default settings for new
instances of Response. May
contain the values content_type, charset and
errors. Overrides the Pylons default values specified by
the response_defaults dict.

	routes.map

	Mapper object used for Routing. Yes, it is possible to add
routes after your application has started running.




	
init_app(global_conf, app_conf, package=None, paths=None)

	Initialize configuration for the application


	global_conf

	Several options are expected to be set for a Pylons web
application. They will be loaded from the global_config
which has the main Paste options. If debug is not
enabled as a global config option, the following option
must be set:


	error_to - The email address to send the debug error to



The optional config options in this case are:


	smtp_server - The SMTP server to use, defaults to
‘localhost’

	error_log - A logfile to write the error to

	error_subject_prefix - The prefix of the error email
subject

	from_address - Whom the error email should be from





	app_conf

	Defaults supplied via the [app:main] section from the Paste
config file. load_config only cares about whether a
‘prefix’ option is set, if so it will update Routes to
ensure URL’s take that into account.

	package

	The name of the application package, to be stored in the
app_conf.




Changed in version 1.0: template_engine option is no longer supported.
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pylons.controllers – Controllers

This module makes available the
WSGIController and
XMLRPCController for easier importing.
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pylons.controllers.core – WSGIController Class

The core WSGIController


Module Contents


	
class pylons.controllers.core.WSGIController

	WSGI Controller that follows WSGI spec for calling and return
values

The Pylons WSGI Controller handles incoming web requests that are
dispatched from the PylonsBaseWSGIApp. These requests result in a
new instance of the WSGIController being created, which is then
called with the dict options from the Routes match. The standard
WSGI response is then returned with start_response called as per
the WSGI spec.

Special WSGIController methods you may define:


	__before__

	This method is called before your action is, and should be used
for setting up variables/objects, restricting access to other
actions, or other tasks which should be executed before the
action is called.

	__after__

	This method is called after the action is, unless an unexpected
exception was raised. Subclasses of
HTTPException (such as those raised by
redirect_to and abort) are expected; e.g. __after__
will be called on redirects.



Each action to be called is inspected with _inspect_call() so
that it is only passed the arguments in the Routes match dict that
it asks for. The arguments passed into the action can be customized
by overriding the _get_method_args() function which is
expected to return a dict.

In the event that an action is not found to handle the request, the
Controller will raise an “Action Not Found” error if in debug mode,
otherwise a 404 Not Found error will be returned.


	
_perform_call(func, args)

	Hide the traceback for everything above this method






	
_inspect_call(func)

	Calls a function with arguments from
_get_method_args()

Given a function, inspect_call will inspect the function args
and call it with no further keyword args than it asked for.

If the function has been decorated, it is assumed that the
decorator preserved the function signature.






	
_get_method_args()

	Retrieve the method arguments to use with inspect call

By default, this uses Routes to retrieve the arguments,
override this method to customize the arguments your controller
actions are called with.

This method should return a dict.






	
_dispatch_call()

	Handles dispatching the request to the function using
Routes






	
__call__(environ, start_response)

	The main call handler that is called to return a response
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pylons.controllers.util – Controller Utility functions

Utility functions and classes available for use by Controllers

Pylons subclasses the WebOb [http://pythonpaste.org/webob/]
webob.Request and webob.Response classes to provide
backwards compatible functions for earlier versions of Pylons as well
as add a few helper functions to assist with signed cookies.

For reference use, refer to the Request and Response
below.

Functions available:

abort(), forward(), etag_cache(),
mimetype() and redirect()


Module Contents


	
class pylons.controllers.util.Request(environ, charset=None, unicode_errors=None, decode_param_names=None, **kw)

	Bases: webob.request.BaseRequest

WebOb Request subclass

The WebOb webob.Request has no charset, or other defaults. This subclass
adds defaults, along with several methods for backwards
compatibility with paste.wsgiwrappers.WSGIRequest.


	
determine_browser_charset()

	Legacy method to return the
webob.Request.accept_charset






	
languages

	




	
match_accept(mimetypes)

	




	
signed_cookie(name, secret)

	Extract a signed cookie of name from the request

The cookie is expected to have been created with
Response.signed_cookie, and the secret should be the
same as the one used to sign it.

Any failure in the signature of the data will result in None
being returned.










	
class pylons.controllers.util.Response(body=None, status=None, headerlist=None, app_iter=None, content_type=None, conditional_response=None, **kw)

	Bases: webob.response.Response

WebOb Response subclass

The WebOb Response has no default content type, or error defaults.
This subclass adds defaults, along with several methods for
backwards compatibility with paste.wsgiwrappers.WSGIResponse.


	
content

	The body of the response, as a str.  This will read in the
entire app_iter if necessary.






	
determine_charset()

	




	
get_content()

	




	
has_header(header)

	




	
signed_cookie(name, data, secret=None, **kwargs)

	Save a signed cookie with secret signature

Saves a signed cookie of the pickled data. All other keyword
arguments that WebOb.set_cookie accepts are usable and
passed to the WebOb set_cookie method after creating the signed
cookie value.






	
wsgi_response()

	








	
pylons.controllers.util.abort(status_code=None, detail='', headers=None, comment=None)

	Aborts the request immediately by returning an HTTP exception

In the event that the status_code is a 300 series error, the detail
attribute will be used as the Location header should one not be
specified in the headers attribute.






	
pylons.controllers.util.etag_cache(key=None)

	Use the HTTP Entity Tag cache for Browser side caching

If a “If-None-Match” header is found, and equivilant to key,
then a 304 HTTP message will be returned with the ETag to tell
the browser that it should use its current cache of the page.

Otherwise, the ETag header will be added to the response headers.

Suggested use is within a Controller Action like so:

import pylons

class YourController(BaseController):
    def index(self):
        etag_cache(key=1)
        return render('/splash.mako')






Note

This works because etag_cache will raise an HTTPNotModified
exception if the ETag received matches the key provided.








	
pylons.controllers.util.forward(wsgi_app)

	Forward the request to a WSGI application. Returns its response.

return forward(FileApp('filename'))










	
pylons.controllers.util.redirect(url, code=302)

	Raises a redirect exception to the specified URL

Optionally, a code variable may be passed with the status code of
the redirect, ie:

redirect(url(controller='home', action='index'), code=303)
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pylons.controllers.xmlrpc – XMLRPCController Class

The base WSGI XMLRPCController


Module Contents


	
class pylons.controllers.xmlrpc.XMLRPCController

	XML-RPC Controller that speaks WSGI

This controller handles XML-RPC responses and complies with the
XML-RPC Specification [http://www.xmlrpc.com/spec] as well as
the XML-RPC Introspection [http://scripts.incutio.com/xmlrpc/introspection.html]
specification.

By default, methods with names containing a dot are translated to
use an underscore. For example, the system.methodHelp is handled
by the method system_methodHelp().

Methods in the XML-RPC controller will be called with the method
given in the XMLRPC body. Methods may be annotated with a signature
attribute to declare the valid arguments and return types.

For example:

class MyXML(XMLRPCController):
    def userstatus(self):
        return 'basic string'
    userstatus.signature = [ ['string'] ]

    def userinfo(self, username, age=None):
        user = LookUpUser(username)
        response = {'username':user.name}
        if age and age > 10:
            response['age'] = age
        return response
    userinfo.signature = [['struct', 'string'],
                          ['struct', 'string', 'int']]





Since XML-RPC methods can take different sets of data, each set of
valid arguments is its own list. The first value in the list is the
type of the return argument. The rest of the arguments are the
types of the data that must be passed in.

In the last method in the example above, since the method can
optionally take an integer value both sets of valid parameter lists
should be provided.

Valid types that can be checked in the signature and their
corresponding Python types:

'string' - str
'array' - list
'boolean' - bool
'int' - int
'double' - float
'struct' - dict
'dateTime.iso8601' - xmlrpclib.DateTime
'base64' - xmlrpclib.Binary





The class variable allow_none is passed to xmlrpclib.dumps;
enabling it allows translating None to XML (an extension to the
XML-RPC specification)


Note

Requiring a signature is optional.




	
__call__(environ, start_response)

	Parse an XMLRPC body for the method, and call it with the
appropriate arguments






	
system_listMethods()

	Returns a list of XML-RPC methods for this XML-RPC resource






	
system_methodSignature(name)

	Returns an array of array’s for the valid signatures for a
method.

The first value of each array is the return value of the
method. The result is an array to indicate multiple signatures
a method may be capable of.






	
system_methodHelp(name)

	Returns the documentation for a method
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pylons.decorators – Decorators

Pylons Decorators

Common decorators intended for use in controllers. Additional
decorators for use with controllers are in the
cache, rest and
secure modules.


Module Contents


	
pylons.decorators.jsonify(func)

	Action decorator that formats output for JSON

Given a function that will return content, this decorator will turn
the result into JSON, with a content-type of ‘application/json’ and
output it.






	
pylons.decorators.validate(schema=None, validators=None, form=None, variable_decode=False, dict_char='.', list_char='-', post_only=True, state=None, on_get=False, **htmlfill_kwargs)

	Validate input either for a FormEncode schema, or individual
validators

Given a form schema or dict of validators, validate will attempt to
validate the schema or validator list.

If validation was successful, the valid result dict will be saved
as self.form_result. Otherwise, the action will be re-run as if
it was a GET, and the output will be filled by FormEncode’s
htmlfill to fill in the form field errors.


	schema

	Refers to a FormEncode Schema object to use during validation.

	form

	Method used to display the form, which will be used to get the
HTML representation of the form for error filling.

	variable_decode

	Boolean to indicate whether FormEncode’s variable decode
function should be run on the form input before validation.

	dict_char

	Passed through to FormEncode. Toggles the form field naming
scheme used to determine what is used to represent a dict. This
option is only applicable when used with variable_decode=True.

	list_char

	Passed through to FormEncode. Toggles the form field naming
scheme used to determine what is used to represent a list. This
option is only applicable when used with variable_decode=True.

	post_only

	Boolean that indicates whether or not GET (query) variables
should be included during validation.


Warning

post_only applies to where the arguments to be
validated come from. It does not restrict the form to
only working with post, merely only checking POST vars.





	state

	Passed through to FormEncode for use in validators that utilize
a state object.

	on_get

	Whether to validate on GET requests. By default only POST
requests are validated.



Example:

class SomeController(BaseController):

    def create(self, id):
        return render('/myform.mako')

    @validate(schema=model.forms.myshema(), form='create')
    def update(self, id):
        # Do something with self.form_result
        pass















          

      

      

    

    
         Copyright 2008, 2009, Ben Bangert, James Gardner, Philip Jenvey.
      Last updated on Dec 31, 2013.
      Created using Sphinx 1.1.3.
    

  
    
      Navigation

      
        	
          index

        	
          modules |

        	
          next |

        	
          previous |

        	Pylons 0.9.7 documentation 

          	Pylons Modules 
 
      

    


    
      
          
            
  
  
pylons.decorators.cache – Cache Decorators

Caching decorator


Module Contents


	
pylons.decorators.cache.beaker_cache(key='cache_default', expire='never', type=None, query_args=False, cache_headers=('content-type', 'content-length'), invalidate_on_startup=False, cache_response=True, **b_kwargs)

	Cache decorator utilizing Beaker. Caches action or other
function that returns a pickle-able object as a result.

Optional arguments:


	key

	None - No variable key, uses function name as key
“cache_default” - Uses all function arguments as the key
string - Use kwargs[key] as key
list - Use [kwargs[k] for k in list] as key

	expire

	Time in seconds before cache expires, or the string “never”.
Defaults to “never”

	type

	Type of cache to use: dbm, memory, file, memcached, or None for
Beaker’s default

	query_args

	Uses the query arguments as the key, defaults to False

	cache_headers

	A tuple of header names indicating response headers that
will also be cached.

	invalidate_on_startup

	If True, the cache will be invalidated each time the application
starts or is restarted.

	cache_response

	Determines whether the response at the time beaker_cache is used
should be cached or not, defaults to True.


Note

When cache_response is set to False, the cache_headers
argument is ignored as none of the response is cached.







If cache_enabled is set to False in the .ini file, then cache is
disabled globally.
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pylons.decorators.rest – REST-ful Decorators

REST decorators


Module Contents


	
pylons.decorators.rest.dispatch_on(**method_map)

	Dispatches to alternate controller methods based on HTTP method

Multiple keyword arguments should be passed, with the keyword
corresponding to the HTTP method to dispatch on (DELETE, POST, GET,
etc.) and the value being the function to call. The value should be
a string indicating the name of the function to dispatch to.

Example:

from pylons.decorators import rest

class SomeController(BaseController):

    @rest.dispatch_on(POST='create_comment')
    def comment(self):
        # Do something with the comment

    def create_comment(self, id):
        # Do something if its a post to comment










	
pylons.decorators.rest.restrict(*methods)

	Restricts access to the function depending on HTTP method

Example:

from pylons.decorators import rest

class SomeController(BaseController):

    @rest.restrict('GET')
    def comment(self, id):
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pylons.decorators.secure – Secure Decorators

Security related decorators


Module Contents


	
pylons.decorators.secure.authenticate_form(func)

	Decorator for authenticating a form

This decorator uses an authorization token stored in the client’s
session for prevention of certain Cross-site request forgery (CSRF)
attacks (See
http://en.wikipedia.org/wiki/Cross-site_request_forgery for more
information).

For use with the webhelpers.html.secure_form helper functions.






	
pylons.decorators.secure.https(url_or_callable=None)

	Decorator to redirect to the SSL version of a page if not
currently using HTTPS. Apply this decorator to controller methods
(actions).

Takes a url argument: either a string url, or a callable returning a
string url. The callable will be called with no arguments when the
decorated method is called. The url’s scheme will be rewritten to
https if necessary.

Non-HTTPS POST requests are aborted (405 response code) by this
decorator.

Example:

# redirect to HTTPS /pylons
@https('/pylons')
def index(self):
    do_secure()

# redirect to HTTPS /auth/login, delaying the url() call until
# later (as the url object may not be functional when the
# decorator/method are defined)
@https(lambda: url(controller='auth', action='login'))
def login(self):
    do_secure()

# redirect to HTTPS version of myself
@https()
def get(self):
    do_secure()
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pylons.error – Error handling support

Custom EvalException support

Provides template engine HTML error formatters for the Template tab of
EvalException.
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pylons.i18n.translation – Translation/Localization functions

Translation/Localization functions.

Provides gettext translation functions via an app’s
pylons.translator and get/set_lang for changing the language
translated to.


Module Contents


	
exception pylons.i18n.translation.LanguageError

	Exception raised when a problem occurs with changing languages






	
class pylons.i18n.translation.LazyString(func, *args, **kwargs)

	Has a number of lazily evaluated functions replicating a
string. Just override the eval() method to produce the actual value.

This method copied from TurboGears.






	
pylons.i18n.translation.lazify(func)

	Decorator to return a lazy-evaluated version of the original






	
pylons.i18n.translation.gettext_noop(value)

	Mark a string for translation without translating it. Returns
value.

Used for global strings, e.g.:

foo = N_('Hello')

class Bar:
    def __init__(self):
        self.local_foo = _(foo)

h.set_lang('fr')
assert Bar().local_foo == 'Bonjour'
h.set_lang('es')
assert Bar().local_foo == 'Hola'
assert foo == 'Hello'










	
pylons.i18n.translation.gettext(value)

	Mark a string for translation. Returns the localized string of
value.

Mark a string to be localized as follows:

gettext('This should be in lots of languages')










	
pylons.i18n.translation.ugettext(value)

	Mark a string for translation. Returns the localized unicode
string of value.

Mark a string to be localized as follows:

_('This should be in lots of languages')










	
pylons.i18n.translation.ngettext(singular, plural, n)

	Mark a string for translation. Returns the localized string of
the pluralized value.

This does a plural-forms lookup of a message id. singular is
used as the message id for purposes of lookup in the catalog, while
n is used to determine which plural form to use. The returned
message is a string.

Mark a string to be localized as follows:

ngettext('There is %(num)d file here', 'There are %(num)d files here',
         n) % {'num': n}










	
pylons.i18n.translation.ungettext(singular, plural, n)

	Mark a string for translation. Returns the localized unicode
string of the pluralized value.

This does a plural-forms lookup of a message id. singular is
used as the message id for purposes of lookup in the catalog, while
n is used to determine which plural form to use. The returned
message is a Unicode string.

Mark a string to be localized as follows:

ungettext('There is %(num)d file here', 'There are %(num)d files here',
          n) % {'num': n}










	
pylons.i18n.translation.set_lang(lang, set_environ=True, **kwargs)

	Set the current language used for translations.

lang should be a string or a list of strings. If a list of
strings, the first language is set as the main and the subsequent
languages are added as fallbacks.






	
pylons.i18n.translation.get_lang()

	Return the current i18n language used






	
pylons.i18n.translation.add_fallback(lang, **kwargs)

	Add a fallback language from which words not matched in other
languages will be translated to.

This fallback will be associated with the currently selected
language – that is, resetting the language via set_lang() resets
the current fallbacks.

This function can be called multiple times to add multiple
fallbacks.
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pylons.log – Logging for WSGI errors

Logging related functionality

This logging Handler logs to environ['wsgi.errors'] as designated
in PEP 333 [http://www.python.org/dev/peps/pep-0333].


Module Contents


	
class pylons.log.WSGIErrorsHandler(cache=False, *args, **kwargs)

	A handler class that writes logging records to
environ[‘wsgi.errors’].

This code is derived from CherryPy’s
cherrypy._cplogging.WSGIErrorHandler.


	cache

	Whether the wsgi.errors stream is cached (instead of looked up
via pylons.request.environ per every logged message). Enabling
this option is not recommended (particularly for the use case of
logging to wsgi.errors outside of a request) as the behavior
of a cached wsgi.errors stream is not strictly defined. In
particular, mod_wsgi [http://www.modwsgi.org]‘s wsgi.errors
will raise an exception when used outside of a request.




	
emit(record)

	Emit a record






	
flush()

	Flushes the stream






	
get_wsgierrors()

	Return the wsgi.errors stream

Raises a TypeError when outside of a web request
(pylons.request is not setup)
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pylons.middleware – WSGI Middleware

Pylons’ WSGI middlewares


Module Contents


	
class pylons.middleware.StatusCodeRedirect(app, errors=(400, 401, 403, 404), path='/error/document')

	Internally redirects a request based on status code

StatusCodeRedirect watches the response of the app it wraps. If the
response is an error code in the errors sequence passed the request
will be re-run with the path URL set to the path passed in.

This operation is non-recursive and the output of the second
request will be used no matter what it is.

Should an application wish to bypass the error response (ie, to
purposely return a 401), set
environ['pylons.status_code_redirect'] = True in the application.


	
__init__(app, errors=(400, 401, 403, 404), path='/error/document')

	Initialize the ErrorRedirect


	errors

	A sequence (list, tuple) of error code integers that should
be caught.

	path

	The path to set for the next request down to the
application.












	
pylons.middleware.ErrorHandler(app, global_conf, **errorware)

	ErrorHandler Toggle

If debug is enabled, this function will return the app wrapped in
the WebError EvalException middleware which displays
interactive debugging sessions when a traceback occurs.

Otherwise, the app will be wrapped in the WebError
ErrorMiddleware, and the errorware dict will be passed into
it. The ErrorMiddleware handles sending an email to the address
listed in the .ini file, under email_to.






Note


	The errorware dictionary is constructed from the settings in the DEFAULT section of development.ini. the recognised keys and settings at initialization are:

	
	error_email = conf.get(‘email_to’)

	error_log = conf.get(‘error_log’, None)

	smtp_server = conf.get(‘smtp_server’,’localhost’)

	error_subject_prefix = conf.get(‘error_subject_prefix’, ‘WebApp Error: ‘)

	from_address = conf.get(‘from_address’, conf.get(‘error_email_from’, 'pylons@yourapp.com‘))

	error_message = conf.get(‘error_message’, ‘An internal server error occurred’)












Referenced classes

Pylons middleware uses WebError to effect the error-handling. The two classes implicated are:


ErrorMiddleware

weberror.errormiddleware
weberror.errormiddleware.ErrorMiddleware




EvalException

weberror.evalexception
weberror.evalexception.EvalException






Legacy


Changed in version 0.9.7: These functions were deprecated in Pylons 0.9.7, and have been superceded
by the StatusCodeRedirect middleware.
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pylons.templating – Render functions and helpers

Render functions and helpers


Render functions and helpers

pylons.templating includes several basic render functions,
render_mako(), render_genshi() and render_jinja2()
that render templates from the file-system with the assumption that
variables intended for the will be attached to tmpl_context
(hereafter referred to by its short name of c which it is
commonly imported as).

The default render functions work with the template language loader
object that is setup on the app_globals object in the project’s
config/environment.py.


Usage

Generally, one of the render functions will be imported in the
controller. Variables intended for the template are attached to the
c object. The render functions return unicode (they actually
return literal objects, a subclass of
unicode).


Tip

tmpl_context (template context) is abbreviated to c
instead of its full name since it will likely be used extensively
and it’s much faster to use c. Of course, for users that
can’t tolerate one-letter variables, feel free to not import
tmpl_context as c since both names are available in
templates as well.



Example of rendering a template with some variables:

from pylons import tmpl_context as c
from pylons.templating import render_mako as render

from sampleproject.lib.base import BaseController

class SampleController(BaseController):

    def index(self):
        c.first_name = "Joe"
        c.last_name = "Smith"
        return render('/some/template.mako')





And the accompanying Mako template:

Hello ${c.first name}, I see your lastname is ${c.last_name}!





Your controller will have additional default imports for commonly used
functions.




Template Globals

Templates rendered in Pylons should include the default Pylons globals
as the render_mako(), render_genshi() and
render_jinja2() functions. The full list of Pylons globals that
are included in the template’s namespace are:


	c – Template context object

	tmpl_context – Template context object

	config – Pylons PylonsConfig
object (acts as a dict)

	app_globals – Project application globals object

	h – Project helpers module reference

	request – Pylons Request
object for this request

	response – Pylons Response
object for this request

	session – Pylons session object (unless Sessions are
removed)

	url – Routes url generator
object

	translator – Gettext translator object configured for
current locale

	ungettext() – Unicode capable version of gettext’s ngettext
function (handles plural translations)

	_() – Unicode capable gettext translate function

	N_() – gettext no-op function to mark a string for
translation, but doesn’t actually translate






Configuring the template language

The template engine is created in the projects
config/environment.py and attached to the app_globals (g)
instance. Configuration options can be directly passed into the
template engine, and are used by the render functions.


Warning

Don’t change the variable name on app_globals that the
template loader is attached to if you want to use the render_*
functions that pylons.templating comes with. The render_*
functions look for the template loader to render the template.








Module Contents


	
pylons.templating.pylons_globals()

	Create and return a dictionary of global Pylons variables

Render functions should call this to retrieve a list of global
Pylons variables that should be included in the global template
namespace if possible.


	Pylons variables that are returned in the dictionary:

	c, h, _, N_, config, request, response,
translator, ungettext, url



If SessionMiddleware is being used, session will also be
available in the template namespace.






	
pylons.templating.cached_template(template_name, render_func, ns_options=(), cache_key=None, cache_type=None, cache_expire=None, **kwargs)

	Cache and render a template

Cache a template to the namespace template_name, along with a
specific key if provided.

Basic Options


	template_name

	Name of the template, which is used as the template namespace.

	render_func

	Function used to generate the template should it no longer be
valid or doesn’t exist in the cache.

	ns_options

	Tuple of strings, that should correspond to keys likely to be
in the kwargs that should be used to construct the
namespace used for the cache. For example, if the template
language supports the ‘fragment’ option, the namespace should
include it so that the cached copy for a template is not the
same as the fragment version of it.



Caching options (uses Beaker caching middleware)


	cache_key

	Key to cache this copy of the template under.

	cache_type

	Valid options are dbm, file, memory, database,
or memcached.

	cache_expire

	Time in seconds to cache this template with this cache_key
for. Or use ‘never’ to designate that the cache should never
expire.



The minimum key required to trigger caching is
cache_expire='never' which will cache the template forever
seconds with no key.






	
pylons.templating.render_mako(template_name, extra_vars=None, cache_key=None, cache_type=None, cache_expire=None)

	Render a template with Mako

Accepts the cache options cache_key, cache_type, and
cache_expire.






	
pylons.templating.render_mako_def(template_name, def_name, cache_key=None, cache_type=None, cache_expire=None, **kwargs)

	Render a def block within a Mako template

Takes the template name, and the name of the def within it to call.
If the def takes arguments, they should be passed in as keyword
arguments.

Example:

# To call the def 'header' within the 'layout.mako' template
# with a title argument
render_mako_def('layout.mako', 'header', title='Testing')





Also accepts the cache options cache_key, cache_type, and
cache_expire.






	
pylons.templating.render_genshi(template_name, extra_vars=None, cache_key=None, cache_type=None, cache_expire=None, method='xhtml')

	Render a template with Genshi

Accepts the cache options cache_key, cache_type, and
cache_expire in addition to method which are passed to Genshi’s
render function.






Legacy Render Functions




Legacy Buffet Functions
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pylons.test – Test related functionality

Test related functionality

Adds a Pylons plugin to nose [http://www.somethingaboutorange.com/mrl/projects/nose/] that loads
the Pylons app before scanning for doc tests.

This can be configured in the projects setup.cfg under a
[nosetests] block:

[nosetests]
with-pylons=development.ini





Alternate ini files may be specified if the app should be loaded using
a different configuration.


Module Contents


	
class pylons.test.PylonsPlugin

	Nose plugin extension

For use with nose to allow a project to be configured before nose
proceeds to scan the project for doc tests and unit tests. This
prevents modules from being loaded without a configured Pylons
environment.
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pylons.util – Paste Template and Pylons utility functions

Paste Template and Pylons utility functions

PylonsTemplate is a Paste Template sub-class that configures the source
directory and default plug-ins for a new Pylons project. The minimal
template a more minimal template with less additional directories and
layout.


Module Contents


	
class pylons.util.PylonsContext

	Pylons context object

All the Pylons Stacked Object Proxies are also stored here, for use
in generators and async based operation where the globals can’t be
used.

This object is attached in
WSGIController instances as
_py_object. For example:

class MyController(WSGIController):
    def index(self):
        pyobj = self._py_object
        return "Environ is %s" % pyobj.request.environ










	
class pylons.util.ContextObj

	The tmpl_context object, with strict attribute access
(raises an Exception when the attribute does not exist)






	
class pylons.util.AttribSafeContextObj

	The tmpl_context object, with lax attribute access (
returns ‘’ when the attribute does not exist)
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pylons.wsgiapp – PylonsWSGI App Creator

WSGI App Creator

This module is responsible for creating the basic Pylons WSGI
application (PylonsApp). It’s generally assumed that it will be called
by Paste, though any WSGI server could create and call the WSGI app as
well.


Module Contents


	
class pylons.wsgiapp.PylonsApp(config=None, **kwargs)

	Pylons WSGI Application

This basic WSGI app is provided should a web developer want to
get access to the most basic Pylons web application environment
available. By itself, this Pylons web application does little more
than dispatch to a controller and setup the context object, the
request object, and the globals object.

Additional functionality like sessions, and caching can be setup by
altering the environ['pylons.environ_config'] setting to
indicate what key the session and cache functionality
should come from.

Resolving the URL and dispatching can be customized by sub-classing
or “monkey-patching” this class. Subclassing is the preferred
approach.


	
__call__(environ, start_response)

	Setup and handle a web request

PylonsApp splits its functionality into several methods to
make it easier to subclass and customize core functionality.

The methods are called in the following order:


	setup_app_env()

	load_test_env() (Only if operating in
testing mode)

	resolve()

	dispatch()



The response from dispatch() is expected to be
an iterable (valid PEP 333 [http://www.python.org/dev/peps/pep-0333] WSGI response), which is then
sent back as the response.






	
dispatch(controller, environ, start_response)

	Dispatches to a controller, will instantiate the controller
if necessary.

Override this to change how the controller dispatch is handled.






	
find_controller(controller)

	Locates a controller by attempting to import it then grab
the SomeController instance from the imported module.

Controller name is assumed to be a module in the controllers
directory unless it contains a ‘.’ or ‘:’ which is then assumed
to be a dotted path to the module and name of the controller
object.

Override this to change how the controller object is found once
the URL has been resolved.






	
load_test_env(environ)

	Sets up our Paste testing environment






	
register_globals(environ)

	Registers globals in the environment, called from
setup_app_env()

Override this to control how the Pylons API is setup. Note that
a custom render function will need to be used if the
pylons.app_globals global is not available.






	
resolve(environ, start_response)

	Uses dispatching information found in
environ['wsgiorg.routing_args'] to retrieve a controller
name and return the controller instance from the appropriate
controller module.

Override this to change how the controller name is found and
returned.






	
setup_app_env(environ, start_response)

	Setup and register all the Pylons objects with the registry

After creating all the global objects for use in the request,
register_globals() is called to register them
in the environment.
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Third-party components



	beaker – Beaker Caching

	FormEncode

	routes – Route and Mapper core classes

	weberror – Weberror

	webhelpers – Web Helpers package

	webtest – WebTest

	webob – WebOb
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beaker – Beaker Caching


Cache

This package contains the “front end” classes and functions
for Beaker caching.

Included are the Cache and CacheManager classes,
as well as the function decorators region_decorate(),
region_invalidate().


	
class beaker.cache.Cache(namespace, type='memory', expiretime=None, starttime=None, expire=None, **nsargs)

	Front-end to the containment API implementing a data cache.





	Parameters:	
	namespace – the namespace of this Cache

	type – type of cache to use

	expire – seconds to keep cached data

	expiretime – seconds to keep cached data (legacy support)

	starttime – time when cache was cache was










	
clear()

	Clear all the values from the namespace






	
get(key, **kw)

	Retrieve a cached value from the container






	
get_value(key, **kw)

	Retrieve a cached value from the container










	
class beaker.cache.CacheManager(**kwargs)

	
	
cache(*args, **kwargs)

	Decorate a function to cache itself with supplied parameters





	Parameters:	
	args – Used to make the key unique for this function, as in region()
above.

	kwargs – Parameters to be passed to get_cache(), will override defaults









Example:

# Assuming a cache object is available like:
cache = CacheManager(dict_of_config_options)


def populate_things():

    @cache.cache('mycache', expire=15)
    def load(search_term, limit, offset):
        return load_the_data(search_term, limit, offset)

    return load('rabbits', 20, 0)






Note

The function being decorated must only be called with
positional arguments.








	
invalidate(func, *args, **kwargs)

	Invalidate a cache decorated function

This function only invalidates cache spaces created with the
cache decorator.





	Parameters:	
	func – Decorated function to invalidate

	args – Used to make the key unique for this function, as in region()
above.

	kwargs – Parameters that were passed for use by get_cache(), note that
this is only required if a type was specified for the
function









Example:

# Assuming a cache object is available like:
cache = CacheManager(dict_of_config_options)


def populate_things(invalidate=False):

    @cache.cache('mycache', type="file", expire=15)
    def load(search_term, limit, offset):
        return load_the_data(search_term, limit, offset)

    # If the results should be invalidated first
    if invalidate:
        cache.invalidate(load, 'mycache', 'rabbits', 20, 0, type="file")
    return load('rabbits', 20, 0)










	
region(region, *args)

	Decorate a function to cache itself using a cache region

The region decorator requires arguments if there are more than
two of the same named function, in the same module. This is
because the namespace used for the functions cache is based on
the functions name and the module.

Example:

# Assuming a cache object is available like:
cache = CacheManager(dict_of_config_options)


def populate_things():

    @cache.region('short_term', 'some_data')
    def load(search_term, limit, offset):
        return load_the_data(search_term, limit, offset)

    return load('rabbits', 20, 0)






Note

The function being decorated must only be called with
positional arguments.








	
region_invalidate(namespace, region, *args)

	Invalidate a cache region namespace or decorated function

This function only invalidates cache spaces created with the
cache_region decorator.





	Parameters:	
	namespace – Either the namespace of the result to invalidate, or the
cached function

	region – The region the function was cached to. If the function was
cached to a single region then this argument can be None

	args – Arguments that were used to differentiate the cached
function as well as the arguments passed to the decorated
function









Example:

# Assuming a cache object is available like:
cache = CacheManager(dict_of_config_options)

def populate_things(invalidate=False):

    @cache.region('short_term', 'some_data')
    def load(search_term, limit, offset):
        return load_the_data(search_term, limit, offset)

    # If the results should be invalidated first
    if invalidate:
        cache.region_invalidate(load, None, 'some_data',
                                'rabbits', 20, 0)
    return load('rabbits', 20, 0)
















Container

Container and Namespace classes


	
beaker.container.ContainerContext

	alias of dict






	
class beaker.container.Container

	Implements synchronization and value-creation logic
for a ‘value’ stored in a NamespaceManager.

Container and its subclasses are deprecated.   The
Value class is now used for this purpose.






	
class beaker.container.MemoryContainer

	




	
class beaker.container.DBMContainer

	




	
class beaker.container.NamespaceManager(namespace)

	Handles dictionary operations and locking for a namespace of
values.

NamespaceManager provides a dictionary-like interface,
implementing __getitem__(), __setitem__(), and
__contains__(), as well as functions related to lock
acquisition.

The implementation for setting and retrieving the namespace data is
handled by subclasses.

NamespaceManager may be used alone, or may be accessed by
one or more Value objects.  Value objects provide per-key
services like expiration times and automatic recreation of values.

Multiple NamespaceManagers created with a particular name will all
share access to the same underlying datasource and will attempt to
synchronize against a common mutex object.  The scope of this
sharing may be within a single process or across multiple
processes, depending on the type of NamespaceManager used.

The NamespaceManager itself is generally threadsafe, except in the
case of the DBMNamespaceManager in conjunction with the gdbm dbm
implementation.






	
class beaker.container.MemoryNamespaceManager(namespace, **kwargs)

	NamespaceManager that uses a Python dictionary for storage.






	
class beaker.container.DBMNamespaceManager(namespace, dbmmodule=None, data_dir=None, dbm_dir=None, lock_dir=None, digest_filenames=True, **kwargs)

	NamespaceManager that uses dbm files for storage.






	
class beaker.container.FileContainer

	




	
class beaker.container.FileNamespaceManager(namespace, data_dir=None, file_dir=None, lock_dir=None, digest_filenames=True, **kwargs)

	NamespaceManager that uses binary files for storage.

Each namespace is implemented as a single file storing a
dictionary of key/value pairs, serialized using the Python
pickle module.






	
exception beaker.container.CreationAbortedError

	Deprecated.








Database


	
class beaker.ext.database.DatabaseNamespaceManager(namespace, url=None, sa_opts=None, optimistic=False, table_name='beaker_cache', data_dir=None, lock_dir=None, schema_name=None, **params)

	




	
class beaker.ext.database.DatabaseContainer

	






Google


	
class beaker.ext.google.GoogleNamespaceManager(namespace, table_name='beaker_cache', **params)

	




	
class beaker.ext.google.GoogleContainer

	






Memcached


	
class beaker.ext.memcached.MemcachedNamespaceManager(namespace, url, memcache_module='auto', data_dir=None, lock_dir=None, **kw)

	Provides the NamespaceManager API over a memcache client library.






	
class beaker.ext.memcached.MemcachedContainer

	Container class which invokes MemcacheNamespaceManager.





Middleware


	
class beaker.middleware.CacheMiddleware(app, config=None, environ_key='beaker.cache', **kwargs)

	




	
class beaker.middleware.SessionMiddleware(wrap_app, config=None, environ_key='beaker.session', **kwargs)

	






Session


	
class beaker.session.SignedCookie(secret, input=None)

	Extends python cookie to give digital signature support






	
class beaker.session.Session(request, id=None, invalidate_corrupt=False, use_cookies=True, type=None, data_dir=None, key='beaker.session.id', timeout=None, cookie_expires=True, cookie_domain=None, cookie_path='/', secret=None, secure=False, namespace_class=None, httponly=False, encrypt_key=None, validate_key=None, **namespace_args)

	Session object that uses container package for storage.





	Parameters:	
	invalidate_corrupt (bool) – How to handle corrupt data when loading. When
set to True, then corrupt data will be silently
invalidated and a new session created,
otherwise invalid data will cause an exception.

	use_cookies (bool) – Whether or not cookies should be created. When set to
False, it is assumed the user will handle storing the
session on their own.

	type – What data backend type should be used to store the underlying
session data

	key – The name the cookie should be set to.

	timeout (int) – How long session data is considered valid. This is used
regardless of the cookie being present or not to determine
whether session data is still valid.

	cookie_expires – Expiration date for cookie

	cookie_domain – Domain to use for the cookie.

	cookie_path – Path to use for the cookie.

	secure – Whether or not the cookie should only be sent over SSL.

	httponly – Whether or not the cookie should only be accessible by
the browser not by JavaScript.

	encrypt_key – The key to use for the local session encryption, if not
provided the session will not be encrypted.

	validate_key – The key used to sign the local encrypted session














	
class beaker.session.SessionObject(environ, **params)

	Session proxy/lazy creator

This object proxies access to the actual session object, so that in
the case that the session hasn’t been used before, it will be
setup. This avoid creating and loading the session from persistent
storage unless its actually used during the request.








Synchronization

Synchronization functions.

File- and mutex-based mutual exclusion synchronizers are provided,
as well as a name-based mutex which locks within an application
based on a string name.


	
class beaker.synchronization.NameLock(identifier=None, reentrant=False)

	a proxy for an RLock object that is stored in a name based
registry.

Multiple threads can get a reference to the same RLock based on the
name alone, and synchronize operations related to that name.






	
class beaker.synchronization.SynchronizerImpl

	Base class for a synchronization object that allows
multiple readers, single writers.






	
class beaker.synchronization.FileSynchronizer(identifier, lock_dir)

	A synchronizer which locks using flock().






	
class beaker.synchronization.ConditionSynchronizer(identifier)

	a synchronizer using a Condition.








Util

Beaker utilities


	
class beaker.util.SyncDict

	An efficient/threadsafe singleton map algorithm, a.k.a.
“get a value based on this key, and create if not found or not
valid” paradigm:


exists && isvalid ? get : create


Designed to work with weakref dictionaries to expect items
to asynchronously disappear from the dictionary.

Use python 2.3.3 or greater !  a major bug was just fixed in Nov.
2003 that was driving me nuts with garbage collection/weakrefs in
this section.






	
class beaker.util.WeakValuedRegistry

	




	
class beaker.util.ThreadLocal

	stores a value on a per-thread basis






	
beaker.util.verify_directory(dir)

	verifies and creates a directory.  tries to
ignore collisions with other threads and processes.






	
beaker.util.encoded_path(root, identifiers, extension='.enc', depth=3, digest_filenames=True)

	Generate a unique file-accessible path from the given list of
identifiers starting at the given root directory.






	
beaker.util.verify_options(opt, types, error)

	




	
beaker.util.verify_rules(params, ruleset)

	




	
beaker.util.coerce_session_params(params)

	




	
beaker.util.coerce_cache_params(params)
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FormEncode

FormEncode is a validation and form generation package. The validation can be used separately from the form generation. The validation works on compound data structures, with all parts being nestable. It is separate from HTTP or any other input mechanism.

These module API docs are divided into section by category.


Core API


formencode.api

These functions are used mostly internally by FormEncode.

Core classes for validation.


	
formencode.api.is_validator(obj)

	Returns whether obj is a validator object or not.






	
class formencode.api.Invalid(msg, value, state, error_list=None, error_dict=None)

	This is raised in response to invalid input.  It has several
public attributes:


	msg:

	The message, without values substituted.  For instance, if
you want HTML quoting of values, you can apply that.

	substituteArgs:

	The arguments (a dictionary) to go with msg.

	str(self):

	The message describing the error, with values substituted.

	value:

	The offending (invalid) value.

	state:

	The state that went with this validator.  This is an
application-specific object.

	error_list:

	If this was a compound validator that takes a repeating value,
and sub-validator(s) had errors, then this is a list of those
exceptions.  The list will be the same length as the number of
values – valid values will have None instead of an exception.

	error_dict:

	Like error_list, but for dictionary compound validators.




	
__init__(msg, value, state, error_list=None, error_dict=None)

	




	
unpack_errors(encode_variables=False, dict_char='.', list_char='-')

	Returns the error as a simple data structure – lists,
dictionaries, and strings.

If encode_variables is true, then this will return a flat
dictionary, encoded with variable_encode










	
class formencode.api.Validator(*args, **kw)

	The base class of most validators.  See IValidator for more, and
FancyValidator for the more common (and more featureful) class.

Messages


	
classmethod all_messages()

	Return a dictionary of all the messages of this validator, and
any subvalidators if present.  Keys are message names, values
may be a message or list of messages.  This is really just
intended for documentation purposes, to show someone all the
messages that a validator or compound validator (like Schemas)
can produce.

@@: Should this produce a more structured set of messages, so
that messages could be unpacked into a rendered form to see
the placement of all the messages?  Well, probably so.






	
if_missing

	alias of NoDefault






	
classmethod subvalidators()

	Return any validators that this validator contains.  This is
not useful for functional, except to inspect what values are
available.  Specifically the .all_messages() method uses
this to accumulate all possible messages.










	
class formencode.api.FancyValidator(*args, **kw)

	FancyValidator is the (abstract) superclass for various validators
and converters.  A subclass can validate, convert, or do both.
There is no formal distinction made here.

Validators have two important external methods:


	.to_python(value, state):

	Attempts to convert the value.  If there is a problem, or the
value is not valid, an Invalid exception is raised.  The
argument for this exception is the (potentially HTML-formatted)
error message to give the user.

	.from_python(value, state):

	Reverses .to_python().



These two external methods make use of the following four
important internal methods that can be overridden.  However,
none of these have to be overridden, only the ones that
are appropriate for the validator.


	._convert_to_python(value, state):

	This method converts the source to a Python value.  It returns
the converted value, or raises an Invalid exception if the
conversion cannot be done.  The argument to this exception
should be the error message.  Contrary to .to_python() it is
only meant to convert the value, not to fully validate it.

	._convert_from_python(value, state):

	Should undo ._convert_to_python() in some reasonable way, returning
a string.

	._validate_other(value, state):

	Validates the source, before ._convert_to_python(), or after
._convert_from_python().  It’s usually more convenient to use
._validate_python() however.

	._validate_python(value, state):

	Validates a Python value, either the result of ._convert_to_python(),
or the input to ._convert_from_python().



You should make sure that all possible validation errors are
raised in at least one these four methods, not matter which.

Subclasses can also override the __init__() method
if the declarative.Declarative model doesn’t work for this.

Validators should have no internal state besides the
values given at instantiation.  They should be reusable and
reentrant.

All subclasses can take the arguments/instance variables:


	if_empty:

	If set, then this value will be returned if the input evaluates
to false (empty list, empty string, None, etc), but not the 0 or
False objects.  This only applies to .to_python().

	not_empty:

	If true, then if an empty value is given raise an error.
(Both with .to_python() and also .from_python()
if ._validate_python is true).

	strip:

	If true and the input is a string, strip it (occurs before empty
tests).

	if_invalid:

	If set, then when this validator would raise Invalid during
.to_python(), instead return this value.

	if_invalid_python:

	If set, when the Python value (converted with
.from_python()) is invalid, this value will be returned.

	accept_python:

	If True (the default), then ._validate_python() and
._validate_other() will not be called when
.from_python() is used.



These parameters are handled at the level of the external
methods .to_python() and .from_python already;
if you overwrite one of the internal methods, you usually
don’t need to care about them.

Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)




	
base64encode(value)

	Encode a string in base64, stripping whitespace and removing
newlines.






	
if_empty

	alias of NoDefault






	
if_invalid

	alias of NoDefault






	
if_invalid_python

	alias of NoDefault












formencode.schema

The FormEncode schema is one of the most important parts of using FormEncode,
as it lets you organize validators into parts that can be re-used between
schemas. Generally, a single schema will represent an entire form, but may
inherit other schemas for re-usable validation parts (ie, maybe multiple
forms all requires first and last name).


	
class formencode.schema.Schema(*args, **kw)

	A schema validates a dictionary of values, applying different
validators (be key) to the different values.  If
allow_extra_fields=True, keys without validators will be allowed;
otherwise they will raise Invalid. If filter_extra_fields is
set to true, then extra fields are not passed back in the results.

Validators are associated with keys either with a class syntax, or
as keyword arguments (class syntax is usually easier).  Something
like:

class MySchema(Schema):
    name = Validators.PlainText()
    phone = Validators.PhoneNumber()





These will not be available as actual instance variables, but will
be collected in a dictionary.  To remove a validator in a subclass
that is present in a superclass, set it to None, like:

class MySubSchema(MySchema):
    name = None





Note that missing fields are handled at the Schema level.  Missing
fields can have the ‘missing’ message set to specify the error
message, or if that does not exist the schema message
‘missingValue’ is used.

Messages


	badDictType:

	The input must be dict-like (not a %(type)s: %(value)r)

	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	missingValue:

	Missing value

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	notExpected:

	The input field %(name)s was not expected.

	singleValueExpected:

	Please provide only one value








	
class formencode.schema.SimpleFormValidator(*args, **kw)

	This validator wraps a simple function that validates the form.

The function looks something like this:

>>> def validate(form_values, state, validator):
...     if form_values.get('country', 'US') == 'US':
...         if not form_values.get('state'):
...             return dict(state='You must enter a state')
...     if not form_values.get('country'):
...         form_values['country'] = 'US'





This tests that the field ‘state’ must be filled in if the country
is US, and defaults that country value to ‘US’.  The validator
argument is the SimpleFormValidator instance, which you can use to
format messages or keep configuration state in if you like (for
simple ad hoc validation you are unlikely to need it).

To create a validator from that function, you would do:

>>> from formencode.schema import SimpleFormValidator
>>> validator = SimpleFormValidator(validate)
>>> validator.to_python({'country': 'US', 'state': ''}, None)
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: state: You must enter a state
>>> sorted(validator.to_python({'state': 'IL'}, None).items())
[('country', 'US'), ('state', 'IL')]





The validate function can either return a single error message
(that applies to the whole form), a dictionary that applies to the
fields, None which means the form is valid, or it can raise
Invalid.

Note that you may update the value_dict in place, but you cannot
return a new value.

Another way to instantiate a validator is like this:

>>> @SimpleFormValidator.decorate()
... def MyValidator(value_dict, state):
...     return None # or some more useful validation





After this MyValidator will be a SimpleFormValidator
instance (it won’t be your function).

Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)












Validators

Validator/Converters for use with FormEncode.


	
class formencode.validators.Bool(*args, **kw)

	Always Valid, returns True or False based on the value and the
existance of the value.

If you want to convert strings like 'true' to booleans, then
use StringBool.

Examples:

>>> Bool.to_python(0)
False
>>> Bool.to_python(1)
True
>>> Bool.to_python('')
False
>>> Bool.to_python(None)
False





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.CIDR(*args, **kw)

	Formencode validator to check whether a string is in correct CIDR
notation (IP address, or IP address plus /mask).

Examples:

>>> cidr = CIDR()
>>> cidr.to_python('127.0.0.1')
'127.0.0.1'
>>> cidr.to_python('299.0.0.1')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: The octets must be within the range of 0-255 (not '299')
>>> cidr.to_python('192.168.0.1/1')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: The network size (bits) must be within the range of 8-32 (not '1')
>>> cidr.to_python('asdf')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: Please enter a valid IP address (a.b.c.d) or IP network (a.b.c.d/e)





Messages


	badFormat:

	Please enter a valid IP address (a.b.c.d) or IP network (a.b.c.d/e)

	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	illegalBits:

	The network size (bits) must be within the range of 8-32 (not %(bits)r)

	illegalOctets:

	The octets must be within the range of 0-255 (not %(octet)r)

	leadingZeros:

	The octets must not have leading zeros

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.CreditCardValidator(*args, **kw)

	Checks that credit card numbers are valid (if not real).

You pass in the name of the field that has the credit card
type and the field with the credit card number.  The credit
card type should be one of “visa”, “mastercard”, “amex”,
“dinersclub”, “discover”, “jcb”.

You must check the expiration date yourself (there is no
relation between CC number/types and expiration dates).

>>> cc = CreditCardValidator()
>>> sorted(cc.to_python({'ccType': 'visa', 'ccNumber': '4111111111111111'}).items())
[('ccNumber', '4111111111111111'), ('ccType', 'visa')]
>>> cc.to_python({'ccType': 'visa', 'ccNumber': '411111111111111'})
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: ccNumber: You did not enter a valid number of digits
>>> cc.to_python({'ccType': 'visa', 'ccNumber': '411111111111112'})
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: ccNumber: You did not enter a valid number of digits
>>> cc().to_python({})
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: The field ccType is missing





Messages


	badLength:

	You did not enter a valid number of digits

	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	invalidNumber:

	That number is not valid

	missing_key:

	The field %(key)s is missing

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	notANumber:

	Please enter only the number, no other characters








	
class formencode.validators.CreditCardExpires(*args, **kw)

	Checks that credit card expiration date is valid relative to
the current date.

You pass in the name of the field that has the credit card
expiration month and the field with the credit card expiration
year.

>>> ed = CreditCardExpires()
>>> sorted(ed.to_python({'ccExpiresMonth': '11', 'ccExpiresYear': '2250'}).items())
[('ccExpiresMonth', '11'), ('ccExpiresYear', '2250')]
>>> ed.to_python({'ccExpiresMonth': '10', 'ccExpiresYear': '2005'})
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: ccExpiresMonth: Invalid Expiration Date<br>
ccExpiresYear: Invalid Expiration Date





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	invalidNumber:

	Invalid Expiration Date

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	notANumber:

	Please enter numbers only for month and year








	
class formencode.validators.CreditCardSecurityCode(*args, **kw)

	Checks that credit card security code has the correct number
of digits for the given credit card type.

You pass in the name of the field that has the credit card
type and the field with the credit card security code.

>>> code = CreditCardSecurityCode()
>>> sorted(code.to_python({'ccType': 'visa', 'ccCode': '111'}).items())
[('ccCode', '111'), ('ccType', 'visa')]
>>> code.to_python({'ccType': 'visa', 'ccCode': '1111'})
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: ccCode: Invalid credit card security code length





Messages


	badLength:

	Invalid credit card security code length

	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	notANumber:

	Please enter numbers only for credit card security code








	
class formencode.validators.DateConverter(*args, **kw)

	Validates and converts a string date, like mm/yy, dd/mm/yy,
dd-mm-yy, etc.  Using month_style you can support
'mm/dd/yyyy' or 'dd/mm/yyyy'.  Only these two general
styles are supported.

Accepts English month names, also abbreviated.  Returns value as a
datetime object (you can get mx.DateTime objects if you use
datetime_module='mxDateTime').  Two year dates are assumed to
be within 1950-2020, with dates from 21-49 being ambiguous and
signaling an error.

Use accept_day=False if you just want a month/year (like for a
credit card expiration date).

>>> d = DateConverter()
>>> d.to_python('12/3/09')
datetime.date(2009, 12, 3)
>>> d.to_python('12/3/2009')
datetime.date(2009, 12, 3)
>>> d.to_python('2/30/04')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: That month only has 29 days
>>> d.to_python('13/2/05')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: Please enter a month from 1 to 12
>>> d.to_python('1/1/200')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: Please enter a four-digit year after 1899





If you change month_style you can get European-style dates:

>>> d = DateConverter(month_style='dd/mm/yyyy')
>>> date = d.to_python('12/3/09')
>>> date
datetime.date(2009, 3, 12)
>>> d.from_python(date)
'12/03/2009'





Messages


	badFormat:

	Please enter the date in the form %(format)s

	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	dayRange:

	That month only has %(days)i days

	empty:

	Please enter a value

	fourDigitYear:

	Please enter a four-digit year after 1899

	invalidDate:

	That is not a valid day (%(exception)s)

	invalidDay:

	Please enter a valid day

	invalidYear:

	Please enter a number for the year

	monthRange:

	Please enter a month from 1 to 12

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	unknownMonthName:

	Unknown month name: %(month)s

	wrongFormat:

	Please enter the date in the form %(format)s








	
class formencode.validators.DateValidator(*args, **kw)

	Validates that a date is within the given range.  Be sure to call
DateConverter first if you aren’t expecting mxDateTime input.

earliest_date and latest_date may be functions; if so,
they will be called each time before validating.

after_now means a time after the current timestamp; note that
just a few milliseconds before now is invalid!  today_or_after
is more permissive, and ignores hours and minutes.

Examples:

>>> from datetime import datetime, timedelta
>>> d = DateValidator(earliest_date=datetime(2003, 1, 1))
>>> d.to_python(datetime(2004, 1, 1))
datetime.datetime(2004, 1, 1, 0, 0)
>>> d.to_python(datetime(2002, 1, 1))
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: Date must be after Wednesday, 01 January 2003
>>> d.to_python(datetime(2003, 1, 1))
datetime.datetime(2003, 1, 1, 0, 0)
>>> d = DateValidator(after_now=True)
>>> now = datetime.now()
>>> d.to_python(now+timedelta(seconds=5)) == now+timedelta(seconds=5)
True
>>> d.to_python(now-timedelta(days=1))
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: The date must be sometime in the future
>>> d.to_python(now+timedelta(days=1)) > now
True
>>> d = DateValidator(today_or_after=True)
>>> d.to_python(now) == now
True





Messages


	after:

	Date must be after %(date)s

	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	before:

	Date must be before %(date)s

	date_format:

	%%A, %%d %%B %%Y

	empty:

	Please enter a value

	future:

	The date must be sometime in the future

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.DictConverter(*args, **kw)

	Converts values based on a dictionary which has values as keys for
the resultant values.

If allowNull is passed, it will not balk if a false value
(e.g., ‘’ or None) is given (it will return None in these cases).

to_python takes keys and gives values, from_python takes values and
gives keys.

If you give hideDict=True, then the contents of the dictionary
will not show up in error messages.

Examples:

>>> dc = DictConverter({1: 'one', 2: 'two'})
>>> dc.to_python(1)
'one'
>>> dc.from_python('one')
1
>>> dc.to_python(3)
Traceback (most recent call last):
    ....
Invalid: Enter a value from: 1; 2
>>> dc2 = dc(hideDict=True)
>>> dc2.hideDict
True
>>> dc2.dict
{1: 'one', 2: 'two'}
>>> dc2.to_python(3)
Traceback (most recent call last):
    ....
Invalid: Choose something
>>> dc.from_python('three')
Traceback (most recent call last):
    ....
Invalid: Nothing in my dictionary goes by the value 'three'.  Choose one of: 'one'; 'two'





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	chooseKey:

	Enter a value from: %(items)s

	chooseValue:

	Nothing in my dictionary goes by the value %(value)s.  Choose one of: %(items)s

	empty:

	Please enter a value

	keyNotFound:

	Choose something

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	valueNotFound:

	That value is not known








	
class formencode.validators.Email(*args, **kw)

	Validate an email address.

If you pass resolve_domain=True, then it will try to resolve
the domain name to make sure it’s valid.  This takes longer, of
course. You must have the dnspython [http://www.dnspython.org/] modules
installed to look up DNS (MX and A) records.

>>> e = Email()
>>> e.to_python(' test@foo.com ')
'test@foo.com'
>>> e.to_python('test')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: An email address must contain a single @
>>> e.to_python('test@foobar')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: The domain portion of the email address is invalid (the portion after the @: foobar)
>>> e.to_python('test@foobar.com.5')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: The domain portion of the email address is invalid (the portion after the @: foobar.com.5)
>>> e.to_python('test@foo..bar.com')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: The domain portion of the email address is invalid (the portion after the @: foo..bar.com)
>>> e.to_python('test@.foo.bar.com')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: The domain portion of the email address is invalid (the portion after the @: .foo.bar.com)
>>> e.to_python('nobody@xn--m7r7ml7t24h.com')
'nobody@xn--m7r7ml7t24h.com'
>>> e.to_python('o*reilly@test.com')
'o*reilly@test.com'
>>> e = Email(resolve_domain=True)
>>> e.resolve_domain
True
>>> e.to_python('doesnotexist@colorstudy.com')
'doesnotexist@colorstudy.com'
>>> e.to_python('test@nyu.edu')
'test@nyu.edu'
>>> # NOTE: If you do not have dnspython installed this example won't work:
>>> e.to_python('test@thisdomaindoesnotexistithinkforsure.com')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: The domain of the email address does not exist (the portion after the @: thisdomaindoesnotexistithinkforsure.com)
>>> e.to_python(u'test@google.com')
u'test@google.com'
>>> e = Email(not_empty=False)
>>> e.to_python('')





Messages


	badDomain:

	The domain portion of the email address is invalid (the portion after the @: %(domain)s)

	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	badUsername:

	The username portion of the email address is invalid (the portion before the @: %(username)s)

	domainDoesNotExist:

	The domain of the email address does not exist (the portion after the @: %(domain)s)

	empty:

	Please enter an email address

	noAt:

	An email address must contain a single @

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	socketError:

	An error occured when trying to connect to the server: %(error)s








	
class formencode.validators.Empty(*args, **kw)

	Invalid unless the value is empty.  Use cleverly, if at all.

Examples:

>>> Empty.to_python(0)
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: You cannot enter a value here





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	notEmpty:

	You cannot enter a value here








	
class formencode.validators.FieldsMatch(*args, **kw)

	Tests that the given fields match, i.e., are identical.  Useful
for password+confirmation fields.  Pass the list of field names in
as field_names.

>>> f = FieldsMatch('pass', 'conf')
>>> sorted(f.to_python({'pass': 'xx', 'conf': 'xx'}).items())
[('conf', 'xx'), ('pass', 'xx')]
>>> f.to_python({'pass': 'xx', 'conf': 'yy'})
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: conf: Fields do not match





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	invalid:

	Fields do not match (should be %(match)s)

	invalidNoMatch:

	Fields do not match

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	notDict:

	Fields should be a dictionary








	
class formencode.validators.FieldStorageUploadConverter(*args, **kw)

	Handles cgi.FieldStorage instances that are file uploads.

This doesn’t do any conversion, but it can detect empty upload
fields (which appear like normal fields, but have no filename when
no upload was given).

Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.FileUploadKeeper(*args, **kw)

	Takes two inputs (a dictionary with keys static and
upload) and converts them into one value on the Python side (a
dictionary with filename and content keys).  The upload
takes priority over the static value.  The filename may be None if
it can’t be discovered.

Handles uploads of both text and cgi.FieldStorage upload
values.

This is basically for use when you have an upload field, and you
want to keep the upload around even if the rest of the form
submission fails.  When converting back to the form submission,
there may be extra values 'original_filename' and
'original_content', which may want to use in your form to show
the user you still have their content around.

To use this, make sure you are using variabledecode, then use
something like:

<input type="file" name="myfield.upload">
<input type="hidden" name="myfield.static">



Then in your scheme:

class MyScheme(Scheme):
    myfield = FileUploadKeeper()





Note that big file uploads mean big hidden fields, and lots of
bytes passed back and forth in the case of an error.

Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.FormValidator(*args, **kw)

	A FormValidator is something that can be chained with a Schema.

Unlike normal chaining the FormValidator can validate forms that
aren’t entirely valid.

The important method is .validate(), of course.  It gets passed a
dictionary of the (processed) values from the form.  If you have
.validate_partial_form set to True, then it will get the incomplete
values as well – check with the “in” operator if the form was able
to process any particular field.

Anyway, .validate() should return a string or a dictionary.  If a
string, it’s an error message that applies to the whole form.  If
not, then it should be a dictionary of fieldName: errorMessage.
The special key “form” is the error message for the form as a whole
(i.e., a string is equivalent to {“form”: string}).

Returns None on no errors.

Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.IndexListConverter(*args, **kw)

	Converts a index (which may be a string like ‘2’) to the value in
the given list.

Examples:

>>> index = IndexListConverter(['zero', 'one', 'two'])
>>> index.to_python(0)
'zero'
>>> index.from_python('zero')
0
>>> index.to_python('1')
'one'
>>> index.to_python(5)
Traceback (most recent call last):
Invalid: Index out of range
>>> index(not_empty=True).to_python(None)
Traceback (most recent call last):
Invalid: Please enter a value
>>> index.from_python('five')
Traceback (most recent call last):
Invalid: Item 'five' was not found in the list





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	integer:

	Must be an integer index

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	notFound:

	Item %(value)s was not found in the list

	outOfRange:

	Index out of range








	
class formencode.validators.Int(*args, **kw)

	Convert a value to an integer.


Example:

>>> Int.to_python('10')
10
>>> Int.to_python('ten')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: Please enter an integer value
>>> Int(min=5).to_python('6')
6
>>> Int(max=10).to_python('11')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: Please enter a number that is 10 or smaller








Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	integer:

	Please enter an integer value

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	tooHigh:

	Please enter a number that is %(max)s or smaller

	tooLow:

	Please enter a number that is %(min)s or greater








	
class formencode.validators.IPhoneNumberValidator

	




	
class formencode.validators.MACAddress(*args, **kw)

	Formencode validator to check whether a string is a correct hardware
(MAC) address.

Examples:

>>> mac = MACAddress()
>>> mac.to_python('aa:bb:cc:dd:ee:ff')
'aabbccddeeff'
>>> mac.to_python('aa:bb:cc:dd:ee:ff:e')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: A MAC address must contain 12 digits and A-F; the value you gave has 13 characters
>>> mac.to_python('aa:bb:cc:dd:ee:fx')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: MAC addresses may only contain 0-9 and A-F (and optionally :), not 'x'
>>> MACAddress(add_colons=True).to_python('aabbccddeeff')
'aa:bb:cc:dd:ee:ff'





Messages


	badCharacter:

	MAC addresses may only contain 0-9 and A-F (and optionally :), not %(char)r

	badLength:

	A MAC address must contain 12 digits and A-F; the value you gave has %(length)s characters

	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.MaxLength(*args, **kw)

	Invalid if the value is longer than maxLength.  Uses len(),
so it can work for strings, lists, or anything with length.

Examples:

>>> max5 = MaxLength(5)
>>> max5.to_python('12345')
'12345'
>>> max5.from_python('12345')
'12345'
>>> max5.to_python('123456')
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: Enter a value less than 5 characters long
>>> max5(accept_python=False).from_python('123456')
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: Enter a value less than 5 characters long
>>> max5.to_python([1, 2, 3])
[1, 2, 3]
>>> max5.to_python([1, 2, 3, 4, 5, 6])
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: Enter a value less than 5 characters long
>>> max5.to_python(5)
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: Invalid value (value with length expected)





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	invalid:

	Invalid value (value with length expected)

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	tooLong:

	Enter a value less than %(maxLength)i characters long








	
class formencode.validators.MinLength(*args, **kw)

	Invalid if the value is shorter than minlength.  Uses len(), so
it can work for strings, lists, or anything with length.  Note
that you must use not_empty=True if you don’t want to
accept empty values – empty values are not tested for length.

Examples:

>>> min5 = MinLength(5)
>>> min5.to_python('12345')
'12345'
>>> min5.from_python('12345')
'12345'
>>> min5.to_python('1234')
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: Enter a value at least 5 characters long
>>> min5(accept_python=False).from_python('1234')
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: Enter a value at least 5 characters long
>>> min5.to_python([1, 2, 3, 4, 5])
[1, 2, 3, 4, 5]
>>> min5.to_python([1, 2, 3])
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: Enter a value at least 5 characters long
>>> min5.to_python(5)
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: Invalid value (value with length expected)





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	invalid:

	Invalid value (value with length expected)

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	tooShort:

	Enter a value at least %(minLength)i characters long








	
class formencode.validators.Number(*args, **kw)

	Convert a value to a float or integer.


Tries to convert it to an integer if no information is lost.

Example:

>>> Number.to_python('10')
10
>>> Number.to_python('10.5')
10.5
>>> Number.to_python('ten')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: Please enter a number
>>> Number.to_python([1.2])
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: Please enter a number
>>> Number(min=5).to_python('6.5')
6.5
>>> Number(max=10.5).to_python('11.5')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: Please enter a number that is 10.5 or smaller








Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	number:

	Please enter a number

	tooHigh:

	Please enter a number that is %(max)s or smaller

	tooLow:

	Please enter a number that is %(min)s or greater








	
class formencode.validators.NotEmpty(*args, **kw)

	Invalid if value is empty (empty string, empty list, etc).

Generally for objects that Python considers false, except zero
which is not considered invalid.

Examples:

>>> ne = NotEmpty(messages=dict(empty='enter something'))
>>> ne.to_python('')
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: enter something
>>> ne.to_python(0)
0





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.OneOf(*args, **kw)

	Tests that the value is one of the members of a given list.

If testValueList=True, then if the input value is a list or
tuple, all the members of the sequence will be checked (i.e., the
input must be a subset of the allowed values).

Use hideList=True to keep the list of valid values out of the
error message in exceptions.

Examples:

>>> oneof = OneOf([1, 2, 3])
>>> oneof.to_python(1)
1
>>> oneof.to_python(4)
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: Value must be one of: 1; 2; 3 (not 4)
>>> oneof(testValueList=True).to_python([2, 3, [1, 2, 3]])
[2, 3, [1, 2, 3]]
>>> oneof.to_python([2, 3, [1, 2, 3]])
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: Value must be one of: 1; 2; 3 (not [2, 3, [1, 2, 3]])





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	invalid:

	Invalid value

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	notIn:

	Value must be one of: %(items)s (not %(value)r)








	
class formencode.validators.PhoneNumber

	




	
class formencode.validators.PlainText(*args, **kw)

	Test that the field contains only letters, numbers, underscore,
and the hyphen.  Subclasses Regex.

Examples:

>>> PlainText.to_python('_this9_')
'_this9_'
>>> PlainText.from_python('  this  ')
'  this  '
>>> PlainText(accept_python=False).from_python('  this  ')
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: Enter only letters, numbers, or _ (underscore)
>>> PlainText(strip=True).to_python('  this  ')
'this'
>>> PlainText(strip=True).from_python('  this  ')
'this'





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	invalid:

	Enter only letters, numbers, or _ (underscore)

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.PostalCode

	




	
class formencode.validators.Regex(*args, **kw)

	Invalid if the value doesn’t match the regular expression regex.

The regular expression can be a compiled re object, or a string
which will be compiled for you.

Use strip=True if you want to strip the value before validation,
and as a form of conversion (often useful).

Examples:

>>> cap = Regex(r'^[A-Z]+$')
>>> cap.to_python('ABC')
'ABC'





Note that .from_python() calls (in general) do not validate
the input:

>>> cap.from_python('abc')
'abc'
>>> cap(accept_python=False).from_python('abc')
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: The input is not valid
>>> cap.to_python(1)
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: The input must be a string (not a <type 'int'>: 1)
>>> Regex(r'^[A-Z]+$', strip=True).to_python('  ABC  ')
'ABC'
>>> Regex(r'this', regexOps=('I',)).to_python('THIS')
'THIS'





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	invalid:

	The input is not valid

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.RequireIfMissing(*args, **kw)

	Require one field based on another field being present or missing.

This validator is applied to a form, not an individual field (usually
using a Schema’s pre_validators or chained_validators) and is
available under both names RequireIfMissing and RequireIfPresent.

If you provide a missing value (a string key name) then
if that field is missing the field must be entered.
This gives you an either/or situation.

If you provide a present value (another string key name) then
if that field is present, the required field must also be present.

>>> from formencode import validators
>>> v = validators.RequireIfPresent('phone_type', present='phone')
>>> v.to_python(dict(phone_type='', phone='510 420  4577'))
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: You must give a value for phone_type
>>> v.to_python(dict(phone=''))
{'phone': ''}





Note that if you have a validator on the optionally-required
field, you should probably use if_missing=None.  This way you
won’t get an error from the Schema about a missing value.  For example:

class PhoneInput(Schema):
    phone = PhoneNumber()
    phone_type = String(if_missing=None)
    chained_validators = [RequireIfPresent('phone_type', present='phone')]





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.Set(*args, **kw)

	This is for when you think you may return multiple values for a
certain field.

This way the result will always be a list, even if there’s only
one result.  It’s equivalent to ForEach(convert_to_list=True).

If you give use_set=True, then it will return an actual
set object.

>>> Set.to_python(None)
[]
>>> Set.to_python('this')
['this']
>>> Set.to_python(('this', 'that'))
['this', 'that']
>>> s = Set(use_set=True)
>>> s.to_python(None)
set([])
>>> s.to_python('this')
set(['this'])
>>> s.to_python(('this',))
set(['this'])





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.SignedString(*args, **kw)

	Encodes a string into a signed string, and base64 encodes both the
signature string and a random nonce.

It is up to you to provide a secret, and to keep the secret handy
and consistent.

Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	badsig:

	Signature is not correct

	empty:

	Please enter a value

	malformed:

	Value does not contain a signature

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.StateProvince

	




	
formencode.validators.String

	alias of ByteString






	
class formencode.validators.StringBool(*args, **kw)

	Converts a string to a boolean.

Values like ‘true’ and ‘false’ are considered True and False,
respectively; anything in true_values is true, anything in
false_values is false, case-insensitive).  The first item of
those lists is considered the preferred form.

>>> s = StringBool()
>>> s.to_python('yes'), s.to_python('no')
(True, False)
>>> s.to_python(1), s.to_python('N')
(True, False)
>>> s.to_python('ye')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: Value should be 'true' or 'false'





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	string:

	Value should be %(true)r or %(false)r








	
class formencode.validators.StripField(*args, **kw)

	Take a field from a dictionary, removing the key from the dictionary.

name is the key.  The field value and a new copy of the dictionary
with that field removed are returned.

>>> StripField('test').to_python({'a': 1, 'test': 2})
(2, {'a': 1})
>>> StripField('test').to_python({})
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: The name 'test' is missing





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	missing:

	The name %(name)s is missing

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.TimeConverter(*args, **kw)

	Converts times in the format HH:MM:SSampm to (h, m, s).
Seconds are optional.

For ampm, set use_ampm = True.  For seconds, use_seconds = True.
Use ‘optional’ for either of these to make them optional.

Examples:

>>> tim = TimeConverter()
>>> tim.to_python('8:30')
(8, 30)
>>> tim.to_python('20:30')
(20, 30)
>>> tim.to_python('30:00')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: You must enter an hour in the range 0-23
>>> tim.to_python('13:00pm')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: You must enter an hour in the range 1-12
>>> tim.to_python('12:-1')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: You must enter a minute in the range 0-59
>>> tim.to_python('12:02pm')
(12, 2)
>>> tim.to_python('12:02am')
(0, 2)
>>> tim.to_python('1:00PM')
(13, 0)
>>> tim.from_python((13, 0))
'13:00:00'
>>> tim2 = tim(use_ampm=True, use_seconds=False)
>>> tim2.from_python((13, 0))
'1:00pm'
>>> tim2.from_python((0, 0))
'12:00am'
>>> tim2.from_python((12, 0))
'12:00pm'





Examples with datetime.time:

>>> v = TimeConverter(use_datetime=True)
>>> a = v.to_python('18:00')
>>> a
datetime.time(18, 0)
>>> b = v.to_python('30:00')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: You must enter an hour in the range 0-23
>>> v2 = TimeConverter(prefer_ampm=True, use_datetime=True)
>>> v2.from_python(a)
'6:00:00pm'
>>> v3 = TimeConverter(prefer_ampm=True,
...                    use_seconds=False, use_datetime=True)
>>> a = v3.to_python('18:00')
>>> a
datetime.time(18, 0)
>>> v3.from_python(a)
'6:00pm'
>>> a = v3.to_python('18:00:00')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: You may not enter seconds





Messages


	badHour:

	You must enter an hour in the range %(range)s

	badMinute:

	You must enter a minute in the range 0-59

	badNumber:

	The %(part)s value you gave is not a number: %(number)r

	badSecond:

	You must enter a second in the range 0-59

	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	minutesRequired:

	You must enter minutes (after a :)

	noAMPM:

	You must indicate AM or PM

	noSeconds:

	You may not enter seconds

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	secondsRequired:

	You must enter seconds

	tooManyColon:

	There are too many :’s








	
class formencode.validators.UnicodeString(**kw)

	Convert things to unicode string.


This is implamented as a specialization of the ByteString class.

Under Python 3.x you can also use the alias String for this validator.

In addition to the String arguments, an encoding argument is also
accepted. By default the encoding will be utf-8. You can overwrite
this using the encoding parameter. You can also set inputEncoding
and outputEncoding differently. An inputEncoding of None means
“do not decode”, an outputEncoding of None means “do not encode”.

All converted strings are returned as Unicode strings.

>>> UnicodeString().to_python(None)
u''
>>> UnicodeString().to_python([])
u''
>>> UnicodeString(encoding='utf-7').to_python('Ni Ni Ni')
u'Ni Ni Ni'








Messages


	badEncoding:

	Invalid data or incorrect encoding

	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	tooLong:

	Enter a value not more than %(max)i characters long

	tooShort:

	Enter a value %(min)i characters long or more








	
class formencode.validators.URL(*args, **kw)

	Validate a URL, either http://... or https://.  If check_exists
is true, then we’ll actually make a request for the page.

If add_http is true, then if no scheme is present we’ll add
http://

>>> u = URL(add_http=True)
>>> u.to_python('foo.com')
'http://foo.com'
>>> u.to_python('http://hahaha.ha/bar.html')
'http://hahaha.ha/bar.html'
>>> u.to_python('http://xn--m7r7ml7t24h.com')
'http://xn--m7r7ml7t24h.com'
>>> u.to_python('http://xn--c1aay4a.xn--p1ai')
'http://xn--c1aay4a.xn--p1ai'
>>> u.to_python('http://foo.com/test?bar=baz&fleem=morx')
'http://foo.com/test?bar=baz&fleem=morx'
>>> u.to_python('http://foo.com/login?came_from=http%3A%2F%2Ffoo.com%2Ftest')
'http://foo.com/login?came_from=http%3A%2F%2Ffoo.com%2Ftest'
>>> u.to_python('http://foo.com:8000/test.html')
'http://foo.com:8000/test.html'
>>> u.to_python('http://foo.com/something\nelse')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: That is not a valid URL
>>> u.to_python('https://test.com')
'https://test.com'
>>> u.to_python('http://test')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: You must provide a full domain name (like test.com)
>>> u.to_python('http://test..com')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: That is not a valid URL
>>> u = URL(add_http=False, check_exists=True)
>>> u.to_python('http://google.com')
'http://google.com'
>>> u.to_python('google.com')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: You must start your URL with http://, https://, etc
>>> u.to_python('http://www.formencode.org/does/not/exist/page.html')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: The server responded that the page could not be found
>>> u.to_python('http://this.domain.does.not.exist.example.org/test.html')
... 
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: An error occured when trying to connect to the server: ...





If you want to allow addresses without a TLD (e.g., localhost) you can do:

>>> URL(require_tld=False).to_python('http://localhost')
'http://localhost'





By default, internationalized domain names (IDNA) in Unicode will be
accepted and encoded to ASCII using Punycode (as described in RFC 3490).
You may set allow_idna to False to change this behavior:

>>> URL(allow_idna=True).to_python(
... u'http://\u0433\u0443\u0433\u043b.\u0440\u0444')
'http://xn--c1aay4a.xn--p1ai'
>>> URL(allow_idna=True, add_http=True).to_python(
... u'\u0433\u0443\u0433\u043b.\u0440\u0444')
'http://xn--c1aay4a.xn--p1ai'
>>> URL(allow_idna=False).to_python(
... u'http://\u0433\u0443\u0433\u043b.\u0440\u0444')
Traceback (most recent call last):
...
Invalid: That is not a valid URL





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	badURL:

	That is not a valid URL

	empty:

	Please enter a value

	httpError:

	An error occurred when trying to access the URL: %(error)s

	noScheme:

	You must start your URL with http://, https://, etc

	noTLD:

	You must provide a full domain name (like %(domain)s.com)

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	notFound:

	The server responded that the page could not be found

	socketError:

	An error occured when trying to connect to the server: %(error)s

	status:

	The server responded with a bad status code (%(status)s)








Wrapper Validators


	
class formencode.validators.ConfirmType(*args, **kw)

	Confirms that the input/output is of the proper type.

Uses the parameters:


	subclass:

	The class or a tuple of classes; the item must be an instance
of the class or a subclass.

	type:

	A type or tuple of types (or classes); the item must be of
the exact class or type.  Subclasses are not allowed.



Examples:

>>> cint = ConfirmType(subclass=int)
>>> cint.to_python(True)
True
>>> cint.to_python('1')
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: '1' is not a subclass of <type 'int'>
>>> cintfloat = ConfirmType(subclass=(float, int))
>>> cintfloat.to_python(1.0), cintfloat.from_python(1.0)
(1.0, 1.0)
>>> cintfloat.to_python(1), cintfloat.from_python(1)
(1, 1)
>>> cintfloat.to_python(None)
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: None is not a subclass of one of the types <type 'float'>, <type 'int'>
>>> cint2 = ConfirmType(type=int)
>>> cint2(accept_python=False).from_python(True)
Traceback (most recent call last):
    ...
Invalid: True must be of the type <type 'int'>





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	inSubclass:

	%(object)r is not a subclass of one of the types %(subclassList)s

	inType:

	%(object)r must be one of the types %(typeList)s

	noneType:

	The input must be a string (not None)

	subclass:

	%(object)r is not a subclass of %(subclass)s

	type:

	%(object)r must be of the type %(type)s








	
class formencode.validators.Wrapper(*args, **kw)

	Used to convert functions to validator/converters.

You can give a simple function for _convert_to_python,
_convert_from_python, _validate_python or _validate_other.
If that function raises an exception, the value is considered invalid.
Whatever value the function returns is considered the converted value.

Unlike validators, the state argument is not used.  Functions
like int can be used here, that take a single argument.

Note that as Wrapper will generate a FancyValidator, empty
values (those who pass FancyValidator.is_empty) will return None.
To override this behavior you can use Wrapper(empty_value=callable).
For example passing Wrapper(empty_value=lambda val: val) will return
the value itself when is considered empty.

Examples:

>>> def downcase(v):
...     return v.lower()
>>> wrap = Wrapper(convert_to_python=downcase)
>>> wrap.to_python('This')
'this'
>>> wrap.from_python('This')
'This'
>>> wrap.to_python('') is None
True
>>> wrap2 = Wrapper(
...     convert_from_python=downcase, empty_value=lambda value: value)
>>> wrap2.from_python('This')
'this'
>>> wrap2.to_python('')
''
>>> wrap2.from_python(1)
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: 'int' object has no attribute 'lower'
>>> wrap3 = Wrapper(validate_python=int)
>>> wrap3.to_python('1')
'1'
>>> wrap3.to_python('a') 
Traceback (most recent call last):
  ...
Invalid: invalid literal for int()...





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.validators.Constant(*args, **kw)

	This converter converts everything to the same thing.

I.e., you pass in the constant value when initializing, then all
values get converted to that constant value.

This is only really useful for funny situations, like:

# Any evaluates sub validators in reverse order for to_python
fromEmailValidator = Any(
                      Constant('unknown@localhost'),
                         Email())





In this case, the if the email is not valid
'unknown@localhost' will be used instead.  Of course, you
could use if_invalid instead.

Examples:

>>> Constant('X').to_python('y')
'X'





Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)












Validator Modifiers


formencode.compound

Validators for applying validations in sequence.


	
class formencode.compound.Any(*args, **kw)

	Check if any of the specified validators is valid.


This class is like an ‘or’ operator for validators.  The first
validator/converter in the order of evaluation that validates the value
will be used.

The order of evaluation differs depending on if you are validating to
Python or from Python as follows:

The validators are evaluated right to left when validating to Python.

The validators are evaluated left to right when validating from Python.

Examples:

>>> from formencode.validators import DictConverter
>>> av = Any(validators=[DictConverter({2: 1}),
... DictConverter({3: 2}), DictConverter({4: 3})])
>>> av.to_python(3)
2
>>> av.from_python(2)
3








Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)








	
class formencode.compound.All(*args, **kw)

	Check if all of the specified validators are valid.


This class is like an ‘and’ operator for validators.  All
validators must work, and the results are passed in turn through
all validators for conversion in the order of evaluation. All
is the same as Pipe but operates in the reverse order.

The order of evaluation differs depending on if you are validating to
Python or from Python as follows:

The validators are evaluated right to left when validating to Python.

The validators are evaluated left to right when validating from Python.

Pipe is more intuitive when predominantly validating to Python.

Examples:

>>> from formencode.validators import DictConverter
>>> av = All(validators=[DictConverter({2: 1}),
... DictConverter({3: 2}), DictConverter({4: 3})])
>>> av.to_python(4)
1
>>> av.from_python(1)
4








Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)










formencode.foreach

Validator for repeating items.


	
class formencode.foreach.ForEach(*args, **kw)

	Use this to apply a validator/converter to each item in a list.

For instance:

ForEach(AsInt(), InList([1, 2, 3]))





Will take a list of values and try to convert each of them to
an integer, and then check if each integer is 1, 2, or 3.  Using
multiple arguments is equivalent to:

ForEach(All(AsInt(), InList([1, 2, 3])))





Use convert_to_list=True if you want to force the input to be a
list.  This will turn non-lists into one-element lists, and None
into the empty list.  This tries to detect sequences by iterating
over them (except strings, which aren’t considered sequences).

ForEach will try to convert the entire list, even if errors are
encountered.  If errors are encountered, they will be collected
and a single Invalid exception will be raised at the end (with
error_list set).

If the incoming value is a set, then we return a set.

Messages


	badType:

	The input must be a string (not a %(type)s: %(value)r)

	empty:

	Please enter a value

	noneType:

	The input must be a string (not None)












HTML Parsing and Form Filling


formencode.htmlfill

Parser for HTML forms, that fills in defaults and errors.  See render.


	
formencode.htmlfill.render(form, defaults=None, errors=None, use_all_keys=False, error_formatters=None, add_attributes=None, auto_insert_errors=True, auto_error_formatter=None, text_as_default=False, checkbox_checked_if_present=False, listener=None, encoding=None, error_class='error', prefix_error=True, force_defaults=True, skip_passwords=False)

	Render the form (which should be a string) given the defaults
and errors.  Defaults are the values that go in the input fields
(overwriting any values that are there) and errors are displayed
inline in the form (and also effect input classes).  Returns the
rendered string.

If auto_insert_errors is true (the default) then any errors
for which <form:error> tags can’t be found will be put just
above the associated input field, or at the top of the form if no
field can be found.

If use_all_keys is true, if there are any extra fields from
defaults or errors that couldn’t be used in the form it will be an
error.

error_formatters is a dictionary of formatter names to
one-argument functions that format an error into HTML.  Some
default formatters are provided if you don’t provide this.

error_class is the class added to input fields when there is
an error for that field.

add_attributes is a dictionary of field names to a dictionary
of attribute name/values.  If the name starts with + then the
value will be appended to any existing attribute (e.g.,
{'+class': ' important'}).

auto_error_formatter is used to create the HTML that goes
above the fields.  By default it wraps the error message in a span
and adds a <br>.

If text_as_default is true (default false) then <input
type="unknown"> will be treated as text inputs.

If checkbox_checked_if_present is true (default false) then
<input type="checkbox"> will be set to checked if any
corresponding key is found in the defaults dictionary, even
a value that evaluates to False (like an empty string).  This
can be used to support pre-filling of checkboxes that do not have
a value attribute, since browsers typically will only send
the name of the checkbox in the form submission if the checkbox
is checked, so simply the presence of the key would mean the box
should be checked.

listener can be an object that watches fields pass; the only
one currently is in htmlfill_schemabuilder.SchemaBuilder

encoding specifies an encoding to assume when mixing str and
unicode text in the template.

prefix_error specifies if the HTML created by auto_error_formatter is
put before the input control (default) or after the control.

force_defaults specifies if a field default is not given in
the defaults dictionary then the control associated with the
field should be set as an unsuccessful control. So checkboxes will
be cleared, radio and select controls will have no value selected,
and textareas will be emptied. This defaults to True, which is
appropriate the defaults are the result of a form submission.

skip_passwords specifies if password fields should be skipped when
rendering form-content.  If disabled the password fields will not be filled
with anything, which is useful when you don’t want to return a user’s
password in plain-text source.






	
formencode.htmlfill.default_formatter(error)

	Formatter that escapes the error, wraps the error in a span with
class error-message, and adds a <br>






	
formencode.htmlfill.none_formatter(error)

	Formatter that does nothing, no escaping HTML, nothin’






	
formencode.htmlfill.escape_formatter(error)

	Formatter that escapes HTML, no more.






	
formencode.htmlfill.escapenl_formatter(error)

	Formatter that escapes HTML, and translates newlines to <br>






	
class formencode.htmlfill.FillingParser(defaults, errors=None, use_all_keys=False, error_formatters=None, error_class='error', add_attributes=None, listener=None, auto_error_formatter=None, text_as_default=False, checkbox_checked_if_present=False, encoding=None, prefix_error=True, force_defaults=True, skip_passwords=False)

	Fills HTML with default values, as in a form.

Examples:

>>> defaults = dict(name='Bob Jones',
...             occupation='Crazy Cultist',
...             address='14 W. Canal\nNew Guinea',
...             living='no',
...             nice_guy=0)
>>> parser = FillingParser(defaults)
>>> parser.feed('''<input type="text" name="name" value="fill">
... <select name="occupation"> <option value="">Default</option>
... <option value="Crazy Cultist">Crazy cultist</option> </select>
... <textarea cols="20" style="width: 100%" name="address">
... An address</textarea>
... <input type="radio" name="living" value="yes">
... <input type="radio" name="living" value="no">
... <input type="checkbox" name="nice_guy" checked="checked">''')
>>> parser.close()
>>> print parser.text() 
<input type="text" name="name" value="Bob Jones">
<select name="occupation">
<option value="">Default</option>
<option value="Crazy Cultist" selected="selected">Crazy cultist</option>
</select>
<textarea cols="20" style="width: 100%" name="address">14 W. Canal
New Guinea</textarea>
<input type="radio" name="living" value="yes">
<input type="radio" name="living" value="no" checked="checked">
<input type="checkbox" name="nice_guy">
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routes – Route and Mapper core classes


routes.base

Route and Mapper core classes


	
class routes.base.Route(name, routepath, **kargs)

	The Route object holds a route recognition and generation
routine.

See Route.__init__ docs for usage.


	
buildfullreg(clist, include_names=True)

	Build the regexp by iterating through the routelist and
replacing dicts with the appropriate regexp match






	
buildnextreg(path, clist, include_names=True)

	Recursively build our regexp given a path, and a controller
list.

Returns the regular expression string, and two booleans that
can be ignored as they’re only used internally by buildnextreg.






	
generate(_ignore_req_list=False, _append_slash=False, **kargs)

	Generate a URL from ourself given a set of keyword arguments

Toss an exception if this
set of keywords would cause a gap in the url.






	
generate_minimized(kargs)

	Generate a minimized version of the URL






	
generate_non_minimized(kargs)

	Generate a non-minimal version of the URL






	
make_full_route()

	Make a full routelist string for use with non-minimized
generation






	
make_unicode(s)

	Transform the given argument into a unicode string.






	
makeregexp(clist, include_names=True)

	Create a regular expression for matching purposes

Note: This MUST be called before match can function properly.

clist should be a list of valid controller strings that can be 
matched, for this reason makeregexp should be called by the web
framework after it knows all available controllers that can be
utilized.

include_names indicates whether this should be a match regexp
assigned to itself using regexp grouping names, or if names
should be excluded for use in a single larger regexp to
determine if any routes match






	
match(url, environ=None, sub_domains=False, sub_domains_ignore=None, domain_match='')

	Match a url to our regexp.

While the regexp might match, this operation isn’t
guaranteed as there’s other factors that can cause a match to
fail even though the regexp succeeds (Default that was relied
on wasn’t given, requirement regexp doesn’t pass, etc.).

Therefore the calling function shouldn’t assume this will
return a valid dict, the other possible return is False if a
match doesn’t work out.










	
class routes.base.Mapper(controller_scan=<function controller_scan at 0x629ecf8>, directory=None, always_scan=False, register=True, explicit=True)

	Mapper handles URL generation and URL recognition in a web
application.

Mapper is built handling dictionary’s. It is assumed that the web
application will handle the dictionary returned by URL recognition
to dispatch appropriately.

URL generation is done by passing keyword parameters into the
generate function, a URL is then returned.


	
connect(*args, **kargs)

	Create and connect a new Route to the Mapper.

Usage:

m = Mapper()
m.connect(':controller/:action/:id')
m.connect('date/:year/:month/:day', controller="blog", action="view")
m.connect('archives/:page', controller="blog", action="by_page",
requirements = { 'page':'\d{1,2}' })
m.connect('category_list', 'archives/category/:section', controller='blog', action='category',
section='home', type='list')
m.connect('home', '', controller='blog', action='view', section='home')










	
create_regs(*args, **kwargs)

	Atomically creates regular expressions for all connected
routes






	
extend(routes, path_prefix='')

	Extends the mapper routes with a list of Route objects

If a path_prefix is provided, all the routes will have their
path prepended with the path_prefix.

Example:

>>> map = Mapper(controller_scan=None)
>>> map.connect('home', '/', controller='home', action='splash')
>>> map.matchlist[0].name == 'home'
True
>>> routes = [Route('index', '/index.htm', controller='home',
...                 action='index')]
>>> map.extend(routes)
>>> len(map.matchlist) == 2
True
>>> map.extend(routes, path_prefix='/subapp')
>>> len(map.matchlist) == 3
True
>>> map.matchlist[2].routepath == '/subapp/index.htm'
True






Note

This function does not merely extend the mapper with the
given list of routes, it actually creates new routes with
identical calling arguments.








	
generate(*args, **kargs)

	Generate a route from a set of keywords

Returns the url text, or None if no URL could be generated.

m.generate(controller='content',action='view',id=10)










	
match(url=None, environ=None)

	Match a URL against against one of the routes contained.

Will return None if no valid match is found.

resultdict = m.match('/joe/sixpack')










	
redirect(match_path, destination_path, *args, **kwargs)

	Add a redirect route to the mapper

Redirect routes bypass the wrapped WSGI application and instead
result in a redirect being issued by the RoutesMiddleware. As
such, this method is only meaningful when using
RoutesMiddleware.

By default, a 302 Found status code is used, this can be
changed by providing a _redirect_code keyword argument
which will then be used instead. Note that the entire status
code string needs to be present.

When using keyword arguments, all arguments that apply to
matching will be used for the match, while generation specific
options will be used during generation. Thus all options
normally available to connected Routes may be used with
redirect routes as well.

Example:

map = Mapper()
map.redirect('/legacyapp/archives/{url:.*}, '/archives/{url})
map.redirect('/home/index', '/', _redirect_code='301 Moved Permanently')










	
resource(member_name, collection_name, **kwargs)

	Generate routes for a controller resource

The member_name name should be the appropriate singular version
of the resource given your locale and used with members of the
collection. The collection_name name will be used to refer to
the resource collection methods and should be a plural version
of the member_name argument. By default, the member_name name
will also be assumed to map to a controller you create.

The concept of a web resource maps somewhat directly to ‘CRUD’ 
operations. The overlying things to keep in mind is that
mapping a resource is about handling creating, viewing, and
editing that resource.

All keyword arguments are optional.


	controller

	If specified in the keyword args, the controller will be
the actual controller used, but the rest of the naming
conventions used for the route names and URL paths are
unchanged.

	collection

	Additional action mappings used to manipulate/view the
entire set of resources provided by the controller.

Example:

map.resource('message', 'messages', collection={'rss':'GET'})
# GET /message/rss (maps to the rss action)
# also adds named route "rss_message"







	member

	Additional action mappings used to access an individual
‘member’ of this controllers resources.

Example:

map.resource('message', 'messages', member={'mark':'POST'})
# POST /message/1/mark (maps to the mark action)
# also adds named route "mark_message"







	new

	Action mappings that involve dealing with a new member in
the controller resources.

Example:

map.resource('message', 'messages', new={'preview':'POST'})
# POST /message/new/preview (maps to the preview action)
# also adds a url named "preview_new_message"







	path_prefix

	Prepends the URL path for the Route with the path_prefix
given. This is most useful for cases where you want to mix
resources or relations between resources.

	name_prefix

	Perpends the route names that are generated with the
name_prefix given. Combined with the path_prefix option,
it’s easy to generate route names and paths that represent
resources that are in relations.

Example:

map.resource('message', 'messages', controller='categories', 
    path_prefix='/category/:category_id', 
    name_prefix="category_")
# GET /category/7/message/1
# has named route "category_message"







	parent_resource 

	A dict containing information about the parent
resource, for creating a nested resource. It should contain
the member_name and collection_name of the parent
resource. This dict will 
be available via the associated Route object which can
be accessed during a request via
request.environ['routes.route']

If parent_resource is supplied and path_prefix
isn’t, path_prefix will be generated from
parent_resource as
“<parent collection name>/:<parent member name>_id”.

If parent_resource is supplied and name_prefix
isn’t, name_prefix will be generated from
parent_resource as  “<parent member name>_”.

Example:

>>> from routes.util import url_for 
>>> m = Mapper() 
>>> m.resource('location', 'locations', 
...            parent_resource=dict(member_name='region', 
...                                 collection_name='regions'))
>>> # path_prefix is "regions/:region_id" 
>>> # name prefix is "region_"  
>>> url_for('region_locations', region_id=13) 
'/regions/13/locations'
>>> url_for('region_new_location', region_id=13) 
'/regions/13/locations/new'
>>> url_for('region_location', region_id=13, id=60) 
'/regions/13/locations/60'
>>> url_for('region_edit_location', region_id=13, id=60) 
'/regions/13/locations/60/edit'





Overriding generated path_prefix:

>>> m = Mapper()
>>> m.resource('location', 'locations',
...            parent_resource=dict(member_name='region',
...                                 collection_name='regions'),
...            path_prefix='areas/:area_id')
>>> # name prefix is "region_"
>>> url_for('region_locations', area_id=51)
'/areas/51/locations'





Overriding generated name_prefix:

>>> m = Mapper()
>>> m.resource('location', 'locations',
...            parent_resource=dict(member_name='region',
...                                 collection_name='regions'),
...            name_prefix='')
>>> # path_prefix is "regions/:region_id" 
>>> url_for('locations', region_id=51)
'/regions/51/locations'














	
routematch(url=None, environ=None)

	Match a URL against against one of the routes contained.

Will return None if no valid match is found, otherwise a
result dict and a route object is returned.

resultdict, route_obj = m.match('/joe/sixpack')
















routes.util

Utility functions for use in templates / controllers

PLEASE NOTE: Many of these functions expect an initialized RequestConfig
object. This is expected to have been initialized for EACH REQUEST by the web
framework.


	
routes.util.url_for(*args, **kargs)

	Generates a URL

All keys given to url_for are sent to the Routes Mapper instance for 
generation except for:

anchor          specified the anchor name to be appened to the path
host            overrides the default (current) host if provided
protocol        overrides the default (current) protocol if provided
qualified       creates the URL with the host/port information as 
                needed



The URL is generated based on the rest of the keys. When generating a new 
URL, values will be used from the current request’s parameters (if 
present). The following rules are used to determine when and how to keep 
the current requests parameters:


	If the controller is present and begins with ‘/’, no defaults are used

	If the controller is changed, action is set to ‘index’ unless otherwise 
specified



For example, if the current request yielded a dict of
{‘controller’: ‘blog’, ‘action’: ‘view’, ‘id’: 2}, with the standard 
‘:controller/:action/:id’ route, you’d get the following results:

url_for(id=4)                    =>  '/blog/view/4',
url_for(controller='/admin')     =>  '/admin',
url_for(controller='admin')      =>  '/admin/view/2'
url_for(action='edit')           =>  '/blog/edit/2',
url_for(action='list', id=None)  =>  '/blog/list'



Static and Named Routes

If there is a string present as the first argument, a lookup is done 
against the named routes table to see if there’s any matching routes. The
keyword defaults used with static routes will be sent in as GET query 
arg’s if a route matches.

If no route by that name is found, the string is assumed to be a raw URL. 
Should the raw URL begin with / then appropriate SCRIPT_NAME data will
be added if present, otherwise the string will be used as the url with 
keyword args becoming GET query args.






	
class routes.util.URLGenerator(mapper, environ)

	The URL Generator generates URL’s

It is automatically instantiated by the RoutesMiddleware and put
into the wsgiorg.routing_args tuple accessible as:

url = environ['wsgiorg.routing_args'][0][0]





Or via the routes.url key:

url = environ['routes.url']





The url object may be instantiated outside of a web context for use
in testing, however sub_domain support and fully qualified URL’s
cannot be generated without supplying a dict that must contain the
key HTTP_HOST.


	
__call__(*args, **kargs)

	Generates a URL

All keys given to url_for are sent to the Routes Mapper instance for 
generation except for:

anchor          specified the anchor name to be appened to the path
host            overrides the default (current) host if provided
protocol        overrides the default (current) protocol if provided
qualified       creates the URL with the host/port information as 
                needed








	
current(*args, **kwargs)

	Generate a route that includes params used on the current
request

The arguments for this method are identical to __call__
except that arguments set to None will remove existing route
matches of the same name from the set of arguments used to
construct a URL.










	
routes.util.redirect_to(*args, **kargs)

	Issues a redirect based on the arguments.

Redirect’s should occur as a “302 Moved” header, however the web 
framework may utilize a different method.

All arguments are passed to url_for to retrieve the appropriate URL, then
the resulting URL it sent to the redirect function as the URL.
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weberror – Weberror


weberror.errormiddleware

Error handler middleware


	
class weberror.errormiddleware.ErrorMiddleware(application, global_conf=None, debug=<NoDefault>, error_email=None, error_log=None, show_exceptions_in_wsgi_errors=<NoDefault>, from_address=None, smtp_server=None, smtp_username=None, smtp_password=None, smtp_use_tls=False, error_subject_prefix=None, error_message=None, xmlhttp_key=None, reporters=None)

	Error handling middleware

Usage:

error_catching_wsgi_app = ErrorMiddleware(wsgi_app)





Settings:



	debug:

	If true, then tracebacks will be shown in the browser.

	error_email:

	an email address (or list of addresses) to send exception 
reports to

	error_log:

	a filename to append tracebacks to

	show_exceptions_in_wsgi_errors:

	If true, then errors will be printed to wsgi.errors 
(frequently a server error log, or stderr).

	from_address, smtp_server, error_subject_prefix, smtp_username, smtp_password, smtp_use_tls:

	variables to control the emailed exception reports

	error_message:

	When debug mode is off, the error message to show to users.

	xmlhttp_key:

	When this key (default _) is in the request GET variables
(not POST!), expect that this is an XMLHttpRequest, and the
response should be more minimal; it should not be a complete
HTML page.






Environment Configuration:



	paste.throw_errors:

	If this setting in the request environment is true, then this
middleware is disabled. This can be useful in a testing situation
where you don’t want errors to be caught and transformed.

	paste.expected_exceptions:

	When this middleware encounters an exception listed in this
environment variable and when the start_response has not 
yet occurred, the exception will be re-raised instead of being
caught.  This should generally be set by middleware that may 
(but probably shouldn’t be) installed above this middleware, 
and wants to get certain exceptions.  Exceptions raised after
start_response have been called are always caught since
by definition they are no longer expected.













weberror.evalcontext


	
class weberror.evalcontext.EvalContext(namespace, globs)

	Class that represents a interactive interface.  It has its own
namespace.  Use eval_context.exec_expr(expr) to run commands; the
output of those commands is returned, as are print statements.

This is essentially what doctest does, and is taken directly from
doctest.








weberror.evalexception

Exception-catching middleware that allows interactive debugging.

This middleware catches all unexpected exceptions.  A normal
traceback, like produced by
weberror.exceptions.errormiddleware.ErrorMiddleware is given, plus
controls to see local variables and evaluate expressions in a local
context.

This can only be used in single-process environments, because
subsequent requests must go back to the same process that the
exception originally occurred in.  Threaded or non-concurrent
environments both work.

This shouldn’t be used in production in any way.  That would just be
silly.

If calling from an XMLHttpRequest call, if the GET variable _ is
given then it will make the response more compact (and less
Javascripty), since if you use innerHTML it’ll kill your browser.  You
can look for the header X-Debug-URL in your 500 responses if you want
to see the full debuggable traceback.  Also, this URL is printed to
wsgi.errors, so you can open it up in another browser window.


	
class weberror.evalexception.EvalException(application, global_conf=None, error_template_filename=None, xmlhttp_key=None, media_paths=None, templating_formatters=None, head_html='', footer_html='', reporters=None, libraries=None, **params)

	Handles capturing an exception and turning it into an interactive
exception explorer


	
media(req)

	Static path where images and other files live






	
relay(req)

	Relay a request to a remote machine for JS proxying






	
summary(req)

	Returns a JSON-format summary of all the cached
exception reports






	
view(req)

	View old exception reports












weberror.formatter

Formatters for the exception data that comes from ExceptionCollector.


	
class weberror.formatter.AbstractFormatter(show_hidden_frames=False, include_reusable=True, show_extra_data=True, trim_source_paths=(), **kwargs)

	
	
filter_frames(frames)

	Removes any frames that should be hidden, according to the
values of traceback_hide, self.show_hidden_frames, and the
hidden status of the final frame.






	
format_frame_end(frame)

	Called after each frame ends; may return None to output no text.






	
format_frame_start(frame)

	Called before each frame starts; may return None to output no text.






	
long_item_list(lst)

	Returns true if the list contains items that are long, and should
be more nicely formatted.






	
pretty_string_repr(s)

	Formats the string as a triple-quoted string when it contains
newlines.










	
class weberror.formatter.TextFormatter(show_hidden_frames=False, include_reusable=True, show_extra_data=True, trim_source_paths=(), **kwargs)

	




	
class weberror.formatter.HTMLFormatter(show_hidden_frames=False, include_reusable=True, show_extra_data=True, trim_source_paths=(), **kwargs)

	




	
class weberror.formatter.XMLFormatter(show_hidden_frames=False, include_reusable=True, show_extra_data=True, trim_source_paths=(), **kwargs)

	




	
weberror.formatter.create_text_node(doc, elem, text)

	




	
weberror.formatter.html_quote(s)

	




	
weberror.formatter.format_html(exc_data, include_hidden_frames=False, **ops)

	




	
weberror.formatter.format_text(exc_data, **ops)

	




	
weberror.formatter.format_xml(exc_data, **ops)

	




	
weberror.formatter.str2html(src, strip=False, indent_subsequent=0, highlight_inner=False, frame=None, filename=None)

	Convert a string to HTML.  Try to be really safe about it,
returning a quoted version of the string if nothing else works.






	
weberror.formatter._str2html(src, strip=False, indent_subsequent=0, highlight_inner=False, frame=None, filename=None)

	




	
weberror.formatter.truncate(string, limit=1000)

	Truncate the string to the limit number of
characters






	
weberror.formatter.make_wrappable(html, wrap_limit=60, split_on=';?&@!$#-/\\"\'')

	




	
weberror.formatter.make_pre_wrappable(html, wrap_limit=60, split_on=';?&@!$#-/\\"\'')

	Like make_wrappable() but intended for text that will
go in a <pre> block, so wrap on a line-by-line basis.








weberror.reporter


	
class weberror.reporter.Reporter(**conf)

	




	
class weberror.reporter.EmailReporter(**conf)

	




	
class weberror.reporter.LogReporter(**conf)

	




	
class weberror.reporter.FileReporter(**conf)

	




	
class weberror.reporter.WSGIAppReporter(exc_data)

	






weberror.collector

An exception collector that finds traceback information plus
supplements


	
class weberror.collector.ExceptionCollector(limit=None)

	Produces a data structure that can be used by formatters to
display exception reports.

Magic variables:

If you define one of these variables in your local scope, you can
add information to tracebacks that happen in that context.  This
allows applications to add all sorts of extra information about
the context of the error, including URLs, environmental variables,
users, hostnames, etc.  These are the variables we look for:


	__traceback_supplement__:

	You can define this locally or globally (unlike all the other
variables, which must be defined locally).

__traceback_supplement__ is a tuple of (factory, arg1,
arg2...).  When there is an exception, factory(arg1, arg2,
...) is called, and the resulting object is inspected for
supplemental information.



	__traceback_info__:

	This information is added to the traceback, usually fairly
literally.

	__traceback_hide__:

	If set and true, this indicates that the frame should be
hidden from abbreviated tracebacks.  This way you can hide
some of the complexity of the larger framework and let the
user focus on their own errors.

By setting it to 'before', all frames before this one will
be thrown away.  By setting it to 'after' then all frames
after this will be thrown away until 'reset' is found.  In
each case the frame where it is set is included, unless you
append '_and_this' to the value (e.g.,
'before_and_this').

Note that formatters will ignore this entirely if the frame
that contains the error wouldn’t normally be shown according
to these rules.



	__traceback_reporter__:

	This should be a reporter object (see the reporter module),
or a list/tuple of reporter objects.  All reporters found this
way will be given the exception, innermost first.

	__traceback_decorator__:

	This object (defined in a local or global scope) will get the
result of this function (the CollectedException defined
below).  It may modify this object in place, or return an
entirely new object.  This gives the object the ability to
manipulate the traceback arbitrarily.



The actually interpretation of these values is largely up to the
reporters and formatters.

collect_exception(*sys.exc_info()) will return an object with
several attributes:


	frames:

	A list of frames

	exception_formatted:

	The formatted exception, generally a full traceback

	exception_type:

	The type of the exception, like ValueError

	exception_value:

	The string value of the exception, like 'x not in list'

	identification_code:

	A hash of the exception data meant to identify the general
exception, so that it shares this code with other exceptions
that derive from the same problem.  The code is a hash of
all the module names and function names in the traceback,
plus exception_type.  This should be shown to users so they
can refer to the exception later. (@@: should it include a
portion that allows identification of the specific instance
of the exception as well?)



The list of frames goes innermost first.  Each frame has these
attributes; some values may be None if they could not be
determined.


	modname:

	the name of the module

	filename:

	the filename of the module

	lineno:

	the line of the error

	revision:

	the contents of __version__ or __revision__

	name:

	the function name

	supplement:

	an object created from __traceback_supplement__

	supplement_exception:

	a simple traceback of any exception __traceback_supplement__
created

	traceback_info:

	the str() of any __traceback_info__ variable found in the local
scope (@@: should it str()-ify it or not?)

	traceback_hide:

	the value of any __traceback_hide__ variable

	traceback_log:

	the value of any __traceback_log__ variable



__traceback_supplement__ is thrown away, but a fixed
set of attributes are captured; each of these attributes is
optional.


	object:

	the name of the object being visited

	source_url:

	the original URL requested

	line:

	the line of source being executed (for interpreters, like ZPT)

	column:

	the column of source being executed

	expression:

	the expression being evaluated (also for interpreters)

	warnings:

	a list of (string) warnings to be displayed

	getInfo:

	a function/method that takes no arguments, and returns a string
describing any extra information

	extraData:

	a function/method that takes no arguments, and returns a
dictionary.  The contents of this dictionary will not be
displayed in the context of the traceback, but globally for
the exception.  Results will be grouped by the keys in the
dictionaries (which also serve as titles).  The keys can also
be tuples of (importance, title); in this case the importance
should be important (shows up at top), normal (shows
up somewhere; unspecified), supplemental (shows up at
bottom), or extra (shows up hidden or not at all).



These are used to create an object with attributes of the same
names (getInfo becomes a string attribute, not a method).
__traceback_supplement__ implementations should be careful to
produce values that are relatively static and unlikely to cause
further errors in the reporting system – any complex
introspection should go in getInfo() and should ultimately
return a string.

Note that all attributes are optional, and under certain
circumstances may be None or may not exist at all – the collector
can only do a best effort, but must avoid creating any exceptions
itself.

Formatters may want to use __traceback_hide__ as a hint to
hide frames that are part of the ‘framework’ or underlying system.
There are a variety of rules about special values for this
variables that formatters should be aware of.

TODO:

More attributes in __traceback_supplement__?  Maybe an attribute
that gives a list of local variables that should also be
collected?  Also, attributes that would be explicitly meant for
the entire request, not just a single frame.  Right now some of
the fixed set of attributes (e.g., source_url) are meant for this
use, but there’s no explicit way for the supplement to indicate
new values, e.g., logged-in user, HTTP referrer, environment, etc.
Also, the attributes that do exist are Zope/Web oriented.

More information on frames?  cgitb, for instance, produces
extensive information on local variables.  There exists the
possibility that getting this information may cause side effects,
which can make debugging more difficult; but it also provides
fodder for post-mortem debugging.  However, the collector is not
meant to be configurable, but to capture everything it can and let
the formatters be configurable.  Maybe this would have to be a
configuration value, or maybe it could be indicated by another
magical variable (which would probably mean ‘show all local
variables below this frame’)






	
class weberror.collector.ExceptionFrame(**attrs)

	This represents one frame of the exception.  Each frame is a
context in the call stack, typically represented by a line
number and module name in the traceback.


	
get_source_line(context=0)

	Return the source of the current line of this frame.  You
probably want to .strip() it as well, as it is likely to have
leading whitespace.

If context is given, then that many lines on either side will
also be returned.  E.g., context=1 will give 3 lines.










	
weberror.collector.collect_exception(t, v, tb, limit=None)

	Collection an exception from sys.exc_info().

Use like:

try:
    blah blah
except:
    exc_data = collect_exception(*sys.exc_info())
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webhelpers – Web Helpers package


Warning

Pertinent to WebHelpers 0.6. NB: Significant changes from WebHelpers 0.3



WebHelpers is wide variety of functions for web applications and other
applications.


Current



	constants – Useful constants (Geo-lists)

	containers Handy Containers

	date – Date helpers

	feedgenerator – Feed generator

	webhelpers.html – HTML handling

	webhelpers.markdown – Markdown

	mimehelper – MIMEtypes helper

	misc – Miscellaneous helpers

	number – Numbers and statistics helpers

	paginate – Paging and pagination

	webhelpers.pylonslib – flash alert div helpers

	text – Text helpers

	textile – Textile

	util – Utilities








Deprecated



	webhelpers.commands.compress_resources – (deprecated)

	hinclude (deprecated)

	htmlgen (deprecated)

	pagination – WebHelpers Pagination (part deprecated)

	rails WebHelpers Rails (deprecated)
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constants – Useful constants (Geo-lists)


webhelpers.constants

Place names and other constants often used in web forms.


	
webhelpers.constants.uk_counties()

	Return a list of UK county names.






	
webhelpers.constants.country_codes()

	Return a list of all country names as tuples. The tuple value is the
country’s 2-letter ISO code and its name; e.g., 
("GB", "United Kingdom"). The countries are in name order.

Can be used like this:

import webhelpers.constants as constants
from webhelpers.html.tags import select
select("country", country_codes(),
    prompt="Please choose a country ...")





See here for more information:
http://www.iso.org/iso/english_country_names_and_code_elements






	
webhelpers.constants.us_states()

	List of USA states.

Return a list of (abbreviation, name) for all US states, sorted by name.
Includes the District of Columbia.






	
webhelpers.constants.us_territories()

	USA postal abbreviations for territories, protectorates, and military.

The return value is a list of (abbreviation, name) tuples. The
locations are sorted by name.






	
webhelpers.constants.canada_provinces()

	List of Canadian provinces.

Return a list of (abbreviation, name) tuples for all Canadian
provinces and territories, sorted by name.
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containers Handy Containers


webhelpers.containers


	
class webhelpers.containers.NotGiven

	A default value for function args.

Use this when you need to distinguish between None and no value.

Example:

>>> def foo(arg=NotGiven):
...     print arg is NotGiven
...
>>> foo()
True
>>> foo(None)
False










	
class webhelpers.containers.DumbObject(**kw)

	A container for arbitrary attributes.

Usage:

>>> do = DumbObject(a=1, b=2)
>>> do.b
2





Alternatives to this class include collections.namedtuple in Python
2.6, and formencode.declarative.Declarative in Ian Bicking’s FormEncode
package.  Both alternatives offer more features, but DumbObject
shines in its simplicity and lack of dependencies.






	
class webhelpers.containers.Counter

	I count the number of occurrences of each value registered with me.

Call the instance to register a value. The result is available as the
.result attribute.  Example:

>>> counter = Counter()
>>> counter("foo")
>>> counter("bar")
>>> counter("foo")
>>> sorted(counter.result.items())
[('bar', 1), ('foo', 2)]

>> counter.result
{'foo': 2, 'bar': 1}





To see the most frequently-occurring items in order:

>>> counter.get_popular(1)
[(2, 'foo')]
>>> counter.get_popular()
[(2, 'foo'), (1, 'bar')]





Or if you prefer the list in item order:

>>> counter.get_sorted_items()
[('bar', 1), ('foo', 2)]






	
classmethod correlate(class_, iterable)

	Build a Counter from an iterable in one step.

This is the same as adding each item individually.

>>> counter = Counter.correlate(["A", "B", "A"])
>>> counter.result["A"]
2
>>> counter.result["B"]
1










	
get_popular(max_items=None)

	Return the results as as a list of (count, item) pairs, with the
most frequently occurring items first.

If max_items is provided, return no more than that many items.






	
get_sorted_items()

	Return the result as a list of (item, count) pairs sorted by item.










	
class webhelpers.containers.Accumulator

	Accumulate a dict of all values for each key.

Call the instance to register a value. The result is available as the
.result attribute.  Example:

>>> bowling_scores = Accumulator()
>>> bowling_scores("Fred", 0)
>>> bowling_scores("Barney", 10)
>>> bowling_scores("Fred", 1)
>>> bowling_scores("Barney", 9)
>>> sorted(bowling_scores.result.items())
[('Barney', [10, 9]), ('Fred', [0, 1])]

>> bowling_scores.result
{'Fred': [0, 1], 'Barney': [10, 9]}





The values are stored in the order they’re registered.

Alternatives to this class include paste.util. multidict.MultiDict
in Ian Bicking’s Paste package.


	
classmethod correlate(class_, iterable, key)

	Create an Accumulator based on several related values.

key is a function to calculate the key for each item, akin to
list.sort(key=).

This is the same as adding each item individually.










	
class webhelpers.containers.UniqueAccumulator

	Accumulate a dict of unique values for each key.

The values are stored in an unordered set.

Call the instance to register a value. The result is available as the
.result attribute.






	
webhelpers.containers.unique(it)

	Return a list of unique elements in the iterable, preserving the order.

Usage:

>>> unique([None, "spam", 2, "spam", "A", "spam", "spam", "eggs", "spam"])
[None, 'spam', 2, 'A', 'eggs']










	
webhelpers.containers.only_some_keys(dic, keys)

	Return a copy of the dict with only the specified keys present.

dic may be any mapping. The return value is always a Python dict.

>> only_some_keys({"A": 1, "B": 2, "C": 3}, ["A", "C"])
>>> sorted(only_some_keys({"A": 1, "B": 2, "C": 3}, ["A", "C"]).items())
[('A', 1), ('C', 3)]








	
webhelpers.containers.except_keys(dic, keys)

	Return a copy of the dict without the specified keys.

>>> except_keys({"A": 1, "B": 2, "C": 3}, ["A", "C"])
{'B': 2}










	
webhelpers.containers.extract_keys(dic, keys)

	Return two copies of the dict.  The first has only the keys specified.
The second has all the other keys from the original dict.

>> extract_keys({"From": "F", "To": "T", "Received", R"}, ["To", "From"]) 
({"From": "F", "To": "T"}, {"Received": "R"})
>>> regular, extra = extract_keys({"From": "F", "To": "T", "Received": "R"}, ["To", "From"]) 
>>> sorted(regular.keys())
['From', 'To']
>>> sorted(extra.keys())
['Received']








	
webhelpers.containers.ordered_items(dic, key_order, other_keys=True, default=<class 'webhelpers.misc.NotGiven'>)

	Like dict.iteritems() but with a specified key order.

Arguments:


	dic is any mapping.

	key_order is a list of keys.  Items will be yielded in this order.

	other_keys is a boolean.

	default is a value returned if the key is not in the dict.



This yields the items listed in key_order.  If a key does not exist
in the dict, yield the default value if specified, otherwise skip the
missing key.  Afterwards, if other_keys is true, yield the remaining
items in an arbitrary order.

Usage:

>>> dic = {"To": "you", "From": "me", "Date": "2008/1/4", "Subject": "X"}
>>> dic["received"] = "..."
>>> order = ["From", "To", "Subject"]
>>> list(ordered_items(dic, order, False))
[('From', 'me'), ('To', 'you'), ('Subject', 'X')]










	
webhelpers.containers.del_quiet(dic, keys)

	Delete several keys from a dict, ignoring those that don’t exist.

This modifies the dict in place.

>>> d ={"A": 1, "B": 2, "C": 3}
>>> del_quiet(d, ["A", "C"])
>>> d
{'B': 2}










	
webhelpers.containers.correlate_dicts(dicts, key)

	Correlate several dicts under one superdict.

If you have several dicts each with a ‘name’ key, this 
puts them in a container dict keyed by name.

>>> d1 = {"name": "Fred", "age": 41}
>>> d2 = {"name": "Barney", "age": 31}
>>> flintstones = correlate_dicts([d1, d2], "name")
>>> sorted(flintstones.keys())
['Barney', 'Fred']
>>> flintstones["Fred"]["age"]
41





If you’re having trouble spelling this method correctly, remember:
“relate” has one ‘l’.  The ‘r’ is doubled because it occurs after a prefix.
Thus “correlate”.






	
webhelpers.containers.correlate_objects(objects, attr)

	Correlate several objects under one dict.

If you have several objects each with a ‘name’ attribute, this
puts them in a dict keyed by name.

>>> class Flintstone(DumbObject):
...    pass
...
>>> fred = Flintstone(name="Fred", age=41)
>>> barney = Flintstone(name="Barney", age=31)
>>> flintstones = correlate_objects([fred, barney], "name")
>>> sorted(flintstones.keys())
['Barney', 'Fred']
>>> flintstones["Barney"].age
31





If you’re having trouble spelling this method correctly, remember:
“relate” has one ‘l’.  The ‘r’ is doubled because it occurs after a prefix.
Thus “correlate”.






	
webhelpers.containers.distribute(lis, columns, direction, fill=None)

	Distribute a list into a N-column table (list of lists).

lis is a list of values to distribute.

columns is an int greater than 1, specifying the number of columns in
the table.

direction is a string beginning with “H” (horizontal) or “V”
(vertical), case insensitive.  This affects how values are distributed in
the table, as described below.

fill is a value that will be placed in any remaining cells if the data
runs out before the last row or column is completed.  This must be an 
immutable value such as None , "", 0, “&nbsp;”, etc.  If you
use a mutable value like [] and later change any cell containing the
fill value, all other cells containing the fill value will also be changed.

The return value is a list of lists, where each sublist represents a row in
the table.
table[0] is the first row.
table[0][0] is the first column in the first row.
table[0][1] is the second column in the first row.

This can be displayed in an HTML table via the following Mako template:

<table>
% for row in table:
  <tr>
% for cell in row:
    <td>${cell}</td>
% endfor   cell
  </tr>
% endfor   row
</table>





In a horizontal table, each row is filled before going on to the next row.
This is the same as dividing the list into chunks:

>>> distribute([1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8], 3, "H")
[[1, 2, 3], [4, 5, 6], [7, 8, None]]





In a vertical table, the first element of each sublist is filled before
going on to the second element.  This is useful for displaying an
alphabetical list in columns, or when the entire column will be placed in
a single <td> with a <br /> between each element:

>>> food = ["apple", "banana", "carrot", "daikon", "egg", "fish", "gelato", "honey"]
>>> table = distribute(food, 3, "V", "")
>>> table
[['apple', 'daikon', 'gelato'], ['banana', 'egg', 'honey'], ['carrot', 'fish', '']]
>>> for row in table:
...    for item in row:
...         print "%-9s" % item,
...    print "."   # To show where the line ends.
...
apple     daikon    gelato    .
banana    egg       honey     .
carrot    fish                .





Alternatives to this function include a NumPy matrix of objects.
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date – Date helpers


webhelpers.date


	
webhelpers.date.distance_of_time_in_words(from_time, to_time=0, granularity='second', round=False)

	Return the absolute time-distance string for two datetime objects,
ints or any combination you can dream of.

If times are integers, they are interpreted as seconds from now.

granularity dictates where the string calculation is stopped.
If set to seconds (default) you will receive the full string. If
another accuracy is supplied you will receive an approximation.
Available granularities are:
‘century’, ‘decade’, ‘year’, ‘month’, ‘day’, ‘hour’, ‘minute’,
‘second’

Setting round to true will increase the result by 1 if the fractional
value is greater than 50% of the granularity unit.

Examples:

>>> distance_of_time_in_words(86399, round=True, granularity='day')
'1 day'
>>> distance_of_time_in_words(86399, granularity='day')
'less than 1 day'
>>> distance_of_time_in_words(86399)
'23 hours, 59 minutes and 59 seconds'
>>> distance_of_time_in_words(datetime(2008,3,21, 16,34),
... datetime(2008,2,6,9,45))
'1 month, 15 days, 6 hours and 49 minutes'
>>> distance_of_time_in_words(datetime(2008,3,21, 16,34), 
... datetime(2008,2,6,9,45), granularity='decade')
'less than 1 decade'
>>> distance_of_time_in_words(datetime(2008,3,21, 16,34), 
... datetime(2008,2,6,9,45), granularity='second')
'1 month, 15 days, 6 hours and 49 minutes'










	
webhelpers.date.time_ago_in_words(from_time, granularity='second', round=False)

	Return approximate-time-distance string for from_time till now.

Same as distance_of_time_in_words but the endpoint is now.
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feedgenerator – Feed generator

The feed generator is intended for use in controllers, and generates an
output stream. Currently the following feeds can be created by imported the
appropriate class:


	RssFeed

	RssUserland091Feed

	Rss201rev2Feed

	Atom1Feed



All of these format specific Feed generators inherit from the
SyndicationFeed() class.

Example controller method:

import logging

from pylons import request, response, session
from pylons import tmpl_context as c
from pylons.controllers.util import abort, redirect_to, url_for
from webhelpers.feedgenerator import Atom1Feed

from helloworld.lib.base import BaseController, render

log = logging.getLogger(__name__)

class CommentsController(BaseController):

    def index(self):
        feed = Atom1Feed(
            title=u"An excellent Sample Feed",
            link=url_for(),
            description=u"A sample feed, showing how to make and add entries",
            language=u"en",
        )
        feed.add_item(title="Sample post",
                      link=u"http://hellosite.com/posts/sample",
                      description="Testing.")
        response.content_type = 'application/atom+xml'
        return feed.writeString('utf-8')






Module Contents


	
class webhelpers.feedgenerator.SyndicationFeed(title, link, description, language=None, author_email=None, author_name=None, author_link=None, subtitle=None, categories=None, feed_url=None, feed_copyright=None, feed_guid=None, ttl=None, **kwargs)

	Base class for all syndication feeds. Subclasses should provide write()


	
__init__(title, link, description, language=None, author_email=None, author_name=None, author_link=None, subtitle=None, categories=None, feed_url=None, feed_copyright=None, feed_guid=None, ttl=None, **kwargs)

	




	
add_item(title, link, description, author_email=None, author_name=None, author_link=None, pubdate=None, comments=None, unique_id=None, enclosure=None, categories=(), item_copyright=None, ttl=None, **kwargs)

	Adds an item to the feed. All args are expected to be Python Unicode
objects except pubdate, which is a datetime.datetime object, and
enclosure, which is an instance of the Enclosure class.






	
add_item_elements(handler, item)

	Add elements on each item (i.e. item/entry) element.






	
add_root_elements(handler)

	Add elements in the root (i.e. feed/channel) element. Called
from write().






	
item_attributes(item)

	Return extra attributes to place on each item (i.e. item/entry) element.






	
latest_post_date()

	Returns the latest item’s pubdate. If none of them have a pubdate,
this returns the current date/time.






	
root_attributes()

	Return extra attributes to place on the root (i.e. feed/channel) element.
Called from write().






	
write(outfile, encoding)

	Outputs the feed in the given encoding to outfile, which is a file-like
object. Subclasses should override this.






	
writeString(encoding)

	Returns the feed in the given encoding as a string.










	
class webhelpers.feedgenerator.Enclosure(url, length, mime_type)

	Represents an RSS enclosure






	
class webhelpers.feedgenerator.RssFeed(title, link, description, language=None, author_email=None, author_name=None, author_link=None, subtitle=None, categories=None, feed_url=None, feed_copyright=None, feed_guid=None, ttl=None, **kwargs)

	




	
class webhelpers.feedgenerator.RssUserland091Feed(title, link, description, language=None, author_email=None, author_name=None, author_link=None, subtitle=None, categories=None, feed_url=None, feed_copyright=None, feed_guid=None, ttl=None, **kwargs)

	




	
class webhelpers.feedgenerator.Rss201rev2Feed(title, link, description, language=None, author_email=None, author_name=None, author_link=None, subtitle=None, categories=None, feed_url=None, feed_copyright=None, feed_guid=None, ttl=None, **kwargs)

	




	
class webhelpers.feedgenerator.Atom1Feed(title, link, description, language=None, author_email=None, author_name=None, author_link=None, subtitle=None, categories=None, feed_url=None, feed_copyright=None, feed_guid=None, ttl=None, **kwargs)

	




	
webhelpers.feedgenerator.rfc2822_date(date)

	




	
webhelpers.feedgenerator.rfc3339_date(date)

	




	
webhelpers.feedgenerator.get_tag_uri(url, date)

	Creates a TagURI. See http://diveintomark.org/archives/2004/05/28/howto-atom-id
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webhelpers.html – HTML handling


webhelpers.html.builder




HTML/XHTML tag builder

HTML Builder provides an HTML object that creates (X)HTML tags in a
Pythonic way,  a literal class used to mark strings containing intentional
HTML markup, and a smart escape() function that preserves literals but
escapes other strings that may accidentally contain markup characters (“<”,
“>”, “&”) or malicious Javascript tags.  Escaped strings are returned as
literals to prevent them from being double-escaped later.

literal is a subclass of unicode, so it works with all string methods
and expressions.  The only thing special about it is the .__html__ method,
which returns the string itself.  escape() follows a simple protocol: if
the object has an .__html__ method, it calls that rather than .__str__
to get the HTML representation.  Third-party libraries that do not want to
import literal (and this create a dependency on WebHelpers) can put an
.__html__ method in their own classes returning the desired HTML
representation.

When used in a mixed expression containing both literals and ordinary strings,
literal tries hard to escape the strings and return a literal.  However,
this depends on which value has “control” of the expression.  literal seems
to be able to take control with all combinations of the + operator, but
with % and join it must be on the left side of the expression.  So
these all work:

"A" + literal("B")
literal(", ").join(["A", literal("B")])
literal("%s %s") % (16, literal("kg"))





But these return an ordinary string which is prone to double-escaping later:

"\\n".join([literal('<span class="foo">Foo!</span>'), literal('Bar!')])
"%s %s" % (literal("16"), literal("&lt;em&gt;kg&lt;/em&gt;"))





Third-party libraries that don’t want to import literal and thus avoid a
dependency on WebHelpers can add an .__html__ method to any class, which
can return the same as .__str__ or something else.  escape() trusts the
HTML method and does not escape the return value.  So only strings that lack
an .__html__ method will be escaped.

The HTML object has the following methods for tag building:


	HTML(*strings)

	Escape the string args, concatenate them, and return a literal.  This is
the same as escape(s) but accepts multiple strings.  Multiple args are
useful when mixing child tags with text, such as:

html = HTML("The king is a >>", HTML.strong("fink"), "<<!")







	HTML.literal(*strings)

	Same as literal but concatenates multiple arguments.

	HTML.comment(*strings)

	Escape and concatenate the strings, and wrap the result in an HTML
comment.

	HTML.tag(tag, *content, **attrs)

	Create an HTML tag tag with the keyword args converted to attributes.
The other positional args become the content for the tag, and are escaped
and concatenated.  If an attribute name conflicts with a Python keyword
(notably “class”), append an underscore.  If an attribute value is
None, the attribute is not inserted.  Two special keyword args are
recognized:


	c

	Specifies the content.  This cannot be combined with content in
positional args.  The purpose of this argument is to position the
content at the end of the argument list to match the native HTML
syntax more closely.  Its use is entirely optional.  The value can
be a string, a tuple, or a tag.

	_close

	If present and false, do not close the tag.  Otherwise the tag will be
closed with a closing tag or an XHTML-style trailing slash as described
below.



Example:

>>> HTML.tag("a", href="http://www.yahoo.com", name=None,
... c="Click Here")
literal(u'<a href="http://www.yahoo.com">Click Here</a>')







	HTML.__getattr__

	Same as HTML.tag but using attribute access.  Example:

>>> HTML.a("Foo", href="http://example.com/", class_="important")
literal(u'<a class="important" href="http://example.com/">Foo</a>')









The protocol is simple: if an object has an .__html__ method, escape()
calls it rather than .__str__() to obtain a string representation.




About XHTML and HTML

This builder always produces tags that are valid as both HTML and
XHTML.  “Empty” tags (like <br>, <input> etc) are written like <br />,
with a space and a trailing /.

Only empty tags get this treatment.  The library will never, for example,
product <script src="..." />, which is invalid HTML.

The W3C HTML validator [http://validator.w3.org/] validates these
constructs as valid HTML Strict.  It does produce warnings, but those
warnings warn about the ambiguity if this same XML-style self-closing
tags are used for HTML elements that can take content (<script>,
<textarea>, etc).  This library never produces markup like that.

Rather than add options to generate different kinds of behavior, we
felt it was better to create markup that could be used in different
contexts without any real problems and without the overhead of passing
options around or maintaining different contexts, where you’d have to
keep track of whether markup is being rendered in an HTML or XHTML
context.

If you _really_ want tags without training slashes (e.g., <br>`)`, you can
"abuse" ``_close=False to produce them.


	
class webhelpers.html.builder.UnfinishedTag(tag)

	Represents an unfinished or empty tag.






	
class webhelpers.html.builder.UnfinishedComment

	Represents an unfinished or empty comment.






	
class webhelpers.html.builder.UnfinishedLiteral

	Represent an unfinished literal value.






	
class webhelpers.html.builder.HTMLBuilder

	Base HTML object.






	
webhelpers.html.builder.make_tag(tag, *args, **kw)

	




	
webhelpers.html.builder.literal()

	Represents an HTML literal.

This subclass of unicode has a .__html__() method that is
detected by the escape() function.

Also, if you add another string to this string, the other string
will be quoted and you will get back another literal object.  Also
literal(...) % obj will quote any value(s) from obj.  If
you do something like literal(...) + literal(...), neither
string will be changed because escape(literal(...)) doesn’t
change the original literal.






	
webhelpers.html.builder.lit_sub(*args, **kw)

	Literal-safe version of re.sub.  If the string to be operated on is
a literal, return a literal result.  All arguments are passed directly to
re.sub.






	
webhelpers.html.builder.escape()

	escape_silent(s) -> markup

Like escape but converts None to an empty string.








webhelpers.html.converters


	
webhelpers.html.converters.markdown(text, markdown=None, **kwargs)

	Format the text to HTML with Markdown formatting.

Markdown is a wiki-like text markup language, originally written by
John Gruber for Perl.  The helper converts Markdown text to HTML.

There are at least two Python implementations of Markdown.
Markdown <http://www.freewisdom.org/projects/python-markdown/>`_is the
original port, and version 2.x contains extensions for footnotes, RSS, etc. 
Markdown2 [http://code.google.com/p/python-markdown2/] is another port
which claims to be faster and to handle edge cases better.

You can pass the desired Markdown module as the markdown
argument, or the helper will try to import markdown. If neither is
available, it will fall back to webhelpers.markdown, which is
Freewisdom’s Markdown 1.7 without extensions.

IMPORTANT:
If your source text is untrusted and may contain malicious HTML markup,
pass safe_mode="escape" to escape it, safe_mode="replace" to
replace it with a scolding message, or safe_mode="remove" to strip it.






	
webhelpers.html.converters.textilize(text, sanitize=False)

	Format the text to HTML with Textile formatting.

This function uses the PyTextile library [http://dealmeida.net/] 
which is included with WebHelpers.

Additionally, the output can be sanitized which will fix tags like 
<img />,  <br /> and <hr /> for proper XHTML output.








webhelpers.html.secure_form




webhelpers.html.tags


	
webhelpers.html.tags.form(url, method='post', multipart=False, hidden_fields=None, **attrs)

	An open tag for a form that will submit to url.

You must close the form yourself by calling end_form() or outputting
</form>.

Options:


	method

	The method to use when submitting the form, usually either 
“GET” or “POST”. If “PUT”, “DELETE”, or another verb is used, a
hidden input with name _method is added to simulate the verb
over POST.

	multipart

	If set to True, the enctype is set to “multipart/form-data”.
You must set it to true when uploading files, or the browser will
submit the filename rather than the file.

	hidden_fields

	Additional hidden fields to add to the beginning of the form.  It may
be a dict or an iterable of key-value tuples. This is implemented by
calling the object’s .items() method if it has one, or just
iterating the object.  (This will successfuly get multiple values for
the same key in WebOb MultiDict objects.)



Because input tags must be placed in a block tag rather than directly
inside the form, all hidden fields will be put in a 
‘<div style=”display:none”>’.  The style prevents the <div> from being
displayed or affecting the layout.

Examples:

>>> form("/submit")
literal(u'<form action="/submit" method="post">')
>>> form("/submit", method="get")
literal(u'<form action="/submit" method="get">')
>>> form("/submit", method="put")
literal(u'<form action="/submit" method="post"><div style="display:none">\n<input name="_method" type="hidden" value="put" />\n</div>\n')
>>> form("/submit", "post", multipart=True) 
literal(u'<form action="/submit" enctype="multipart/form-data" method="post">')





Changed in WebHelpers 1.0b2: add <div> and hidden_fields arg.

Changed in WebHelpers 1.2: don’t add an “id” attribute to hidden tags
generated by this helper; they clash if there are multiple forms on the
page.






	
webhelpers.html.tags.end_form()

	Output “</form>”.

Example:

>>> end_form()
literal(u'</form>')










	
webhelpers.html.tags.text(name, value=None, id=<class 'webhelpers.misc.NotGiven'>, type='text', **attrs)

	Create a standard text field.

value is a string, the content of the text field.

id is the HTML ID attribute, and should be passed as a keyword
argument.  By default the ID is the same as the name filtered through
_make_safe_id_component().  Pass None to suppress the
ID attribute entirely.

type is the input field type, normally “text”. You can override it
for HTML 5 input fields that don’t have their own helper; e.g.,
“search”, “email”, “date”.

Options:


	
	disabled - If set to True, the user will not be able to use

	this input.







	
	size - The number of visible characters that will fit in the

	input.







	
	maxlength - The maximum number of characters that the browser

	will allow the user to enter.









The remaining keyword args will be standard HTML attributes for the tag.

Example, a text input field:

>>> text("address")
literal(u'<input id="address" name="address" type="text" />')





HTML 5 example, a color picker:

>>> text("color", type="color")
literal(u'<input id="color" name="color" type="color" />')










	
webhelpers.html.tags.hidden(name, value=None, id=<class 'webhelpers.misc.NotGiven'>, **attrs)

	Create a hidden field.






	
webhelpers.html.tags.file(name, value=None, id=<class 'webhelpers.misc.NotGiven'>, **attrs)

	Create a file upload field.

If you are using file uploads then you will also need to set the 
multipart option for the form.

Example:

>>> file('myfile')
literal(u'<input id="myfile" name="myfile" type="file" />')










	
webhelpers.html.tags.password(name, value=None, id=<class 'webhelpers.misc.NotGiven'>, **attrs)

	Create a password field.

Takes the same options as text().






	
webhelpers.html.tags.textarea(name, content='', id=<class 'webhelpers.misc.NotGiven'>, **attrs)

	Create a text input area.

Example:

>>> textarea("body", "", cols=25, rows=10)
literal(u'<textarea cols="25" id="body" name="body" rows="10"></textarea>')










	
webhelpers.html.tags.checkbox(name, value='1', checked=False, label=None, id=<class 'webhelpers.misc.NotGiven'>, **attrs)

	Create a check box.

Arguments:
name – the widget’s name.

value – the value to return to the application if the box is checked.

checked – true if the box should be initially checked.

label – a text label to display to the right of the box.

id is the HTML ID attribute, and should be passed as a keyword
argument.  By default the ID is the same as the name filtered through
_make_safe_id_component().  Pass None to suppress the
ID attribute entirely.

The following HTML attributes may be set by keyword argument:


	disabled - If true, checkbox will be grayed out.

	readonly - If true, the user will not be able to modify the checkbox.



To arrange multiple checkboxes in a group, see
webhelpers.containers.distribute().

Example:

>>> checkbox("hi")
literal(u'<input id="hi" name="hi" type="checkbox" value="1" />')










	
webhelpers.html.tags._make_safe_id_component(idstring)

	Make a string safe for including in an id attribute.

The HTML spec says that id attributes ‘must begin with 
a letter ([A-Za-z]) and may be followed by any number 
of letters, digits ([0-9]), hyphens (“-”), underscores 
(“_”), colons (”:”), and periods (”.”)’. These regexps
are slightly over-zealous, in that they remove colons
and periods unnecessarily.

Whitespace is transformed into underscores, and then
anything which is not a hyphen or a character that 
matches w (alphanumerics and underscore) is removed.






	
webhelpers.html.tags.radio(name, value, checked=False, label=None, **attrs)

	Create a radio button.

Arguments:
name – the field’s name.

value – the value returned to the application if the button is
pressed.

checked – true if the button should be initially pressed.

label – a text label to display to the right of the button.

The id of the radio button will be set to the name + ‘_’ + value to 
ensure its uniqueness.  An id keyword arg overrides this.  (Note
that this behavior is unique to the radio() helper.)

To arrange multiple radio buttons in a group, see
webhelpers.containers.distribute().






	
webhelpers.html.tags.submit(name, value, id=<class 'webhelpers.misc.NotGiven'>, **attrs)

	Create a submit button with the text value as the caption.






	
webhelpers.html.tags.select(name, selected_values, options, id=<class 'webhelpers.misc.NotGiven'>, **attrs)

	Create a dropdown selection box.


	name – the name of this control.

	selected_values – a string or list of strings or integers giving
the value(s) that should be preselected.

	options – an Options object or iterable of (value, label)
pairs.  The label will be shown on the form; the option will be returned
to the application if that option is chosen.  If you pass a string or int
instead of a 2-tuple, it will be used for both the value and the label.
If the value is a tuple or a list, it will be added as an optgroup,
with label as label.



id is the HTML ID attribute, and should be passed as a keyword
argument.  By default the ID is the same as the name.  filtered through
_make_safe_id_component().  Pass None to suppress the
ID attribute entirely.


CAUTION: the old rails helper options_for_select had the label first.
The order was reversed because most real-life collections have the value
first, including dicts of the form {value: label}.  For those dicts
you can simply pass D.items() as this argument.

HINT: You can sort options alphabetically by label via:
sorted(my_options, key=lambda x: x[1])




The following options may only be keyword arguments:


	
	multiple – if true, this control will allow multiple

	selections.







	prompt – if specified, an extra option will be prepended to the 
list: (“”, prompt).  This is intended for those “Please choose ...”
pseudo-options.  Its value is “”, equivalent to not making a selection.





Any other keyword args will become HTML attributes for the <select>.

Examples (call, result):

>>> select("currency", "$", [["$", "Dollar"], ["DKK", "Kroner"]])
literal(u'<select id="currency" name="currency">\n<option selected="selected" value="$">Dollar</option>\n<option value="DKK">Kroner</option>\n</select>')
>>> select("cc", "MasterCard", [ "VISA", "MasterCard" ], id="cc", class_="blue")
literal(u'<select class="blue" id="cc" name="cc">\n<option value="VISA">VISA</option>\n<option selected="selected" value="MasterCard">MasterCard</option>\n</select>')
>>> select("cc", ["VISA", "Discover"], [ "VISA", "MasterCard", "Discover" ])
literal(u'<select id="cc" name="cc">\n<option selected="selected" value="VISA">VISA</option>\n<option value="MasterCard">MasterCard</option>\n<option selected="selected" value="Discover">Discover</option>\n</select>')
>>> select("currency", None, [["$", "Dollar"], ["DKK", "Kroner"]], prompt="Please choose ...")
literal(u'<select id="currency" name="currency">\n<option selected="selected" value="">Please choose ...</option>\n<option value="$">Dollar</option>\n<option value="DKK">Kroner</option>\n</select>')
>>> select("privacy", 3L, [(1, "Private"), (2, "Semi-public"), (3, "Public")])
literal(u'<select id="privacy" name="privacy">\n<option value="1">Private</option>\n<option value="2">Semi-public</option>\n<option selected="selected" value="3">Public</option>\n</select>')
>>> select("recipients", None, [([("u1", "User1"), ("u2", "User2")], "Users"), ([("g1", "Group1"), ("g2", "Group2")], "Groups")])
literal(u'<select id="recipients" name="recipients">\n<optgroup label="Users">\n<option value="u1">User1</option>\n<option value="u2">User2</option>\n</optgroup>\n<optgroup label="Groups">\n<option value="g1">Group1</option>\n<option value="g2">Group2</option>\n</optgroup>\n</select>')










	
class webhelpers.html.tags.ModelTags(record, use_keys=False, date_format='%m/%d/%Y', id_format=None)

	A nice way to build a form for a database record.

ModelTags allows you to build a create/update form easily.  (This is the
C and U in CRUD.)  The constructor takes a database record, which can be
a SQLAlchemy mapped class, or any object with attributes or keys for the
field values.  Its methods shadow the the form field helpers, but it
automatically fills in the value attribute based on the current value in
the record.  (It also knows about the ‘checked’ and ‘selected’ attributes
for certain tags.)

You can also use the same form  to input a new record.  Pass None or
"" instead of a record, and it will set all the current values to a
default value, which is either the default keyword arg to the method, or
“” if not specified.

(Hint: in Pylons you can put mt = ModelTags(c.record) in your template,
and then if the record doesn’t exist you can either set c.record = None
or not set it at all.  That’s because nonexistent c attributes resolve
to “” unless you’ve set config["pylons.strict_c"] = True. However,
having a c attribute that’s sometimes set and sometimes not is
arguably bad programming style.)


	
checkbox(name, value='1', label=None, **kw)

	Build a checkbox field.

The box will be initially checked if the value of the corresponding
database field is true.

The submitted form value will be “1” if the box was checked. If the
box is unchecked, no value will be submitted. (This is a downside of
the standard checkbox tag.)

To display multiple checkboxes in a group, see
webhelper.containers.distribute().






	
date(name, **kw)

	Same as text but format a date value into a date string.

The value can be a datetime.date, datetime.datetime, None,
or “”.  The former two are converted to a string using the
date format passed to the constructor.  The latter two are converted
to “”.

If there’s no database record, consult keyword arg default. It it’s
the string “today”, use todays’s date. Otherwise it can be any of the
values allowed above.  If no default is specified, the text field is
initialized to “”.

Hint: you may wish to attach a Javascript calendar to the field.






	
file(name, **kw)

	Build a file upload field.

User agents may or may not respect the contents of the ‘value’ attribute.






	
hidden(name, **kw)

	Build a hidden HTML field.






	
password(name, **kw)

	Build a password field.

This is the same as a text box but the value will not be shown on the
screen as the user types.






	
radio(name, checked_value, label=None, **kw)

	Build a radio button.

The radio button will initially be selected if the database value 
equals checked_value.  On form submission the value will be 
checked_value if the button was selected, or "" otherwise.

In case of a ModelTags object that is created from scratch
(e.g. new_employee=ModelTags(None)) the option that should
be checked can be set by the ‘default’ parameter. As in:
new_employee.radio('status', checked_value=7, default=7)

The control’s ‘id’ attribute will be modified as follows:


	If not specified but an ‘id_format’ was given to the constructor,
generate an ID based on the format.

	If an ID was passed in or was generated by step (1), append an
underscore and the checked value.  Before appending the checked
value, lowercase it, change any spaces to "_", and remove any
non-alphanumeric characters except underscores and hyphens.

	If no ID was passed or generated by step (1), the radio button 
will not have an ‘id’ attribute.



To display multiple radio buttons in a group, see
webhelper.containers.distribute().






	
select(name, options, **kw)

	Build a dropdown select box or list box.

See the select() function for the meaning of the arguments.

If the corresponding database value is not a list or tuple, it’s
wrapped in a one-element list.  But if it’s “” or None, an empty
list is substituted.  This is to accommodate multiselect lists, which
may have multiple values selected.






	
text(name, **kw)

	Build a text box.






	
textarea(name, **kw)

	Build a rectangular text area.










	
webhelpers.html.tags.link_to(label, url='', **attrs)

	Create a hyperlink with the given text pointing to the URL.

If the label is None or empty, the URL will be used as the label.

This function does not modify the URL in any way.  The label will be
escaped if it contains HTML markup.  To prevent escaping, wrap the label
in a webhelpers.html.literal().






	
webhelpers.html.tags.link_to_if(condition, label, url='', **attrs)

	Same as link_to but return just the label if the condition is false.

This is useful in a menu when you don’t want the current option to be a
link.  The condition will be something like:
actual_value != value_of_this_menu_item.






	
webhelpers.html.tags.link_to_unless(condition, label, url='', **attrs)

	The opposite of link_to. Return just the label if the condition is 
true.






	
webhelpers.html.tags.th_sortable(current_order, column_order, label, url, class_if_sort_column='sort', class_if_not_sort_column=None, link_attrs=None, name='th', **attrs)

	<th> for a “click-to-sort-by” column.

Convenience function for a sortable column.  If this is the current sort
column, just display the label and set the cell’s class to
class_if_sort_column.

current_order is the table’s current sort order.  column_order is
the value pertaining to this column.  In other words, if the two are equal,
the table is currently sorted by this column.

If this is the sort column, display the label and set the <th>’s class to
class_if_sort_column.

If this is not the sort column, display an <a> hyperlink based on
label, url, and link_attrs (a dict), and set the <th>’s class
to class_if_not_sort_column.

url is the literal href= value for the link.  Pylons users would
typically pass something like url=h.url_for("mypage", sort="date").

**attrs are additional attributes for the <th> tag.

If you prefer a <td> tag instead of <th>, pass name="td".

To change the sort order via client-side Javascript, pass url=None and
the appropriate Javascript attributes in link_attrs.

Examples:

>>> sort = "name"
>>> th_sortable(sort, "name", "Name", "?sort=name")
literal(u'<th class="sort">Name</th>')
>>> th_sortable(sort, "date", "Date", "?sort=date")
literal(u'<th><a href="?sort=date">Date</a></th>')
>>> th_sortable(sort, "date", "Date", None, link_attrs={"onclick": "myfunc()"})
literal(u'<th><a onclick="myfunc()">Date</a></th>')










	
webhelpers.html.tags.image(url, alt, width=None, height=None, path=None, use_pil=False, **attrs)

	Return an image tag for the specified source.


	url

	The URL of the image.  (This must be the exact URL desired.  A
previous version of this helper added magic prefixes; this is
no longer the case.)

	alt

	The img’s alt tag. Non-graphical browsers and screen readers will
output this instead of the image.  If the image is pure decoration
and uninteresting to non-graphical users, pass “”.  To omit the
alt tag completely, pass None.

	width

	The width of the image, default is not included.

	height

	The height of the image, default is not included.

	path

	Calculate the width and height based on the image file at path if
possible. May not be specified if width or height is 
specified. The results are also written to the debug log for
troubleshooting.

	use_pil

	If true, calcuate the image dimensions using the Python Imaging 
Library, which must be installed. Otherwise use a pure Python
algorithm which understands fewer image formats and may be less
accurate. This flag controls whether
webhelpers.media.get_dimensions_pil or
webhelpers.media.get_dimensions is called. It has no effect if
path is not specified.



Examples:

>>> image('/images/rss.png', 'rss syndication')
literal(u'<img alt="rss syndication" src="/images/rss.png" />')

>>> image('/images/xml.png', "")
literal(u'<img alt="" src="/images/xml.png" />')

>>> image("/images/icon.png", height=16, width=10, alt="Edit Entry")
literal(u'<img alt="Edit Entry" height="16" src="/images/icon.png" width="10" />')

>>> image("/icons/icon.gif", alt="Icon", width=16, height=16)
literal(u'<img alt="Icon" height="16" src="/icons/icon.gif" width="16" />')

>>> image("/icons/icon.gif", None, width=16)
literal(u'<img alt="" src="/icons/icon.gif" width="16" />')










	
webhelpers.html.tags.javascript_link(*urls, **attrs)

	Return script include tags for the specified javascript URLs.

urls should be the exact URLs desired.  A previous version of this
helper added magic prefixes; this is no longer the case.

Specify the keyword argument defer=True to enable the script 
defer attribute.

Examples:

>>> print javascript_link('/javascripts/prototype.js', '/other-javascripts/util.js')
<script src="/javascripts/prototype.js" type="text/javascript"></script>
<script src="/other-javascripts/util.js" type="text/javascript"></script>

>>> print javascript_link('/app.js', '/test/test.1.js')
<script src="/app.js" type="text/javascript"></script>
<script src="/test/test.1.js" type="text/javascript"></script>










	
webhelpers.html.tags.stylesheet_link(*urls, **attrs)

	Return CSS link tags for the specified stylesheet URLs.

urls should be the exact URLs desired.  A previous version of this
helper added magic prefixes; this is no longer the case.

Examples:

>>> stylesheet_link('/stylesheets/style.css')
literal(u'<link href="/stylesheets/style.css" media="screen" rel="stylesheet" type="text/css" />')

>>> stylesheet_link('/stylesheets/dir/file.css', media='all')
literal(u'<link href="/stylesheets/dir/file.css" media="all" rel="stylesheet" type="text/css" />')










	
webhelpers.html.tags.auto_discovery_link(url, feed_type='rss', **attrs)

	Return a link tag allowing auto-detecting of RSS or ATOM feed.

The auto-detection of feed for the current page is only for
browsers and news readers that support it.


	url

	The URL of the feed.  (This should be the exact URLs desired.  A
previous version of this helper added magic prefixes; this is no longer
the case.)

	feed_type

	The type of feed. Specifying ‘rss’ or ‘atom’ automatically 
translates to a type of ‘application/rss+xml’ or 
‘application/atom+xml’, respectively. Otherwise the type is
used as specified. Defaults to ‘rss’.



Examples:

>>> auto_discovery_link('http://feed.com/feed.xml')
literal(u'<link href="http://feed.com/feed.xml" rel="alternate" title="RSS" type="application/rss+xml" />')

>>> auto_discovery_link('http://feed.com/feed.xml', feed_type='atom')
literal(u'<link href="http://feed.com/feed.xml" rel="alternate" title="ATOM" type="application/atom+xml" />')

>>> auto_discovery_link('app.rss', feed_type='atom', title='atom feed')
literal(u'<link href="app.rss" rel="alternate" title="atom feed" type="application/atom+xml" />')

>>> auto_discovery_link('/app.html', feed_type='text/html')
literal(u'<link href="/app.html" rel="alternate" title="" type="text/html" />')












webhelpers.html.tools


	
webhelpers.html.tools.button_to(name, url='', **html_attrs)

	Generate a form containing a sole button that submits to
url.

Use this method instead of link_to for actions that do not have
the safe HTTP GET semantics implied by using a hypertext link.

The parameters are the same as for link_to.  Any 
html_attrs that you pass will be applied to the inner
input element. In particular, pass


disabled = True/False


as part of html_attrs to control whether the button is
disabled.  The generated form element is given the class
‘button-to’, to which you can attach CSS styles for display
purposes.

The submit button itself will be displayed as an image if you 
provide both type and src as followed:


type=’image’, src=’icon_delete.gif’


The src path should be the exact URL desired.  A previous version of
this helper added magical prefixes but this is no longer the case.

Example 1:

# inside of controller for "feeds"
>> button_to("Edit", url(action='edit', id=3))
<form method="post" action="/feeds/edit/3" class="button-to">
<div><input value="Edit" type="submit" /></div>
</form>



Example 2:

>> button_to("Destroy", url(action='destroy', id=3), 
.. method='DELETE')
<form method="POST" action="/feeds/destroy/3" 
 class="button-to">
<div>
    <input type="hidden" name="_method" value="DELETE" />
    <input value="Destroy" type="submit" />
</div>
</form>



Example 3:

# Button as an image.
>> button_to("Edit", url(action='edit', id=3), type='image', 
.. src='icon_delete.gif')
<form method="POST" action="/feeds/edit/3" class="button-to">
<div><input alt="Edit" src="/images/icon_delete.gif"
 type="image" value="Edit" /></div>
</form>




Note

This method generates HTML code that represents a form. Forms
are “block” content, which means that you should not try to
insert them into your HTML where only inline content is
expected. For example, you can legally insert a form inside of
a div or td element or in between p elements, but
not in the middle of a run of text, nor can you place a form
within another form.
(Bottom line: Always validate your HTML before going public.)



Changed in WebHelpers 1.2: Preserve case of “method” arg for XHTML
compatibility. E.g., “POST” or “PUT” causes method=”POST”; “post” or
“put” causes method=”post”.






	
webhelpers.html.tools.mail_to(email_address, name=None, cc=None, bcc=None, subject=None, body=None, replace_at=None, replace_dot=None, encode=None, **html_attrs)

	Create a link tag for starting an email to the specified 
email_address.

This email_address is also used as the name of the link unless
name is specified. Additional HTML options, such as class or
id, can be passed in the html_attrs hash.

You can also make it difficult for spiders to harvest email address
by obfuscating them.

Examples:

>>> mail_to("me@domain.com", "My email", encode = "javascript")
literal(u'<script type="text/javascript">\n//<![CDATA[\neval(unescape(\'%64%6f%63%75%6d%65%6e%74%2e%77%72%69%74%65%28%27%3c%61%20%68%72%65%66%3d%22%6d%61%69%6c%74%6f%3a%6d%65%40%64%6f%6d%61%69%6e%2e%63%6f%6d%22%3e%4d%79%20%65%6d%61%69%6c%3c%2f%61%3e%27%29%3b\'))\n//]]>\n</script>')

>>> mail_to("me@domain.com", "My email", encode = "hex")
literal(u'<a href="&#109;&#97;&#105;&#108;&#116;&#111;&#58;%6d%65@%64%6f%6d%61%69%6e.%63%6f%6d">My email</a>')





You can also specify the cc address, bcc address, subject, and body
parts of the message header to create a complex e-mail using the 
corresponding cc, bcc, subject, and body keyword 
arguments. Each of these options are URI escaped and then appended
to the email_address before being output. Be aware that 
javascript keywords will not be escaped and may break this feature 
when encoding with javascript.

Examples:

>>> mail_to("me@domain.com", "My email", cc="ccaddress@domain.com", bcc="bccaddress@domain.com", subject="This is an example email", body= "This is the body of the message.")
literal(u'<a href="mailto:me@domain.com?cc=ccaddress%40domain.com&amp;bcc=bccaddress%40domain.com&amp;subject=This%20is%20an%20example%20email&amp;body=This%20is%20the%20body%20of%20the%20message.">My email</a>')










	
webhelpers.html.tools.highlight(text, phrase, highlighter=None, case_sensitive=False, class_='highlight', **attrs)

	Highlight all occurrences of phrase in text.

This inserts “<strong class=”highlight”>...</strong>” around every
occurrence.

Arguments:


	text: 

	The full text.

	phrase: 

	A phrase to find in the text. This may be a string, a list of strings, 
or a compiled regular expression. If a string, it’s regex-escaped and
compiled. If a list, all of the strings will be highlighted.  This is
done by regex-escaping all elements and then joining them using the
regex “|” token.

	highlighter:

	Deprecated.  A replacement expression for the regex substitution.
This was deprecated because it bypasses the HTML builder and creates
tags via string mangling.  The previous default was ‘<strong
class=”highlight”>1</strong>’, which mimics the normal behavior of
this function.  phrase must be a string if highlighter is
specified.  Overrides class_ and attrs_ arguments.

	case_sensitive:

	If false (default), the phrases are searched in a case-insensitive
manner. No effect if phrase is a regex object.

	class_:

	CSS class for the <strong> tag.

	**attrs:

	Additional HTML attributes for the <strong> tag.



Changed in WebHelpers 1.0b2: new implementation using HTML builder.
Allow phrase to be list or regex.  Deprecate highlighter and
change its default value to None. Add case_sensitive, class_,
and **attrs arguments.






	
webhelpers.html.tools.auto_link(text, link='all', **href_attrs)

	Turn all urls and email addresses into clickable links.


	link

	Used to determine what to link. Options are “all”, 
“email_addresses”, or “urls”

	href_attrs

	Additional attributes for generated <a> tags.



Example:

>>> auto_link("Go to http://www.planetpython.com and say hello to guido@python.org")
literal(u'Go to <a href="http://www.planetpython.com">http://www.planetpython.com</a> and say hello to <a href="mailto:guido@python.org">guido@python.org</a>')










	
webhelpers.html.tools.strip_links(text)

	Strip link tags from text leaving just the link label.

Example:

>>> strip_links('<a href="something">else</a>')
'else'















          

      

      

    

    
         Copyright 2008, 2009, Ben Bangert, James Gardner, Philip Jenvey.
      Last updated on Dec 31, 2013.
      Created using Sphinx 1.1.3.
    

  
    
      Navigation

      
        	
          index

        	
          modules |

        	
          next |

        	
          previous |

        	Pylons 0.9.7 documentation 

          	Third-party components 

          	webhelpers – Web Helpers package 
 
      

    


    
      
          
            
  
  
webhelpers.markdown – Markdown


webhelpers.markdown


	
webhelpers.markdown.markdown(text, extensions=[], safe_mode=False)

	




	
webhelpers.markdown.markdownFromFile(input=None, output=None, extensions=[], encoding=None, message_threshold=50, safe=False)

	




	
class webhelpers.markdown.Markdown(source=None, extensions=[], extension_configs=None, safe_mode=False)

	Markdown formatter class for creating an html document from
Markdown text


	
convert(source=None)

	Return the document in XHTML format.

@returns: A serialized XHTML body.






	
registerExtension(extension)

	This gets called by the extension






	
reset()

	Resets all state variables so that we can start
with a new text.










	
class webhelpers.markdown.Document

	




	
class webhelpers.markdown.Element(tag)

	
	
find(test, depth=0)

	Returns a list of descendants that pass the test function










	
class webhelpers.markdown.TextNode(text)

	




	
class webhelpers.markdown.EntityReference(entity)

	




	
class webhelpers.markdown.HeaderPreprocessor

	Replaces underlined headers with hashed headers to avoid
the need for lookahead later.






	
class webhelpers.markdown.LinePreprocessor

	Deals with HR lines (needs to be done before processing lists)






	
class webhelpers.markdown.HtmlBlockPreprocessor

	Removes html blocks from the source text and stores it.






	
class webhelpers.markdown.ReferencePreprocessor

	Removes reference definitions from the text and stores them for later use.






	
class webhelpers.markdown.Pattern(pattern)

	




	
class webhelpers.markdown.SimpleTextPattern(pattern)

	




	
class webhelpers.markdown.SimpleTagPattern(pattern, tag)

	




	
class webhelpers.markdown.BacktickPattern(pattern)

	




	
class webhelpers.markdown.DoubleTagPattern(pattern, tag)

	




	
class webhelpers.markdown.HtmlPattern(pattern)

	




	
class webhelpers.markdown.LinkPattern(pattern)

	




	
class webhelpers.markdown.ImagePattern(pattern)

	




	
class webhelpers.markdown.ReferencePattern(pattern)

	




	
class webhelpers.markdown.ImageReferencePattern(pattern)

	




	
class webhelpers.markdown.AutolinkPattern(pattern)

	




	
class webhelpers.markdown.AutomailPattern(pattern)

	




	
class webhelpers.markdown.Postprocessor

	Postprocessors are run before the dom it converted back into text.

Each Postprocessor implements a “run” method that takes a pointer to a
NanoDom document, modifies it as necessary and returns a NanoDom 
document.

Postprocessors must extend markdown.Postprocessor.

There are currently no standard post-processors, but the footnote
extension uses one.






	
class webhelpers.markdown.HtmlStash

	This class is used for stashing HTML objects that we extract
in the beginning and replace with place-holders.


	
store(html, safe=False)

	Saves an HTML segment for later reinsertion.  Returns a
placeholder string that needs to be inserted into the
document.

@param html: an html segment
@param safe: label an html segment as safe for safemode
@param inline: label a segmant as inline html
@returns : a placeholder string










	
class webhelpers.markdown.BlockGuru

	
	
detabbed_fn(line)

	An auxiliary method to be passed to _findHead










	
webhelpers.markdown.print_error(string)

	Print an error string to stderr






	
webhelpers.markdown.dequote(string)

	Removes quotes from around a string






	
class webhelpers.markdown.CorePatterns

	This class is scheduled for removal as part of a refactoring
effort.






	
class webhelpers.markdown.Extension(configs={})

	




	
webhelpers.markdown.parse_options()
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mimehelper – MIMEtypes helper


webhelpers.mimehelper


	
class webhelpers.mimehelper.MIMETypes(environ)

	MIMETypes registration mapping

The MIMETypes object class provides a single point to hold onto all
the registered mimetypes, and their association extensions. It’s
used by the mimetypes method to determine the appropriate content
type to return to a client.


	
classmethod add_alias(alias, mimetype)

	Create a MIMEType alias to a full mimetype.

Examples:


	add_alias('html', 'text/html')

	add_alias('xml', 'application/xml')



An alias may not contain the / character.






	
classmethod init()

	Loads a default mapping of extensions and mimetypes

These are suitable for most web applications by default. 
Additional types can be added by using the mimetypes module.






	
mimetype(content_type)

	Check the PATH_INFO of the current request and client’s HTTP Accept 
to attempt to use the appropriate mime-type.

If a content-type is matched, return the appropriate response
content type, and if running under Pylons, set the response content
type directly. If a content-type is not matched, return False.

This works best with URLs that end in extensions that differentiate
content-type. Examples: http://example.com/example, 
http://example.com/example.xml, http://example.com/example.csv

Since browsers generally allow for any content-type, but should be
sent HTML when possible, the html mimetype check should always come
first, as shown in the example below.

Example:

# some code likely in environment.py
MIMETypes.init()
MIMETypes.add_alias('html', 'text/html')
MIMETypes.add_alias('xml', 'application/xml')
MIMETypes.add_alias('csv', 'text/csv')

# code in a Pylons controller
def someaction(self):
    # prepare a bunch of data
    # ......
    
    # prepare MIMETypes object
    m = MIMETypes(request.environ)
    
    if m.mimetype('html'):
        return render('/some/template.html')
    elif m.mimetype('atom'):
        return render('/some/xml_template.xml')
    elif m.mimetype('csv'):
        # write the data to a csv file
        return csvfile
    else:
        abort(404)

# Code in a non-Pylons controller.
m = MIMETypes(environ)
response_type = m.mimetype('html')
# ``response_type`` is a MIME type or ``False``.
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misc – Miscellaneous helpers


webhelpers.misc


	
webhelpers.misc.all(seq, pred=None)

	Is pred(elm) true for all elements?

With the default predicate, this is the same as Python 2.5’s all()
function; i.e., it returns true if all elements are true.

>>> all(["A", "B"])
True
>>> all(["A", ""])
False
>>> all(["", ""])
False
>>> all(["A", "B", "C"], lambda x: x <= "C")
True
>>> all(["A", "B", "C"], lambda x: x < "C")
False





From recipe in itertools docs.






	
webhelpers.misc.any(seq, pred=None)

	Is pred(elm) is true for any element?

With the default predicate, this is the same as Python 2.5’s any()
function; i.e., it returns true if any element is true.

>>> any(["A", "B"])
True
>>> any(["A", ""])
True
>>> any(["", ""])
False
>>> any(["A", "B", "C"], lambda x: x <= "C")
True
>>> any(["A", "B", "C"], lambda x: x < "C")
True





From recipe in itertools docs.






	
webhelpers.misc.no(seq, pred=None)

	Is pred(elm) false for all elements?

With the default predicate, this returns true if all elements are false.

>>> no(["A", "B"])
False
>>> no(["A", ""])
False
>>> no(["", ""])
True
>>> no(["A", "B", "C"], lambda x: x <= "C")
False
>>> no(["X", "Y", "Z"], lambda x: x <="C")
True





From recipe in itertools docs.






	
webhelpers.misc.count_true(seq, pred=<function <lambda> at 0x41add70>)

	How many elements is pred(elm) true for?

With the default predicate, this counts the number of true elements.

>>> count_true([1, 2, 0, "A", ""])
3
>>> count_true([1, "A", 2], lambda x: isinstance(x, int))
2





This is equivalent to the itertools.quantify recipe, which I couldn’t
get to work.






	
webhelpers.misc.convert_or_none(value, type_)

	Return the value converted to the type, or None if error.

type_ may be a Python type or any function taking one argument.

>>> print convert_or_none("5", int)
5
>>> print convert_or_none("A", int)
None










	
class webhelpers.misc.DeclarativeException(message=None)

	A simpler way to define an exception with a fixed message.

Subclasses have a class attribute .message, which is used if no
message is passed to the constructor. The default message is the empty
string.

Example:

>>> class MyException(DeclarativeException):
...     message="can't frob the bar when foo is enabled"
...
>>> try:
...     raise MyException()
... except Exception, e:
...      print e
...
can't frob the bar when foo is enabled
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number – Numbers and statistics helpers


webhelpers.number


	
webhelpers.number.percent_of(part, whole)

	What percent of whole is part?

>>> percent_of(5, 100)
5.0
>>> percent_of(13, 26)
50.0










	
webhelpers.number.mean(r)

	Return the mean (i.e., average) of a sequence of numbers.

>>> mean([5, 10])
7.5










	
webhelpers.number.median(r)

	Return the median of an iterable of numbers.

The median is the point at which half the numbers are lower than it and
half the numbers are higher.  This gives a better sense of the majority
level than the mean (average) does, because the mean can be skewed by a few
extreme numbers at either end.  For instance, say you want to calculate
the typical household income in a community and you’ve sampled four
households:

>>> incomes = [18000]       # Fast food crew
>>> incomes.append(24000)   # Janitor
>>> incomes.append(32000)   # Journeyman
>>> incomes.append(44000)   # Experienced journeyman
>>> incomes.append(67000)   # Manager
>>> incomes.append(9999999) # Bill Gates
>>> median(incomes)
49500.0
>>> mean(incomes)
1697499.8333333333





The median here is somewhat close to the majority of incomes, while the
mean is far from anybody’s income.

This implementation makes a temporary list of all numbers in memory.






	
webhelpers.number.standard_deviation(r, sample=True)

	Standard deviation.

From the Python Cookbook [http://aspn.activestate.com/ASPN/Cookbook/Python/Recipe/442412].
Population mode contributed by Lorenzo Catucci.

Standard deviation shows the variability within a sequence of numbers.
A small standard deviation means the numbers are close to each other.  A
large standard deviation shows they are widely different.  In fact it
shows how far the numbers tend to deviate from the average.  This can be
used to detect whether the average has been skewed by a few extremely high
or extremely low values.

Most natural and random phenomena follow the normal distribution (aka the
bell curve), which says that most values are close to average but a few are
extreme.  E.g., most people are close to 5‘9” tall but a few are very tall
or very short.  If the data does follow the bell curve, 68% of the values
will be within 1 standard deviation (stdev) of the average, and 95% will be
within 2 standard deviations.  So a university professor grading exams on a
curve might give a “C” (mediocre) grade to students within 1 stdev of the
average score, “B” (better than average) to those within 2 stdevs above,
and “A” (perfect) to the 0.25% higher than 2 stdevs.  Those between 1 and 2
stdevs below get a “D” (poor), and those below 2 stdevs... we won’t talk
about them.

By default the helper computes the unbiased estimate
for the population standard deviation, by applying an unbiasing
factor of sqrt(N/(N-1)).

If you’d rather have the function compute the population standard
deviation, pass sample=False.

The following examples are taken from Wikipedia.
http://en.wikipedia.org/wiki/Standard_deviation

>>> standard_deviation([0, 0, 14, 14]) 
8.082903768654761...
>>> standard_deviation([0, 6, 8, 14]) 
5.773502691896258...
>>> standard_deviation([6, 6, 8, 8])
1.1547005383792515
>>> standard_deviation([0, 0, 14, 14], sample=False)
7.0
>>> standard_deviation([0, 6, 8, 14], sample=False)
5.0
>>> standard_deviation([6, 6, 8, 8], sample=False)
1.0





(The results reported in Wikipedia are those expected for whole
population statistics and therefore are equal to the ones we get
by setting sample=False in the later tests.)

# Fictitious average monthly temperatures in Southern California.
#                       Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec
>>> standard_deviation([70, 70, 70, 75, 80, 85, 90, 95, 90, 80, 75, 70]) 
9.003366373785...
>>> standard_deviation([70, 70, 70, 75, 80, 85, 90, 95, 90, 80, 75, 70], sample=False) 
8.620067027323...

# Fictitious average monthly temperatures in Montana.
#                       Jan  Feb  Mar Apr May Jun Jul  Aug Sep Oct Nov Dec
>>> standard_deviation([-32, -10, 20, 30, 60, 90, 100, 80, 60, 30, 10, -32]) 
45.1378360405574...
>>> standard_deviation([-32, -10, 20, 30, 60, 90, 100, 80, 60, 30, 10, -32], sample=False) 
43.2161878106906...










	
class webhelpers.number.SimpleStats(numeric=False)

	Calculate a few simple statistics on data.

This class calculates the minimum, maximum, and count of all the values
given to it.  The values are not saved in the object.  Usage:

>>> stats = SimpleStats()
>>> stats(2)               # Add one data value.
>>> stats.extend([6, 4])   # Add several data values at once.  





The statistics are available as instance attributes:

>>> stats.count
3
>>> stats.min
2
>>> stats.max
6





Non-numeric data is also allowed:

>>> stats2 = SimpleStats()
>>> stats2("foo")
>>> stats2("bar")
>>> stats2.count
2
>>> stats2.min
'bar'
>>> stats2.max
'foo'





.min and .max are None until the first data value is
registered.

Subclasses can override ._init_stats and ._update_stats to add
additional statistics.

The constructor accepts one optional argument, numeric. If true, the
instance accepts only values that are int, long, or float.
The default is false, which accepts any value. This is meant for instances
or subclasses that don’t want non-numeric values.


	
extend(values)

	Add several data values at once, akin to list.extend.










	
class webhelpers.number.Stats

	A container for data and statistics.

This class extends SimpleStats by calculating additional statistics,
and by storing all data seen.  All values must be numeric (int,
long, and/or float), and you must call .finish() to generate
the additional statistics.  That’s because the statistics here cannot be
calculated incrementally, but only after all data is known.

>>> stats = Stats()
>>> stats.extend([5, 10, 10])
>>> stats.count
3
>>> stats.finish()
>>> stats.mean 
8.33333333333333...
>>> stats.median
10
>>> stats.standard_deviation
2.8867513459481287





All data is stored in a list and a set for later use:

>>> stats.list
[5, 10, 10]

>>  stats.set
set([5, 10])





(The double prompt “>>” is used to hide the example from doctest.)

The stat attributes are None until you call .finish().  It’s
permissible – though not recommended – to add data after calling
.finish() and then call .finish() again.  This recalculates the
stats over the entire data set.

In addition to the hook methods provided by SimpleStats, subclasses
can override ._finish-stats to provide additional statistics.


	
finish()

	Finish calculations. (Call after adding all data values.)

Call this after adding all data values, or the results will be
incomplete.










	
webhelpers.number.format_number(n, thousands=', ', decimal='.')

	Format a number with a thousands separator and decimal delimiter.

n may be an int, long, float, or numeric string.
thousands is a separator to put after each thousand.
decimal is the delimiter to put before the fractional portion if any.

The default style has a thousands comma and decimal point per American
usage:

>>> format_number(1234567.89)
'1,234,567.89'
>>> format_number(123456)
'123,456'
>>> format_number(-123)
'-123'





Various European and international styles are also possible:

>>> format_number(1234567.89, " ")
'1 234 567.89'
>>> format_number(1234567.89, " ", ",")
'1 234 567,89'
>>> format_number(1234567.89, ".", ",")
'1.234.567,89'
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paginate – Paging and pagination


webhelpers.paginate


	
webhelpers.paginate.get_wrapper(obj, sqlalchemy_session=None)

	Auto-detect the kind of object and return a list/tuple
to access items from the collection.






	
class webhelpers.paginate.Page(collection, page=1, items_per_page=20, item_count=None, sqlalchemy_session=None, presliced_list=False, url=None, **kwargs)

	A list/iterator of items representing one page in a larger
collection.

An instance of the “Page” class is created from a collection of things. 
The instance works as an iterator running from the first item to the 
last item on the given page. The collection can be:


	a sequence

	an SQLAlchemy query - e.g.: Session.query(MyModel)

	an SQLAlchemy select - e.g.: sqlalchemy.select([my_table])



A “Page” instance maintains pagination logic associated with each 
page, where it begins, what the first/last item on the page is, etc. 
The pager() method creates a link list allowing the user to go to
other pages.

WARNING: Unless you pass in an item_count, a count will be 
performed on the collection every time a Page instance is created. 
If using an ORM, it’s advised to pass in the number of items in the 
collection if that number is known.

Instance attributes:


	original_collection

	Points to the collection object being paged through

	item_count

	Number of items in the collection

	page

	Number of the current page

	items_per_page

	Maximal number of items displayed on a page

	first_page

	Number of the first page - starts with 1

	last_page

	Number of the last page

	page_count

	Number of pages

	items

	Sequence/iterator of items on the current page

	first_item

	Index of first item on the current page - starts with 1

	last_item

	Index of last item on the current page




	
pager(format='~2~', page_param='page', partial_param='partial', show_if_single_page=False, separator=' ', onclick=None, symbol_first='<<', symbol_last='>>', symbol_previous='<', symbol_next='>', link_attr={'class': 'pager_link'}, curpage_attr={'class': 'pager_curpage'}, dotdot_attr={'class': 'pager_dotdot'}, **kwargs)

	Return string with links to other pages (e.g. “1 2 [3] 4 5 6 7”).


	format:

	Format string that defines how the pager is rendered. The string
can contain the following $-tokens that are substituted by the
string.Template module:


	$first_page: number of first reachable page

	$last_page: number of last reachable page

	$page: number of currently selected page

	$page_count: number of reachable pages

	$items_per_page: maximal number of items per page

	$first_item: index of first item on the current page

	$last_item: index of last item on the current page

	$item_count: total number of items

	$link_first: link to first page (unless this is first page)

	$link_last: link to last page (unless this is last page)

	$link_previous: link to previous page (unless this is first page)

	$link_next: link to next page (unless this is last page)



To render a range of pages the token ‘~3~’ can be used. The 
number sets the radius of pages around the current page.
Example for a range with radius 3:

‘1 .. 5 6 7 [8] 9 10 11 .. 500’

Default: ‘~2~’



	symbol_first

	String to be displayed as the text for the %(link_first)s 
link above.

Default: ‘<<’



	symbol_last

	String to be displayed as the text for the %(link_last)s 
link above.

Default: ‘>>’



	symbol_previous

	String to be displayed as the text for the %(link_previous)s 
link above.

Default: ‘<’



	symbol_next

	String to be displayed as the text for the %(link_next)s 
link above.

Default: ‘>’



	separator:

	String that is used to separate page links/numbers in the 
above range of pages.

Default: ‘ ‘



	page_param:

	The name of the parameter that will carry the number of the 
page the user just clicked on. The parameter will be passed 
to a url_for() call so if you stay with the default 
‘:controller/:action/:id’ routing and set page_param=’id’ then 
the :id part of the URL will be changed. If you set 
page_param=’page’ then url_for() will make it an extra 
parameters like ‘:controller/:action/:id?page=1’. 
You need the page_param in your action to determine the page 
number the user wants to see. If you do not specify anything 
else the default will be a parameter called ‘page’.

Note: If you set this argument and are using a URL generator
callback, the callback must accept this name as an argument instead
of ‘page’.
callback, becaust the callback requires its argument to be ‘page’.
Instead the callback itself can return any URL necessary.



	partial_param:

	When using AJAX/AJAH to do partial updates of the page area the
application has to know whether a partial update (only the
area to be replaced) or a full update (reloading the whole
page) is required. So this parameter is the name of the URL
parameter that gets set to 1 if the ‘onclick’ parameter is
used. So if the user requests a new page through a Javascript
action (onclick) then this parameter gets set and the application
is supposed to return a partial content. And without
Javascript this parameter is not set. The application thus has
to check for the existence of this parameter to determine
whether only a partial or a full page needs to be returned.
See also the examples in this modules docstring.

Default: ‘partial’

Note: If you set this argument and are using a URL generator
callback, the callback must accept this name as an argument instead
of ‘partial’.



	show_if_single_page:

	if True the navigator will be shown even if there is only 
one page

Default: False



	link_attr (optional)

	A dictionary of attributes that get added to A-HREF links 
pointing to other pages. Can be used to define a CSS style 
or class to customize the look of links.

Example: { ‘style’:’border: 1px solid green’ }

Default: { ‘class’:’pager_link’ }



	curpage_attr (optional)

	A dictionary of attributes that get added to the current 
page number in the pager (which is obviously not a link).
If this dictionary is not empty then the elements
will be wrapped in a SPAN tag with the given attributes.

Example: { ‘style’:’border: 3px solid blue’ }

Default: { ‘class’:’pager_curpage’ }



	dotdot_attr (optional)

	A dictionary of attributes that get added to the ‘..’ string
in the pager (which is obviously not a link). If this 
dictionary is not empty then the elements will be wrapped in 
a SPAN tag with the given attributes.

Example: { ‘style’:’color: #808080’ }

Default: { ‘class’:’pager_dotdot’ }



	onclick (optional)

	This paramter is a string containing optional Javascript code
that will be used as the ‘onclick’ action of each pager link.
It can be used to enhance your pager with AJAX actions loading another 
page into a DOM object.

In this string the variable ‘$partial_url’ will be replaced by
the URL linking to the desired page with an added ‘partial=1’
parameter (or whatever you set ‘partial_param’ to).
In addition the ‘$page’ variable gets replaced by the
respective page number.

Note that the URL to the destination page contains a ‘partial_param’ 
parameter so that you can distinguish between AJAX requests (just 
refreshing the paginated area of your page) and full requests (loading 
the whole new page).

[Backward compatibility: you can use ‘%s’ instead of ‘$partial_url’]


	jQuery example:

	“$(‘#my-page-area’).load(‘$partial_url’); return false;”

	Yahoo UI example:

	
	“YAHOO.util.Connect.asyncRequest(‘GET’,’$partial_url’,{

	success:function(o){YAHOO.util.Dom.get(‘#my-page-area’).innerHTML=o.responseText;}
},null); return false;”





	scriptaculous example:

	
	“new Ajax.Updater(‘#my-page-area’, ‘$partial_url’,

	{asynchronous:true, evalScripts:true}); return false;”





	ExtJS example:

	“Ext.get(‘#my-page-area’).load({url:’$partial_url’}); return false;”

	Custom example:

	“my_load_page($page)”







Additional keyword arguments are used as arguments in the links.
Otherwise the link will be created with url_for() which points 
to the page you are currently displaying.












Temporary understudy for examples:

The unit tests are often educational ...

""""Test webhelpers.paginate package."""

from routes import Mapper

from webhelpers.paginate import Page


def test_empty_list():
    """Test whether an empty list is handled correctly."""
    items = []
    page = Page(items, page=0)
    assert page.page == 0
    assert page.first_item is None
    assert page.last_item is None
    assert page.first_page is None
    assert page.last_page is None
    assert page.previous_page is None
    assert page.next_page is None
    assert page.items_per_page == 20
    assert page.item_count == 0
    assert page.page_count == 0
    assert page.pager() == ''
    assert page.pager(show_if_single_page=True) == ''

def test_one_page():
    """Test that we fit 10 items on a single 10-item page."""
    items = range(10)
    page = Page(items, page=0, items_per_page=10)
    assert page.page == 1
    assert page.first_item == 1
    assert page.last_item == 10
    assert page.first_page == 1
    assert page.last_page == 1
    assert page.previous_page is None
    assert page.next_page is None
    assert page.items_per_page == 10
    assert page.item_count == 10
    assert page.page_count == 1
    assert page.pager() == ''
    assert page.pager(show_if_single_page=True) == \
        '<span class="pager_curpage">1</span>'

def test_many_pages():
    """Test that 100 items fit on seven 15-item pages."""
    # Create routes mapper so that webhelper can create URLs
    # using webhelpers.url_for()
    mapper = Mapper()
    mapper.connect(':controller')

    items = range(100)
    page = Page(items, page=0, items_per_page=15)
    assert page.page == 1
    assert page.first_item == 1
    assert page.last_item == 15
    assert page.first_page == 1
    assert page.last_page == 7
    assert page.previous_page is None
    assert page.next_page == 2
    assert page.items_per_page == 15
    assert page.item_count == 100
    assert page.page_count == 7
    print page.pager()
    assert page.pager() == \
        '<span class="pager_curpage">1</span> ' + \
        '<a class="pager_link" href="/content?page=2">2</a> ' + \
        '<a class="pager_link" href="/content?page=3">3</a> ' + \
        '<span class="pager_dotdot">..</span> ' + \
        '<a class="pager_link" href="/content?page=7">7</a>'
    assert page.pager(separator='_') == \
        '<span class="pager_curpage">1</span>_' + \
        '<a class="pager_link" href="/content?page=2">2</a>_' + \
        '<a class="pager_link" href="/content?page=3">3</a>_' + \
        '<span class="pager_dotdot">..</span>_' + \
        '<a class="pager_link" href="/content?page=7">7</a>'
    assert page.pager(page_param='xy') == \
        '<span class="pager_curpage">1</span> ' + \
        '<a class="pager_link" href="/content?xy=2">2</a> ' + \
        '<a class="pager_link" href="/content?xy=3">3</a> ' + \
        '<span class="pager_dotdot">..</span> ' + \
        '<a class="pager_link" href="/content?xy=7">7</a>'
    assert page.pager(
        link_attr={'style':'s1'},
        curpage_attr={'style':'s2'},
        dotdot_attr={'style':'s3'}) == \
            '<span style="s2">1</span> ' + \
            '<a href="/content?page=2" style="s1">2</a> ' + \
            '<a href="/content?page=3" style="s1">3</a> ' + \
            '<span style="s3">..</span> ' + \
            '<a href="/content?page=7" style="s1">7</a>'
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webhelpers.pylonslib – flash alert div helpers


webhelpers.pylonslib


	
class webhelpers.pylonslib.Flash(session_key='flash', categories=None, default_category=None)

	Accumulate a list of messages to show at the next page request.


	
pop_messages()

	Return all accumulated messages and delete them from the session.

The return value is a list of Message objects.
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text – Text helpers


webhelpers.text


	
webhelpers.text.truncate(text, length=30, indicator='...', whole_word=False)

	Truncate text with replacement characters.


	length

	The maximum length of text before replacement

	indicator

	If text exceeds the length, this string will replace
the end of the string

	whole_word

	If true, shorten the string further to avoid breaking a word in the
middle.  A word is defined as any string not containing whitespace.
If the entire text before the break is a single word, it will have to
be broken.



Example:

>>> truncate('Once upon a time in a world far far away', 14)
'Once upon a...'










	
webhelpers.text.excerpt(text, phrase, radius=100, excerpt_string='...')

	Extract an excerpt from the text, or ‘’ if the phrase isn’t
found.


	phrase

	Phrase to excerpt from text

	radius

	How many surrounding characters to include

	excerpt_string

	Characters surrounding entire excerpt



Example:

>>> excerpt("hello my world", "my", 3)
'...lo my wo...'










	
webhelpers.text.plural(n, singular, plural, with_number=True)

	Return the singular or plural form of a word, according to the number.

If with_number is true (default), the return value will be the number
followed by the word. Otherwise the word alone will be returned.

Usage:

>>> plural(2, "ox", "oxen")
'2 oxen'
>>> plural(2, "ox", "oxen", False)
'oxen'










	
webhelpers.text.chop_at(s, sub, inclusive=False)

	Truncate string s at the first occurrence of sub.

If inclusive is true, truncate just after sub rather than at it.

>>> chop_at("plutocratic brats", "rat")
'plutoc'
>>> chop_at("plutocratic brats", "rat", True)
'plutocrat'










	
webhelpers.text.lchop(s, sub)

	Chop sub off the front of s if present.

>>> lchop("##This is a comment.##", "##")
'This is a comment.##'





The difference between lchop and s.lstrip is that lchop strips
only the exact prefix, while s.lstrip treats the argument as a set of
leading characters to delete regardless of order.






	
webhelpers.text.rchop(s, sub)

	Chop sub off the end of s if present.

>>> rchop("##This is a comment.##", "##")
'##This is a comment.'





The difference between rchop and s.rstrip is that rchop strips
only the exact suffix, while s.rstrip treats the argument as a set of
trailing characters to delete regardless of order.






	
webhelpers.text.strip_leading_whitespace(s)

	Strip the leading whitespace in all lines in s.

This deletes all leading whitespace.  textwrap.dedent deletes only
the whitespace common to all lines.






	
webhelpers.text.wrap_paragraphs(text, width=72)

	Wrap all paragraphs in a text string to the specified width.

width may be an int or a textwrap.TextWrapper instance.  
The latter allows you to set other options besides the width, and is more
efficient when wrapping many texts.
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textile – Textile


webhelpers.textile


	
webhelpers.textile.textile(text, **args)

	This is Textile.

Generates XHTML from a simple markup developed by Dean Allen.

This function should be called like this:



	textile(text, head_offset=0, validate=0, sanitize=0,

	encoding=’latin-1’, output=’ASCII’)
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util – Utilities


webhelpers.util


	
webhelpers.util.html_escape(s)

	HTML-escape a string or object.

This converts any non-string objects passed into it to strings
(actually, using unicode()).  All values returned are
non-unicode strings (using &#num; entities for all non-ASCII
characters).

None is treated specially, and returns the empty string.

This function returns a plain string. Programs using the HTML builder
should wrap the result in literal() to prevent double-escaping.






	
webhelpers.util.iri_to_uri(iri)

	Convert an IRI portion to a URI portion suitable for inclusion in a URL.

(An IRI is an Internationalized Resource Identifier.)

This is the algorithm from section 3.1 of RFC 3987.  However, since 
we are assuming input is either UTF-8 or unicode already, we can 
simplify things a little from the full method.

Returns an ASCII string containing the encoded result.






	
class webhelpers.util.Partial(*args, **kw)

	A partial function object.

Equivalent to functools.partial, which was introduced in Python 2.5.






	
class webhelpers.util.SimplerXMLGenerator(out=None, encoding='iso-8859-1')

	A subclass of Python’s SAX XMLGenerator.


	
addQuickElement(name, contents=None, attrs=None)

	Add an element with no children.










	
class webhelpers.util.UnicodeMultiDict(multi=None, encoding=None, errors='strict', decode_keys=False)

	A MultiDict wrapper that decodes returned values to unicode on the fly.

Decoding is not applied to assigned values.

The key/value contents are assumed to be str/strs or
str/FieldStorages (as is returned by the paste.request.parse()
functions).

Can optionally also decode keys when the decode_keys argument is
True.

FieldStorage instances are cloned, and the clone’s filename
variable is decoded. Its name variable is decoded when decode_keys
is enabled.


	
add(key, value)

	Add the key and value, not overwriting any previous value.






	
dict_of_lists()

	Return dict where each key is associated with a list of values.






	
getall(key)

	Return list of all values matching the key (may be an empty list).






	
getone(key)

	Return one value matching key.  Raise KeyError if multiple matches.






	
mixed()

	Return dict where values are single values or a list of values.

The value is a single value if key appears just once.  It is 
a list of values when a key/value appears more than once in this 
dictionary.  This is similar to the kind of dictionary often 
used to represent the variables in a web request.
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webhelpers.commands.compress_resources – (deprecated)


Warning

DEPRECATED!! BUGGY!! Do not use in new projects.
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hinclude (deprecated)


webhelpers.hinclude


Warning

webhelpers/hinclude.py is deprecated and is too trivial to port, DIY.
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htmlgen (deprecated)


webhelpers.htmlgen


Warning

webhelpers/htmlgen.py is deprecated, use webhelpers.html instead.
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pagination – WebHelpers Pagination (part deprecated)


links




orm


Warning

Deprecated: Use webhelpers.paginate
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rails WebHelpers Rails (deprecated)


Warning

Deprecated in 0.6




asset_tag




date




form_options




form_tag




javascript




number




prototype


Warning

Deprecated, will be removed. No replacement is planned.






scriptaculous


Warning

Deprecated, will be removed. No replacement is planned.






secure_form_tag




tags




text




urls




wrapped




javascripts


Warning

Deprecated, will be removed. No replacement is planned.
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webtest – WebTest

Routines for testing WSGI applications.


	
class webtest.TestApp(app, extra_environ=None, relative_to=None, use_unicode=True, cookiejar=None, parser_features=None)

	Wraps a WSGI application in a more convenient interface for
testing. It uses extended version of webob.BaseRequest
and webob.Response.





	Parameters:	
	app (WSGI application) – May be an WSGI application or Paste Deploy app,
like 'config:filename.ini#test'.


New in version 2.0.

It can also be an actual full URL to an http server and webtest
will proxy requests with wsgiproxy.



	extra_environ (dict) – A dictionary of values that should go
into the environment for each request. These can provide a
communication channel with the application.

	relative_to (string) – A directory used for file
uploads are calculated relative to this.  Also config:
URIs that aren’t absolute.

	cookiejar (CookieJar instance) – cookielib.CookieJar alike API that keeps cookies
across requets.










	
cookies

	A convenient shortcut for a dict of all cookies in
cookiejar.









	Parameters:	parser_features (string or list) – Passed to BeautifulSoup when parsing responses.






	
RequestClass

	alias of TestRequest






	
delete(url, params=<NoDefault>, headers=None, extra_environ=None, status=None, expect_errors=False, content_type=None, xhr=False)

	Do a DELETE request. Similar to get().





	Returns:	webtest.TestResponse instance.










	
delete_json(url, params=<NoDefault>, **kw)

	Do a DELETE request.  Very like the
delete method.

params are dumped to json and put in the body of the request.
Content-Type is set to application/json.

Returns a webtest.TestResponse object.






	
do_request(req, status, expect_errors)

	Executes the given webob Request (req), with the expected
status.  Generally get() and
post() are used instead.

To use this:

req = webtest.TestRequest.blank('url', ...args...)
resp = app.do_request(req)






Note

You can pass any keyword arguments to
TestRequest.blank(), which will be set on the request.
These can be arguments like content_type, accept, etc.








	
encode_multipart(params, files)

	Encodes a set of parameters (typically a name/value list) and
a set of files (a list of (name, filename, file_body, mimetype)) into a
typical POST body, returning the (content_type, body).






	
get(url, params=None, headers=None, extra_environ=None, status=None, expect_errors=False, xhr=False)

	Do a GET request given the url path.





	Parameters:	
	params – A query string, or a dictionary that will be encoded
into a query string.  You may also include a URL query
string on the url.

	headers (dictionary) – Extra headers to send.

	extra_environ (dictionary) – Environmental variables that should be added to the request.

	status (integer or string) – The HTTP status code you expect in response (if not 200 or 3xx).
You can also use a wildcard, like '3*' or '*'.

	expect_errors (boolean) – If this is False, then if anything is written to
environ wsgi.errors it will be an error.
If it is True, then non-200/3xx responses are also okay.

	xhr (boolean) – If this is true, then marks response as ajax. The same as
headers={‘X-REQUESTED-WITH’: ‘XMLHttpRequest’, }






	Returns:	webtest.TestResponse instance.












	
head(url, headers=None, extra_environ=None, status=None, expect_errors=False, xhr=False)

	Do a HEAD request. Similar to get().





	Returns:	webtest.TestResponse instance.










	
options(url, headers=None, extra_environ=None, status=None, expect_errors=False, xhr=False)

	Do a OPTIONS request. Similar to get().





	Returns:	webtest.TestResponse instance.










	
patch(url, params=u'', headers=None, extra_environ=None, status=None, upload_files=None, expect_errors=False, content_type=None, xhr=False)

	Do a PATCH request. Similar to post().





	Returns:	webtest.TestResponse instance.










	
patch_json(url, params=<NoDefault>, **kw)

	Do a PATCH request.  Very like the
patch method.

params are dumped to json and put in the body of the request.
Content-Type is set to application/json.

Returns a webtest.TestResponse object.






	
post(url, params=u'', headers=None, extra_environ=None, status=None, upload_files=None, expect_errors=False, content_type=None, xhr=False)

	Do a POST request. Similar to get().





	Parameters:	
	params – Are put in the body of the request. If params is a
iterator it will be urlencoded, if it is string it will not
be encoded, but placed in the body directly.

Can be a collections.OrderedDict with
webtest.forms.Upload fields included:


	app.post(‘/myurl’, collections.OrderedDict([

	(‘textfield1’, ‘value1’),
(‘uploadfield’, webapp.Upload(‘filename.txt’, ‘contents’),
(‘textfield2’, ‘value2’)])))





	upload_files (list) – It should be a list of (fieldname, filename, file_content).
You can also use just (fieldname, filename) and the file
contents will be read from disk.

	content_type (string) – HTTP content type, for example application/json.

	xhr (boolean) – If this is true, then marks response as ajax. The same as
headers={‘X-REQUESTED-WITH’: ‘XMLHttpRequest’, }






	Returns:	webtest.TestResponse instance.












	
post_json(url, params=<NoDefault>, **kw)

	Do a POST request.  Very like the
post method.

params are dumped to json and put in the body of the request.
Content-Type is set to application/json.

Returns a webtest.TestResponse object.






	
put(url, params=u'', headers=None, extra_environ=None, status=None, upload_files=None, expect_errors=False, content_type=None, xhr=False)

	Do a PUT request. Similar to post().





	Returns:	webtest.TestResponse instance.










	
put_json(url, params=<NoDefault>, **kw)

	Do a PUT request.  Very like the
put method.

params are dumped to json and put in the body of the request.
Content-Type is set to application/json.

Returns a webtest.TestResponse object.






	
request(url_or_req, status=None, expect_errors=False, **req_params)

	Creates and executes a request. You may either pass in an
instantiated TestRequest object, or you may pass in a
URL and keyword arguments to be passed to
TestRequest.blank().

You can use this to run a request without the intermediary
functioning of TestApp.get() etc.  For instance, to
test a WebDAV method:

resp = app.request('/new-col', method='MKCOL')





Note that the request won’t have a body unless you specify it,
like:

resp = app.request('/test.txt', method='PUT', body='test')





You can use webtest.TestRequest:

req = webtest.TestRequest.blank('/url/', method='GET')
resp = app.do_request(req)










	
reset()

	Resets the state of the application; currently just clears
saved cookies.










	
class webtest.TestResponse(body=None, status=None, headerlist=None, app_iter=None, content_type=None, conditional_response=None, **kw)

	Instances of this class are returned by
TestApp methods.


	
click(description=None, linkid=None, href=None, index=None, verbose=False, extra_environ=None)

	Click the link as described.  Each of description,
linkid, and url are patterns, meaning that they are
either strings (regular expressions), compiled regular
expressions (objects with a search method), or callables
returning true or false.

All the given patterns are ANDed together:


	description is a pattern that matches the contents of the
anchor (HTML and all – everything between <a...> and
</a>)

	linkid is a pattern that matches the id attribute of
the anchor.  It will receive the empty string if no id is
given.

	href is a pattern that matches the href of the anchor;
the literal content of that attribute, not the fully qualified
attribute.



If more than one link matches, then the index link is
followed.  If index is not given and more than one link
matches, or if no link matches, then IndexError will be
raised.

If you give verbose then messages will be printed about
each link, and why it does or doesn’t match.  If you use
app.click(verbose=True) you’ll see a list of all the
links.

You can use multiple criteria to essentially assert multiple
aspects about the link, e.g., where the link’s destination is.






	
clickbutton(description=None, buttonid=None, href=None, index=None, verbose=False)

	Like click(), except looks
for link-like buttons.
This kind of button should look like
<button onclick="...location.href='url'...">.






	
follow(**kw)

	If this response is a redirect, follow that redirect.  It is an
error if it is not a redirect response. Any keyword
arguments are passed to webtest.app.TestApp.get. Returns
another TestResponse object.






	
form

	If there is only one form on the page, return it as a
Form object; raise a TypeError is
there are no form or multiple forms.






	
forms

	Returns a dictionary containing all the forms in the pages as
Form objects. Indexes are both in
order (from zero) and by form id (if the form is given an id).

See forms for more info on form objects.






	
goto(href, method='get', **args)

	Go to the (potentially relative) link href, using the
given method ('get' or 'post') and any extra arguments
you want to pass to the webtest.app.TestApp.get() or
webtest.app.TestApp.post() methods.

All hostnames and schemes will be ignored.






	
html

	Returns the response as a BeautifulSoup [http://www.crummy.com/software/BeautifulSoup/documentation.html]
object.

Only works with HTML responses; other content-types raise
AttributeError.






	
json

	Return the response as a JSON response.  You must have simplejson [http://goo.gl/B9g6s] installed to use this, or be using a Python
version with the json module.

The content type must be one of json type to use this.






	
lxml

	Returns the response as an lxml object [http://codespeak.net/lxml/].  You must have lxml installed
to use this.

If this is an HTML response and you have lxml 2.x installed,
then an lxml.html.HTML object will be returned; if you
have an earlier version of lxml then a lxml.HTML object
will be returned.






	
maybe_follow(**kw)

	Follow all redirects. If this response is not a redirect, do nothing.
Any keyword arguments are passed to webtest.app.TestApp.get.
Returns another TestResponse object.






	
mustcontain(*strings, no=[])

	Assert that the response contains all of the strings passed
in as arguments.

Equivalent to:

assert string in res





Can take a no keyword argument that can be a string or a
list of strings which must not be present in the response.






	
normal_body

	Return the whitespace-normalized body






	
pyquery

	Returns the response as a PyQuery [http://pyquery.org/] object.

Only works with HTML and XML responses; other content-types raise
AttributeError.






	
showbrowser()

	Show this response in a browser window (for debugging purposes,
when it’s hard to read the HTML).






	
unicode_normal_body

	Return the whitespace-normalized body, as unicode






	
xml

	Returns the response as an ElementTree [http://python.org/doc/current/lib/module-xml.etree.ElementTree.html]
object.

Only works with XML responses; other content-types raise
AttributeError










	
class webtest.Form(response, text, parser_features='html.parser')

	This object represents a form that has been found in a page.





	Parameters:	
	response – webob.response.TestResponse instance

	text – Unparsed html of the form










	
text

	the full HTML of the form.






	
action

	the relative URI of the action.






	
method

	the HTTP method (e.g., 'GET').






	
id

	the id, or None if not given.






	
enctype

	encoding of the form submission






	
fields

	a dictionary of fields, each value is a list of fields by
that name.  <input type="radio"> and <select> are
both represented as single fields with multiple options.






	
field_order

	Ordered list of field names as found in the html.






	
FieldClass

	alias of Field






	
get(name, index=None, default=<NoDefault>)

	Get the named/indexed field object, or default if no field is
found. Throws an AssertionError if no field is found and no default
was given.






	
lint()

	Check that the html is valid:


	each field must have an id

	each field must have a label








	
select(name, value, index=None)

	Like .set(), except also confirms the target is a <select>.






	
set(name, value, index=None)

	Set the given name, using index to disambiguate.






	
submit(name=None, index=None, **args)

	Submits the form.  If name is given, then also select that
button (using index to disambiguate)``.

Any extra keyword arguments are passed to the
webtest.TestResponse.get() or
webtest.TestResponse.post() method.

Returns a webtest.TestResponse object.






	
submit_fields(name=None, index=None)

	Return a list of [(name, value), ...] for the current state of
the form.





	Parameters:	
	name – Same as for submit()

	index – Same as for submit()














	
upload_fields()

	Return a list of file field tuples of the form:

(field name, file name)



or:

(field name, file name, file contents).
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webob – WebOb


	
class webob.Request(environ, charset=None, unicode_errors=None, decode_param_names=None, **kw)

	The default request implementation






	
class webob.Response(body=None, status=None, headerlist=None, app_iter=None, content_type=None, conditional_response=None, **kw)

	Represents a WSGI response


	
accept_ranges

	Gets and sets the Accept-Ranges header (HTTP spec section 14.5 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.5]).






	
age

	Gets and sets the Age header (HTTP spec section 14.6 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.6]).  Converts it using int.






	
allow

	Gets and sets the Allow header (HTTP spec section 14.7 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.7]).  Converts it using list.






	
app_iter

	Returns the app_iter of the response.

If body was set, this will create an app_iter from that body
(a single-item list)






	
app_iter_range(start, stop)

	Return a new app_iter built from the response app_iter, that
serves up only the given start:stop range.






	
body

	The body of the response, as a str.  This will read in the
entire app_iter if necessary.






	
body_file

	A file-like object that can be used to write to the
body.  If you passed in a list app_iter, that app_iter will be
modified by writes.






	
cache_control

	Get/set/modify the Cache-Control header (HTTP spec section 14.9 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.9])






	
charset

	Get/set the charset (in the Content-Type)






	
conditional_response_app(environ, start_response)

	Like the normal __call__ interface, but checks conditional headers:


	If-Modified-Since   (304 Not Modified; only on GET, HEAD)

	If-None-Match       (304 Not Modified; only on GET, HEAD)

	Range               (406 Partial Content; only on GET, HEAD)








	
content_disposition

	Gets and sets the Content-Disposition header (HTTP spec section 19.5.1 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec19.html#sec19.5.1]).






	
content_encoding

	Gets and sets the Content-Encoding header (HTTP spec section 14.11 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.11]).






	
content_language

	Gets and sets the Content-Language header (HTTP spec section 14.12 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.12]).  Converts it using list.






	
content_length

	Gets and sets the Content-Length header (HTTP spec section 14.17 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.17]).  Converts it using int.






	
content_location

	Gets and sets the Content-Location header (HTTP spec section 14.14 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.14]).






	
content_md5

	Gets and sets the Content-MD5 header (HTTP spec section 14.14 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.14]).






	
content_range

	Gets and sets the Content-Range header (HTTP spec section 14.16 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.16]).  Converts it using ContentRange object.






	
content_type

	Get/set the Content-Type header (or None), without the
charset or any parameters.

If you include parameters (or ; at all) when setting the
content_type, any existing parameters will be deleted;
otherwise they will be preserved.






	
content_type_params

	A dictionary of all the parameters in the content type.

(This is not a view, set to change, modifications of the dict would not
be applied otherwise)






	
copy()

	Makes a copy of the response






	
date

	Gets and sets the Date header (HTTP spec section 14.18 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.18]).  Converts it using HTTP date.






	
delete_cookie(key, path='/', domain=None)

	Delete a cookie from the client.  Note that path and domain must match
how the cookie was originally set.

This sets the cookie to the empty string, and max_age=0 so
that it should expire immediately.






	
encode_content(encoding='gzip', lazy=False)

	Encode the content with the given encoding (only gzip and
identity are supported).






	
etag

	Gets and sets the ETag header (HTTP spec section 14.19 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.19]).  Converts it using Entity tag.






	
expires

	Gets and sets the Expires header (HTTP spec section 14.21 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.21]).  Converts it using HTTP date.






	
classmethod from_file(fp)

	Reads a response from a file-like object (it must implement
.read(size) and .readline()).

It will read up to the end of the response, not the end of the
file.

This reads the response as represented by str(resp); it
may not read every valid HTTP response properly.  Responses
must have a Content-Length






	
headerlist

	The list of response headers






	
headers

	The headers in a dictionary-like object






	
json

	Access the body of the response as JSON






	
json_body

	Access the body of the response as JSON






	
last_modified

	Gets and sets the Last-Modified header (HTTP spec section 14.29 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.29]).  Converts it using HTTP date.






	
location

	Gets and sets the Location header (HTTP spec section 14.30 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.30]).






	
md5_etag(body=None, set_content_md5=False)

	Generate an etag for the response object using an MD5 hash of
the body (the body parameter, or self.body if not given)

Sets self.etag
If set_content_md5 is True sets self.content_md5 as well






	
merge_cookies(resp)

	Merge the cookies that were set on this response with the
given resp object (which can be any WSGI application).

If the resp is a webob.Response object, then the
other object will be modified in-place.






	
pragma

	Gets and sets the Pragma header (HTTP spec section 14.32 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.32]).






	
retry_after

	Gets and sets the Retry-After header (HTTP spec section 14.37 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.37]).  Converts it using HTTP date or delta seconds.






	
server

	Gets and sets the Server header (HTTP spec section 14.38 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.38]).






	
set_cookie(key, value='', max_age=None, path='/', domain=None, secure=False, httponly=False, comment=None, expires=None, overwrite=False)

	Set (add) a cookie for the response.

Arguments are:

key


The cookie name.


value


The cookie value, which should be a string or None.  If
value is None, it’s equivalent to calling the
webob.response.Response.unset_cookie() method for this
cookie key (it effectively deletes the cookie on the client).


max_age


An integer representing a number of seconds or None.  If this
value is an integer, it is used as the Max-Age of the
generated cookie.  If expires is not passed and this value is
an integer, the max_age value will also influence the
Expires value of the cookie (Expires will be set to now +
max_age).  If this value is None, the cookie will not have a
Max-Age value (unless expires is also sent).


path


A string representing the cookie Path value.  It defaults to
/.


domain


A string representing the cookie Domain, or None.  If
domain is None, no Domain value will be sent in the
cookie.


secure


A boolean.  If it’s True, the secure flag will be sent in
the cookie, if it’s False, the secure flag will not be
sent in the cookie.


httponly


A boolean.  If it’s True, the HttpOnly flag will be sent
in the cookie, if it’s False, the HttpOnly flag will not
be sent in the cookie.


comment


A string representing the cookie Comment value, or None.
If comment is None, no Comment value will be sent in
the cookie.


expires


A datetime.timedelta object representing an amount of time or
the value None.  A non-None value is used to generate the
Expires value of the generated cookie.  If max_age is not
passed, but this value is not None, it will influence the
Max-Age header (Max-Age will be ‘expires_value -
datetime.utcnow()’).  If this value is None, the Expires
cookie value will be unset (unless max_age is also passed).


overwrite


If this key is True, before setting the cookie, unset any
existing cookie.







	
status

	The status string






	
status_code

	The status as an integer






	
status_int

	The status as an integer






	
text

	Get/set the text value of the body (using the charset of the
Content-Type)






	
ubody

	Deprecated alias for .text






	
unicode_body

	Deprecated alias for .text






	
unset_cookie(key, strict=True)

	Unset a cookie with the given name (remove it from the
response).






	
vary

	Gets and sets the Vary header (HTTP spec section 14.44 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.44]).  Converts it using list.






	
www_authenticate

	Gets and sets the WWW-Authenticate header (HTTP spec section 14.47 [http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec14.html#sec14.47]).  Converts it using parse_auth and serialize_auth.










	
webob.html_escape(s)

	HTML-escape a string or object

This converts any non-string objects passed into it to strings
(actually, using unicode()).  All values returned are
non-unicode strings (using &#num; entities for all non-ASCII
characters).

None is treated specially, and returns the empty string.






	
webob.timedelta_to_seconds(td)

	Converts a timedelta instance to seconds.






webob.acceptparse


	
class webob.acceptparse.Accept(header_value)

	Represents a generic Accept-* style header.

This object should not be modified.  To add items you can use
accept_obj + 'accept_thing' to get a new object


	
best_match(offers, default_match=None)

	Returns the best match in the sequence of offered types.

The sequence can be a simple sequence, or you can have
(match, server_quality) items in the sequence.  If you
have these tuples then the client quality is multiplied by the
server_quality to get a total.  If two matches have equal
weight, then the one that shows up first in the offers list
will be returned.

But among matches with the same quality the match to a more specific
requested type will be chosen. For example a match to text/* trumps /.

default_match (default None) is returned if there is no intersection.






	
first_match(offers)

	DEPRECATED
Returns the first allowed offered type. Ignores quality.
Returns the first offered type if nothing else matches; or if you include None
at the end of the match list then that will be returned.






	
static parse(value)

	Parse Accept-* style header.

Return iterator of (value, quality) pairs.
quality defaults to 1.






	
quality(offer, modifier=1)

	Return the quality of the given offer.  Returns None if there
is no match (not 0).










	
class webob.acceptparse.NilAccept

	
	
MasterClass

	alias of Accept










	
class webob.acceptparse.NoAccept

	




	
class webob.acceptparse.MIMEAccept(header_value)

	Represents the Accept header, which is a list of mimetypes.

This class knows about mime wildcards, like image/*


	
accept_html()

	Returns true if any HTML-like type is accepted






	
accepts_html

	Returns true if any HTML-like type is accepted










	
class webob.acceptparse.MIMENilAccept

	
	
MasterClass

	alias of MIMEAccept












webob.byterange


	
class webob.byterange.Range(start, end)

	Represents the Range header.


	
content_range(length)

	Works like range_for_length; returns None or a ContentRange object

You can use it like:

response.content_range = req.range.content_range(response.content_length)





Though it’s still up to you to actually serve that content range!






	
classmethod parse(header)

	Parse the header; may return None if header is invalid






	
range_for_length(length)

	If there is only one range, and if it is satisfiable by
the given length, then return a (start, end) non-inclusive range
of bytes to serve.  Otherwise return None










	
class webob.byterange.ContentRange(start, stop, length)

	Represents the Content-Range header

This header is start-stop/length, where start-stop and length
can be * (represented as None in the attributes).


	
classmethod parse(value)

	Parse the header.  May return None if it cannot parse.












webob.cachecontrol

Represents the Cache-Control header


	
class webob.cachecontrol.exists_property(prop, type=None)

	Represents a property that either is listed in the Cache-Control
header, or is not listed (has no value)






	
class webob.cachecontrol.value_property(prop, default=None, none=None, type=None)

	Represents a property that has a value in the Cache-Control header.

When no value is actually given, the value of self.none is returned.






	
class webob.cachecontrol.CacheControl(properties, type)

	Represents the Cache-Control header.

By giving a type of 'request' or 'response' you can
control what attributes are allowed (some Cache-Control values
only apply to requests or responses).


	
copy()

	Returns a copy of this object.






	
classmethod parse(header, updates_to=None, type=None)

	Parse the header, returning a CacheControl object.

The object is bound to the request or response object
updates_to, if that is given.






	
update_dict

	alias of UpdateDict










	
webob.cachecontrol.serialize_cache_control(properties)

	






webob.datastruct




webob.etag

Does parsing of ETag-related headers: If-None-Matches, If-Matches

Also If-Range parsing


	
webob.etag.AnyETag = <ETag *>

	Represents an ETag of *, or a missing ETag when matching is ‘safe’






	
webob.etag.NoETag = <No ETag>

	Represents a missing ETag when matching is unsafe






	
class webob.etag.ETagMatcher(etags)

	
	
classmethod parse(value, strong=True)

	Parse this from a header value










	
class webob.etag.IfRange(etag)

	
	
classmethod parse(value)

	Parse this from a header value.












mod:webob.exc


HTTP Exception

This module processes Python exceptions that relate to HTTP exceptions
by defining a set of exceptions, all subclasses of HTTPException.
Each exception, in addition to being a Python exception that can be
raised and caught, is also a WSGI application and webob.Response
object.

This module defines exceptions according to RFC 2068 [1] : codes with
100-300 are not really errors; 400’s are client errors, and 500’s are
server errors.  According to the WSGI specification [2] , the application
can call start_response more then once only under two conditions:
(a) the response has not yet been sent, or (b) if the second and
subsequent invocations of start_response have a valid exc_info
argument obtained from sys.exc_info().  The WSGI specification then
requires the server or gateway to handle the case where content has been
sent and then an exception was encountered.


	Exception

	
	HTTPException

	
	HTTPOk

	
	200 - HTTPOk

	201 - HTTPCreated

	202 - HTTPAccepted

	203 - HTTPNonAuthoritativeInformation

	204 - HTTPNoContent

	205 - HTTPResetContent

	206 - HTTPPartialContent





	HTTPRedirection

	
	300 - HTTPMultipleChoices

	301 - HTTPMovedPermanently

	302 - HTTPFound

	303 - HTTPSeeOther

	304 - HTTPNotModified

	305 - HTTPUseProxy

	306 - Unused (not implemented, obviously)

	307 - HTTPTemporaryRedirect





	HTTPError

	
	HTTPClientError

	
	400 - HTTPBadRequest

	401 - HTTPUnauthorized

	402 - HTTPPaymentRequired

	403 - HTTPForbidden

	404 - HTTPNotFound

	405 - HTTPMethodNotAllowed

	406 - HTTPNotAcceptable

	407 - HTTPProxyAuthenticationRequired

	408 - HTTPRequestTimeout

	409 - HTTPConflict

	410 - HTTPGone

	411 - HTTPLengthRequired

	412 - HTTPPreconditionFailed

	413 - HTTPRequestEntityTooLarge

	414 - HTTPRequestURITooLong

	415 - HTTPUnsupportedMediaType

	416 - HTTPRequestRangeNotSatisfiable

	417 - HTTPExpectationFailed

	428 - HTTPPreconditionRequired

	429 - HTTPTooManyRequests

	431 - HTTPRequestHeaderFieldsTooLarge





	HTTPServerError

	
	500 - HTTPInternalServerError

	501 - HTTPNotImplemented

	502 - HTTPBadGateway

	503 - HTTPServiceUnavailable

	504 - HTTPGatewayTimeout

	505 - HTTPVersionNotSupported

	511 - HTTPNetworkAuthenticationRequired






















Subclass usage notes:

The HTTPException class is complicated by 4 factors:



	The content given to the exception may either be plain-text or
as html-text.

	The template may want to have string-substitutions taken from
the current environ or values from incoming headers. This
is especially troublesome due to case sensitivity.

	The final output may either be text/plain or text/html
mime-type as requested by the client application.

	Each exception has a default explanation, but those who
raise exceptions may want to provide additional detail.






Subclass attributes and call parameters are designed to provide an easier path
through the complications.

Attributes:



	code

	the HTTP status code for the exception

	title

	remainder of the status line (stuff after the code)

	explanation

	a plain-text explanation of the error message that is
not subject to environment or header substitutions;
it is accessible in the template via %(explanation)s

	detail

	a plain-text message customization that is not subject
to environment or header substitutions; accessible in
the template via %(detail)s

	body_template

	a content fragment (in HTML) used for environment and
header substitution; the default template includes both
the explanation and further detail provided in the
message






Parameters:



	detail

	a plain-text override of the default detail

	headers

	a list of (k,v) header pairs

	comment

	a plain-text additional information which is
usually stripped/hidden for end-users

	body_template

	a string.Template object containing a content fragment in HTML
that frames the explanation and further detail






To override the template (which is HTML content) or the plain-text
explanation, one must subclass the given exception; or customize it
after it has been created.  This particular breakdown of a message
into explanation, detail and template allows both the creation of
plain-text and html messages for various clients as well as
error-free substitution of environment variables and headers.

The subclasses of _HTTPMove
(HTTPMultipleChoices, HTTPMovedPermanently,
HTTPFound, HTTPSeeOther, HTTPUseProxy and
HTTPTemporaryRedirect) are redirections that require a Location
field. Reflecting this, these subclasses have two additional keyword arguments:
location and add_slash.

Parameters:



	location

	to set the location immediately

	add_slash

	set to True to redirect to the same URL as the request, except with a
/ appended






Relative URLs in the location will be resolved to absolute.

References:




	[1]	http://www.python.org/peps/pep-0333.html#error-handling







	[2]	http://www.w3.org/Protocols/rfc2616/rfc2616-sec10.html#sec10.5







	
webob.exc.no_escape(value)

	




	
webob.exc.strip_tags(value)

	




	
class webob.exc.HTTPException(message, wsgi_response)

	




	
class webob.exc.WSGIHTTPException(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	




	
class webob.exc.HTTPError(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	base class for status codes in the 400’s and 500’s

This is an exception which indicates that an error has occurred,
and that any work in progress should not be committed.  These are
typically results in the 400’s and 500’s.






	
class webob.exc.HTTPRedirection(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	base class for 300’s status code (redirections)

This is an abstract base class for 3xx redirection.  It indicates
that further action needs to be taken by the user agent in order
to fulfill the request.  It does not necessarly signal an error
condition.






	
class webob.exc.HTTPOk(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	Base class for the 200’s status code (successful responses)

code: 200, title: OK






	
class webob.exc.HTTPCreated(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPOk

This indicates that request has been fulfilled and resulted in a new
resource being created.

code: 201, title: Created






	
class webob.exc.HTTPAccepted(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPOk

This indicates that the request has been accepted for processing, but the
processing has not been completed.

code: 202, title: Accepted






	
class webob.exc.HTTPNonAuthoritativeInformation(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPOk

This indicates that the returned metainformation in the entity-header is
not the definitive set as available from the origin server, but is
gathered from a local or a third-party copy.

code: 203, title: Non-Authoritative Information






	
class webob.exc.HTTPNoContent(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPOk

This indicates that the server has fulfilled the request but does
not need to return an entity-body, and might want to return updated
metainformation.

code: 204, title: No Content






	
class webob.exc.HTTPResetContent(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPOk

This indicates that the the server has fulfilled the request and
the user agent SHOULD reset the document view which caused the
request to be sent.

code: 205, title: Reset Content






	
class webob.exc.HTTPPartialContent(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPOk

This indicates that the server has fulfilled the partial GET
request for the resource.

code: 206, title: Partial Content






	
class webob.exc.HTTPMultipleChoices(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, location=None, add_slash=False)

	subclass of _HTTPMove

This indicates that the requested resource corresponds to any one
of a set of representations, each with its own specific location,
and agent-driven negotiation information is being provided so that
the user can select a preferred representation and redirect its
request to that location.

code: 300, title: Multiple Choices






	
class webob.exc.HTTPMovedPermanently(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, location=None, add_slash=False)

	subclass of _HTTPMove

This indicates that the requested resource has been assigned a new
permanent URI and any future references to this resource SHOULD use
one of the returned URIs.

code: 301, title: Moved Permanently






	
class webob.exc.HTTPFound(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, location=None, add_slash=False)

	subclass of _HTTPMove

This indicates that the requested resource resides temporarily under
a different URI.

code: 302, title: Found






	
class webob.exc.HTTPSeeOther(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, location=None, add_slash=False)

	subclass of _HTTPMove

This indicates that the response to the request can be found under
a different URI and SHOULD be retrieved using a GET method on that
resource.

code: 303, title: See Other






	
class webob.exc.HTTPNotModified(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPRedirection

This indicates that if the client has performed a conditional GET
request and access is allowed, but the document has not been
modified, the server SHOULD respond with this status code.

code: 304, title: Not Modified






	
class webob.exc.HTTPUseProxy(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, location=None, add_slash=False)

	subclass of _HTTPMove

This indicates that the requested resource MUST be accessed through
the proxy given by the Location field.

code: 305, title: Use Proxy






	
class webob.exc.HTTPTemporaryRedirect(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, location=None, add_slash=False)

	subclass of _HTTPMove

This indicates that the requested resource resides temporarily
under a different URI.

code: 307, title: Temporary Redirect






	
class webob.exc.HTTPClientError(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	base class for the 400’s, where the client is in error

This is an error condition in which the client is presumed to be
in-error.  This is an expected problem, and thus is not considered
a bug.  A server-side traceback is not warranted.  Unless specialized,
this is a ‘400 Bad Request’






	
class webob.exc.HTTPBadRequest(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	




	
class webob.exc.HTTPUnauthorized(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the request requires user authentication.

code: 401, title: Unauthorized






	
class webob.exc.HTTPPaymentRequired(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

code: 402, title: Payment Required






	
class webob.exc.HTTPForbidden(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the server understood the request, but is
refusing to fulfill it.

code: 403, title: Forbidden






	
class webob.exc.HTTPNotFound(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the server did not find anything matching the
Request-URI.

code: 404, title: Not Found






	
class webob.exc.HTTPMethodNotAllowed(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the method specified in the Request-Line is
not allowed for the resource identified by the Request-URI.

code: 405, title: Method Not Allowed






	
class webob.exc.HTTPNotAcceptable(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates the resource identified by the request is only
capable of generating response entities which have content
characteristics not acceptable according to the accept headers
sent in the request.

code: 406, title: Not Acceptable






	
class webob.exc.HTTPProxyAuthenticationRequired(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This is similar to 401, but indicates that the client must first
authenticate itself with the proxy.

code: 407, title: Proxy Authentication Required






	
class webob.exc.HTTPRequestTimeout(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the client did not produce a request within
the time that the server was prepared to wait.

code: 408, title: Request Timeout






	
class webob.exc.HTTPConflict(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the request could not be completed due to a
conflict with the current state of the resource.

code: 409, title: Conflict






	
class webob.exc.HTTPGone(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the requested resource is no longer available
at the server and no forwarding address is known.

code: 410, title: Gone






	
class webob.exc.HTTPLengthRequired(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the the server refuses to accept the request
without a defined Content-Length.

code: 411, title: Length Required






	
class webob.exc.HTTPPreconditionFailed(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the precondition given in one or more of the
request-header fields evaluated to false when it was tested on the
server.

code: 412, title: Precondition Failed






	
class webob.exc.HTTPRequestEntityTooLarge(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the server is refusing to process a request
because the request entity is larger than the server is willing or
able to process.

code: 413, title: Request Entity Too Large






	
class webob.exc.HTTPRequestURITooLong(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the server is refusing to service the request
because the Request-URI is longer than the server is willing to
interpret.

code: 414, title: Request-URI Too Long






	
class webob.exc.HTTPUnsupportedMediaType(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the server is refusing to service the request
because the entity of the request is in a format not supported by
the requested resource for the requested method.

code: 415, title: Unsupported Media Type






	
class webob.exc.HTTPRequestRangeNotSatisfiable(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

The server SHOULD return a response with this status code if a
request included a Range request-header field, and none of the
range-specifier values in this field overlap the current extent
of the selected resource, and the request did not include an
If-Range request-header field.

code: 416, title: Request Range Not Satisfiable






	
class webob.exc.HTTPExpectationFailed(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indidcates that the expectation given in an Expect
request-header field could not be met by this server.

code: 417, title: Expectation Failed






	
class webob.exc.HTTPUnprocessableEntity(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the server is unable to process the contained
instructions. Only for WebDAV.

code: 422, title: Unprocessable Entity






	
class webob.exc.HTTPLocked(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the resource is locked. Only for WebDAV

code: 423, title: Locked






	
class webob.exc.HTTPFailedDependency(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPClientError

This indicates that the method could not be performed because the
requested action depended on another action and that action failed.
Only for WebDAV.

code: 424, title: Failed Dependency






	
class webob.exc.HTTPServerError(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	base class for the 500’s, where the server is in-error

This is an error condition in which the server is presumed to be
in-error.  This is usually unexpected, and thus requires a traceback;
ideally, opening a support ticket for the customer. Unless specialized,
this is a ‘500 Internal Server Error’






	
class webob.exc.HTTPInternalServerError(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	




	
class webob.exc.HTTPNotImplemented(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPServerError

This indicates that the server does not support the functionality
required to fulfill the request.

code: 501, title: Not Implemented






	
class webob.exc.HTTPBadGateway(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPServerError

This indicates that the server, while acting as a gateway or proxy,
received an invalid response from the upstream server it accessed
in attempting to fulfill the request.

code: 502, title: Bad Gateway






	
class webob.exc.HTTPServiceUnavailable(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPServerError

This indicates that the server is currently unable to handle the
request due to a temporary overloading or maintenance of the server.

code: 503, title: Service Unavailable






	
class webob.exc.HTTPGatewayTimeout(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPServerError

This indicates that the server, while acting as a gateway or proxy,
did not receive a timely response from the upstream server specified
by the URI (e.g. HTTP, FTP, LDAP) or some other auxiliary server
(e.g. DNS) it needed to access in attempting to complete the request.

code: 504, title: Gateway Timeout






	
class webob.exc.HTTPVersionNotSupported(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPServerError

This indicates that the server does not support, or refuses to
support, the HTTP protocol version that was used in the request
message.

code: 505, title: HTTP Version Not Supported






	
class webob.exc.HTTPInsufficientStorage(detail=None, headers=None, comment=None, body_template=None, **kw)

	subclass of HTTPServerError

This indicates that the server does not have enough space to save
the resource.

code: 507, title: Insufficient Storage






	
class webob.exc.HTTPExceptionMiddleware(application)

	Middleware that catches exceptions in the sub-application.  This
does not catch exceptions in the app_iter; only during the initial
calling of the application.

This should be put very close to applications that might raise
these exceptions.  This should not be applied globally; letting
expected exceptions raise through the WSGI stack is dangerous.








webob.headerdict




webob.multidict

Gives a multi-value dictionary object (MultiDict) plus several wrappers


	
class webob.multidict.MultiDict(*args, **kw)

	An ordered dictionary that can have multiple values for each key.
Adds the methods getall, getone, mixed and extend and add to the normal
dictionary interface.


	
add(key, value)

	Add the key and value, not overwriting any previous value.






	
dict_of_lists()

	Returns a dictionary where each key is associated with a list of values.






	
classmethod from_fieldstorage(fs)

	Create a dict from a cgi.FieldStorage instance






	
getall(key)

	Return a list of all values matching the key (may be an empty list)






	
getone(key)

	Get one value matching the key, raising a KeyError if multiple
values were found.






	
mixed()

	Returns a dictionary where the values are either single
values, or a list of values when a key/value appears more than
once in this dictionary.  This is similar to the kind of
dictionary often used to represent the variables in a web
request.






	
classmethod view_list(lst)

	Create a dict that is a view on the given list










	
class webob.multidict.NestedMultiDict(*dicts)

	Wraps several MultiDict objects, treating it as one large MultiDict






	
class webob.multidict.NoVars(reason=None)

	Represents no variables; used when no variables
are applicable.

This is read-only








webob.statusreasons




webob.updatedict
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用語集


	action

	(アクション)

リクエストを扱う Pylons アプリケーションのコントローラのクラス
メソッド。



	API

	アプリケーション・プログラミング・インターフェース。 プログラマ
とソフトウェアプログラムまたはオペレーティングシステムとの間のコ
ミュニケーション手段。

	..
app_globals

	app_globals オブジェクトは、 lib/app_globals.py モ
ジュールの Globals クラスからアプリケーションインスタ
ンス化によって作られます。

このオブジェクトは、プロジェクトの
config/environment.py モジュール
(環境 (Environment) 参照) でアプリケーションがロードされ
るときに一度だけ作成されます。それは Web アプリケーションのライ
フサイクルの間を通して永続化され、スレッド・セーフでは ありま
せん 。つまり、その使い方として最も良いのは、 読み取り専用
なグローバルオプションのため、またはデータベース接続やそれ自身
のアクセスがスレッド・セーフであることを保証する他のオブジェク
トを取り付けるオブジェクトとして使用することです。



	c

	tmpl_context の別名。テンプレート内でコントローラから渡
される多数の変数を使用するときにタイプ量を減らすために一般的に
使用されます。

	caching

	(キャッシュ)

計算量が多いか長時間かかる計算の結果を保存して、その後エンド
ユーザによって短時間でアクセスされた場合に計算結果を再利用す
るために使用されるストレージ。



	CDN

	コンテンツ配信ネットワーク (CDN) は、静的ファイルを小さなレイテ
ンシー (遅延) で配布するために最適化された、一般にグローバルに
分散されたコンテンツ配信のためのネットワークです。 CDN は、アプ
リケーション・サーバーにかかる負荷を軽減することに加えて、ペー
ジ上の静的なリソースを地理的にクライアントの近くのサーバから提
供することによって、ページロード回数を大幅に増やすことができま
す。

	ColdFusion Components

	CFC は、 ColdFusion をオブジェクト指向プログラミング (OOP) 言語
により近づけようとする Macromedia による試みを表します。
ColdFusion はまったく OOP 言語ではありませんが、多少は CFC のお
かげで、 OOP 言語をとてもポピュラーにしている属性のいくつかを持っ
ています。

	controller

	(コントローラ)

MVC の ‘C’ です。コントローラは、リクエストを与えられて、表示に
必要なデータを準備するために必要なロジックを行い、そしてそのデー
タを使ってテンプレートをレンダリングして、結果をユーザに返します。
コントローラ を参照してください。



	..
..
..
easy_install

	Python パッケージとその依存パッケージのダウンロード、ビルド、イ
ンストール、管理を行うことのできるツール。 easy_install [http://peak.telecommunity.com/DevCenter/EasyInstall] は
setuptools のエンドユーザ向けコンポーネントです。

Pylons は easy_install を使ってインストールすることができま
す。そして、 Pylons を用いて組み立てられたアプリケーションも、
同様に easy_install によって容易に配布することができます。


See also

Pylons Packaging and Deployment Overview





	..
egg

	Python egg は、ひとまとめにされた Python パッケージで、一般に
setuptools と呼ばれるパッケージによってインストールされ
ます。通常の Python パッケージのインストールとは異なり、 egg に
よるインストールでは、パッケージの依存性や動的な検索など、いく
つかの付加的な機能が提供されます。


See also

The Quick Guide to Python Eggs [http://peak.telecommunity.com/DevCenter/PythonEggs]





	EJBs

	Enterprise JavaBeans (EJB) テクノロジーは、 Java Platform
Enterprise Edition (Java EE) のためのサーバサイドコンポーネント
アーキテクチャです。 EJB テクノロジーは Java テクノロジーに基づ
く分散トランザクション型でセキュアかつポータブルなアプリケーショ
ンの迅速で簡易的な開発を可能にします。

	environ

	environ はすべての WSGI アプリケーションに渡される辞書
です。一般に、解析前のヘッダー情報と、 CGI スタイルの変数、およ
び WSGI Middleware によって挿入されたその他のオブジェク
トが含まれます。

	ETag

	ETag (エンティティタグ) は HTTP/1.1 互換の Web サーバーによって
返される HTTP レスポンスヘッダで、ある URL の内容に変化があった
かどうかを決定するために使用されます。
http://wikipedia.org/wiki/HTTP_ETag を見てください。

	g

	Pylons の以前のバージョンで使用されていた app_globals
の別名。

	..
Google App Engine

	Python で実装された Web アプリケーションをホスティングするため
のクラウドコンピューティング・プラットホーム。 Ian Bicking の
appengine-monkey プロジェクト [http://code.google.com/p/appengine-monkey/] によって、
Pylons アプリケーションを App Engine で動かすことが容易になりま
す。


See also

Google App Engine について [http://code.google.com/intl/ja/appengine/docs/whatisgoogleappengine.html]





	h

	ヘルパー参照 h は、一般的なレンダリングタスクの手助けのため
にテンプレートの中で使用されます。 h は単に
lib/helpers.py モジュールへの参照であり、他のモジュール
インポートとまったく同じように使用できます。

	..
Model-View-Controller

	(モデル-ビュー-コントローラ)

ソフトウェア工学で使用されるアーキテクチャパターン。 Pylons で
は MVC パラダイムはわずかに拡張されていて、それはコントローラで
利用可能なデータの変形と拡張を行うパイプラインを持つと同時に、
Pylons WSGI アプリ自身が呼び出すべき適切なコントローラ
を決定します。


See also

Model View Controller - Wikipedia [http://ja.wikipedia.org/wiki/Model_View_Controller]





	MVC

	Model-View-Controller を参照。

	ORM

	オブジェクト・リレーショナル・マッパーは、 MySQL, Postgres,
Oracle などのリレーショナルデータベースを、よりクリーンな API
を提供するオブジェクトにマップします。また、ほとんどの ORM では、
変数のバインディングによって SQL Injection 攻撃を防ぐことが簡単
になり、ときには非常に長いこともある SQL 文の生成を扱うことがで
きます。

	Pylons

	Python ベースの WSGI 指向 Web フレームワーク。

	Rails

	RoR と略されます。 Ruby on Rails (単に Rails と呼ばれることもあ
る) は、 Ruby によって書かれたオープンソースの Web アプリケーショ
ン・フレームワークです。

	request

	(リクエスト)

現在処理されているリクエストを指します。 pylons からイン
ポートすることで、またはテンプレートの中では同じ名前によって利
用可能です。 Request を参照し
てください。



	response

	(レスポンス)

現在のリクエストに対するレスポンスを指します。 pylons か
らインポートすることで、またはテンプレート中では同じ名前によっ
て利用可能です。 Response を
見てください。



	route

	Routes は、 URL がどのようにコントローラにマップされるか、そし
てどの URL が生成されるかを決定します。 URL 設定 を参
照してください。

	..
setuptools

	基本的な distutils に対する拡張。 setuptools によって、パッケー
ジは依存するパッケージを指定したり、インストールされた他の
Python パッケージを動的に検索することができます。


See also

Building and Distributing Packages with setuptools [http://peak.telecommunity.com/DevCenter/setuptools]





	SQLAlchemy

	最もポピュラーな Python データベース・オブジェクト・リレーショ
ン・マッパー (ORM) の 1 つ。 SQLAlchemy [http://www.sqlalchemy.org/] は Pylons が推奨するデフォルトの
ORM です。 ORM レベルにおける SQLAlchemy は Rails の
ActiveRecord と同様に見えますが、簡単なデータベースから非常に複
雑なものまでマップすることのできる追加の柔軟性のために
DataMapper [http://www.martinfowler.com/eaaCatalog/dataMapper.html] パター
ンを使用します。

	tmpl_context

	tmpl_context は pylons モジュールから利用可能で、テ
ンプレートコンテキストを参照します。 テンプレートコンテキストに
取り付けられたオブジェクトは、テンプレート名前空間では
tmpl_context として、または利便性のために c という名前
で利用可能です。

	UI

	ユーザーインタフェース。 人とソフトウェアプログラム、またはオペ
レーティングシステムとの間のコミュニケーション手段。

	..
..
..
virtualenv

	workingenv パッケージと virtual python [http://peak.telecommunity.com/DevCenter/EasyInstall#creating-a-virtual-python] 構成に取って代わ
るように設計された、独立した Python 環境を作成するためのツール。
潜在的なシステム衝突の可能性からパッケージを隔離することに加え、
virtualenv [http://pypi.python.org/pypi/virtualenv] は多くのパッケージを system-wide の Python の中に
ばらまくことなく、 easy_install を使用して Python ライ
ブラリを簡単にインストールできるようにします。

もう一つのすばらしい利点は、すべてのモジュールを好きなディレク
トリの下に置くことができるので、 root アクセスは全く必要でない
ということです。これによって、共有ホスティングプロバイダーや、
system-wide へのアクセスが入手できない他のシステムに、動作する
Pylons インストールをセットアップすることが簡単になります。

virtualenv は Getting Started で説明された
go-pylons.py スクリプトによって自動的に使われます。 Pylons
wiki には、 working with virtualenv [http://wiki.pylonshq.com/display/pylonscookbook/Using+a+Virtualenv+Sandbox] に関するより詳しい情報が
あります。



	web server gateway interface

	ウェブサーバーおよびアプリケーション・サーバーが、ウェブアプリ
ケーションとコミュニケーションするための仕様。その頭文字を取っ
て WSGI とも呼ばれます。

	WSGI

	WSGI 仕様 [http://wiki.pylonshq.com/display/pylonsja/PEP333-ja] は PEP
333 とも呼ばれ、 PEP 333 [http://www.python.org/dev/peps/pep-0333] で記述されています。

	..
WSGI Middleware

	WSGI Middleware は、リクエストと他の WSGI アプリケーショ
ンの間に置かれることによって、 environ と他の WSGI アプリケーショ
ンのコンテンツのどちらかまたは両方を変更する WSGI アプリケーショ
ンの能力のことを指します。


See also


	Pylons のコンセプトにおける WSGI Middleware

	WSGI Middleware 設定
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Symbols

	


	.., [1], [2], [3], [4], [5], [6], [7], [8], [9], [10], [11]

	





_

	


	__call__() (pylons.controllers.core.WSGIController method)

  	
    	(pylons.controllers.xmlrpc.XMLRPCController method)

    	(pylons.wsgiapp.PylonsApp method)

    	(routes.util.URLGenerator method)

  


	__init__() (formencode.api.Invalid method)

  	
    	(pylons.middleware.StatusCodeRedirect method)

    	(webhelpers.feedgenerator.SyndicationFeed method)

  


	
	_dispatch_call() (pylons.controllers.core.WSGIController method)

	_get_method_args() (pylons.controllers.core.WSGIController method)

	_inspect_call() (pylons.controllers.core.WSGIController method)

	_make_safe_id_component() (in module webhelpers.html.tags)

	_perform_call() (pylons.controllers.core.WSGIController method)

	_str2html() (in module weberror.formatter)






A

	


	abort() (in module pylons.controllers.util)

	AbstractFormatter (class in weberror.formatter)

	Accept (class in webob.acceptparse)

	accept_html() (webob.acceptparse.MIMEAccept method)

	accept_ranges (webob.Response attribute)

	accepts_html (webob.acceptparse.MIMEAccept attribute)

	Accumulator (class in webhelpers.containers)

	action

  	
    	(webtest.Form attribute)

  


	add() (webhelpers.util.UnicodeMultiDict method)

  	
    	(webob.multidict.MultiDict method)

  


	add_alias() (webhelpers.mimehelper.MIMETypes class method)

	add_fallback() (in module pylons.i18n.translation)

	add_item() (webhelpers.feedgenerator.SyndicationFeed method)

	add_item_elements() (webhelpers.feedgenerator.SyndicationFeed method)

	add_root_elements() (webhelpers.feedgenerator.SyndicationFeed method)

	addQuickElement() (webhelpers.util.SimplerXMLGenerator method)

	age (webob.Response attribute)

	All (class in formencode.compound)

	
	all() (in module webhelpers.misc)

	all_messages() (formencode.api.Validator class method)

	allow (webob.Response attribute)

	Any (class in formencode.compound)

	any() (in module webhelpers.misc)

	AnyETag (in module webob.etag)

	API

	app_globals

	app_iter (webob.Response attribute)

	app_iter_range() (webob.Response method)

	Atom1Feed (class in webhelpers.feedgenerator)

	AttribSafeContextObj (class in pylons.util)

	authenticate_form() (in module pylons.decorators.secure)

	auto_discovery_link() (in module webhelpers.html.tags)

	auto_link() (in module webhelpers.html.tools)

	AutolinkPattern (class in webhelpers.markdown)

	AutomailPattern (class in webhelpers.markdown)






B

	


	babel.core (module)

	BacktickPattern (class in webhelpers.markdown)

	base64encode() (formencode.api.FancyValidator method)

	beaker.cache (module)

	beaker.container (module)

	beaker.ext.database (module)

	beaker.ext.google (module)

	beaker.ext.memcached (module)

	beaker.middleware (module)

	beaker.session (module)

	beaker.synchronization (module)

	
	beaker.util (module)

	beaker_cache() (in module pylons.decorators.cache)

	best_match() (webob.acceptparse.Accept method)

	BlockGuru (class in webhelpers.markdown)

	body (webob.Response attribute)

	body_file (webob.Response attribute)

	Bool (class in formencode.validators)

	buildfullreg() (routes.base.Route method)

	buildnextreg() (routes.base.Route method)

	button_to() (in module webhelpers.html.tools)






C

	


	c

	Cache (class in beaker.cache)

	cache() (beaker.cache.CacheManager method)

	cache_control (webob.Response attribute)

	CacheControl (class in webob.cachecontrol)

	cached_template() (in module pylons.templating)

	CacheManager (class in beaker.cache)

	CacheMiddleware (class in beaker.middleware)

	caching

	canada_provinces() (in module webhelpers.constants)

	CDN

	charset (webob.Response attribute)

	checkbox() (in module webhelpers.html.tags)

  	
    	(webhelpers.html.tags.ModelTags method)

  


	chop_at() (in module webhelpers.text)

	CIDR (class in formencode.validators)

	clear() (beaker.cache.Cache method)

	click() (webtest.TestResponse method)

	clickbutton() (webtest.TestResponse method)

	coerce_cache_params() (in module beaker.util)

	coerce_session_params() (in module beaker.util)

	ColdFusion Components

	collect_exception() (in module weberror.collector)

	conditional_response_app() (webob.Response method)

	ConditionSynchronizer (class in beaker.synchronization)

	ConfirmType (class in formencode.validators)

	connect() (routes.base.Mapper method)

	Constant (class in formencode.validators)

	Container (class in beaker.container)

	ContainerContext (in module beaker.container)

	content (pylons.controllers.util.Response attribute)

	content_disposition (webob.Response attribute)

	content_encoding (webob.Response attribute)

	
	content_language (webob.Response attribute)

	content_length (webob.Response attribute)

	content_location (webob.Response attribute)

	content_md5 (webob.Response attribute)

	content_range (webob.Response attribute)

	content_range() (webob.byterange.Range method)

	content_type (webob.Response attribute)

	content_type_params (webob.Response attribute)

	ContentRange (class in webob.byterange)

	ContextObj (class in pylons.util)

	controller

	ControllerCommand (class in pylons.commands)

	convert() (webhelpers.markdown.Markdown method)

	convert_or_none() (in module webhelpers.misc)

	cookies (webtest.TestApp attribute)

	copy() (webob.cachecontrol.CacheControl method)

  	
    	(webob.Response method)

  


	CorePatterns (class in webhelpers.markdown)

	correlate() (webhelpers.containers.Accumulator class method)

  	
    	(webhelpers.containers.Counter class method)

  


	correlate_dicts() (in module webhelpers.containers)

	correlate_objects() (in module webhelpers.containers)

	count_true() (in module webhelpers.misc)

	Counter (class in webhelpers.containers)

	country_codes() (in module webhelpers.constants)

	create_regs() (routes.base.Mapper method)

	create_text_node() (in module weberror.formatter)

	CreationAbortedError

	CreditCardExpires (class in formencode.validators)

	CreditCardSecurityCode (class in formencode.validators)

	CreditCardValidator (class in formencode.validators)

	current() (routes.util.URLGenerator method)






D

	


	DatabaseContainer (class in beaker.ext.database)

	DatabaseNamespaceManager (class in beaker.ext.database)

	date (webob.Response attribute)

	date() (webhelpers.html.tags.ModelTags method)

	DateConverter (class in formencode.validators)

	DateValidator (class in formencode.validators)

	DBMContainer (class in beaker.container)

	DBMNamespaceManager (class in beaker.container)

	DeclarativeException (class in webhelpers.misc)

	default_formatter() (in module formencode.htmlfill)

	del_quiet() (in module webhelpers.containers)

	delete() (webtest.TestApp method)

	delete_cookie() (webob.Response method)

	delete_json() (webtest.TestApp method)

	dequote() (in module webhelpers.markdown)

	
	detabbed_fn() (webhelpers.markdown.BlockGuru method)

	determine_browser_charset() (pylons.controllers.util.Request method)

	determine_charset() (pylons.controllers.util.Response method)

	dict_of_lists() (webhelpers.util.UnicodeMultiDict method)

  	
    	(webob.multidict.MultiDict method)

  


	DictConverter (class in formencode.validators)

	dispatch() (pylons.wsgiapp.PylonsApp method)

	dispatch_on() (in module pylons.decorators.rest)

	distance_of_time_in_words() (in module webhelpers.date)

	distribute() (in module webhelpers.containers)

	do_request() (webtest.TestApp method)

	Document (class in webhelpers.markdown)

	DoubleTagPattern (class in webhelpers.markdown)

	DumbObject (class in webhelpers.containers)






E

	


	easy_install

	egg

	EJBs

	Element (class in webhelpers.markdown)

	Email (class in formencode.validators)

	EmailReporter (class in weberror.reporter)

	emit() (pylons.log.WSGIErrorsHandler method)

	Empty (class in formencode.validators)

	Enclosure (class in webhelpers.feedgenerator)

	encode_content() (webob.Response method)
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Hello World, your environ variable looks like:
{'routes.route’: <routes.route.Route object at 0x131b9f0, heaker.cache': <beaker cache CacheManager object at
0x17e8ef0>, pylons.routes_dict’ {'action’; windex’, 'controller’ u'hello'}, 'beaker.get_session': <bound method
SessionMiddleware._get_session of <beaker middleware.SessionMiddleware object at Ox17eSeb0>>,
'SCRIPT_NAME': ", REQUEST_METHOD'":'GET', PATH_INFO': hello/index', SERVER_PROTOCOL':
'HTTP/L.1', QUERY_STRING'" ", ‘paste throw_errors': True, pylons action_method': <bound method
HelloController.index of <helloworld controllers hello HelloController object at 0x1829650>>,
'CONTENT_LENGTH': 0/, ‘weberror.evalexception’: <weberror.evalexception EvalException object at
0x17e8f10>,'HTTP_USER_AGENT': 'Mozilla/5 0 (Macintosh; U; Intel Mac OS X 10_5_4; en-us)
AppleWebKit/525.18 (KHTML, like Gecko) Version/3.1 .2 Safari/525.20.1', HTTP_CONNECTION': !
alive',' SERVER_NAME' 0.0.0.0', REMOTE_ADDR': '127.0.0.1', 'pylons.environ_config" {'session
“beaker session', ‘cache’ 'beaker cache'}, ‘pylons.pylons <pylons.util PylonsContext object at 0x 182950,
wsgi.url_scheme': hitp', 'wsgiorg routing_args': (0, {‘action’: w'ndex', ‘controller'; u'hello'}),'SERVER_POR
5000, pylons controller': <helloworld.controllers hello.HelloController object at 0x 1829650>,
‘paste.evalexception': <weberror.evalexception EvalException object at 0x17¢8f10>, "wsgi.input’
<socket._fileobject object at 0x18239b0 length=0>,'HTTP_HOST': '127.0.0.1:5000', 'beaker.session': {},
wsgi.multithread: True,'HTTP_CACHE_CONTROL' 'max-age=0','HTTP_ACCEPT"
‘text/xml.application/xml application/xhtmH+xml texthtml:q=0.9 textjplain:g=0 8 image/png */*:q=0.5',
"wsgi.version': (1, 0), paste.registry': <paste registry Registry object at OxI8119b0>, "wsgi.run_once': False,
copen file '<stderr>' mode 'w' at 0x60b0>, "Wsgi.multiprocess" False,
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